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「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」 ゲー ム で の あな た の 役 は 、6.000 年 も 前 の 世界 最初 の 都市 建設 か けじめ に 


ら 近 未来 の 宇宙 植民 地 建 設 に いた る 何 世代 に も わた る 一 つの 文明 全体 の 支配 者 で す 。 こ の 
た め に は 、 歴 史 を 作り 上 げ て 行く 力 と 競争 環境 の 中 で 行なわ れる 技術 革新 と を た くみ に 組 
み 合 わせ ます 。 あ な た に は 計画 や 戦略 に 大 き な フ レキ シビ リティ ー が 与え られ て いま す 
が 、 と に か くく 生き残っ て いく こと が 大 切 で 、 歴 史 的 に すでに 形作ら れ て いる 様々 な 力 に う 
まく 対応 し て 行か な けれ ば な り ま せん 。 


ゲー ム を 開始 し た と き は 、 あ な た の 文明 [シレ ヴィ ライ ゼー ション] は 小さ い の で 各 タ ー 
ン で の 決定 する こと も わずか で す 。 し か し 、 そ れ ぞ れ の 決定 が 後に な っ て 重要 な 結果 を も 
た らし ます 。 問題 を 理解 し た り 行 動 の 指針 を 見 い だ す に は 、 多 数 用 意 さ れ て いる 最新 の 
ディ スプ レイ を 利用 し ます 。 も し プレ イ を し て いる あな た が 有 能 な 支配 者 で ある と 認め ら 
れる と 、 あ な た の 文明 は 大 きく 成長 し 、 管 理 が 一 層 面 白く な り ま す 。 隣国 と の 接触 が 避け 
られ な く な り ま す が 、 こ の 接触 に よっ て 次 の よう な 新た な 機会 が も た ら さ れ ま す : 条約 、 
大 使 館 、 サ ボタ ー ジ ュ 、 交 易 、 戦 争 等 。 


時 が た つ に つれ 、 各 ター ン ご と に 必要 と され る 重要 な 決定 の 数 も 多く な り ま す 。 最初 は 
戦術 的 に 考え を な けれ ば な り ま せん : 都 市 の 場所 、 軍 事 ユ ニッ ト を 創設 し た り 都 市 を 改善 す 
る こと 、 隣 接地 の 開拓 等 で す 。 ま も な く 、 戦 術 的 計画 を 立て な けれ ば な ら な く な り ま す : 
隣接 国 と の 戦争 か ある い は 平和 、 海 外 を 開拓 し た り 進 出す る 時 期 、 政 治 体制 を 変更 する 時 
期 、 力 を 入れ る 技術 研究 分 野 。 


航空 工学 
(飛行 機 & 電 気 学 ) 








アル ファ ベッ ト 





あな た が 作り 上 ば げ る 文明 が 成功 する か どう か は 、 あ な た の 決定 に か か っ て いま す 。 あ な 
た は 支配 者 と し て 、 経 済 、 外 交 、 探 検 、 技 術 研 究 、 軍 備 等 を 管理 し ます 。 世界 は 常に 変化 
し ます の で 、 政 策 は フレ キシ ブル で な けれ ば な り ま せん 。 軍事 ユニ ッ ト は 時 代 遅 れ に な っ 
て し まい ます か ら 、 進 ん だ 技術 が 出 た ら 軍 事 ユ ニッ ト も 改め な けれ ば な り ま せん 。 経済 政 
策 や 政治 政策 は 、 重 要 な 技術 に 遅れ を と ら な いよ う 変 更 す る 必要 が ある か も 知れ ませ ん 。 


アレ キサ ンダ ー 大 王 、 ヒ ッ タ イト 、 ナ ポレ オン 、 ジ ン ギ スカ ン 、 そ の 他 の 過去 の 文明 は 
全て 世界 の 歴史 の 舞台 で 一 時 は 誇る べき 地位 を し め て いま し た が 、 全 て が 崩壊 し て いま 
す 。 こ の 「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」| で は 、 あ な た は 時 代 の 試練 に 面 え を る こと の で きる 文明 
を 作り 上 げ る 仕事 に チャ レン ジ す る の で す 。 先 人 が 失敗 し た と ころ で も 、 あ な た な ら 成 功 
する か も 知れ ませ ん 。 都市 の 場所 を 正しく 選定 し 、 健 全 な 街 作り を し て 、 積 極 的 な 防衛 策 
を 講じ 、 潜 在 的 な 敵 の 危険 を な くす る と 、 あ な た の 部 族 の 子孫 が 生き 残れ る だ け で な く 、 
宇宙 に 植民 地 を 築く こと に も な り ま す 。 





人 間 が 集まっ て 都市 で 生活 で きる くら いま で 農業 や 技術 が 進 示 し た と き に 、 文 明 が 現 ゎ 部 訪 と 文 婦 


れ ま し た 。 全 人口 の 内 で ほん の 一 部 の 人 た ち だ け で 全体 を 食べ させ る こと が で きる と 、 他 
の 人 た ち は 道 具 を 作っ た り 、 交 易 と し た り 、 工 業 に 従事 し た り 、 都 市 を 運営 し た りす る こ 
と に 専念 で きま す 。 専門 化す る と 効率 や 生産 が 高まり ます 。 都市 間 で は 情報 の 交換 が 重視 
され ます 。 一 人 の 先生 が わずか 数 人 の 生徒 で は な く 、 大 勢 の 生徒 に 一 時 に 教え ん る こと が で 
きる よう に な り ま す 。 


都市 に 住む 人 は 近く の 畑 を 耕し 、 森 林 か ら 木 を 切り 出し 、 川 で 魚 を 採り 、 夜 に な る と 仕 
事 の 成果 を 持ち 帰り ます 。 こ の よう な 産物 や 原材料 は 都市 の マー ケッ ト で 他 の 人 の 商品 や 
サー ビス と 交換 され ます 。 あ る 地域 か ら 取 れ た 木炭 と 別 の 地域 で 取れ た 鉄鋼 石 が 町 の 精練 
所 に 持ち 込ま れ 、 そ こ で 作ら れ た 鉄 は 鍛冶 屋 に 渡っ て 道具 が 作ら れ ま す 。 


し か し 、 都 市 に は 独特 な 問題 が 発生 し ます 。 都市 の 規模 が 大 きく な る に つれ 、 近 隣 の 農 
地 か ら で は 十分 な 食糧 の 供給 が 困難 に な り ま す 。 人 口 が 多く な る と 、 貧 富 の 格差 や 政策 に 
不満 を 持つ 人 々 が 現われ ます 。 繁栄 し て いる 都市 は ライ バル の 文明 や 野 密 な 侵略 者 に と っ 
て 魅力 的 な 標的 で す 。 優 れ た 管理 法 や これ ら の 問題 に 対す る 新しい 解決 策 を 作り だ し た 都 
市 や 文明 は 成長 し 、 繁 栄 し ます 。 失敗 し た 都市 や 文明 は 世界 中 に 警報 と し て 廃虚 を 残す こ 
と に な る の で す 。 


「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」 で は 、 歴 史 と 同じ よう に キー と な る ステ ッ プ と 基本 的 コン セ 
プ ト は 都市 を 建設 し 、 管 理 す る こと に あり ます 。 あ な た が 支配 する 文明 は 、 都 市 建設 と い 
う 重要 な 段階 に き は しか か っ て いる 有史 前 の 放浪 部 族 の 段階 か ら 始ま り ます 。 最初 の ステ ッ 
プ は 一 つの 都市 を 建設 する こと で 、 拡 張 は そこ か ら 始 まり ます 。 あ な た の 文明 が 成長 する 
に つれ 、 都 市 は 大 陸 全 体 に 広がる か 、 あ る い は 大 陸 の 一 部 に 留まる か 、 ま た は 多く の 島 や 
大 陸 に 広がる の で す 。 


天文 学 


(神秘 主義 数学) 


で 


レー 


コペル ニク ス の 
天文 台 











原子 理論 
(万 有 5 引 力 の 法則 & 物 理学 ) 





各 都 市 は 、 食 物 、 資 源 、 お よび 隣接 地 と の 交易 の た め の 巨 大 な 処理 工場 と し て 機能 し ま 
す 。 都市 に 住む セ 人 々 は 都市 か ら 出 て 、 近 く の 農 場 と か 鉱山 と か 森林 に 出かけ て 働き 、 都 市 
は この よう な 労働 の 成果 を 、 よ り 多 く の 人 、 軍 隊 、 お 金 、 敬 沢 品 、 寺 院 、 大 学 等 に 変換 し 
ます 。 原材料 は 都市 か ら あ な た の 文明 が 栄え る た め に 必要 な 電力 や 情報 に 変換 され ます 。 


集め られ た 「 食 物 ] は その 地 の 人 口 を 養い ます 。 食糧 が 余る と 人 口 が 増加 し ます 。 あ な 
た の 最初 の 都市 は 、 そ の 都市 が 管理 する 土地 の 一 部 を 利用 する ほど の 少な い 人 口 し か あり 
ませ ん 。 都市 の 人 口 が 増加 する に つれ 、 よ り 多 く の 土 地 が 利用 され 、 生 産 が 増加 し ます 。 
や が て 、 あ な た は 近く に 別 の 都市 を 建設 する た め に 最初 の 都市 か ら 植民 者 を 送り 出す 余裕 
が で き 、 さ ら に 都市 を 増やす こと が で きる で し ょ う 。 


[資源 ] は 木材 や 金属 や エネ ルギー 源 、 お よび 工業 で 使用 され る その 他 の 原材料 で す 。 
都市 は 職人 や 工場 に よっ て これ ら の 資源 を あな た の 文明 発生 の 地 や その 他 の 場所 で 利用 す 
る 製品 に し ます 。 都市 が より 大 きく な る と 、 通 常 は より 多く の 資源 を 生み 出し 、 も の も よ 
り 早 く 作 り ま す 。 各 都市 は 一 時 に 一 品目 し か 作る こと が で きま せん 。 こ の 品目 は 、「 フ ァ 
ラン クス | や 「 戦 艦 ]」 の よう な 軍事 ユニ ッ ト と か 、「 寺 院 ]」 や 「 大 学 」 の よう な 都市 施設 
で あっ た り 、 あ る い は 「 世 界 の 7 不思議]」 の ひと つ で あっ た り し ます 。 


| 交易 」 は 商業 高速 路 を 通し て 行なわ れ ま す : 道路 、 川 、 海 で す 。 近隣 で の 全て の 交易 
品 は 都市 を 通過 し 、 贅 沢 品 や お 金 や 情報 を 持ち 込み ます 。 あ な た の 政策 に よっ て 殴 沢 品 と 
か お 金 、 研 究 等 を どの よう に 分 ける か を 調整 する こと が で きま す 。 都市 は より 多く の 人 た 
ち を 幸福 に する た め に より 多く の 警 沢 品 を 必要 と する こと も ある で し ょ うし 、 国 庫 と し て 
税収 を 多く する こと が 必要 な と きも あり ます 。 税金 を 高く する と 税収 は 多く な り ま す が 、 
より 多く の 人 た ち を 不幸 に する 結果 に な る こと も ある で し ょ う 。 

あな た の 都市 が 大 きく な る に し た が っ て 、 都 市 を より 生産 的 に する た め に いっ そう 気 を 
使う こと も 必要 に な る か も 知れ ませ ん 。 大 き な 都 市 は 、 生 産 的 で ある こと が 望ま し い の で 


す が 、 特 有 の 問題 も 起こ り ま す 。 あ な た が 処理 し な けれ ば な ら な い 重 要 な 問題 の 一 つ は 住 
人 の 幸福 度 で す 。 人 々 に は 幸福 だ と 思う 人 か ら 、 満 足 、 あ る い は 不幸 だ と 思う 人 と 範囲 が 
あり ます 。 不幸 な 人 が 多く な り 過 ぎる と 暴動 が 起こ る こと も あぁ あります 。 


殆 沢 品 は 人 々 を 幸福 に し ます が 税収 が 少な く な っ た り 、 あ る い は 技術 の 流れ が 遅く な り 
ます 。 雅 沢 品 の 流通 度合 を 遅く し た り 、 政 治 体制 を 変革 し た り 、 都 市 施設 を し た り 、 厳 戒 
令 を 発令 し た り 、 あ る い は その 他 の 手段 に よっ て どの よう に 大 き な 都 市 で も 満足 させ て 生 
産 性 を 高め る こと が で きま す 。 


「 技 術 ] は | シヴィライゼーション] の 基本 的 コン セプト で 第 二 の も の で す 。 放浪 の 狩 
猟 民 が 集まっ た 形態 か ら 都 市 住人 へ 移り 変わ る に は 、 人 間 は ある 種 の 知識 と 技術 を 取得 し 
な けれ ば な り ま せん で し た 。 都市 居住 の 最初 の 段階 を 越え て 進む に は 知識 の 方 も それ に 応 
じ て 進 歩 し な けれ ば な り ま せん 。 


[シヴィライゼーション | を 開始 し た 当初 、 あ な た の 部 族 は 歴史 の 夜明け に 立っ て いま 
す が 、 基 本 的 知識 は 持っ て いま す 。 人々 は 、 農 業 、 潜 区 、 道 路 の 建設 、 家 や その 他 の 建造 
物 の 建築 を 理解 し ます 。 し か し 、 こ れ だ け で は その 後に 続く 時 代 を 生き 抜く こと は で きま 
せん 。 新しい 技術 を 学ぶ と 新しい 能力 へ の 門戸 が 開か れ ま す 。 「 地 図 ] を 学ん だ 小さ な 島 
国 の 文明 は 船 を 建造 し て 海外 に 展開 する こと が で きま す 。 


新しい 知識 を 取り 込む た め に 必要 な 時 間 は 、 交 易 が どれ ほど 新しい 情報 に 割り 当て られ 

て いる か に よっ て 違い ます 。 あ な た は 、 人 々 を 幸福 に する 碑 沢 品 、 国 庫 の た め の お 金 、 お 
よび 技術 の た め の 研究 か ら 選 ば な けれ ば な り ま せん 。 研究 に 割当 て られ る 交易 が 多けれ ば 
多い ほど より 早く 次 の ステ ッ プ が 得 ら れ ま す 。 十分 な 研究 を 行なう と 、 あ な た の 文明 は 新 
し い 技 術 を 獲得 し て 何 か 別 の 新しい も ゃ もの に つい て 仕事 を 進め る こと が で きま す 。 


あな た の 文明 が 存在 し て いる 世界 は 、 あ な た に と っ て も その 大 部 分 が 知ら れ て いな く 、 
近接 する 周辺 地 以外 は 未知 な の で す 。 世界 に つい て より 多く 知 ろ うと する な ら 、 あ な た 自 
身 が 探検 し な けれ ば な り ま せん 。 隠さ れ て いる の は 世界 ば か り で は な く 、 他 の 文明 の 場所 
も 知ら れ て は いな い の で す 。 


他 の 文明 で も 特に あな た の 文明 に 近い 文明 は 、 支 配 者 と し て の あな た の 仕事 を 類 雑 に し 
ます 。 そ れ ぞ れ の 文明 は あな た と 同じ よう な 支配 者 に 支配 され て いて 、 そ れ ぞ れ の 支配 者 
も あな た と 同じ 資源 や 機会 を 競っ て いる の で す 。 か れ ら も や は り 拡 張 と 成長 を 期待 し て い 
ます : し か も 機会 が ある と あな た の 費用 で 行なわ れる こと に な る の で す 。 い っ た ん 接触 が 
ある と 、 あ な た は 自分 の 文明 の 成長 や 拡張 に の み 専心 し て いる こと は で き な く な り ま す 。 
で すか ら 、 あ な た は ライ バル の 強 さ を 調べ 、 戦 争 の 場合 に は 適切 な 防備 を 備え な けれ ば な 
り ま せん し 、 自 ら 戦 争 に 巻き 込ま れる こと に も な る の で す 。 


戦争 に 勝つ と 非常 に 有利 で す 。 無 か ら 都 市 を 建設 する より 都市 を 獲得 する 方 が は る か に 
簡単 で すし 、 技 術 や お 金 と いっ た 戦利 品 が 得 ら れ ま す 。 ラ イ バ ル を 弱体 化す る と 益 威 も 少 
な く な り ま す 。 長 期間 に わた る 費用 の か さむ 戦争 は 、 あ な た が 武器 の た め に 人 資源 を 使っ て 
いる 間 に 、 戦 争 に 巻き 込ま れ て いな い ラ イ バ ル が 拡張 し 、 力 を 強く する こと に な り ま す 。 


未知 を 探り 、 世 界 を 制 謀 を 目的 と し て ライ バル と 闘う た め に 、 あ な た の 都市 に 陸軍 、 海 
軍 、 そ の 他 の 特殊 部 隊 を 備え そる こと が で きま す 。 い っ た ん 陸軍 や 海軍 が で き 上 が る と 、 移 
動き させ た り 戦 闘 に 利用 する こと が で きま す 。 あ な た の 文明 の 力 は これ ら の 部 隊 に よっ て 世 
界 中 に 拡張 され ます 。 こ れ ら の 部 隊 が 世界 で 知ら れ て いな い 地 域 に 入る と 、 神 秘 の ベー ル 
が 取り 除 か れ て その 地域 が 明らか に され ます 。 こ の よう に し て 世界 の 未知 の 領域 を 開き ま 
す が 、 新 し い 都 市 の た め に 適し た 土地 を 見 つけ る こと が で きる と 同時 に 他 の 文明 と の 接触 
も 起こ り ま す 。 


支配 者 と し て の あな た は 便利 な 3 つの 特殊 ユニ ッ ト が 利用 で きま す 。 「 植 民 者 (Setters)」 
は あな た の 文明 か ら の パイ オニ ア と な る 市 民 で す 。 彼 等 は 新た な 都市 を 建設 し た り 、 あ な 
た の 都市 の 生産 性 を 高め る た め の 道 路 、 浴 渡 、 鉱 山 と いっ た 地域 改善 を 行なう こと も あり 
ます 。 「 外 交 官 (Diplomats)」 は 使者 で あり スパ イ で も あり ます 。 彼 等 は ライ バル 都市 に 大 使 
館 を 開く こと が で き 、 数 多く の 偽装 任務 や 敵対 任務 を 行ない ます 。 「 キ ャ ラバ ン 
(Caravans)]」 は 、 世 界 中 の 都市 に あな た の 都市 の 製品 を 運搬 し 、 お 金 を 持ち 込ん だ り 交 易 
ルー ト を 作っ た りす る 商人 の 一 群 で す 。 交易 ル ー ト は 自国 都市 の 交易 を 増進 し 、 よ り 多 く 
の お 金 、 贅 沢 品 、 技 術 を 持ち 込み ます 。 


「 世界 の 7 不思議 (Wonders of the World)| は 独特 な 都市 施設 で す が 、 通 常 は 建造 物 で 、 
全 世 界 で 一 度 し か 建設 する こと が で きま せん 。 あ る 一 つの 都市 が この 「 7 不思議] の 一 つ 
を 建造 する と 、 他 の 都市 は これ を 建造 する こと が で きま せん 。 各 「 7 不思議 ] が それ を 
持っ て いる 文明 に と っ て 栄光 と な り 、 独 特 で 確実 な 利益 に も な り ま す 。 例え ば 、 あ な た の 
都市 の 一 つ に 「 神 託 所 (Oracle)」 を 建造 し た と し ます と 、 あ な た の 文明 に 属す る 全て の 「 寺 
院 (Temples)] が 人 々 を 2 倍 満足 させ る こと が で きま す 。 


成功 する 文明 の 基本 的 コン セプト は 都市 を 拡張 させ 、 成 長 さ せる こと と 、 新 し い 技 術 を 
取り 入れ こと で す 。 要 する に 、 文 明 を 成長 させ な けれ ば な ら な い の で す 。 ダイ ナミ ッ ク な 
世界 環境 で 、 し か も 見 知ら ぬ 地 域 で は ライ バル に 取り 巻 か れ て いま すか ら 、 自 己 満足 し て 
いた り 停 溢 し て いる と 未来 が な く な る の で す 。 3 つの 全て の 前 線 で 強引 に 前 進 し な けれ ば 
な り ま せん : 世界 で 大 き な シ ェ ア を 取る た め に あな た の 都市 を 拡張 きせ 、 そ れ ぞ れ の 都市 
の 規模 や 生産 力 を 増強 し 、 最 新 の 技術 を 獲得 する た め に 努力 し ます 。 


これ ら 3 つの 分 野 で あな た の 文明 が ライ バル に 遅れ を 取る こと は 許さ れ ま せん 。 十 分 な 
数 の 強力 な 都市 が ある と 、 ど の よう な 軍事 競争 に も 対応 で きる 軍隊 を 維持 する こと が で き 
ます 。 技術 レベ ル に 遅れ を 取っ て いな けれ ば 質 が 確保 で きま す 。 


自動 車 
(内 燃 機 関 & 鋼 鉄 ) 








銀行 
( 質 易 & 共 和 政 治 ) 





近隣 諸国 より 優れ た 武器 技術 を も っ て いた 古代 ヒッ タイ ト に は 東 の 間 の 栄光 の 時 が あり 

まし た 。 と 言い ます の は 、 ヒ ッ タ イト より 多く の 人 口 を 抱え て いた 近隣 諸国 が ヒッ タイ ト 
と 同じ 新しい 技術 を 手 に し た と き 、 ヒ ッ タ イト は 世界 の 舞台 か ら 消 え 去 る こと に な っ た か 
ら で す 。 


コル テス は わずか 2 、 3 百人 の コン キス タ ド ー ル [征服 者 ] 達 と ベラ クル ス の 都市 アズ 
テカ に 上 陸 し まし た が 、 優 れ た 武器 と 外交 を 背景 に 黒褐色 の モン テ ズ マ を 哀願 させ る こと 
に な っ た の で す 。 ア ステ カ は スペ イン の 技術 を 学ぶ 前 に 崩壊 し まし た 。 


あら ゆる 地域 で あな た の 文明 が 成長 を 続け る よう に し て くだ さい 。 都市 の 数 が より 多く 
て より 大 きく 、 技 術 や 軍隊 が より 優れ て いる こと が 生き 残る こと に な り ま す 。 そ れ ぞ れ の 
都市 は 、 あ な た の 文明 の 力 と 栄光 と に 貢献 する よう に 計画 し 、 管 理 し 、 防 人 所 し な け れ ば な 
り ま せん 。 


この よう な 成長 パタ ー ン を 何 年 も 維持 する と 、 あ な た は ヒッ タイ ト や モン テ ズ マ と 同じ 
よう な 運命 を た どる こと は まず な いで し ょ う 。 





ゲー 


この マニ ュ ア ル で は プレ イ の 仕方 や トピ ッ ク の 背景 情報 を 説明 し ます 。 す べ て の コン 
ピュ ー タ ・ シ ステ に 適用 で きま す が 、 最 初 の ゲー ム ・ デ ザイ ン の 基本 と な っ た IBM シス テム 
に 関し て は 具体 的 な 操作 を 説明 し ます 。 イ ンタ ー フ ェ イ ス の コン トロ ー ル は IBM の ユー ザー 
が マウ ス を 使用 し て いる こと を 前 提 に し て いま す 。 キ ー ボ ー ド だ け の IBM イン ター フェ イス 
は 「IBM テ クニ カル ・ サ プル メン ト | を 参照 し て くだ さい 。 

| テク ニカ ル ・ サ プル メン ト | で は あな た の コン ピュ ー タ に ゲー ム を ロー ド グ ノイ ンス トー 
ル す る 具体 的 な 方 法 を 示し て いま す 。 ま た 、 各 コン ピュ ー タ に つい て 具体 的 に ゲー ム で 使用 
され て いる キー の 参照 も 示し て いま す 。 


ム を 始め る 所 に 
ぐ 桂 鐘 の 分 類 > 


「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」 を フロ ッ ピ ー あ る い は ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する 方 法 < イン スト レー ショ ン > 


は 「 テ クニ カル ・ サ プル メン ト | を 参照 し て くだ さい 。 


「 学 ん で か ら プ レイ する 方 式 ] : 実際 の 操作 方 法 や 指示 は この マニ ュ ア ル や 「 テ クニ カ 
ル ・ サ プル メン ト 」| で 学ぶ こと が で きま す 。 一 通り 学ん で か ら プ レイ を は じ め 、 必 要 に 応じ 
て 指示 等 を 参照 し ます 。 

「 ま ず プ レイ する 方 式 」 ・ コ ンピュータ ・ グ ゲー ム を 経験 し て いる 人 た ち に と っ て は 、 こ の 
方 式 が 最も 普通 で す 。 し か し 、 で きれ ば 少な く と も 第 1 章 を 通読 され る こと を お 毅 め し ま 
す : 「 は じ め に ] と 、 特 に 「 都 市 と 文明 ] 「 イ ンタ ー フ ェ イ ス 」 「 ゲ ー ム の 終わ り と 勝敗 
で す が 、 こ れる 必要 な いで し ょ う 。 問題 が 発生 し た ら ヘ ルプ と し て マニ ュ ア ル の 指示 を 参照 
じ で くだ さい 。 


ぐ グ ゲー ム の 学 ひ 方 > 


橋梁 建設 
(建設 鉄器 ) 





イン ター フェ イズ 






軍装 歩兵 ユニ ッ ト 
CC アボ ポロ 巨像 ユニ ッ ト 






「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」 は IBM シ ステ ム を 使っ て 作ら れ て いま す の で 、 イ ンタ ー フ ェ イ 
ス に つい て の 下記 の 説明 は この 機種 の バー ジョ ン を 基本 に し て いま す 。 他 の バー ジョ ン の コ 
ンピュータ ・ シ ステ ム の 具体 的 な イン ター フェ イス に つい て の 説明 は その バー ジョ ン の 「 テ 
クニ カル ・ サ プル メン ト 」 を 参照 し て くだ さい 。 

[シヴィライゼーション | の イン ター フェ イス は マウ ス が 利用 で きる よう に デザ イン され 
て いま す 。 キ ー ボ ー ド だ け の イン ター フェ イス で も プレ イ は で きま す が 、 マ ウス を 利用 する 
方 が プレ イ を 早く 進め る こと が で きま す 。 


イン ター フェ イス は 主 に 2 つの 主要 な ゲー ム ・ デ ィ ス プレ イ で ある マッ プ ・ デ ィ ス プレ イ 
と 都市 デア ィ ス プレ イ と で 使用 きれ ます 。 こ れ ら の ディ スプ レイ の 詳細 に つい て は マニ ュ ア ル 
の それ ぞ れ の 章 を 参照 し て くだ さい 。 マ ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ の 上 部 は 横 方 向 に マニ ュー バー 
が 出 ま す 。 こ の メニ ュー か ら も っ と 他 の ゲー ム 機 能 が 選択 で き 、 デ ィ ス プレ イ に は 出 て いな 
い 情 報 を 得る こと も で きま す 。 


イン ター フェ イス は 主 に メニ ュー に 頼っ て いて 、 全 て が 似 た よう な 方 法 で 使用 され ます 。 
いく つか の 場所 で の ゲー ム 機 能 や さら に くわ し い ゆい 情報 が 必要 な と き に 、 ラ ベル の 付い た ボタ 
ン も 使用 し ます 。 


[マウ ス の 使用 法 」 : ゲー ム の 最 中 に マウ ス の ボタ ン を 押す 時 は 、 ト ー チ (か が り 火 ) の 
形 を し た ポイ ンタ ー を 希望 の 位置 まで 移動 きせ て か ら 正しい マウ ス ボ タ ン を 押し て 下さ い 。 


「 メ ニュ ー の オー プン の 仕方 ]」 : マニ ュ ア ル で は 、 メ ニュ ー を 引き 下げ て オー プン し 、 そ 
の 中 の オプ ショ ン を 表示 する よう に 指示 し て いま す 。 マ ウス を 使っ て メニ ュー を オー プン す 
る に は 、 メ ニュ ー バ ー に ある メニ ュー の 名 前 に マウ スポ イン ター の トー チ を 合わ せ て 「 左 マ 
ウス ボタ ン | を 押し ます 。 ボ タン を 押す と メニ ュー が オー プン され 、 開 いた まま に な っ て い 
ます 。 ま た 、 ボ タン を 押し た まま に し て ポイ ンタ ー を メニ ュー・ オ プシ ョ ン の リス ト 上 で 動 
か すこ と も で きま す 。 


キー ボー ド だ け の イン ター フェ イス で プレ イ す る と き は 、 メ ニュ ー バ ー の メニ ュー を オー 
プン する に は ショ ー ト カッ ト ・ キ ー を 使う こと が で きま す 。 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー の 詳細 な 
リス ト は 「 テ クニ カル ・ サ プル メン ト 」| を 参照 し て くだ さい 。 

[メニ ュー 選択 ] : メニ ュー の オプ ショ ン を 選択 する に は 、 選 択 し た い 所 に マウ ス ・ ポ イ 
ンタ ー を 合わ せ て 「 左 マウ ス ボ タ ン | を 押し ます 。 


また 、 メ ニュ ー を 引き 下げ ます と 、 ポ イン ター が 通過 する オプ ショ ン 項 目 の 表 示 が 明る く 
な り ま す 。 自 分 の 望 せ オプ ショ ン が 明る く な っ た ら マ ウス ボタ ン を 押し て 選択 し て 下さ い 。 


キー ボー ド の 場合 、 キー ボー ド の キー8 と 2 を 使っ て 自分 の 選択 項目 が 明る く な る よう に 
ハイ ライ ト ・ バ ー を メニ ュー の 上 下 に 動か し て メニ ュー 選択 を し ます 。 そ れ か ら 、 / リ ター 
ン キ ー を 押し て くだ さい 。 


[ボタ ン の 押し 方 」 : ラベ ル の 付い た ボタ ン を 押す に は 「 左 マウ ス ボ タ ン | を 押し て くだ さい 。 


[ショ ー ト カッ ト ・ キ ー」| : マウ ス を 使っ て いる 場合 で も 一 つの キー で 数 ステ ッ プ 分 を 周 
うこ と が で きる こと が あり ます 。 イ ンタ ー フ ェ イ ス に は この よう な ショ ー ト カッ ト が いく つ 
か 含ま れ て いま す が 、 詳 細 は 「 テ クニ カル ・ サ プル メン ト 」| を 参照 し て くだ さい 。 





ぐ マ ッ プ ・ 


マッ プ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス に つい て の 詳し い 説 明 は 本 マニ ュ ア ル の 「 マ ッ プ ・ デ ィ ス プレ 


イン ター フェ イス > 「] に あり ます が 、 ゲ ー ム を 開始 する に 当たっ て 重要 な コマ ンド を 説明 し ます 。 


ぐ 閣 方 デ ァ スプ レイ ・ 


イン ター フェ イズ > 
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[マッ プ ・ ス クロ ー ル | : 占拠 され て いな い マ ッ プ ・ ス クエ ア を ディ スプ レイ の 中 央 に 位 
置 さ せる と き は 「 左 マウ ス ボ タ ン 」 を 押し て くだ さい 。 ワ ー ル ド ・ ウ イン ドー に 出 て いる 世 
界 地図 の 一 部 の マッ プ ・ デ ィ ス プレ イ を 中 央 に 位置 させ た いと き は 「 左 マウ ス ボ タ ン | を 押 
し ます 。 


[現在 ユニ ッ ト 」| : 地図 で 点 減 し て いる ユニ ッ ト は 、 あ な た の 命令 を 待っ て いる ユニ ッ ト 
で す 。 あ な た が 移動 きせ た い 地 図 方 向 に 対応 する キー ボー ド の 数 値 キ ー を 使っ て 移動 させ る 
こと が で きま す 。 


都市 ディ スプ レイ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス に つい て の 詳し い 説明 は 本 マニ ュ ア ル の 「 都 市 ディ 
スプ レイ | で す が 、 ゲ ー ム を 開始 する に 当たっ て 重要 な コマ ンド を 説明 し ます 。 


[都市 ディ スプ レイ の オー プン プク ロー ズ 」| : 都市 アジア ィ スプ レイ を オー プン する に は 地図 
に 出 て いる 都市 で 「 左 マウ ス ボ タ ン 」| を 押し て くだ さい 。 デ ィ ス プレ イ を クロ ー ズ する に は 
「 終 了 (exi)」 ボタ ン を 押し て 地図 に 戻り ます 。 


[生産 」 : 製造 品目 の メニ ュー を オー プン する に は プロ ダク ショ ン ・ ボ ックス の 上 の 「 変 
更 (Change)」 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 





シヴィライゼーション / を 始め る 所 に 、 パ ラメ ー タ と あな た が プレ イ を し た いと 避 う 
ゲ ダー ム の 玄 困 に つい て 多く の 交 炊 を し な けれ ば な りり ませ ん 。 始め る に は 、 ゲ ダー ム の 起動 に つ 
いて は テク タク ニカ ル ・ サ プル メン ト 有 の 上 益 示 に 従っ て くだ さい 。 タイ トル と 謗 衝 が 表示 され 
て か ら 、 了 本 記 の ゲー スム 肩 始 勝 ナ オナ プション の 選 記 を し ます 。 


最初 の メニ ュー で は あな た に どの ゲー ム を ロー ド す る か 訳 ね て きま す : 


「 新 ゲー ム を 開始 [Start a New Game]] : この オプ ショ ン を 選択 する と 新た に 作ら れ た 世 
界 で 新しい ゲー ム が 始ま り ま す 。 こ の 世界 は 、 土 の 塊 や 気候 や 降雨 で は 「 地 球 (Earth)」 に 似 
て いま す 。 こ の 新しい ゲー ム は 紀元 前 4000 年 に 始ま り ま す 。 


「 セ ー ブ し た ゲー ム の ロー ド (Load a Saved Game)] : 前 に セー プ し た ゲー ム を ロー ド す 
る と き に この オプ ショ ン を 選択 し ます 。 プ ロン プ ト に 従い 、 セ モー ブ し た ゲー ム の 収納 され て 
いる ドラ イブ の 文字 を 入力 し て 「 リ ター ン キ ー」 を 押し て くだ さい 。 セ ー プ され て いる ゲー 
ム の リス ト が 表示 され た ら ロ ー ド し た い ゲ ー ム を 選択 し ます 。 


[地球 (EARTH)」 : 「 地 球 ] で の プレ イ に この オプ ショ ン を 選択 し ます 。 あ な た の ライ バ 
ル は 歴史 的 な 場所 に 居る 部 族 で す 。 


[好み の 世界 (Customize World)」 : この オプ ショ ン は 自分 の 望む せよ うに 世界 を 合わ せ た い 
時 に 選択 し ます 。 表 示さ れる メニ ュー か ら 土 地 の 大 き さ 、 平 均 気 温 、 湿 度 、 地 球 の 年 令 を 選 
ん で 下さ い 。 各 メニ ュー の ミド ル ・ オ プシ ョ ン は デフ ォ ル ト の 「 地 球 の よう な 」 世界 で す 。 


「 栄 準 の 殿堂 を 見 る (View Hall of Fame)」 : 「 栄 誉 の 殿 営 ] を オー プン する と き に この オ 
プシ ョ ン を 選択 し ます 。 詳 しく は 「 栄 誉 の 殿堂 」 の 項 を 読ん を で くだ さい 。 「 栄 誉 の 殿 堂 」 を 
見 終 を た ら 「 ゲ ダー ムン ノ 世 界 オ プシ ョ ン | メニ ュー に 戻り ます 。 


ゲー ム 庁 始 所 
オォ プション 


く ク グー ム / 


春 ブ オプション 


ぐ 難 易 度 レベ ル > 
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場所 に 関係 な く 新 し い ゲ ー ム を 始め る と き は 、 ゲ ー ム 開始 前 に 世界 が 作ら れ て いる あい だ 
地球 の 歴史 が 紹介 され ます 。 画面 を クリ ア し て この 歴史 を スキ ッ プ で きま す が 、 い ずれ に し 
て も 新しい 世界 が 生成 され る に は 少し 時 間 が 掛か り ま す 。 


自分 が プレ イ し た い 難 易 度 の レベ ル を 選択 し て くだ さい 。 各 レベ ル で さま ざま な 要素 が 調 
整 さ れ ま す が 、 こ れ に は 新しい ユニ ッ ト を 作り 出す た め に 要する 時 間 と か 技術 進歩 の 進み 具 
合い 等 が 含ま れ て いま す 。 


「 首領 (Chieftain)] : これ は 最も 優し い レ ベル で 、 初 め て プレ イ す る 人 に 向い て いま す 。 
プレ イヤ ー が 決定 を し な けれ ば な ら な い 時 に アド バイ ス を する プロ グラ ム が 付い て いま す 。 


「 将 軍 (Warlord)] : あな た の ライ バル は 強力 で 、 技 術 を 手 に 入れ る に も 長い 時 間 が 掛か り 
ます 。 こ れ は あま り 面 倒 な テス ト が 嫌い で 、 し か も た ま に プ レイ する 人 に 向い て いま す 。 


「 王 子 (Prince)] : あな た の ライ バル は か な り 強 力 で 、 技 術 を 取得 する に も 相当 に 時 間 が 
掛か り ま す 。 こ の レベ ル で 勝ち を お さめ る に は か な り に 経験 と 技術 が 必要 で す 


「 王 様 (King)] : あな た の ライ バル は 能力 的 に あな た と ほぼ 対等 で す 。 こ の レベ ル で は 勝 
利 を 得る の が むず か し い チ ャ レン ジ で すか ら 経 験 を 積ん で 技術 の ある プレ イヤ ー が 選ぶ レベ 
ル で す 。 


「 皇帝 (Emperor)」 : これ は 最も 難し い レ ベル で 、 高 慢 の 鼻 を 折っ て も らい た いと 思う 人 
に の み 適 し て いま す 。 こ の レベ ル で 勝つ こと は で きま す が 、 常 に 勝つ こと は で きま せん 。 


世界 の 文明 で 3 と 7 と の 間 を 選ん で くだ さい 。 敵 が 多けれ ば 必ず し ゃ 危険 だ と は 限り ませ 

ん が 、 敵 が 少な けれ ば 少な い ほ ど 、 ラ イ バ ル に 遺 遇 する 前 に 安全 に 拡張 や 拡大 する た め の 時 
間 が 得 ら れ ます 。 敵 が 多い と 敵 と の 出会い も 早く な り 、 戦 争 の 危険 も 多く な り ま す 。 し か 
し 、 他 の 文明 と の 出会い は 交易 や 同盟 の 機会 が 得 ら れる こと に も な り 、 戦 争 を 避け る こと も 
可能 で す 。 


オプション ・ メ ニュ ー か ら 自 分 の 部 族 を 選ん で くだ さい 。「 地 球 」 以 外 で は 、 地 図 の 上 で 
最初 に ユニ ッ ト を 配置 する 場所 や ライ バル の 近接 状態 は ラン ダム に 決定 され ます 。 こ の 場 
合 、 文 明 は ラン ダム に 選ば れ ま す が 、 選 ば れ た 文明 は それ ら の 歴史 的 位置 の 近く か ら ス ター 
ト し ます 。 


14 文 字 以 内 で 自分 に る ふさわしい 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 入力 が 済ん だ ら ゲ ー ム に その 名 
前 を 入力 し ます 。 も し よい 名 前 が 思い 浮か ば な いと き は 、 プ ログ ラム か ら 名 前 を 提案 し て き 
ます 。 


ぐ 毅 第 の レベ ル > 


ぐ 表 分 の 部 族 を 


選 記 する > 


ぐ と あぁ あな た の 名 所 > 
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ゲー の = 


< ぐ 年 花 > 


< く 災 逢 > 


ぐ 都 訪 の チェ ッ ク > 


| シヴィライゼーション | は 一 連 の ター ン で プレ イ す る ゲー ム で す が 、 各 ター ン ご と に プレ 
イ ・ オ プシ ョ ン の シー ケン ス が あり ます 。 各 ター ン で の シー ケン ス に 従っ た 進行 で 、 あ な た 
は 自分 の 文明 で の 活動 を 指示 し ます が 、 こ れ に は 都市 の 管理 、 新 し い ユ ニッ ト の 生産 、 都 市 
施設 、 軍 の 移動 や 戦闘 、 他 の 文明 と の 交渉 等 が 含ま れ て いま す 。 

各 タ ー ン は 次 の プレ イ ・ シ ー ケ ンス で 進行 し ます 。 


年 代 を 進め る と 新しい ター ン が 始ま り ま す 。 そ の 時 の 年 に よっ て 年 代 は 20 年 か ら 1 年 まで 
進み ます 。 そ の 時 の 年 代 は マッ プ ・ デ ィ ス プレ イ の 年 代 ウ イン ドー に 表示 され て いま す 。 


新しい ター ン の は じ め に 世界 の 都市 が 自然 災害 に 見 舞 わ れる 可能 性 が あり ます 。 ど の よう 
な 災害 が 起こ っ て も 報告 が あり 、 す ぐに 被害 が 出 ま す 。 災害 が ある と 人 口 が 減少 し た り 、 都 
市 施設 が 破壊 され ます 。 た い が い の 人 災害 は 具体 的 な 都市 施設 や 技術 に よっ て 防ぐ こと が で き 
ます 。 も し 標的 都市 が 災害 に 対す る 備え を し て いる と 、 災 害 は 起こ り ま せん 。 (「 災 害 」 の 
項 を 参照 ) 


あな た の 文明 の 各 都 市 に つい て 、 そ の 生産 、 成 長 、 不 安 程度 、 整 備 度合 、 科 学研 究 の 個々 

を チェ ッ ク す る こと が で きま す 。 こ れ ら の コン セプト に つい て は [都市 」 の 項 で 詳し く 説 明 
し ます 。 ひ と つの 都市 に つい て 、 次 の ステ ッ プ を チェ ッ ク す る 前 に 全て の ステ ッ プ を 実行 し 
ます 。 


「 生 産 」 : 都市 が 十分 な 資源 を 生産 し て その 都市 が 生産 し て いる 項目 を 満た す と 、 そ の 項 
目 が 都市 に 加え られ ます 。 


も し あな た の 都市 が そこ を ホー ム ・ シ ティ ー と し て いる 既存 の ユニ ッ ト の 全て を 維持 する 
に 十分 な 資源 を 生産 で き な い と き は 、 維 持 す る に 足る 資源 が 得 ら れる まで は ユニ ッ ト が 破壊 


され て し まい ます 。 こ の と き 、 都 市 か ら 一 番 離れ て いる ユニ ッ ト が 最初 に 破壊 され ます 。 


[成長] : 都市 が 十分 な 余剰 食物 を 生産 し て いる と 、 ポ イン ト が 1 つ 増 えま す 。 こ れ で 増 
加 し た 人 口 は 都市 地図 の 上 で 労働 力 と し て 示さ れ ま す 。 


「 暴 動 」 : 人 口 成長 と か 災害 に よる 都市 施設 の 破壊 が 原因 で 不幸 な 市 民 の 数 が 幸福 な 市 民 
の 数 を 上 回 る と 、 あ な た の 都市 に は 市 民 暴 動 が 持ち 上 が り ま す 。 あ な た は この 状態 を 報告 す 
る メッ セー ジ を 受け 取る こと に な り ま す 。 


これ が 耕 動 の 最初 の ター ン な ら 、 都 市 に 秩序 を 取り 戻す た め の 調 整 が で きる よう に 、 影 響 
を 受け た 都市 の ア ィ スプ レイ に ジャ ンプ し ます 。 も し 状況 が 改善 され な けれ ば 、 あ な た は 次 
に 続く ター ン で 凌 動 が 継続 し て いる と いう 警告 を 受け る こと に な り ま す 。 


「 維 持 整備 ] : 都市 か ら 徴収 され る 税金 は 国庫 に 加え られ 、 都 市 の 改善 に 必要 な 維持 費用 
が 差し 引か れ ま す 。 も し 維持 整備 費用 を 支払 うに 十分 な 資金 が 国庫 に な いと き は 、 地 方 リー 
ダー が 選択 し た 都市 施設 の 一 つが 売却 され ます 。 


あな た の 文明 が 全体 と し て ター ン ご と に 余剰 収入 が あっ た と し て も 、 国 庫 資 金 が 少な いと 
施設 を ひと つの 失う こと が あり ます の で 注意 が 必要 で す 。 チ ェ ッ ク し た 最初 の 都市 に 対す る 高 
い 維 持 整 備 費用 に よっ て 国庫 が 空 に な る こと が あり 、 後 続 都市 が 余剰 現金 を 提供 する 前 に 施 
設 が 売却 され て し まい ます 。 


「 科 学研 究 」 ・ 都 市 の 貢献 し た 研究 は 電球 数 で 測定 表示 され 、 あ な た の 文明 が それ まで に 
蓄積 し て きた 研究 の 総数 に 追加 され ます 。 も し この 総数 が 、 あ な た が 科学 者 に 研究 する よう 
に 指示 し た 技術 を 得る の に 十分 な と き は 、 こ の 新しい 技術 が 獲得 され た と いう メッ セー ジ が 
出 ま す 。 
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ーー 且 っ 市 の チェ ッ ク ガ 秘 り と 、 あ な た に は 際 和 汰 馬 に ある ユニ ッ ト を 動か す 機 会 が えら れ ま 
す 。 ユ ニッ ト が 移動 し て いる と き に 戦闘 に 巻き 込ま れる か も 知れ ませ ん 。 


稼働 状態 に ある 各 ユ ニッ ト は 順番 に 移動 する よう に 指定 され ます 。 各 ユニ ッ ト に は 、 移 動 す 
る か 、 移 動 し な いか 、 あ る い は 後 の タ ー ン まで 移動 を 延び す 、 の オプ ショ ン が あり ます 。 ユ 
ニッ ト の 移動 に 関す る 詳細 は 「 移 動 ] の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


ユニ ッ ト が 、 別 の 文明 の ユニ ッ ト あ る い は 都市 に 占領 され て いる マッ プ ・ ス クエ ア に 入り 込 
も うと する と 戦闘 が 起こ り ま す (「 戦 闘 」 の 項 を 参照 ) 。 (例外 : 「 外 交 官 ]」 「 キ ャ ラバ ン 」 
の 項 を 参照 ) 通常 は 、 戦 闘 が 終結 する と 攻撃 ユニ ッ ト か ある い は 防衛 ユニ ッ ト か の いずれ か が 
滅ぼさ れ ま す 。 移動 点 を その まま 維持 し て いる 戦勝 ユニ ッ ト は 移動 を 継続 し て も よく 、 あ る い 
は 再度 攻撃 し て も か まい ませ ん 。 


この 移動 の 最 中 に は 、 あ な た は 自分 の 文明 で 他 の 管理 の 仕事 を 休止 する こと が で きま す 。 交 

易 状態 、 科 学 の 状態 に 関し て は アド バイ ザー に 問い 合わ せる こと が で き 、 市 民 の 態度 を チェ ッ 

ク す る こと も で きま す 。 あ な た は 投入 労働 力 や 生産 を 調整 する た に あな た の 全て の 都市 や どの 

騎士 道 都市 に つい て も 調べ る こと が で きま す 。 こ の 時 を 利用 し て 税率 や 政治 体制 を 変え た た り 、 あ る い 
(騎乗 & 封 建 制 度 ) は 国際 情勢 を 調べ た りす る こと が で き ます 。 


全て の 稼働 ユニ ッ ト が 移動 する と 、 ゲ ダーム の ター ン が 終わ り 、 次 の 文明 が 動き 始め ます 。 


全て の 稼働 ユニ ッ ト が 移動 し て し まう と ゲー ム の ター ン が 終わ り に な る か も 知れ ませ ん 。 こ 
の と き 、 ユ ニッ ト 識 別 ウ イン ドー に 「 タ ー ン 終了 [End of Turn]] と いう メッ セー ジ が 出 て 点 減 
し ます 。 こ の メッ セー ジ が 表示 され て いる 問 は 、 都 市 に つい て 調査 し た り 、 ア ドバイ ザー に 問 
い 合 わせ た りす る こと が で きま す 。 タ ー ン の 終了 に は 、 ゲ ー ム を 継続 する プロ ンプ ト に 従っ て 
下さ い 。 い っ た ん 継続 を 選択 し て し まう と 、 次 の ター ン ま で は 都市 を 調査 し た り は で き な く な 
26 り ま す 。 





「 タ ー ン 終了 [End of Turn]] メッ セー ジ は 「 ゲ ダ ゲーム] メニ ュー で オン (On) オ フ (OfD で きま 
す 。 こ の メニ ュー を オー プン し て 「 オ プシ ョ ン [Options]」 を 選択 し て くだ さい 。 オ プシ ョ ン 
の ひと つが この 「 タ ー ン 終了 [End of Turn]] で す 。 オ プシ ョ ン の と な り に オン (On) で ある こ を 
と 示す チェ ッ ク マ ー ク が あり 、 各 ター ン の 終わ り に 表示 され ます 。 メ ッ セ ー ジ を 消す と き に 

「 タ ー ン 終了 [End of Turn]] オプ ショ ン を 選択 し ます と チェ ッ ク マ ー ク が 消え ます 。 


「 タ ー ン 終了 [End of Turn]] メッ セー ジ を 消し て も 、 稼 働 ユ ニッ ト を 持た な い タ ー ン の と 
き に は メッ セー ジ が 表示 され て いま す 。 


「 タ ー ン 終了 [End of Turn]] メッ セー ジ が 消え る と ター ン 終 了 警 報 が 出さ れ ま せん 。 あ な 
た が 最終 ユニ ッ ト を 動か す と 、 タ ー ン が 終了 し 、 次 の 文明 が 動き 始め る こと に も な り ま す 。 


全て の 文明 が ター ン を 済ま せる と 、 短 い ポ ー ズ が あり 、 そ の 間 に レ コー ドキ ー パ ー と 歴史 
家 が その 時 点 ま で に あな た が 達成 し た 業績 を 検査 し ます 。 あ な た の 文明 の 住人 は あな た の 王 
宮 を 拡張 、 改 善 し て あな た の 政策 の 目 ざ ま し い 成 功 に 本 いま す 。 ま た 、 独 立 の 歴史 家 や 記録 
者 は あな た の 文明 が ライ バル に 比べ て どの 位置 に ある か の 報告 を する か も 知れ ませ ん 。 


「 王 宮 (Palace)」 : あな た の 文明 の 人 口 が 増加 する た びに 、 国 民 は あな た の 統治 に よる 栄光 
を 反映 させ る た め に 王宮 の 拡張 と 改善 と を 行ない ます 。 あ な た の 文明 の 全 人 口 が ある 基準 値 
に 達し た 時 に は 、 あ な た は 自分 の 王宮 の 規模 を 拡大 し 、 質 を 高め る こと が で きま す 。 


国民 が 王宮 の 改善 を 申し 出 た と き は 画面 を クリ ア し て くだ さい 。 現在 の 王宮 が 画面 に 表示 
され た ら 、 既 存 の 部 分 を 改善 する か 、 新 た に 加え る か を 選択 し ます 。 改善 する と き は に 王宮 の 
部 分 の 下 で ボタ ン を 押し 、 加 える と き は 王宮 の 端 か ら 離 し た と ころ で ボタ ン を 押し ます 。 
建 増 し た い 部 分 は その 時 に 表示 きれ る 部 分 か ら 選 ん で くだ さい 。 王宮 の 建設 に は 3 つの ス 
タイ ル が あり ます : クラ シッ ク 風 、 中 世 風 、 中 東風 で す 。 あ な た の 王宮 が 小さ な 図 に な っ て 
マッ プ ・ デ ィ ス プレ イ に 表示 され ます 。 


< ぐ 据 従 > 


法律 
(アル ファ ベッ ト ) 


| 前 
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内 燃 機関 
(石油 精製 & 爆 薬 ) 


居 洋 艦 ユ ニッ ト 





「 歴 史家 (Historians)| : あな た の 世界 に お ける 文明 の 進ま を 時 折 報 告 す る 4 人 の 歴史 家 が い 
ます 。 こ れ ら の 報告 は あな た に と っ て 自分 の 成果 を 判定 する よい 機会 に な り ま す 。 歴 史家 
は 、 へ ヘロドトス 、 プ リ ニ ー、 ギ ボン 、 お よび トリ ン ビ ー で す 。 


文明 は 下記 の 5 つの カテ ゴリ ー の どれ か と し て 判定 され ます 。 公表 され た リス ト に は 、 既 
知 の 文明 で あな た が 大 使 館 を 置い て いる 文明 の み が 含 まれ ます 。 (大 使 館 は 「 外 交 官 」 が 設 
置 し ます ) し か し 、 そ れ が 既知 で あれ 未知 で あれ 全て の 文明 は 順位 付け の 対象 に な り ま す 。 
例え ば 、 あ な た の 文明 の 人 口 が 3 番目 に 大 きく て も 、 そ れ 以 上 に 大 き な 文 明 が 知ら れ て いな 
いと き は 、 あ な た は リス ト の 最上 位 に な り ま す が 世 界 第 3 位 と し て 示さ れ ま す 。 


5 つの カテ ゴリ ー と その 位置 付け は 次 の 通り で す : 

「 進 歩 (Advancement)」 : 各 文 明 が 獲得 し た 技術 進歩 の 数 。 

「 幸 福 (Happiness)」 : 各 文 明 の 都市 の 幸福 な 人 々 の 数 。 

「 カ (Power)」 : 各 文 明 の 軍事 ユニ ッ ト の 攻撃 と 防 釜 要素 の 総計 。 
「 規 模 (Size)」 : 各 文 明 の 人 口 。 

「 財 力 (Wealth)」 : 各 文明 の 国庫 の 規模 。 





ゲーム 終了 と 衣 友 
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「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | に は 5 つの 終わ り 方 が あり ます 。 好き な 時 に 中 止 で きま すし 、 い 
つ で も リタ イア で き 、 ラ イ バ ル に 負け た と き 、 ゲ ー ム と あな た の 文明 が 自動 的 に 終わ る ま 
で 、 あ る い は 他 の 全て の 文明 を 減 ぼ し て 世界 を 征服 し て 終わ る こと も で きま す 。 も し 貴方 が 
リタ イア し た と き や 、 ゲ ー ム に 自然 の 経過 を た どら せ た と き は 、 あ な た の 文明 の 成果 が 判定 
され て あな た の 仲間 と の 比較 が 行なわ れ ま す 。 あ な た が 優れ た 管理 者 で あり リー ダー で ある 
こと が わか る と 、 あ な た の 名 前 は 「「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」 栄和 準 の 殿堂 ] に 加え られ る こ 
と に な る で し ょ う 。 


あな た が 勝つ と ゲー ム は 得点 計算 の た め に 終了 し ます が 、 も し 望む な ら プ レイ を 継続 で きま 
す 。 あ な た が 勝っ た 後 で 、 も し それ 以上 に 何 が 達成 で きる か 試し た いと き は プレ イ を 継続 する 
こと が で きま す 。 た だ し 、 こ の 特別 プレ イ で は 得点 の 追加 は あり ませ ん 。 


[中 止 」 : 文明 の ター ン で 「 中 止 [Quit]] キー を 押し て 中 止 し て も か まい ませ ん 。 こ の と ぐ で プレ イア 終了 > 
き 、 表 示 が が マッ プ ・ デ ィ ス プレ イ に な っ て いて 、 あ な た の ユニ ッ ト が 命令 待ち の 状態 で な けれ 
ば な り ま せん 。 別 の 文明 の ター ン の 時 や 別 の ディ スプ レイ に な っ て いる 時 は 中 止 す る こと が で 
きま せん 。 中 止 す る と き に は 、 あ な た の 決意 が 変わ っ た と き の た め に 一 回 だ け チ ャ ンス が 残さ 
れ て いま す 。 あ な の シヴィライゼーション 得点 の 表示 は あり ませ ん し 、「 栄 準 の 殿堂 ] に 加わ 
る こと も あり ませ ん 。 


「 リ タイ ア 」 : リタ イア する と き は 、 メ ニュ ー を オー プン し て オプ ショ ン の 「 リ タイ ア 
(Retire)| を 選ん で くだ さい 。 あ な た の 決意 が 変わ っ た と き の た め に 一 回 だ け チ ャ ンス が 号 え 
られ ます 。 も し 決意 が 変わ ら ず に リタ イア する と 、 あ な た の シヴィライゼーション 得点 が 示さ 
れ 、 資 格 が ある と 「 栄 誉 の 殿堂 ] に 加え られ ます 。 


[破壊 ] : も し あな た の 文明 が 他 の ライ バル に 破壊 され る と ゲー ム は 自動 的 に 終了 し ます 。 
この 世界 で あな た が 再度 スタ ー ト する チャ ンス は 与え られ ませ ん 。 あ な た の 得点 は あり ませ ん | 共産 主義 
の で 「 栄 誉 の 殿堂 ] 加わ る 資格 は あり ませ ん 。 世界 の 歴史 を リプ レイ で 見 る こと が で きま す 。 (哲学 & 工 業 化 ) 
も し 再度 プレ イ を する と き は 、 新 し い 世 界 で スタ ー ト し な けれ ば な り ま せん 。 


[自動 終了 」 : どこ か の 文明 の 植民 者 を 乗せ た 宇宙 船 が 「 ア ルフ ァ ・ ケ ンタ ウリ ] 天体 系 の 
近く に 近づい た と き は 「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | の ゲー ム は 終了 し ます 。 全 て の プレ イ が 一 時 
的 に 停止 し 、 あ な た の 最終 シヴィライゼーション 得点 が 報告 され 、 も し 資格 が ある 時 に は あな 
た は 「 栄 谷 の 殿堂 ] に 加え られ ます 。 し か し 、 必 ず し も プレ イ を 中 止 する 必要 は あり ませ ん 。 
も し 望む な ら 、 将 来 び F ド うな る か 見 る た め に プレ イ を 続行 で きま す が 、 得 点 は 記録 され ませ ん 。 
この 後 は プレ イ を 終了 する た め に 中 止 し # な けれ ば な り ま せん 。 29 





< 歴 夏 > 
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「 世 界 征服 ] : も し あぁ あな た が 世界 の 他 の 文明 を 全て 滅ぼす こと に 成功 する と ゲー ム は 自動 
的 に 終了 し ます 。 こ れ は 一 つの 文明 が な し うる 完 極 の 成果 で す 。 あ な た の シ ヴ ィ ラ イ ゼ ー 
ショ ン 人 得点 が 示さ れ 、 あ な た は 「 栄 状 の 殿堂 」 に 加え られ る こと に な り ま す 。 世界 の 歴史 の 
リプ レイ を 見 る こと が で きま す 。 


| シヴィライゼーション | ゲー ム に 勝つ の は 次 の 2 つの いずれ か で す : ライ バル の 文明 を 
全て 滅ぼす か 、 あ る い は 宣 宙 の 植民 地 化 が は じ ま る まで 生き 延び る か 。 


世界 中 の 全て の 他 文 明 を 排除 する こと は 不可 能 に 近い ほど 困難 で す 。 植民 者 が 「 ア ル 
ファ ・ ケ ンタ ウリ | に 到着 する ころ まで 生き 延び る こと で 勝つ 方 が 可能 性 が 高い で し ょ う 。 
植民 者 が あな た の 側 で は な いと し て も 、 あ な た が 自分 の 文明 を 何 世 紀 に も わた っ て 無事 に 導 
いて きた こと は 一 つの 業績 で す 。 あ な た は 数 え 切 れ な い ほ どの 戦争 に 勝ち 抜い て きた の で あ 
り 、 工 業 排気 ガス の 汚染 や 核兵器 の 危機 を 生き 抜い て きた の で す 。 

いずれ の 方 法 に せよ 、 ゲ ー ム に 勝つ と あな た の 技量 は 最終 シヴィライゼーション 得点 で 計 
算 さ れ ま す 。 


シヴィライゼーション 得点 : 下記 の 要素 の 合計 に 宇宙 植民 者 と し て の ボー ナス | ある い は 
世界 を 征服 し た ボー ナス を 加え た も の で す 。 


2 点 : 幸福 な 市 民 1 人 

1 点 : 満足 し て いる 市 民 1 人 

20 点 : 各 「 世 界 の 7 不思議 」 

3 点 : 平 和 な 各 タ ー ン (戦争 の な い 状 態 ) 

10 点 : あな た の 文明 が 手 に 入れ た 各 未 来 的 進歩 

(-) 10 点 : 現在 汚染 され て いる 各 マ ッ プ ・ ス クエ ア 


[宇宙 植民 者 ボー ナス | : 上 記 の 点 の 他 に 、 も し あな た の 宇宙 船 が 最初 に 「 アルファ ・ ケ ン 
タウ リ | に 到達 する こと が で きた と き の ボ ー ナ ス 得 点 で す 。 こ の 得点 は 送ら れ た 植民 者 10.000 
に 対し て 30 点 与え られ 、 こ の 冒険 の 成功 率 が 80% の 場合 は 40 ボ ー ナ ス 点 が 与え られ ます 。 


「 世 界 征服 ボー ナス 」 : も し あな た が 世界 征服 に 成功 する と 、 最 大 1000 シ ヴィ ライ ゼー ショ 
ン 得点 が 与え られ 、 こ れ に 達成 時 点 ボ ー ナ ス が プラ ス さ れ ま す 。 早く 世界 を 征服 すれ ば それ だ 
け 高 い ボ ー ナ ス 点 に な り ま す 。 

「 栄 准 の 殿堂 | は あな た が 建設 し た 上 位 5 つの 文明 を 記録 し 、 文 明 ラ ンク に 従っ て リス ト さ 
れ ま す 。 こ の ラン ク は 、 基 本 シヴィライゼーション 得点 に 困難 要素 と 競争 要素 を 乗じ て 計算 し 
ます 。 文明 ラン ク が 高けれ ば 高い ほど 、「 栄 準 の 殿堂 ] で の 地位 も 高く な り ま す 。 

「 栄 準 の 殿堂 ] は 新しい ゲー ム を 始め る 前 に ゲー ム 前 オプ ショ ン ・ メ ニュ ー で 調べ る こと が 
で きま す 。 あ な た が リタ イア し た り ゲ ー ム が 自動 終了 する と 、 あ な た に 参加 する 資格 が 与え ら 
れ て いな く て も 「 栄 誉 の 殿堂 ] に 行く こと に な り ま す 。 


「 栄 準 の 殿堂 」] で は 、 も し あな た が 望む な ら 、 そ の 時 の 入力 の 全て の クリ ア も で きま す 。 
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座 囚 地図 


あな た の 文明 を と り ま いて いる 世界 は いく つか の 大 陸 、 島 、 お よび 大 洋 か ら な る 地球 全体 
で す 。 ゲ ダー ム ご と に 全く 新しい 地球 を 作り 出す こと も で きま すし 、 実 際 の 地球 の 歴史 の 中 で 
あな た の 文明 を 繁栄 さき せる よう に トラ イ す る こと も で きま す 。 ど の 場合 も 、 地 球 は 南北 方 向 
は 侵す こと の で き な い 極地 域 で 境 が 作ら れ て いま す が 、 東 西 の 境 は あり ませ ん 。 東 の 端 ま で 
行く と 西 の 端 に 出 て きま す 。 


「 ゲ ー ム 前 オプ ショ ン ]| の 項 で 説明 し まし た が 、 新 し い 世 界 は 気温 、 湿 度 、 土 壌 な ど は 
[地球] に 似 て いま す 。 こ れ ら の 要素 の 組み 合せ を 変え た い 時 は 調整 する こと が で きま す 。 


あな た は 世界 に つい て まっ た く 未 知 の 状態 か ら ゲ ー ム を 開始 し ます 。 あ な た の 文明 の 祖先 
と な る 放浪 の 部 族 (一 つ あ る い は それ 以上 の 「 入 植 者 ] ユニ ッ ト で 表わさ れ て いま す ) は そ 
の 部 族 が 占拠 し て いる 場所 ある い は 近隣 で 見 える 範囲 の み を 探検 し て いま す 。 世界 の 他 の 部 
分 や 新た に は じ ま っ て いる 他 の 文明 は 、 山 や 森 や 海 に よっ て 隠さ れ て いま す 。 あ な た の ユ 
ニッ ト が 移動 し 活動 を は じ め る に 従っ て 、 世 界 の 地理 が より 明らか に な り 、 重 要 な 人 資源 の あ 
る 場所 、 他 の 少 種族 、 時 と し て は ライ バル と な る 文明 が 発見 で きま す 。 


/ 族 更 落 再 / 


世界 は スク エア と 呼ば れる 小さ な 独立 し た 部 分 に 分 割 さ きれ て いま す 。 各 スク エア は 独特 の 
地形 を も ち 、 そ れ ぞ れ の 地形 は 独自 の 経済 的 有益 さ 、 移 動 や 戦闘 で の 効果 を も っ て いま す 。 
地形 に 関す る 詳細 は 「 テ クニ カル ・ サ プル メン ト 」 あるいは 「 シ ビ ロ ピ イィ ディ ア ]| の 「 地 形 
表 ] に も 出 て いま す 。 


地形 ご と の 経済 的 有益 さ は 都市 立地 を 選択 する と き に 重要 に な り ま す 。 都市 に 近い 地形 

は 、 都 市 が 成長 し た り 生 産 性 を 高め る た め に 必要 な 食料 、 資 源 、 貿 易 が 行なわ れる 場所 に な 
り ま す 。 あ る 地形 は 他 の 地形 より 一 層 大 き な 価 値 が あり ます 。 一 部 の 地形 は 経済 価値 を 高め 
る た め に 漆 渡 を 行っ た り 、 採 鉱 を 行なう こと が で き 、 そ の 他 の 地形 は 別 の 種類 の 地形 に 変換 
する こと も で きま す 。 (「 入 植 者 」 の 項 を 参照 ) 新しい 都市 の た め の 立 地 を 選択 する と き 
は 、 現 在 繁栄 し て いる 都市 か ら あ る 一 定 の 半径 内 (| 都市 半径 |」 の 項 を 参照 ) に ある 地形 の 
タイ プ を 考慮 し て くだ さい 。 最 も 優れ た 都市 立地 で は 、 食 料 や 資源 や 貿易 生産 が すぐ に 得 ら 
れる と と も に 、 長 期 発展 の た め の 潜 在 能 力 を 備え を て いま す 。 


地形 の 種類 は 下記 の 通り で す 。 
「 極 地 (Arctic)] : 北極 や 南極 で 雪 や 氷 の 凍結 し た 氷河 。 食 料 や 資源 も な く 、 貿 易 も 行なわ 
れ ま せん 。 


「 砂 漠 (Desert)」 : 何と か 生産 が 行なわ れる くら いま で は 開発 で きる 乾燥 し た 地域 。 採鉱 
可能 な 資源 も 少し は あり 、 浴 洲 を 行なう と 食料 の 生産 も で き 、 道 路 が あれ ば 若干 の 貿易 を 行 
な うこ と も で きま す 。 


「 草 地 (Grassland)] : 広く 見 晴らし の きく 土地 で 、 特 に 表土 が 厚い の で 食料 生産 地 と し て 
優れ て いま す 。 浴 洲 を 行なう と 食料 生産 が 増加 し ます 。 「 草 地 ] の ほぼ 半数 は 何ら か の 資源 
を 埋蔵 し て いて 優れ た 都市 立地 で す 。 資源 生産 を 増大 させ る た め に 「 草 地 ] を 「 森 林 」 に 変 
える こと も で きま す 。 


「 丘 陵 (Hills)] : う ね り 続 く 丘陵 地域 は 、 鉱 物 、 水 源 、 牧 場 と し て 利用 し や すく 、 農 業 の 可 
能 性 も な く は あり ませ ん 。「 丘 陵 ] で 採鉱 を 行なう と 優れ た 資源 が 得 ら れ ま す 。 丘陵 を 使っ て 
少量 の 食料 を 生産 する こと も で き 、 必 要 が あれ ば 港 流 も で きま す 。 「 丘 陵 」 を 準 匠 す る と 、 将 
来 開発 を 予定 し て いな が ら 水 を 得る こと が 困難 な スク エア に 送水 する た め の 浴 次 と する こと も 
で きま 


「 ジ ャ ング ル (Jungle)」 : 雨量 の 多い 森林 や 深い ジャ ング ル の ある これ ら の 地域 は 食料 も 比 
較 的 少な く 、 資源 も あり ませ ん 。 し か し 、「 草 地 ] か 「 森 林 ] に 変え る こと に よっ て 役に立つ 
よう に で きま す 。 で すか ら 、 ジ ャ ング ル の ある 都市 の 長期 的 潜在 能力 は 優れ て いま す 。 


「 山 岳 (Mountains)] : これ は 非常 に 粗野 な 地形 で 、 鉱 山 に よっ て 増加 させ る こと の で きる 
少量 の 資源 を 産出 する だ け で す 。 山岳 は 非常 に 優れ た 防衛 地形 で は あり ます が 、 生 産 性 が 非常 
に 低い た め に 都市 立地 条件 と し て は 経済 性 に 劣っ て いま す 。 


「 大 洋 (Ocean)」 : 「 大 洋 ]」 で は 少量 の 食料 し か 生産 で きま せん が 、 大 量 の 貿易 を 行なう こ 
と が で きま す 。 船 や 飛行 機 し か 「 大 洋 ]」 に 入る こと が で きま せん 。 土地 に 囲ま れ た 「 大 洋 」 と 
は 実際 に は 湖 の こと で す が 、 全 て の 点 で 「 大 洋 」 と 同じ 扱い と し ます 。 


ョ シビ ピュー ター 。 内 
で この は が 劣っ て いる 点 で と は 違い ます 。 し か し 、 
(数 学 & 電 子 工学 ) 「 平 地 (Plains)」 開放 地域 は 土壌 が 劣っ | 草地 」 違い ます 。 し 


木材 源 や 鉱物 源 と し て は 「 平 地 ] が 優れ て いま す 。 食料 生産 に は 光 渡 が 必要 で す 。 「 平 地 ] に 
は 資源 が ある の で 都市 立地 と し て は 優れ た 選択 対象 と な り ま す 。「 平 地 ] は 「 森 林 」 に 変換 す 
る こと も で きま す 。 


[河川 (Rivers)」 : 河川 は 川岸 の 土壌 が 肥え を て いて 船 に よる 自然 の 質 協 経路 と も な っ て いる 
た め 、 都 市 や 文明 の 発祥 の 地 と し て 優れ て いま す 。 「 河 川 」 は 「 草 地 ]」 同様 に 食料 生産 に 優れ 
夫人 の Fm ブフ ログラム て いて 、 常 時 貿易 が 行え を ます 。 河川 地域 を 海光 し て 生産 性 を 高く する こと が で きま す 。 最 初 の 
文明 が 河川 に 沿っ て 起こ っ た の は 偶然 で は な か っ た の で す 。 
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[特殊 資源 


「 湿 地 (Swamp)」 ・ 海岸 の 湿地 や 完 水 し た 内 陸 部 で は 少量 の 食料 し か 生産 で きま せん 。 し か 
し 、「 ジ ャ ング ル 」 の 場合 と 同様 に 「 草 地 ] や 「 森 林 ] に 変え 0 る こと が で きま す 。 


「 ツ ンド ラ (Tundra)」 : まばら に 散在 する これ ら の 永久 凍結 し た 土地 は 動物 を 放牧 する こと 
で 少量 の 食料 し か 得る こと が で きま せん 。 ま た 、 農 業 も な く 湊 洲 に も 利用 で きま せん 。「 ツ ン 
ドラ 」 は 他 の 地形 に 変更 する こと も で きず 、 都 市 立地 と し て は 非常 に 劣っ て いま す 。 


「 森 林 (Fores0」 : 森林 地帯 か ら は 食料 と 資源 が 適度 な 割合 で 生産 され ます 。 も し 食料 生産 
を 多く し た けれ ば 、「 平 地 ] に 変え た る こと も で きま す 。 


多く の 地形 で 特殊 資源 が 見 つか り 、 著 し く 経 済 価値 を 高め ます 。 こ れ ら 特殊 資源 の 所 在 地 
は 、 地 図 が 開発 され る に 従っ て 現われ て くる 明確 な シン ボル で マー ク さ れ て いま す 。 特殊 資源 
に 関す る 詳し い 情 報 は 、「 テ クニ カル ・ サ プル メン ト | の 「 地 形 表 ] を 参照 する か 、 あ る い は 
「 シ ビ ロ ビ ィ デ ィ ア 」 で 基本 地形 を 入力 する と 得 ら れ ま す 。 特殊 資源 は 下記 の 通り で す 。 


[石炭 (Coal) (丘陵 ) 」 : 石炭 層 は 石炭 や 鉱石 の 豊富 な 埋蔵 地 を 示し て いま す 。 こ れ ら の 地 
域 を 採鉱 する と 資源 が 非常 に 増加 し ます 。 


「 魚 (Fish) (大 洋 ) 」 : 魚 は 水中 の 浅瀬 や 玖 期 礁 を 表わし 、 そ こ は 水 流 や 栄養 物 に よっ て 優 
れ た 漁場 を 形成 し て いま す 。 漁業 の で きる 浅瀬 で は 大 量 の 食料 が 生産 され ます 。 


「 獲 物 (Game) ( 「 森 林 ] と 「 ツ ンド ラ 」 ) 」 : 獲物 は 優れ た 食料 源 と 優れ た 牧畜 の 可能 性 
を 示し て いま す 。 狩猟 地域 で は 追加 食料 は 得 ら れ ま す が 改 善 す る こと は で きま せん 。 


「 宝 石 (Gems) (ジャ ング ル ) 」 : 宝石 は 、 宝 石 用 原石 、 象 牙 、 香 料 、 塩 ある い は その 他 の 
貴重 商品 の 存在 を 示し て いま す 。 こ れ ら は 優れ た 貿易 用 品目 で すか ら 大 き な 貿 易 が 行なわ れる 
こと に な り ま す 。 


/ 小 部 族 / 


小 部 族 ア イコ ン 





「 金 (Gold) (山岳 ) 」 : 金 は 金 あ る い は 銀 の 富 鉱 帯 を 示し て いま す 。 こ れ ら の 埋蔵 価値 は 大 
き な 貿 易 を 生み 出し ます 。 


「 馬 (Horses) (平地 ) 」 : 馬 は この 地域 で の 資源 の 増加 を 表わし て いま す が 、 馬 や 牛 の よ う 
に 家畜 と し た 動物 を 使っ た 作業 で 得 ら れる 利益 に よる 人 資源 の 増加 で す 。 歴史 上 で は つい 最近 ま 
で 動物 が も の を 引き 上 げた り 引 っ 張っ た りす る た め の 重 要 な 動力 源 で し た 。 


「 オ アシ ス (QOasis) (砂漠 ) 」: オア シス は 砂漠 の 中 の 非常 に 豊 鏡 な 離れ 島 で 、 若 干 の 水 と 
豊富 な 養分 が 利用 で きま す 。 こ れ で 得 ら れる の は 、 大 量 の 食料 を 生産 で きる 地域 で す 。 


「 オ イル (Oil) (湿地 ) 」 : オイ ル は 鉱物 財産 で も 特に 原油 を 示し ます 。 結果 は 大 量 の 資源 の 
獲得 に な り ま す 。 オ イル 資源 は 採鉱 に よっ て 改善 する こと は で きま せん 。 


「 往 ] : ある 特別 な 資源 を 有する 地形 を 別 の タイ プ の 地形 に 変換 する と 、 最 初 に あっ た 特殊 
資源 は 失わ れ ま す 。 時 に よっ て は 新しく な っ た 地形 で 新た な 資源 が 現われ る こと が あり ます 。 


世界 を 探検 中 に 小 部 族 が 発見 され る こと も あり ます 。 こ れ ら は 未だ 文明 に 達し て いな い 小 さ 
な 部 族 で す 。 も し 移動 中 に 小 部 族 の 村 に 入る と 多く の こと が 起こ り ま す 。 貴重 な 金属 を 発見 す 
る こと も あり ます し 、 そ の 部 族 が あな た の 軍隊 の 備 兵 に な る 場合 も あり 、 あ な た の 文明 の 進歩 
に 役立つ 古代 の 知識 の 巻物 を 発見 で きる か も 知れ ませ ん し 、 こ の 小さ な 部 族 が あな た の 壮大 き 
に 誘発 され て 文明 化し て あな た の 帝国 の 都市 に な る か も 知れ ませ ん し 、 あ る い は この 部 族 が 非 
常に 凶暴 な バー バリ アン で ある か も 知れ ませ ん 。 
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地図 ディ スズ スプレイ 


これ は プレ イ の と き に 最も 頻繁 に 使用 され る ディ スプ レイ で す 。 こ の 地図 で 世界 中 の ユ 
ニッ ト の 移動 や 戦闘 を コン トロ ー ル し 、 他 文明 の 動き や 進歩 を 監視 し た り 、 ア ドバイ ザー の 
報告 書 を 取り 寄せ ます 。 あ な た の 帝国 や ライ バル に 関し て 既に 知ら れ て いる 地理 は どの 部 分 
に つい て も この 地図 ディ スプ レイ で 調べ る こと が で きま す 。 地図 ディ スプ レイ は : 地図 ウイ 
ンド ー、 世 界 ウ イン ドー、 メ ニュ ー バ ー、 宮 殿 ウ イン ドー、 ス テー タス ・ レ ポー ト 、 お よび 
ユニ ッ ト 識 別 ウ イン ドー の 6 つの 部 分 か ら 成 っ て いま す 。 


地図 カウ イン ドー ディ スプ レイ の 中 の 大 き な 地 図 ウ イン ドー に は 詳し い 世 界 地図 の 一 部 が 表示 きれ ます 。 
これ を 使っ て 地形 を 調査 し た り 、 ユ ニッ ト の 動き を コン 
地図 ディ スプ レイ トロ ー ル し た り 、 新 し い 都 市 の 立地 場所 を 探し た り 、 あ 
る い は 戦争 計画 を 立て た り し ます 。 


あな た の 文明 が は じ ま っ た ば か り の 時 に は 世界 の 大 部 

RR ーー 分 が 未知 の 状態 で す 。 地図 は お お われ て いて 視界 か ら 隠 

癌 起 ウ イン ドー 1 2 きれ て いま す 。 あ な た の ユニ ッ ト が 前 進 し て 探検 を 行 な 

ーー 蘭 - 地図 ウイ ンド ー』 うと 、 隠 され て いた 地域 が 現れ 、 地 図 が 書き 込ま れ ま 

ゥ イン ドー 本 に CS で す 。 拡張 に 適し た 地域 を 探し た り 、 近 隣 の 小 部 族 を 吸収 

上 ' し た り 、 敵 対す る 文明 の 位置 を 確か め た り 、 あ る い は 敵 

が 接近 し て くる と き に 利用 し そう な 通り を 確認 する た め 
に は 、 早 く 隠 され て いる 世界 を 開く の が 有利 で す 。 


eo 地図 を 変え た り 世 界 の 異な る 場所 を 見 た りす る に は 多 
く の 方 法 が あり ます 。 こ の 方 法 を 次 に 説明 し ます 。 


世界 ウイ ント ー 





/ 誰 界 ウイ ンド だ ーJ 


[地図 の 変更 ] : 地図 グ ディ スプ レイ に 見 える 地図 を 変え た な が ら 世 界 中 の 地図 を 素早 く ス ク 
ロー ル さ せる こと が で きま ます 。 地図 を 素早 く 変 更 す る た め の 別 の 方 法 に つい て は 以下 の 「 世 
界 ウ イン ドー| の 節 を 参照 し て くだ さい 。 


[ユニ ッ ト の セン タリ ング 」 : ユニ ッ ト が 世界 の どこ に いて も 、 命令 を 待っ て いる ユニ ッ 
ト ( 点 減 し て いる ) が 中 央 に な る よう に 地図 を 配置 する こと が で きま す 。 待機 し て いる ユ 
ニッ ト が 画面 に 表示 きれ て いな い 場 合 は 、 そ の ユニ ッ ト が 中 央 に くる まで 画面 が スク ロー ル 
し ます 。 「 セ ンタ ー| キー を 押し て くだ さい 。 


[都市 を 探す (Find City)] : 世界 中 で 知ら れ て いる どの 都市 で も 地図 の 中 央 に 位置 づけ る こ 
と が で きま す 。 メ ニュ ー バ ー か ら 「 ゲ ー ム (Game)] メニ ュー を プル ダウ ン し て 「 都 市 を 探す 
(Find City)」 オプ ショ ン を 選択 し ます 。 次 に 、 そ の 都市 の 名 前 を 入力 し て / リ ター ン / キー 
を 押し て くだ さい 。 地図 が スク ロー ル し て その 都市 が 中 央 に きま す 。 た だ し 、 都 市 の 場所 が 
発見 され て いな いと き に は この 方 法 で 都市 を 発見 し よう と し て も 何 も 起 こり ませ ん 。 都市 の 
フル ネー ム を 入力 する 必要 は な く 、 他 の 都市 か ら 区 別 で きる に 足る 文字 だ け で も 十分 で す 。 


ディ スプ レイ の 左上 に 位置 し て いる この ウイ ンド ー に は 世界 全体 の 地図 が 表示 され て いま 
す 。 そ の 時 点 で 地図 ウイ ンド ー に 表示 され て いる 地図 の 部 分 が 中 央 に な っ て いま す 。 こ の 世 
界 地図 で は 地図 ウイ ンド ー に 表示 され て いる 部 分 を 示す た め に ボッ クス が 付い て いま す 。 


あな た の 文明 の 初期 の 段階 で 地図 の 大 部 分 が 不明 の と き に は 、 他 の 島 や 大 陸 と あな た の 場 
所 と の 相互 関係 を 示す た め に この 地図 が 役に立ち ます 。 こ の ウイ ンド ー で は 地図 ディ スプ レ 
イ が 中 央 に な っ て いま す の で 、 世 界 が お お われ た まま に な っ て いる と 極地 域 が どこ に ある か 
と か あな た が 居る 半球 すら ちら も わか り ま せん 。 あ な た が 極地 域 の 非常 に 近い 所 に いた と し て も 
それ すら も わか り ま せん 。 何 回 か 探検 を 繰り 返す うち に あな た の 位置 や ライ バル の 位置 が よ 
り 明確 に 判断 で きる よう に な り ま す 。 
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/ メ ニュ ー バ パ バーリ 


| 地図 の スク ロー ル 」| : 地図 ウイ ンド ー の スク ロー ル を 速め る た め に 世界 ウイ ンド ー を 利 
用 する こと が で きま す 。 


メニ ュー バー は 地図 ディ スプ レイ 画面 の 上 部 に 位置 し て いま す 。 命令 は ここ か ら ユ ニッ ト 
に 送ら れ 、 ア ドバイ ザー か ら の さま ざま な 報告 書 が 集め られ ます 。 5 つの メニ ュー が あり ま 
す が 、 そ れ は 次 の 通り で す : 「 ゲ ー ム (Game)」 「 命 令 (Orders)] 「 ア ドバイ ザー(Advisors)」 

「 世 界 (World)」 「 シ ビ ロ ピ ィ デ ィ ア (Civilopedia)」 


[オー ダー(Orders)]」 メニ ュー に は 、 通 常 の 移動 命令 の 他 に 命令 待ち を し て いる ユニ ッ ト 
に 与え る 特殊 命令 が リス ト さ れ て いま す 。 可能 な 命令 の 内 容 は 「 追 加 命令 ] の 項 を 参照 し て 
くだ さい 。 


「 ア ドバイ ザー(Advisors)」 メニ ュー と 「 世 界 (Worlq)] メニ ュー に は あな た の アド バイ 
ザー か ら 要 求 さ れる 可能 性 の ある 特殊 な 報告 書 が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の 報告 書 に つい て 
は 「 ア ドバイ ザー ン / 世 界 報告 書 ] の 章 を 参照 し て くだ さい 。 


「 シ ビ ロ ピ ィ デ ィ ア (CivilopediaJ] メニ ュー か ら は 、「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」| の オン ラ 
イン 辞典 に アク セス で きま す 。 技術 進歩 、 軍 事 ユ ニッ ト 等 の 多く の さま ざま な 主題 に 関す る 
情報 を 迅速 に 得る た め に 利用 で きま す 。 人 入手 可 能 な 情報 に つい て は 「 シ ビ ロ ピ ビィ ディア | の 
章 を 参照 し て くだ さい 。 


「 ゲ ー ム (Game)」 メニ ュー で 利用 で きる オプ ショ ン は 下記 の と お り で す 。 


「 革 命 ! (Revolution)] : あな た の 文明 の 政治 体制 を 変え る た め に は 革命 を 行なわ な けれ 
ば な り ま せん 。 い くつ か の ター ン で 「 無 政府 」 状態 が 続い て か ら 新 し い 政府 が 選ば れ ま す 。 
あな た は | 専制 政 治 ] で は な い 何ら か の 政治 体制 を 選択 する た め に 特別 な 技術 を 手 に いれ て 
いな れ ば な り ま せん 。 こ の オプ ショ ン の 詳細 は 「 政 府 」 の 章 を 参照 し て くだ さい 。 


「 税 率 (Tax Rate)」 : 都市 が 行なう 貿易 は 、 贅 沢 品 、 税 収入 新しい アイ デア (技術 研 
究 ) と いう 成果 に な り ま す 。 こ こ で は 税収 入 と な る パー セン テー ジ を 変更 する こと が で きま 
す 。 詳細 は 下記 の 「 貿 易 率 」 を 参照 し て くだ さい 。 


「 費 沢 率 (Luxury Rate)」 : 警 沢 品 と し て 持ち 込ま れる パー セン テー ジ を 変更 し ます 。 詳細 
は 「 貿 易 率 」 を 参照 し て くだ さい 。 


[都市 発見 (Find City)」 : 世界 の 中 の 都市 の 位置 を 見 い だ す と き に この オプ ショ ン を 選択 
し ます 。 見 つけ 出し た い 都 市 の 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 そ の 都市 が 地図 ウイ ンド ー の 中 央 
に 出 て きま す 。 


[オプション (Options)] : ゲー ム の 特長 の どれ か を 入れ た り 除 いた りす る と き に この オプ 
ショ ン を 選択 し ます 。 利 用 で きる 特長 は 「 イ ンス タン ト ・ ア ドバイ ス 」 「 自動 セー ブ 」 
[ター ン 終 了 」 「 ア ニメーション 」 で す 。 特長 の 隣 の チェ ッ ク マ ー ク が ある と き は その 特長 
が オン (ON) に な っ て いま す 。 オ ン (ON) に な っ て いる オプ ショ ン を 選ぶ と オフ (OFF) 
に な り 、 オ フ を 選ぶ と オン に な り ま す 。 


「 イ ンス タン ト ・ ア ドバイ ス 」| は 初め て の プレ イヤ ー の た め に 有用 な ヒン ト を 提供 し ま 
す 。 「 自 動 セ ー ブ ] は 50 タ ー ン ご と に あな た の ゲー ム を 自動 的 に セー プ し ます 。 「 タ ー ン 終 
了 」 が オン (ON) の 時 は 、 タ ー ン の 終わ り ご と に メッ セー ジ が 出さ れ ま す の で ゲー ム を 続行 
する と き に は それ を クリ ア し な けれ ば な り ま せん 。 あ な た の 文明 に 活動 し て いる ユニ ッ ト が 
な いと き に は 、 オ プシ ョ ン の オン ・ オ フ に 関わ ら ず この メッ セー ジ が 出さ れ ま す 。 「 ア ニ 
メー ショ ン (Animations)]】 は オン に し て いて も オフ に し て いて も か まい ませ ん 。 


「 セ ー ブ ・ ゲ ー ム (Save Game)」 : この オプ ショ ン を 選択 する と ゲー ム を セー ブ プ す る た め 
に プレ イ が 中 止 し ます 。 
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「 引 退 する (Retire)」 : あな た が 現在 支配 し て いる 文明 の 歴史 が 終わ り 、 あ な た の 得点 が 計 
算 さ れ ま す 。 得点 が 十分 に 高い と あな た は 「 名 声 の 殿堂 ] に 加え られ ます 。 は じ め に セー プ 
し て お か な けれ ば あな た の 文明 が 失わ れ て し まい ます の で 往 意 し て くだ さい 。 


[終了 (Quit)」 : あな た が 支配 し て いた 文明 の 歴史 を 終了 し ます 。 得点 の 計算 は 行なわ れ ま 
せん し 、 セ ー プ し な けれ ば あな た の 文明 は 失わ れ て し まい ます 。 


/ 宮 尻 ウ イン だ ー/ この ウイ ンド ー は あな た の 宮殿 の 素描 を 表示 し ます 。 そ の 広 さ と 壮 豚 さ は あな た の 文明 の 
発展 状況 を 表わし て いま す 。 あ な た の 文明 が 繁栄 し て 成長 し て いる な ら 、 人 民 は 定期 的 に あ 
な た の 宮 民 の 改善 と 拡張 を 行なっ て あな た の 統治 に 対す る 栄光 を 表わし ます 。 あ な た の 宮殿 
の 相対 的 な 壮 選 さや みす ぼら し さ は 、 あ な た や あな た の アド バイ ザー お よび 国際 使者 に 見 え 
る よう に 表示 され ます 。 宮殿 に つい て の 詳細 は 「 宮 殿 ] の 章 を 参照 し て くだ さい 。 


スラ っ スト こ で の 入力 や シン ボル は 現在 の 年 代 お よび あな た の 文明 の ステ ー タ ス に 関す る いく つか 
レポ ー kJ a 


「 年 代 (Date)」 : 年 代 は BC ある い は AD 
の 付い た 年 で 知ら せま す 。 通常 の ゲー ム 
は 4000BC に は じ ま り ます 。 各 ター ン で は 


その 時 の 年 代 に も より ます が 、 何 年 間 か | a 
が 経過 し ます 。 』 人 正和 365 RD i 0 


ステ ー タ ス ・ レ ポー ト 


0 見 33*9o 


「 国 庫 (Treasury)」 : あな た の 国庫 の 現 科学 表示 器 
金 有 り 高 で す 。 


「 人 口 (Population)」 : あな た の 文明 の 
42 人 口 で す 。 





「 交 易 率 (Trade Rates)」 : 期間 に よっ て 区 分 され た 3 つの 数 が あな た の 交易 率 で す 。 最 初 
の 数 は 贅沢 を 持ち 込む 貿易 の パー セン テー ジ で 、 第 二 の 率 は 国庫 に 加え られ る 税収 と な る 
パー セン テー ジ 、 第 三 の 率 は 新しい 技術 を 学 た め の 新 し い 考 え を 促進 する た め の パ ー セ ン 
デー ジ で すす} 


警 沢 品 と は 、 音 楽 、 芸 術 、 ス ポー ツ 、 お よび 人 々 が 自由 な 時 間 に 集まっ て 楽し む 劇 場 の よ 
うな 文化 的 レジ ャ ー で す 。 よ り 多 く の 殴 沢 が 提供 で きる と 、 あ な た の 都市 の 市 民 は より 一 層 
幸福 に な り ま す 。 


税収 は 国庫 に 入り 、 都 市 施設 を 継続 する た め に 必要 で す 。 維持 の た め に 必要 と され る 以上 
の 税収 は 国庫 に 甘え られ て いて 後 で 使わ れ ま す 。 税金 も 高く な る と 人 々 を 不幸 に し ます 。 


より 多く 新しい 考え が 出さ れ 、 よ り 多 く の 科 学研 究 が な され る と 、 新 し い 技 術 が より 早く 
自分 の も の に な り ま す 。 


貿易 の 3 つの 副産物 の それ ぞ れ は 独自 の 利益 を も ちっ て いま す 。 時 が 経っ て 都市 が 成長 する 

に つれ 、 人 々 の 全体 的 な 満足 度 を 維持 し な が ら 税 率 や 科学 研究 を 最小 に する た め に 時 と し て 
貿易 率 を 変更 し な けれ ば な ら な く な る で し ょ う 。 交易 率 を 変更 する と き は 、「 ゲ ー ム | メ 
ニュ ー を プル ダウ ン し て 「 税 率 ] オプ ショ ン か ある い は 「 贅 沢 率 ] オプ ショ ン を 選ん で くだ 
さい 。 これら の 2 つの 率 を 設定 する と 科学 率 は デフ ォ ル ト で 定まり ます 。 


[新しい アイ デア (New Ideas)」 : この 科学 研究 表示 は 電灯 の 形 を し て いて あな た の 文明 の 
進歩 に どれ ほど 近づい て いる か を 示し て いま す 。 文明 の 進歩 に 近づく に つれ て 電灯 の 部 分 が 
より 多く 埋め られ ます 。 電灯 が 完全 に 埋め られ る (黄色 ) と 、 電 灯 が 点灯 し て あな た が 新 し 
い 文明 を 手 に し た こと を 示し ます 。 新しい アイ デア が 報告 され る と 、 科 学者 達 は 別 の 研究 に 
向け られ て 電灯 が 消 を た ます 。 科 学者 の 研究 が 進 に 従っ て 、 電 灯 は 再度 点灯 し ます 。 文明 の 進 
歩 に 関す る 詳細 は 「 科 学 ア ドバイ ザー」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
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「 環 境 (Environmen1)」 : 環境 の 表示 は 太陽 で 行なわ れ 、 世 界 的 警報 の 危険 の 大 き さ は 色 で 
表示 され ます 。 世界 的 警報 に 危険 の な いと き に は 太陽 表示 は あり ませ ん 。 汚染 の 最初 の 段階 
で 太陽 表示 が 現われ ます 。 汚染 が 進む と 色 が 徐々 に 変化 し ます 。 表示 が 最も 明る く て 汚染 が 
コン トロ ー ル で き な い と き に は 、 地 球 は 世界 的 警報 の 一 時 的 期間 を 経過 し て 表示 太陽 は 新 し 
い 均 衡 を 反映 し た より クー ル な 色 に 変化 し ます 。 


汚染 や 環境 問題 は 核 反 応 装置 の メル ト ダウ ン や 核兵器 の 投下 が 原因 に な っ て いる こと が あ 
り ま す 。 汚染 と 世界 的 警報 の 詳細 は 「 地 球 の 管理 | の 章 を 参照 し て くだ さい 。 


/ ユ ニッ ト 計 絢 "ここ に 示さ れる 情報 は 現在 命令 を 待っ て いる ユニ ッ ト に 関わ る も の で 、 そ の ユニ ッ ト の ア 
ンプ イコ ン は 画面 上 で 点 減 し て いま す 。 ユ ニッ ト が マッ プ 上 に 表示 され て いな い 場 合 は 、 そ の ユ 
ニッ ト を 中 央 に し て 地図 を 表示 する た め に 「 セ ンタ ー(Center)] キー を 押し て くだ さい 。 


下記 の 情報 が 表示 され ます 。 
「 国籍 (Nationality)]」 : あな た の 文明 の 名 前 で 、 ユ ニッ ト が 属し て い 
コー タ ボド 才 0 イボ ニ る 文明 の 名 前 で す 。 


|「 ユ ニッ ト の タイ プ (Unit Type)」 : ユニ ッ ト の タイ プ と 、 そ の ユ 
ニッ ト が ベテラン か どう か を 示し ます 。 


「 移 動 (Movemen)] : ユニ ッ ト が 移動 する た め に 残さ れ て いる 移動 
|-- 存在 し て いる ポイ ント の 数 。 移動 ポイ ント を 残し て いる ユニ ッ ト の 移動 を 終了 し た 
の サー クト いと き は 、 次 の ユニ ッ ト に スキ ッ プ する た め に / ノ パス (Pass)/ キー を 
押し て くだ さい 。 





[道路 ] は 移動 力 を 3 倍 に し ます の で 、「 道 路 ] に 沿っ て 移動 する 
と き の ポ イン ト は 小数 点 か ら 3 つ 目 に 示さ れ て いま す 。 例え ば 、1 移 


動 点 か ら 始 め て 「 道 路 ] に 沿っ て 1 スク エア 移動 する ユニ ッ ト は .2 移動 点 を 残し て いる と し 
て 表示 され ます 。 ま た 、 鉄 道 の あ る スク エア で 移動 を 開始 し た ユニ ッ ト が 「 鉄 道 ] に そっ て 
移動 する と 移動 ポイ ント を 消費 し ませ ん 。 


「 所 属 都市 (Home City)」 : ユニ ッ ト を 維持 し て いる 都市 の 名 前 で 、 通 常 は ユニ ッ ト が つく 
られ た 都市 で す 。 ユ ニッ ト の 所 属 都市 を 変更 する に は 、 ユ ニッ ト を その 目的 の 都市 に 移動 さ 
せ て か ら 所属 孝 記 (Home City)】 キー を 押し ます 。 攻め 落と され た 都市 が 維持 し て いた 全て 
の ユニ ッ ト が 壊 減 し た た め に あな た の 都市 の 一 つが 攻略 の 脅威 に さら され て いる 時 に 利用 で 
きま ボ 。 


「 地 形 (Terrain)] : ユニ ッ ト が 現在 滞在 し て いる スク エア の 地形 の タイ プ 。 こ の 地形 報告 
で は 都市 の 存在 は 無視 され ます が 、 浴 流 と か 道路 と か 鉄道 等 の 改善 は 報告 さき れ ま す 。 


「 その 他 の ユニ ッ ト 」 : この ウイ ンド ー の 下 に この スク エア に 留まっ て いる 味方 の ユニ ッ 
ト が 表示 され ます 。 濃い 境 界 線 内 の ユニ ッ ト は 防御 態勢 を 、 フ ェ ー ド アウ ト し て いる ユニ ッ 
ト は 警戒 態勢 を と っ て いま す 。 
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入 千 者 、 兵 地 、 お よび 使 令 


文明 の 支配 者 と し て の あな た は どの よう な 軍事 ユニ ッ ト を 作り 、 そ れ を どこ に 展開 し 、 い 
つ 開 わせ る か を 決定 し ます 。 さ ら に 、 あ な た は 新た な 都市 を 建設 し よう と し て いる | 入植 
者 |] や 「 外 交 官 ] と か 、 賀 易 路 を 開 こ うと し て いる 「 キ ャ ラバ ン 」| も 管理 し ます 。 


何 年 も の 間 あ な た の 主要 な 時 間 は 軍隊 の 移動 と 配 連 に 費やさ れる こと に な り ま す 。 最初 は 
ライ バル や バー バリ アン か ら 防 衛 す る た め に 強力 が 軍隊 が 必要 で す 。 こ の よう な 軍隊 は その 
移動 と と も に 世界 を 探検 し ます の で 、 あ な た の 文明 の 目 と し て も 働き ます 。 ま た 、 あ な た の 
軍隊 は ライ バル 軍 を 破り 、 彼 等 の 都市 を 征服 し て あな た の 役に立ち ます 。 


軍隊 は 陸軍 (例え ば 「 装 甲 歩兵 ] 「 野 砲 ] 「 戦 車 ] ) で も 海軍 (「 ガ レー 船 」 「 甲 鉄 艦 」 
[戦艦] 等) で も 空軍 (「 戦 闘 機 ] と | 爆撃 機 ] ) で も か まい ませ ん 。 4 つの 特殊 ユニ ッ ト 
も あり ます : 「 入 植 者 ] 「 外 交 官 |] 「 キ ャ ラバ ン 」] 「 核 ミサ イル 」 ユニ ッ ト で す 。 利 用 で き 
る 全て の ユニ ッ ト の 種類 に つい て は 「 シ ビ ロ ピ ィ デ ィ ア | の 「 軍 事 ユ ニッ ト 」 の 章 で 詳し く 
説明 し て いま す 。 


通常 、 最 初 の 都市 を 建設 し た と き に は 「 民 兵 ] と | 入植 者 ] の た だ 2 種類 だ け の ユニ ッ ト 
を 作る た め の 技 術 し か 持っ て いま せん 。 あ な た の 文明 が 新た な 技術 を 獲得 する に 従っ て 、 他 
の 種類 の ユニ ッ ト を 作っ て 利用 で きる よう に な り ま す 。 新た に 作ら れ た ユニ ッ ト は その ユ 
ニッ ト が 作ら れ た 都市 に 表示 され 、 そ の 地点 か ら 移 動き せる こと が で きる よう に な り ま す 。 


軍事 ユニ ッ ト や 入植 者 ユニ ッ ト に は 全て 「 攻 撃 フ ァ ク ター(attack factor) (A) 」 「 防 僅 
ファ クタ ー(defence factor] (D) 」 「 移 動 フ ァ ク ター(movement factor) (M) 」 が 与え られ 
て いま す 。 攻撃 ファ クタ ー と 防 仙 ファ クタ ー は 攻撃 と 防 各 の と き の ユ ニッ ト の 相対 的 な 強 さ 
を 示し ます 。 移動 ファ クタ ー は ユニ ッ ト が どれ くら い 遠 くま で 移動 で きる か を 示し ます 。 移 
動 や 戦闘 の 他 に 、 ユ ニッ ト に 与え る 別 の 命令 6 も あり ます 。 


プレ イヤ ー は 各 タ ー ン で すべ て の ユニ ッ ト に 命令 を 与 を る こと が で きま す が 、 こ れ は 一 回 / 移 動 / 
に 一 度 で す 。 命令 を 待っ て いる ユニ ッ ト は 地図 上 で 点 減 し て いま す 。 次 の よう な いく つか の 
命令 オプ ショ ン が 使え ます : 地図 上 で ユニ ッ ト を 移動 ファ クタ ー の 限界 まで 移動 きせ る 、 

ター ン の 後 で 移動 さき せ た い と き は ユニ ッ ト を スキ ッ プ させ る 、 あ る い は その ター ン で は ユ 


ニッ ト に 何 も さ せな い 。 


また 、 大 多数 の ユニ ッ ト に は 防 負 態 勢 (fortiy) か ある い は 警戒 能 
勢 (Sentry) の 任務 を 与え を る こと も で きま す 。 防 架 も し く は 経過 意 中 
の ユニ ッ ト に は ター ン ご と に 命令 を 与え る 必要 は あり ませ ん 。 先 
の ター ン で も これ ら の ユニ ッ ト は 任務 を 遂行 し て いて 点滅 は し ま 
せん が 、 命 令 を 待っ て いま す 。 こ れ ら の ユニ ッ ト を 人 後に な っ て 動 
か そう と する 時 は 、 個 々 に 活動 きせ な けれ ば な り ま せん 。 


「 ユ ニッ ト の 移動 ] : ユニ ッ ト は 最大 移動 ファ クタ ー の 限界 ま 
で 移動 さき せる こと が で きま す 。 1 マッ プ ・ ス クエ ア に 入る 移動 消 
費 量 は 地形 に よっ て 異な り ま す 。 | 道路 ] と | 鉄道] を 使う と 地 
上 ユニ ッ ト の 移動 速度 が 速く な り ま す 。 前 進 す る た め に 十分 な 移 
動 ポ イン ト を 持っ て いな いた め に ユニ ッ ト が 移動 命令 を 果たす こ 
と が で き な い と き は 、 そ の ユニ ッ ト の その ター ン の 移動 は 終わ り 
と し ます 。 こ の 場合 、 命 令 を 待っ て いる 次 の ユニ ッ ト が 地図 の 中 
心 に きま す 。 


「 ユ ニッ ト の スキ ッ プ | : 一 時 的 に ユニ ッ ト を スキ ッ プ させ る 
に は 「 待 機 (Wainj] キー を 押し て くだ さい 。 命令 を 待っ て いる 他 
の ユニ ッ ト を 先 に 動か すこ と が で き 、 他 の 全て の ユニ ッ ト に 移動 
チャ ンス が 与え られ て か ら ス キッ プ さ せ た ユ ニッ ト に 戻り ます 。 


移動 制限 図 


= 友好 都市 


X = 不 許可 移動 


ea = 敵 の 都市 Y = 許可 移動 


計 :1.X の スク エア に 既に 自分 の 文明 の 軍 が 

入っ て いる 場合 は X へ の 移動 は OK で す 。 

2. 船舶 、 航 空 ユ ニッ ト 、 外 交 官 、 お よび 
キャ ラバ ン に は 移動 制限 は 適用 きれ ませ ん 。 





[移動 な し | : ユニ ッ ト に 移動 きせ な いよ うに する に は 「 移 動 な し (No MovemenD] キー を 
押し ます 。 命令 を 必要 と し て いる 次 の ユニ ッ ト が 地図 の 中 心 に き ます 。 


「 ユ ニッ ト の 活動 ]」 : 防 作 も し く は 警戒 中 の ユニ ッ ト が 移動 命令 を 受け 取る た め に は その 
ユニ ッ ト を 「 活 動 状態 (activate)]」 し な けれ ば な り ま せん 。 都 市 内 に いる 防 祭 も し く は 警 牙 中 
の ユニ ッ ト は 都市 ディ スプ レイ で 活動 状態 に し ます 。 警 戒 中 の ユニ ッ ト は 敵 の ユニ ッ ト が 隣 
接する スク ウェ ア ま で 移動 し て きた 場合 に も 活性 化し ます 。 


「 移 動 制 限 」: 地上 ユニ ッ ト (全て の 船 、 飛 行 機 、 核 ミサ イル ・ ユ ニッ ト 以 外 ) は 通常 は 
陸上 だ け を 移動 し ます 。 海 上 を 移動 する こと も で きま す が 、 輸 送 艦船 な ど が 搭載 され て い 場 
合 に 限ら ち れ ます 。 艦船 ユニ ッ ト は 海岸 に 位置 し て いる 都市 を 除き 、 陸 地 に 侵入 する こと は で 
きま せん 。 航空 ユニ ニット は 陸 と 海上 の どちら も 移動 で きま す が 、 燃 料 補給 の た め に は 自国 の 
都市 ある い は 「 航 空母 艦 ] に 着陸 する 必要 が あり ます 。 


ユニ ッ ト も し く は 都市 に 隣接 し て いる スク ウェ ア を 支配 地域 (Zone of Control) と 呼び ま 
す 。 「 外 交 官 」 お よび 「 キ ャ ラバ ン 」 を の ぞ く 全 て の 地上 ユニ ッ ト は 、 敵 の 支配 地域 か ら 別 
の 支配 地域 に 移動 する こと は で きま せん 。 た だ し 、 敵 の 支配 地域 内 に 自国 の 都市 が ある 場合 
は 、 そ の 都市 へ の 進入 お よび その 都市 か ら の 移動 は 許可 され ます 。 左 図 を 見 て て だ さい 。 こ 
の 場合 、 中 心 の 自軍 の ユニ ッ ト が 移動 で きる の は Y と 書か れ た スク ウェ ア お よび 自国 の 都市 


[輸送 艦船 」 : 地上 ユニ ッ ト を 海上 で 輸送 で きる の は 「 ガ レー 船 |] 「 コ ル ベ ッ ト 」| 「 迷 洋 
艦 」 お よび 「 輸 送 艦 」] に 限り ます 。 こ れ ら 艦船 ユニ ッ ト に 関す る 情報 は | シビ ロビ イィ ディ 
ア 」 を 参照 し て くだ さい 。 

ユニ ッ ト を 輸送 船舶 に 搭載 する に は 、 そ の 艦船 に 隣接 する スク エア か ら 船 に 移動 きせ て 行 


な いま す 。 ま た 、 船 の ある 都市 で 警戒 中 の ユニ ッ ト は 、 船 が 出航 する と き に 自動 的 に その 船 
に 搭載 され て 移動 し ます 。 船 上 の ユニ ッ ト は 歩 哨 任 務 に 当たり ます 。 


艦船 に 搭載 され た ユニ ッ ト は 、 そ の 船 が 陸地 スク ウェ ア に 隣接 し 、 な お か つ 何 ら か の 方 法 
で 「 活 動 状態 」 に な っ た 時 、 下 船 す る こと が で きま す 。 「 活 動 状 態 」 に は 、 敵 の ユニ ッ ト が 
隣接 する か 、 搭 載 し て いる 艦船 に 「 下 船 (unload)」 の 命令 を 与え る と 変化 し ます 。 


ある 文明 の ユニ ッ ト が 別 の 文明 の ユニ ッ ト が 右 領 し て いる スク エア に 入ろう と する と 戦闘 
が 起こ り ま す 。 戦闘 が 起こ る と 闘い は 即座 に 決着 が つき 、 ど ちら か の 軍隊 が 壊滅 し ます 。 防 
衛 側 スク エア に 一 つ 以 上 の ユニ ッ ト が ある 時 は 、 最 大 の 防衛 力 を 持っ て いる ユニ ッ ト が 防衛 
に 当たり ます 。 こ の ユニ ッ ト が 破れ る と この ユニ ッ ト に 積み 重ね られ て いた 全て の ユニ ッ ト 
も 滅ぼさ れ ま す 。 闘い に 勝っ た 攻撃 側 は 移動 全 点 を 獲得 し て 防衛 側 ス クエ ア に 進入 し ます 。 


戦闘 に お ける 重要 な 要素 は 、 戦 闘 軍 の 攻撃 力 と 防衛 力 、 防 衛 側 に 占拠 され て いる 地形 、 お 
よび スク エア 内 で の 防衛 力 の 改善 で す 。 こ れ ら の 要素 を 全て 検討 する と 戦闘 は 簡単 な 計算 で 
決着 を つけ る こと が で きま す 。 


例え ば 、「 チ ャ リオ ッ ト (Chario0」 (攻撃 ファ クタ ー4) が 「 重 装 歩兵 (Phalanx)| (防衛 
ファ クタ ー2 ) を 攻撃 する と 「 チ ャ リオ ッ ト 」 の 勝率 は 66% (6 戦 4 勝 ) で 「 重 装 歩 兵 ] は 
33% (6 戦 2 勝 ) で 、 両 ユニ ッ ト が ベテラン な ら 勝 ち 目 は 6 対 3 に な り ま す 。 も し 両方 が ベ 
テラ ン で 「 重 装 歩兵 ] が 「 街 璧 」 (防衛 ファ クタ ー が 3 倍 ) の 背後 に 位置 し て いる と 勝ち 目 
は 6 対 9 で す 。 海岸 爆撃 、 都 市 攻撃 、 桜 ミサ イル 攻撃 、 賭 略 戦略 は 特殊 な 戦闘 に な り ま す 。 

「 攻 撃 力 」 : 全て の 軍隊 の 基本 攻撃 力 。 軍 隊 が 少な く と も 1 移動 ファ クタ ー を 残し て いる 
限り この 全力 が 発揮 で きま す 。 よ り 少 な い 移 動 し か 許さ れ て いな い 軍 隊 で も 攻撃 は で きま す 
が ペナ ル テ ィ ー を 課せ られ ます 。 高 い 移動 率 を 持つ 軍隊 は 各 タ ー ン で 全力 で 数 回 の 攻撃 を 行 
な うこ と が で きま す 。 


[防衛 力 」 : 全て の 軍隊 の 基本 防衛 力 。 


/ 訓 悦 / 


徴兵 制度 
(共和 制 & 爆 楽 ) 


る 3 う @ @ あ 


ライ フル 歩兵 ユニ ッ ト 





[ベテラン ・ ス テー タス | : ベテラン 軍 は 修正 前 の 力 で 攻撃 お よび 防衛 と も に 50% 増 加 し 
ます 。「 兵 舎 」 改善 を 行なっ て いる 都市 で 設立 され た 軍隊 、 あ る い は 一 つの 戦闘 で 勝っ た 軍 
隊 は ベテラン 軍 に な り ま す 。 


「 地 形 ]」 : 世界 の 地形 タイ プ の 多く は 防衛 軍 の 力 を 強く し て いま す 。 詳細 は 「 シ ビ ロ ピ ビィ 
ディ ア 」 の 項目 「 地 形 ] ある い は 「 テ クニ カル ・ サ プル メン ト ]| の 「 地 形 表 ] を 参照 し て く 
だ さい 。 


「 守 備 軍 ] : 地上 軍 は 自ら を 守備 する こと が で き 、 こ の 場合 の 防衛 力 は 50% 増 加 し ます 。 
[ 字 備 (Fortify)】 キー を 押す と 、 移 動 点 を 残し て いる 軍隊 な ら ば どの 軍隊 に で も 陸上 スク エア 
の 守備 を 命じ る こと が で きま す 。 


[施設] :「 砦 (Forress)」 の 中 に いる 軍隊 は 全て の 修正 後に その 力 が 倍 に され ます 。 「 街 
壁 ] を 持つ 都市 の 軍隊 は 力 が 3 倍 に な り ま す 。 「 街 壁 」 で 守ら れ て いる 都市 で は 人 口 の 損失 
は 起こ り ま せん 。 


[都市 の 攻撃 ] : 都市 の 防衛 軍 が 陸上 攻撃 で 壊 減 し て も 、 他 の 防衛 ユニ ッ ト は 減 ぼ され ま 
せん 。 し か し 、 そ の 都市 が 「 街 璧 」 で 守ら れ て いな い 時 に は 都市 人 口 が 1 点 減 少し ます 。 海 
軍 の 攻撃 や 空軍 の 攻撃 で 人 口 損 失 は 起こ り ま せん が 、 核 ミサ イル 攻撃 を 受け る と 人 口 に 影響 
が 出 ます 。 


「 海 岸 空爆 ] : 「 潜 水 艦 」 以外 で 攻撃 ファ クタ ー を 有する 海軍 エニ ッ ト は 都市 を 含む 隣接 
し た 陸上 スク エア の 敵 軍 を 攻撃 する こと が で きま す 。 攻撃 に 対し て は 都市 に いる 海軍 ユニ ッ 
ト が 防 思 を し て も か まい ませ ん 。 


[ 核 ミ サイ ル 攻 撃 ] : 「 核 ミサ イル | ユニ ッ ト が 敵 軍 エ ユニット に 占拠 され て いる スク エア 
ある い は 敵 の 都市 に 進 人 し よう と する 時 に 核 攻 撃 が 起こ り ま す 。 い ずれ の 場合 も 、 文 明 に 関 


係 な く 標 的 スク エア と 隣接 スク エア に いる 全て の ユニ ッ ト が 圭 減 し ます 。 ま た 、 都 市 は 人 品 
の 半分 を 失い ます 。 核 ミサ イル 攻撃 を 抑止 で きる の は 都市 に 「SDI 防 衛 ] 改善 が 行なわ れ て 
いる 場合 に 限り ます 。 


ユニ ッ ト に は 移動 (お よび 移動 に 起因 する 戦闘 ) 以外 に 多く の 命令 を 与え る こと が で きま 
す 。 「 入 植 者 ] や 「 外 交 官 ] に は 後 で 説明 し ます が 独特 な 命令 を 与え を る こと が で きま す 。 


「 ゴ ー・ ト ゥ ー(Go To)」 : 軍隊 を で きる だ け 早 く 標的 の スク エア に 向かっ て 進ま せる 命 
令 。 命令 を 受け た 軍隊 は ター ン が 変わ っ て も 標的 に 到着 する まで 前 進 を 続け ます 。 「 ゴ ー・ 
トゥ ー」 キー を 押し て か ら 目 標 ス クエ ア を 指定 し て くだ さい 。 


「 ホ ー ム ・ シ ティ ー(Home City)] : ユニ ッ ト の ホー ム ・ シ ティ ー を 変更 する 命令 。 ユ ニッ 
ト を 新しく ホー ム と な る 所 に 移動 し て か ら 「 ホ ー ム (Home)】 キー を 押し ます 。 空軍 ユニ ッ ト 
の 場合 は 最寄り の 友好 都市 に 移動 さき せる と き に この キー を 使い ます 。 空軍 エ ユエ ニット が 飛行 中 
に 「 ホ ー ム 」 キー を 押し ます と 、 速 や か に 最寄り の 友好 都市 か ある い は 「 航 空母 艦 」 に 向 
か っ て 移動 し ます 。 も し その 航空 ユズ ニッ ト に 最寄り の 基地 まで 飛行 で きる だ け の 移動 点 が 残 
され て いな いと き は 、 そ の 航空 ユズ ニッ ト は 墜落 し て し まい ます 。 


「 歩 哨 任 務 」 : 歩 哨 任 務 に つい て いる ユニ ッ ト は 地図 で フェ ー ド し た アイ コン の マー ク で 
表示 され て いま す 。 こ の ユニ ッ ト は 命令 待ち の 点滅 は 行なっ て お り ま せん 。 歩 哨 ユ ニッ ト は 
上 記 で 説明 し た 方 法 で 活性 化し ます 。 歩 哨 ユ ニッ ト は 自分 の いる 都市 を 出航 する 輸送 船 に 自 
動 的 に 乗船 し ます 。 軍隊 に 歩 哨 任務 を 与え を る と き は 「『 懸 哨 (Sentry)】 キー を 押し て 下さ い 。 


「 解 隊 ] : こ の 命令 で 命令 を 受け る ユニ ッ ト を 解 隊 し 、 そ の ユニ ッ ト を 地図 お よび 都市 記 
録 帳 か ら 削 除 し ます 。 ユ ニッ ト を 解 隊 す る に は / 解 大 (Djspan の / キー を 押し ます 。 


建設 
(建築 通貨) 
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/ 入 首 考 / 


[略奪 [Pilage] 」 : この 命令 で 軍隊 が 滞在 し て いる スク エア に ある 地形 改善 ( 海 洲 と か 
入山 ) を 破 填 し ます 。 「 道 申 」 や 「 鉄 道 ] は 影響 を 受け ませ ん 。 隔 奪 を 行なう に は / 路 
[Pillage】 / キー を 押し ます 。 


入植 者 は あな た に と っ て 最も 価値 が あり か つ 冒 険 心 に 富ん だ 市 民 の グル ー プ で す 。 か れ ら 
は 独立 し た パイ オニ ア と し て あな た の 文明 に と っ て 2 つの 重要 な 機能 を 果たし ます : 新しい 
都市 作り と 技術 者 と し て の 仕事 で す 。 


「 新 都市 ] : 新しい 都市 を 建設 する に は 「 入 植 者 ] を 希望 する 位置 まで 移動 し / 建 設 
[Build】 / キー を 押し て くだ さい 。 「 入植 者 ] は 新しい 都市 の 住民 に な る た め 「 入 植 者 ]」 が 
画面 か ら 消 えま す 。 し か し 、 こ の 新しい 都市 は 別 の 都市 建設 で 利用 する た め に さら に 多く の 
[入植 者 ] を 作り 出す こと が で きま す 。 


[建設 [Build] 」 命令 は 既存 の 都市 を 拡張 する た め に も 使用 で きま す 。「 入 植 者 」 を 既存 
の 都市 に 移動 させ て / 和 建設 [Build】 / キー を 押し て くだ さい 。 「 入 植 者 ] は その 都市 に 吸収 
され て 人 口 に 1 点 が 追加 きれ ます 。 あ る 都市 が 拡張 する 能力 に 限界 が ある と きこ れ を 利用 す 
る こと が で きま す 。 こ の 都市 を 利用 し て 、「 入 植 者 」 に 仕事 が で きる よう な より 大 きく て よ 
り 有 用 な 都市 に 移民 する 「 入 植 者 ] を 生み 出す こと が で きま す 。 し か し 、「 入 植 者 ] は す で 
に 人 口 点 が 10 以 上 ある 都市 に 加え る こと は で きま せん 。 


「 入 植 技術 者 ] : 「 入 植 者 ] は 技術 者 と し て あな た の 文明 の た め に 農業 改善 や 工業 改善 を 
行い ます 。 仕事 を させ た い ス クエ ア に 「 入 植 者 ] を 入れ て 正しい キー を 押し て くだ さい ( 下 
図 参照 ) 。 改善 を 行なう た め に は あな た の 文明 が 既に 何ら か の 技術 を 所 有 し て いな けれ ば な 
り ま せん の で 注意 し て くだ さい 。 


[外交 官 ]」 は 独特 な ユニ ッ ト で 、 あ な た の 文明 に と っ て 非常 に 有用 で す 。 か れ ら は 損 易 使 
節 団 と し て 、 あ る い は 大 使 、 使 節 団 、 謙 報 員 ある い は サボ ター ジュ を する 人 と し て 働き ま 
す 。 か れ ら は 他 の 文明 に 大 使 館 を 開設 し 、 あ な た の ライ バル に 関す る 情報 を 収集 し ます 。 ま 
た 、 か られ は スパ イ と し て 情報 を 盗ん だり 、 あ な た の ライ バル を 混乱 させ た り も し ます 。 か 
れ ら は 敵 軍 を 賭 略 で 買い 取る こと も で きる の で す 。 あ な た の 文明 が 「 筆 記 」 技術 を 獲得 する 
と 「 外 交 官 ] を 持つ こと が で きま す 。 敵 の 「 外 交 官 ] も あな た の 文明 に 対し て は 敵対 的 に 利 
用 され る こと を 忘れ な いで いて くだ さい 。 


[外交 官 の 移動 」 : 「 外 交 官 」 は 敵 軍 を 通り 抜け て 止ま ら ず に 移動 する こと が で きま す 。 
し か し 、 も し 敵 の 軍隊 が 「 外 交 官 」 の 占拠 し て いる スク エア に 進入 する と 、「 外 交 官 」 は 必 
ず 破 壊さ れ ま す 。「 外 交 官 ] は 他 の 陸軍 と 同様 に 船 で 海 を 渡る こと が で きま す 。 


「 外 交 官 」 (と 「 キ ャ ラバ ン 」 ) は 防 傘 され た 敵 の 都市 に 入る こと の で きる 唯一 の ユニ ッ 
ト で す 。 「 外 交 官 ]」 が 敵 の 都市 に 入る と 職務 を リス ト し た メニ ュー が 表示 され ます ・: 


都市 を スパ イ す る (Spy on City) 

大 使 館 の 開設 (Establish Embassy) 
技術 を 盗む (Steal Technology) 
産業 サボ ター ジュ (Industrial Sabotage) 
暴動 の 扇動 (Incite A Revolt) 

国 国王 と の 調 見 (Meet With King) 


[都市 を スパ イ す る 」 : これ を 選ぶ と 画面 に 敵 の 都市 が 表示 され ます の で 、 敵 が 何 を 守 
り 、 ど の よう な 改善 を 行なっ て いる か を 調べ る こと が で きま す 。 敵 の 都市 画面 を クリ ア す る 
と ( 「 リ ター ン (Return)/ キー を 押す ) 地図 の ディ スプ レイ に 戻り ます が 、 あ な た が 送っ た 
外交 官 も 画面 か ら 消 えま す 。 


/ 女 交 宮 / 
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「 大 使 館 の 開設 | : 「 外 交 官 ] は 他 の 文明 と の 公式 な 接触 方 法 を 樹立 し 、 政 治 体制 、 国 
庫 、 首 都 名 、 他 の 文明 と の 条約 、 戦 争 状態 、 技 術 進歩 等 に つい て 「 外 交 官 」 が 調査 し た 内 容 
を 継続 し て 報告 し て きま す 。 著 名 な 文明 の 歴史 家 に よる リス ト に は あな た が 大 使 館 を 設置 し 
た 文明 し か 含ま れ て お り ま せん 。 他 の 文明 に 大 使 館 を 設立 する の は 一 度 だ け で す 。 


「 技 術 を 盗む ] : 「 外 交 官 ] は 他 の 文明 か ら 進 ん だ 技術 を 一 つ だ け 盗 むこ と が で きま す 。 
これ は 一 つの 都市 で 一 度 だ け 行 な うこ と が で き 、 こ の 過程 で 「 外 交 官 」] は 消え て し まい ます 
(犯行 が 判明 ) 。 も し その 都市 か ら 既 に 盗ん で し まっ て いる 場合 は 、「 外 交 官 ]」 は その ター 
ン で 消え て し まい ます 。 ま た 、 そ の 英文 明 に 何ら 新しい 技術 が な いと き に も 「 外 交 官 ] は そ 
の ター ン で 消え て し まい ます 。 


「 産 業 サ ボタ ー ジ ュ | : あな た の 「 外 交 官 」 は 敵 の 都市 が 現在 生産 し て いる 品目 の ひと つ 
か 、 あ る い は その 都市 の 改善 の ひと つ を 破壊 する こと が で きま す 。 た だ し 、 何 を 破壊 する か 
は コン トロ ー ル で きま せん 。 こ の 破壊 を 行なう と その 「 外 交 官 」 を 失っ て し まい ます 。 重要 
な 改善 を 破壊 す 0 る あこ と が で きる と 、 そ の 都市 に 不安 を 発生 させ (寺院 ) 、 都 市 の 防衛 力 を 弱 
め ( 街 壁 ) 、 あ る い は 生産 を 停止 させ る (工場 ) こと も で きま す 。 た だ し 、「 外 交 官 」 は 決 
し て 「 世 界 の 7 不思議 | を 破壊 する こと は で きま せん 。 


「 暴 動 の 扇動 ]」 : あな た の 「 外 交 官 」 は 都市 の 反抗 分 子 と 接触 し 、 適 当 な お 金 を 払う こと 
に よっ て その 都市 に 暴動 を 起こ させ て あな た の 文明 に 加え る こと が で きま す 。 支払 う 金 額 は 
その 都市 の 大 き さ や 首都 まで の 距離 に よっ て も 違い ます 。 た だ し 、 市 民 に 混乱 の ある 都市 は 
少額 で 反乱 し ます 。 竣 動 が 成功 する と あな た の 「 外 交 官 ] は 失わ れ ま す が 、 あ な た が お 人 金 を 
支払 わな い 時 は 都市 か ら 逃 げ 出 すこ と が で きま す 。 暴動 は 失敗 に 終わ る こと も あり ます 。 こ 
の 場合 、 あ な た が 充分 な 資金 を 準備 で き な け れ ば 「 外 交 官 ] は 生き 延び る ゐ こ と が で きま す 。 
敵 の 首都 で 暴動 を 起こ すこ と は で きま せん 。 


「 国 王 と の 調 見 ] : 「 外 交 官 」 は 敵 の 支配 者 と 交渉 を 開始 する 先導 役 を 果たし ます 。 交渉 
が で きる よう に な る と 、 技 術 を 貿易 し た り 条 約 を 締結 する 機会 が 与え られ ます 。 「 外 交 官 」 
は 失わ れ ま せん 。 


[ 敵 エ ニッ ト の 買収 」 : 「 外 交 官 ] を スク エア に 移動 さき せ る と 、 そ の スク エア の 敵 の ユ 
ニッ ト を 離脱 させ て あな た の 文明 に 加え させ る こと も で きま す 。 そ の 敵 軍隊 を 離脱 させ る た 
め に いく ら 要 求 さ れる か を 示す メニ ュー が 表示 され ます 。 も し あな た が その 要求 を 受け 入れ 
る と 国庫 か ら お 金 が 引き 出さ れ て その 敵 軍 が あな た 側 に 寝返り 「 外 交 官 ] は 生き 延び ます 。 
も し あな た が 支払 に 失敗 する と 、 人 質 と し て 残さ れ た 「 外 交 官 ] を 失い ます 。 


買収 きれ た 新しい ユニ ッ ト の ホー ム ・ シ ティ ー は そこ に 最も 近い 友好 都市 で す 。 (「 ホ ー 
ム ・ シ ティ ー」 の 項 を 参照 ) 


[キャ ラバ ン 」| は 貿易 品 や 材料 の 輸送 で す 。 時 間 と 共に ラク ダ の キャ ラバ ン で あっ た り 、 
幌 馬車 際 で あっ た り 、 あ る い は トラ ッ ク ・ コ ン ボ イ や カー ゴー・ コ ン テ ナ ー で あっ た り し ま 
す 。 キ ャ ラバ ン は 都市 間 の 貿易 路 を 開き 「 世 界 7 不思議 」 の 資材 輸送 に 使わ れ ま す 。 キャラ 
バン は あな た が 「 貿 易 」 技術 を 確立 し た と きか ら 使 える よう に な り ま す 。 


[貿易 路 ] : 他 の 文明 の 都市 や 、 キ ャ ラバ ン の ホー ム ・ シ ティ ー か ら 10 ス クエ ア 以 上 離れ 
た 友好 都市 に キャ ラバ ン が 入る と 貿易 路 が 開か れ ま す 。 こ の 貿易 路 の 開設 に よっ て すぐ に 配 
送 品 に 対す る 支払 が 生じ る と と も に 、 各 ター ン で の 貿易 が 増加 し ます 。 こ の 質 多 の 増加 は 
ホー ム ・ シ ティ ー で の 和敬 沢 品 や 税金 や 科学 の 増加 を 意味 し て いま す 。 


各 都 市 は 最大 3 つの 有効 な 貿易 路 を 持つ こと が で きま す 。 も し 3 つ 以 上 の 換 易 路 が 開設 る 
れ て いる と き は 、 最 も 有効 な 3 つ だ けが 機能 し ます 。 


/ キ ャ ラバ ン リ 
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民主 主義 
(哲学 & 文 学 ) 





質 易 量 は 2 つの 都市 の 大 き さ に よっ て も 変わ り ま す 。 都市 が 大 きけ れ ば 貿易 量 も 多く な り 
ます 。 禄 易 は 他 の 文明 都市 と の 貿易 が 最も 優れ て いま す 。 次 に 優れ て いる 貿易 は 友好 都市 と 
の 人 質 易 で す 。 2 都市 問 の 距離 が 遠 け れ ば 遠い ほど 貿易 の 価値 が 大 きく な り ま す 。 ま た 、 都 市 
が 互い に 異な っ た 大 陸 に ある と きも る 久 易 価値 が 高まり ます 。 


| キャ ラバ ン 」 は 可能 な 限り の どの 都市 に も 移動 する こと が で きま す 。 戦争 の 時 に 別 の 都 
市 に 商品 を 密輸 する と 、 そ の キャ ラバ ン は 破壊 され る こと に な り ま す 。 他 の ユニ ッ ト と 同様 
に 「 キ ャ ラバ ン 」] も 船 で 移動 する こと が で きま す が 、 船 か ら 直 接 都市 に 上 陸 す る こと は で き 
ませ ん 。 


「 世 界 の 七 不思議 の 建設 | : 「 キ ャ ラバ ン ]| を 「 世 界 7 不思議 」 建造 中 の 都市 に 移動 きせ 
る と 、 | 世界 の 七 不 思 議 」 建造 費用 と し て 資源 に よる 貢献 が で きま す 。 「 キ ャ ラバ ン | が 都 
市 に 入る と 建造 に 貢献 する か どう か を 選択 する メニ ュー が 表示 され ます 。 「 世 界 の 七 不 思 
議 」 建造 を 助け よう と 決心 する と 、「 キ ャ ラバ ン 」 が 消え て 「 キ ャ ラバ ン 」 創設 の た め の 資 
源 が 「 世 界 の 七 不思議 」 建造 の た め に 追加 され 、 完 成 時 間 が 短縮 され ます 。 


以下 は あな た の 文明 で 作る こと の で きる 軍事 ユニ ッ ト で す 。 軍事 ユニ ッ ト の それ ぞ れ が 持 富 事 フ ニット 人 / 
つ 特 殊 な 能力 も 含め て 各 軍事 ユニ ッ ト に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 ユ ニッ ト の 後に 付け られ 
て いる 3 つの 数 字 は 、 攻 撃 、 防 仁 お よび 移動 の 各 フ ァ ク ター で す 。 名 前 の 後 の か っ こ 内 に は 
各 ユ ニッ ト を 作る 前 に 必要 と され る 進歩 を 示し て いま す 。 大 か っ こ 内 の 数 字 は 各 ユ ニッ ト を 
創設 する た め に 必要 と され る 資源 数 で す 。 


[戦車 10-5-3 (自動 車 ) [80] 」 : 一 群 の 戦車 、 あ る い は その 他 の 戦闘 用 装甲 車両 。 「 装 
甲 | 攻撃 ファ クタ ー が 大 きく 速度 が 速い の で 地上 戦 用 と し て 最良 の ユニ ッ ト の ひと つ で す 。 


| 自 走 砲 12-2-2 (ロボ ッ ト 技 術 ) [60] 」 : 一 群 の 自 走 式 大 口径 砲 。 「 自 走 砲 ] の 攻撃 を 
受け た 防衛 軍 側 は 「 街 壁 ]」 の 内 に いて る も 砲 の 威力 が 城壁 内 に 及ぶ た め 3 倍 の 強 き に は な り ま 
せん 。 


「 戦 艦 18-12-4 (鋼鉄 ) [160] 」 : 重 装甲 で 砲 を 備え た 軍艦 。 戦 艦 は 2 海上 スク エア の 視 
野 を も っ て いて 、 海 岸 砲 撃 を 行なう こと が で きま す 。 戦艦 は 陸上 ユニ ッ ト を 運ぶ こと は で き 
ませ ん 。 


[爆撃 機 12-1-8 (16) (航空 工学 ) [120] 」 : 爆 弾 を 搭載 投下 で きる よう に 設計 され た 
長 距離 航空 機 の 一 群 。 爆 撃 機 は 1 ター ン の 間 中 飛ん で いる こと が で きま す が 、 次 の ター ン の | 生気 学 
終わ り に は 基地 (友好 都市 ある い は 「 航 空母 艦 ] ) に 帰 量 し な けれ ば な り ま せん 。 視野 は 地上 ( 治 金 学 & 磁 力 ) 
形 の 2 スク エア で す 。 爆撃 機 を 攻撃 で きる の は 「 戦 闘 機 ] だ け で す 。「 爆 撃 機 」 が いる スク 
エア に は 他 の ユニ ッ ト が 入る こと が で きま せん の で 敵 の 移動 を 防止 する の に は 有効 で す 。 


「 野 砲 B-1-1 (冶金 学 ) [40] 」 : 車両 搭載 の 旋 条 の な い 野 砲 の 一 群 。 野砲 は 攻撃 用 と し て 
優れ た ユニ ッ ト で 、 防 加 の た め に 野砲 を スタ ッ ク で きる 「 ラ イフ ル 歩 兵 | と 併用 する と 特に 
そう で す が 、「 野 砲 ] が 来る と 攻撃 戦争 の 様相 が 一 変 す る こと が あり ます 。 
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[航空母艦 1-12-5 (航空 工学 ) [160] 」 : 航空 母艦 は 「 爆 撃 機 |] や 「 戦 闘 機 |」 お よび 
「 核 ミサ イル 」 ユニ ッ ト の 基地 と し て 機能 し ます 。 搭載 能力 は 最大 8 航空 ユニ ッ ト で 、 視 野 
は 2 海上 スク エア で す 。 


「 投 石 機 6-1-1 (数 学 ) [40] 」 : 岩 や その 他 の 材料 を 大 き な 力 で 投げ 飛ば す よ うに 設 
され た 攻撃 用 兵器 の 一 群 で す 。「 投 石 機 ] は 都市 の 防衛 や 攻撃 に は は 有用 で す が 単 独 で 防 仁 す 
る に は 豚 い 兵器 で す 。 


「 騎 兵 2-1-2-1 (騎乗 ) [20] 」 : 騎 乗 兵 ユニ ッ ト 。「 騎 兵 ] は 速 さ が ある の で 債 察 や 急 藤 
に 役に立ち ます 。 


[チャ リオ ッ ト 4-1-2 (車輪 ) [40] 」 : 通常 は 2 輪 で 繰 者 と 戦士 を それ ぞ れ 一 人 づつ 乗 
せ た 軽 量 車両 の 一 群 。 「 チ ャ リオ ッ ト 」| は 攻撃 に は 強力 で す が 防 加 が 非常 に 弱く 苦手 で す 。 
速度 が あり ます の で 偵察 に も 有効 に 利用 で きま す 。 


[巡洋艦 6-6-6 (内 燃 機関 ) [80] 」 : 速度 が 非常 に 速く 、 適 度 な 戦力 を 備え た 戦艦 。 
| 巡洋艦 」 の 視野 は 2 海上 スク エア で 、 海 岸 砲 撃 を 行なう こと も で きま す 。 陸上 ユニ ッ ト の 


輸送 は 行い ま せん 。 


「 戦 闘 機 3-3-10 (航空 術 ) [60] 」 : 戦闘 機 中 隊 。「 戦 闘 機 」 は 偵察 や 敵 [爆撃 機 」 の 攻 
撃 に 有用 で す 。「 戦 闘 機 ] は 各 タ ー ン の 終了 に は 友好 基地 に 戻っ て いな けれ ば な り ま せん 。 


「 フ リ ゲ イ ト 2-2-3 (磁力 ) [40] 」 : 多量 の 砲 で 武装 し た 船 足 の 速い 戦艦 。 「 フ リ ゲ イ ィ 
ト 」 は 最大 4 陸上 ユニ ッ ト を 輸送 する こと が で きま す (海軍 輸送 の 項 を 参照 ) 。 
「 甲 鉄 船 4-4-4 (蒸気 機関 ) [60] 」 : 鉄 張り 装甲 で 速度 の 速い 燕 気 船 。 「 甲 鉄 船 」 は 他 


の ユニ ッ ト を 輸送 する こと は で きま せん 。 敵 船 の 攻撃 に は 最大 の 力 を 発揮 し ます が 海岸 砲撃 
に は 力 が あり ませ ん 。 


「 騎 士 4-2-2 (騎士 道 ) [40] ] : 大 き な 強 い 馬 に 乗っ た 装甲 武装 戦士 の 一 群 。 | 騎士 」 
は 時 と し て 速 き 、 防 借 力 、 攻 撃 力 を 有効 に 兼ね 備え て いま す 。 


「 装 甲 歩兵 3-1-1 (鉄器 ) [20] 」 : 桶 、 短 剣 、 投 げ や り で 武装 し て 訓練 の よく な され た 
歩兵 軍団 。「 装 甲 歩兵 ] は 比較 的 安価 で 優れ た 攻撃 ユニ ッ ト で す 。 


「 機 械 化 歩兵 6-6-3 (労働 組合 ) [50] 」 : 「 ブ ラッ ドレ イ 」 の よう な 装甲 車 に 登場 し た 
近代 歩兵 の 一 群 。「 機 械 化 歩兵 ] は ゲー ム の 中 で も 最も 優れ た 地上 防 連 ユニ ッ ト で 、 都 市 や 
その 他 の 重要 な 地点 の 防 加 に 役に立ち ます 。 攻撃 ファ クタ ー も 高く 、 速 度 も 優れ て いま す 。 


「 民 兵 1-1-1 (一 ) [10] 」 : 工具 や 農機 具 と いっ た 粗野 な 武器 で 武装 し た 市 民 の 一 群 。 
[民兵 ] は 新しい 文明 を は じ め よ うと する と き に 作る こと の で きる 唯一 の 軍事 ユニ ッ ト で 、 
より 優れ た ユニ ッ ト が 利用 で きる まで の つなぎ で す 。 


[マス ケッ ト 鉱 兵 2-3-1 (火薬 ) [30] 」 : マス ケッ ト 銃 で 武装 し た 一 団 の 歩兵 。 「 カ ス 
ケッ ト 銃 兵 ] は 防 作 フ ァ ク ター が 高い の で 、 防 倫 を 必要 と する 「 重 装 歩 兵 ] の 代わ り と する 
の に 有用 で す 。 


「 核 ミサ イル 99-0-16 (ロケ ッ ト 学 & 核 分 裂 ) [160] 」 : 各 弾 頭 を 装備 し た ミサ イル 兵 
器 。「 核 ミサ イル |] ユニ ッ ト は 世界 の どこ か で 「 マ ン ハ ッ タ ン 計 画 の 7 不思議] が で き あ 
が っ て か ら 作 る こと が で きま す 。 「 核 ミサ イル | ユニ ッ ト は 都市 と 「 航 空母 艦 ] と の 間 で 移 
動 で きま す 。 都市 や 「 航 空母 艇 | で その ター ン を 終え な けれ ば 消 減 し 、 攻 撃 は し ませ ん 。 敵 
ユニ ッ ト や 都市 を 攻撃 する と 爆発 し ます 。「 核 ミサ イル 」 攻撃 に よっ て 標的 スク エア と その 
所 属 に か か わら ず 近 隣 の スク エア に いる 軍事 ユニ ッ ト を 全て 破壊 し ます 。 「 核 ミサ イル 」 攻 
撃 は 都市 人 口 も 破滅 きせ 、 汚 染 の 原因 に な り ま す (「 核 兵器 の 項 ] を 参照 ) 。 


「 重 装 歩兵 1-2-1 (青銅 器 ) [20] 」 : 長い 槍 で 武装 し た 歩兵 の 一 群 で 防 名 に は 非常 に 強 


59 





い 力 を 発揮 し ます 。 「 重 装 歩 兵 ] は 初期 の 時 代 に 都市 や その 他 の 重要 な 地点 の 防 仁 に 非常 に 
優れ て いま す 。 「 マ スケ ッ ト 歩 兵 ] が 出現 する まで は 防 仁 に 対し て この ユニ ッ ト 以 外 に 費用 
効果 の 高い ユニ ッ ト は あり ませ ん 。 


[ライ フル 歩兵 3-5-1 (徴兵 制 ) [30] 」 : ライ フル で 武装 し た 歩兵 の 一 群 。 「 ラ イフ ル 
歩兵 ] は 都市 や その 他 の 地点 の 防 手 に 優れ て いて 、「 重 装 歩 兵 ] や 「 マ スケ ッ ト 歩 兵 ] と 置 
き 換 える の に 使え ます 。 


「 コルベット 1-1-3 (航海 術 ) [40] 」 : 帆 を 使っ て 進む 軽 武 装 し た 小型 船 。「 コ ル ベ ッ 
ト 」 は 最大 3 ユニット まで の 海上 輸送 が 行え を ます 。 海岸 近く に いる と いう 制約 が な い の で 海 
洋 探 栓 に は 非常 に 便利 で す 。 


[潜水 艦 8-2-3 (大 量 生産 ) [50] 」 : 海面 の 敵 船 に 水中 か ら 鋼 雷 を 発射 し て 攻撃 する よう 
< 設計 され た 軍船 。「 潜 水 艦 | の 視野 は 2 海上 スク エア で 、 隣 接し た 敵 船 に よっ て の み 発 見 
する こと が で きま す 。 地上 ユニ ッ ト の 輸送 も 海岸 砲撃 も 行ない ませ ん 。 


「 輸 送 艦 0-3-4 (工業 化 ) [50] 」 : 大 型 の 現代 的 な 輸送 船 。 「 輸 送 艦 ] は 最大 8 ユニ ッ ト 
の 輸送 が で き 、 侵 略 の た め に 大 量 の ユニ ッ ト を 輸送 する と き に 非常 に 便利 で す 。 


[ガレ ー 船 1-0-3 (地図 ) [40] 」 : オ ー ル で 進む 小型 外洋 船 。 「 ガ レー 船 」 は 、 タ ー ン が 
終わ る と き に 陸 に 隣接 し て いな いと 見 失わ れ て し まい ます 。 こ の 船 は 通常 は 最初 に 利用 で き 
る 船 で 、 海 洋 探 検 を し た り 「 外 交 官 ] や 「 キ ャ ラバ ン 」 や その 他 の ユニ ッ ト を 近く の 大 陸 に 
輸送 する た め に 非常 に 役に立ち ます 。 


「 バ ー バ リア ン (barbarian)] は 敵対 する 文明 に は 所 属し て いま せん が 、 奇 襲 を 仕掛 け て く 
る 小さ な 部 族 で す 。 あ な た の 文明 が 成長 し 拡張 する に つれ 、 定 期 的 に この よう な 種族 に 遭 過 
し ます 。 か れ ら は 海 か ら 攻 撃 を し か け て きた り 、 あ る い は 大 陸 の 未開 拓 の と ころ で 突然 現れ 
ます 。「 バ ー バ リア ン 」| は あな た の 都市 を 占領 し た り 破 壊し て 畑 や 鉱山 を 略奪 し ます 。 


[バー バリ アン | は 海岸 や 未開 拓 地 に 現われ ます の で 、 都 市 を 防衛 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 出現 し た 「 バ ー バ リア ン 」| が 都市 に 入る 前 に 迎え 撃つ た め に 、 あ な た の 都市 を 未開 地 か 
ら 遮 蔽 し て お く の も 役に立ち ます 。 


大 多数 の 「 バ ー バ リア ン | に は リー ダー が いて 、 彼 を 捕らえ る と 身代金 が 請求 で きま す 。 
[バー バリ アン | の リー ダー は 「 外 変 官 ]」 に 似 て いま す 。 


「 海 上 か ら の 侵略 者 ] : 海 か ら 侵 略し て くる 「 バ ー バ リア ン 」 は 定住 の 場所 を 求め て いま 
す 。 か れ ら は 都市 を 探し て 占領 し よう と し ます 。 か れ ら は 永住 の 場所 に 関心 を も ちっ て いる の 
で 、 鉱 山 や 光 洲 を 略奪 する こと は あり ませ ん 。 も し か れ ら が 都市 を 占領 する と 、 そ こ を 乗っ 
取っ て 新た な 攻撃 を 行なう た め に 、 よ り 多 く の ユ ニッ ト の 生産 を 始め ます 。 「 海 上 か ら の 侵 
略 者 ] と は 陸上 で も 戦え を ます し 、 か れ ら が 船 に 乗っ た まま で も 戦え ます 。 


「 陸 の バー バリ アン 」 : これ ら の 侵略 者 の 関心 は 戦利 品 だ け で 、 氷 住 の 地 に 対す る 関心 は 
あり ませ ん 。 こ の た め 、 か れ ら は 出会っ た 鉱山 や 漆 渡 を 略奪 し ます の で 、 非 常に 有害 で す 。 
も し 彼ら が あな た の 都市 を 占領 する と 、 そ れ を 完全 に 破壊 し て し まい ます 。 で すか ら 、 陸 の 
バー バリ アン と 戦闘 を する と き に は 、 都 市 か ら 極力 離れ た 所 で 行なう の が 最上 の 策 で す 。 


「 陸 の バー バリ アン | は 都市 の 半径 以内 に は 現れ ませ ん 。 時 が た つ に つれ て 現れ る 場所 も 
都市 か ら 遠 く な り ま す 。 で すか ら 、 あ な た の 都市 を 大 陸 に 拡大 し て ゆく と 、 そ の 地域 全体 が 
いずれ 文明 化 き れ ま す の で 、 バ ー バ リア ン の 出現 に よる 脅威 を 取り 除く こと に も な り ま す 。 





// バ パー パソ リア シリ 


工学 
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「 バ ー バ リア ン ・ リ ー ダ ー の 身代金 要求 」 : バー バリ アン ・ リ ー ダ ー が スク エア 内 に 一 人 
で いる と き に 彼 を 攻撃 し て 勝つ と 、 彼 は 捕らえ られ て 100 コ イン の 身代金 の 対象 に な り ま す 。 
お 金 は あな た の 国庫 に 加え られ ます 。 バ ー バ リア ン ユ ニッ ト を 攻撃 し て それ を 減 ぼ ぎす と 、 そ 
れ に スタ ッ ク さ れ て いる リー ダー・ ユ ニッ ト も 減 ぼ され ます 。 自分 の 軍勢 を 失っ た バー バリ 
アン ・ リ ー ダ ー は 逃げ ば よう と し 、 数 ター ン の 内 に 捕らえ られ な けれ ば 消 を えて し まい ます 。 


あな た の 文明 を 管理 する 一 助 と し て 政治 体制 が あり ます 。 こ の ゲー ム は 6 つの 政治 体制 が 政府 
用 意 き れ て いま す が 、 あ な た に 利用 で きる 体制 は 、 そ の 時 点 ま で に あな た の 文明 が 成し遂げ 
た 技術 の 内 容 に よっ て 違い ます 。「 無 政府 状態 」 は 特別 な 状況 で し か 起こ り ま せん 。 


新しく ゲー ム を は じ め た と き の あ な た の 文明 の 政治 体制 は 「 専 制 政 治 | で す 。 文明 が 進ん 
で その 名 が 付け られ る よう に な る と 、 他 の 政治 体制 が 利用 で きる よう に な り ま す 。 (例外 と 
し て 「 世 界 の 七 不 思 議 、 ピ ラミ ッ ド | の 章 を 参照 ) 


政治 体制 の 違い に よっ て 、 そ れ ぞ れ 独 特 の 影響 び が あり ます 。 あ る 体制 で は 人 的 お よび 経済 
的 に 大 き な 自 由 が 与え られ て いる た め に 、 質 易 や 科学 や 経済 の 成長 が 早く 、 別 の 体制 で は 大 
き な 軍 隊 を 作っ た り 維 持 す る の に 適し て いま す 。 政府 は 「 革 命 」 に よっ て 変わ り ま す 。 


ひと つの 文明 で は 次 の 6 つの 政治 体制 が 利用 で きま す : 「 竹 類 / 
専制 政治 (Despotism) 
無政府 状態 (Anarchy) 
君主 制 (Monarchy) 
共産 主義 (Communism) 
共和 政 (The Republic) 
民主 主義 (Democracy) 


(火薬 選 化 学 ) 
「 専 制 政 治 (Despotism)」 : 絶対 権力 で 政治 を 行ない ます 。 支 配 者 と し て あな た の 意志 は 

軍 の 力 で 強制 され ます か ら 、 国 民 は た だ 従わ な けれ ば な り ま せん 。 経済 と 人 間 に は 最小 の 自 

由 し か あり ませ ん の で 、 生 産 は 最低 で す 。 し か し 、 あ な た が 全体 的 な コン トロ ー ル を し て い 8 

ます の で 、 戦 争 は 比較 的 容易 に 行え ます 。 


軍事 ユニ ッ ト は 、 自 ら ホ ー ム ・ シ ティ イー (ホー ム ・ シ ティ ー・ ロ ー ス ター に 示さ れ て いま 
す ) を 作っ て いる ユニ ッ ト の 数 が その 都市 の 人 口 ポ イン ト よ り 多 く な る まで は 、 資 源 に よる 
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維持 を 必要 と し ませ ん 。 都 市 人 口 を 越え る 各 ホ ー ム ・ シ ティ ー の 軍事 ユニ ッ ト は 、 産 業 に よ 
る 維持 の た め 1 ユニ ッ ト の 資源 を 必要 と し ます 。 


さら に 、3 ある い は それ 以上 の 食料 、 資 源 、 あ る い は 貿易 を 生産 する 1 地図 スク エア は 、 
どれ も この 生産 か ら 1 を 引か な けれ ば な り ま せん 。 例え ば 、 通 常 は 3 資源 を 生産 する 鉱山 
は 、「 専 制 政 治 ] 体制 下 で は 2 し か 生産 し な いこ と に な り ま す 。 


「 無 政府 状態 (Anarchy)] : あな た が 一 時 的 に 政治 力 を 失っ て し まっ た と き の 状 態 で す 。 都 
市 は 独自 に その 都市 活動 を 継続 し ます が 、 あ な た の 文明 に と っ て 重要 な 一 部 の 機能 は 政権 が 
戻る まで 停止 し ます 。 ユ ニッ ト の 移動 は 継続 し て 行え ます 。 


「 無 政府 状態 」 は 次 の 例外 を 除く と 「 専 制 政府 」 と 同じ 効果 を も っ て いま す 一 すなわち 、 
「 無 政府 状態 」 で は 税収 が な く 、 都 市 改善 の 維持 費 の 支払 が な く 、 ま た 科学 研究 が 行なわ れ 
ませ ん 。 「 無 政府 」 状態 は 革命 の と き に の み 起 こり ます 。 


「 君 主 政治 (Monarchy)」 : あな た の 支配 力 の 絶対 性 が や や 少な く な り ま す が 、 国 民 の 信任 
が 大 きく 、 特 に 市 民 の 上 級 階級 で ある 貴族 で の 支持 び ば ありま す 。 少な く と も 貴族 階級 は ある 
程度 の 経済 自由 度 を 有 し て お り 、 こ れ が 資源 や 食料 や 貿易 の 高い 生産 性 の 潜在 力 に な っ て い 
ます 。 し か し 、 上 流 階級 に よっ て 軍事 ユニ ッ ト の 維持 と か 大 き な 都 市 で の 警 沢 品 と いっ た あ 
な た の 文明 の 生産 に よる 分 け 前 が 減少 し ます 。 


| 君主 政治 ] 体制 で は 、 資 源 や 食料 や 貿易 に 関し て スク エア 当り の 生産 高 の 減額 は あり ま 
せん 。 「 草 地 ] や | 河川] の 「 潜 渡 ] 「 丘 陵 ] で の 採鉱 は 生産 性 が 高く な る の で 採算 に 合う 
よう に な り ま す 。 全 て の 軍事 ユニ ッ ト は 1 ユニ ッ ト の 資源 で 維持 で きま す 。「 入 植 者 ] を 維 
持 す る に は 2 食料 が 必要 で す 。 


「 共産 主義 (Communism)] : あな た は 共産 主義 政府 の 党首 で 、 政 権 党 の 支持 で 支配 を 行 な 
いま す 。 こ の 政治 形態 で は 「 専 制 政治 ] より 高い 生産 性 を 上 げ る こと が で きま す が 、 党 の 正 
統 派 的 慣行 に よっ て 人 的 自由 度 や 経済 的 自由 度 が 制限 され 、 貿 易 が 制限 され ま す 。 プ ラス 側 
の 要因 と し て 、 地 方 の 党 機能 の 働き で 、 腐 敗 は 最小 限 に 抑 を る こと が で きま す 。 


「 共 産 主義 ] は 汚職 が 平均 化し て いる こと を 除く と 、「 無 政府 状態 」 と 同じ 効果 を も っ て 
いま す 。 都市 を 「 宮 殿 ] か ら 境 ざけ る か わり に 全て の 都市 に 同じ 程度 の 汚職 が あり ます 。 
(汚職 に 関し て は 「 汚 職 ] の 項 を 参照 ) 


「 共 和 政 (The Republic)」 : あな た の 文明 が 建設 し た 都市 で 構成 され た 都市 州 下院 を 通 
し て 支配 が 行なわ れ ま す 。 各 都市 は 自治 権 の ある 州 で す が 、 あ な た は 支配 する 連邦 の 一 部 に 
な っ て いま す 。 国民 は あな た に 、 彼 等 の 要求 に 合う よう な 政治 を 期待 し て いま す 。 国民 に 与 
えら れ て いる 人 間 的 自由 と 経済 的 自由 は 大 きく 、 こ の た め に 貿易 が 非常 に 増大 し ます 。 あ な 
た の 外交 は 「 上 院 ] が 再審 理 を 行い 、 あ な た の 決定 を 変更 する こと が で きま す 。 


「 草 地 ] [河川] 「 丘 陵 ] の 生産 性 の 高 さ は 「 君 主 政治 ] と 同 程 度 で す 。 少 な く と も 1 賀 
多 ユ ニッ ト が 既に 存在 し て いる と 、 追 加 の 貿易 ユニ ッ ト を 作る こと も で きま す 。 軍事 ユニ ッ 
ト は 産業 維持 の た め に それ ぞ れ 1 資源 を 必要 と し ます 。「 人 入植 者 」 に は 2 食料 が 必要 で す 。 
目 分 の ホー ム ・ シ ティ ー に いな い 軍 事 ユ ニッ ト が あれ ば 、1 市 民 (1 都市 人 ロ ポ イン ト ) が 
不幸 に な り ま す 。 


「 民 主 主義 (Democracy)」 : あな た は 選ば れ た 民主 主義 の 執政 者 と し て 支配 を 行ない ま 
す 。 国民 は あな た に 支配 を 委ね て いる も の と 思っ て いま す 。 こ の 政治 体制 に お ける 自由 の 許 
容 度 は 、 経 済 生 産 と 貿易 を 最大 に する に 充分 で す 。 し か し 、 生 活水 準 を 改善 する た め に 投入 
する 経済 生産 量 を 決定 する た め に 、 国 民 も 強い 発言 権 を 有 し て いま す 。 共 和 政 に お ける と 同 
様 に 、 外 交 的 な 決定 の 一 部 は 「 上 院 ] の 再審 理 を 受け な けれ ば な り ま せん 。 
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[民主 主義 ] は 「 共 和 政 ] に 非常 に 類似 し て いま す 。 両 者 の 違い は 、「 民 主 主 義 ] で は 汚 
職 が 起こ ちな いと こと で す 。 ま た 、 も し あな た の 都市 の 1 つ あ る い は それ 以上 が 、2 ター ン 
の 間 民 政 不 安 の 状態 に あっ た 場合 、 そ れ に 続く 各 タ ー ン ご と に 草 命 が 起こ る 可能 性 が あり ま 
A 


政治 体制 は 革命 を 通し て 変革 され ます 。 あ な た が 自分 の 計画 に 適し た 政治 体制 に 変更 し た 
と 望む と き は 、 通 常 は あな た の 命令 で 変革 が 起こ り ま す 。 あ な た が 考え て 進め た 文明 に 適し 
た 体制 に 、 文 明 の 政治 体制 を 変更 する こと も で きま す 。 


革命 を 起こ す に は 「 ゲ ー ム 」 メニ ュー を プル ダウ ン し て オプ ショ ン の 「 革 命 」 を 選択 し て 
くだ さい 。 「 無 政府 状態 」 の ターン が 2 、3 ター ン 続 いて か ら 、 あ な た の 文明 に 利用 で きる 
政治 体制 オプ ショ ン を リス ト し た メニ ュー が 表示 され ます 。 選択 を 行なう と 直ちに 新しい 政 
治 体制 が 有効 に な り ま す 。 

あな た の 文明 に 「 世 界 七 不思議 」 の 「 ピ ラミ ッ ド 」 が ある と き は 、「 無 政府 状態 」 を 経 山 
せ ず に 政治 体制 を 変え 0 る こと が で きま す 。「 ピ ラミ ッ ド 」 が 時 代 遅 れ に な っ て いる と 、 こ の 
力 は 無く な っ て いま す 。 





顧 応 ププ ワー ルド だ ド ・ レ ポー ト 
あな た に は 、 あ な た の 文明 の 事情 に つい て 詳細 の 報告 を 提供 で きる アド バイ ザ ・ ス タッ フ 
が 付い て いま す 。 こ れ ら の アド バイ ザ に 相談 する と 、 あ な た の 都市 管理 や 他 文 明 と の 関係 に 
関し て 、 情 報 に 基づい た 決定 を 下す こと が で きま す 。 顧問 か ら の 報告 書 は 地図 ディ スプ レー 
の メニ ュー バー に ある 「 顧 問 ] メニ ュー か ら 入 手 す る こと が で きま す 。 ま た 、 他 に も 調べ た 
い 多 く の 報 告 書 が あり ます が 、 こ れ ら は メニ ュー バー の 「 世 界 ] メニ ュー か ら 得 られ ます 。 


下記 の 顧問 と ワー ルド ・ レ ポー ト が 利用 で きま す : 
顧問 (Advisors) : 

都市 ステ ー タ ス (City Status) 
軍事 顧問 (Military Advisor) 
情報 顧問 (Inntelligence Advisor) 
態度 の 顧問 (Attitude Advisor) 
賢 易 顧 問 (Trade Advisor) 
科学 顧問 (Science Advisor) 


ワー ルド ・ レ ポー ト (World Reports) : 核 融合 発電 
世界 の 七 不 思 議 (Wonders of the World) (原子 カエ ネル ギー& 
5 大 都市 (Top 5 cities) 超 伝導 ) 
文明 度 得点 (Civilization Score) 
世界 地図 (World Map) 
宇宙 船 (Spaceships) 
人 口 統計 学 (Demographics) 








生物 工学 
(医術 & 株 式 会 社 ) 





[都市 ステ ー タ ス (City Status)」 : この 報告 書 に は あな た の 文明 に ある 都市 が リスト され て 
いて 、 都 市 が 生産 し て いる も の を 示し て いま す 。 各 都市 に 関し て 、 人 口 、 食 糧 の 量 、 資 源 、 
及び 行なわ れ て いる 貿易 と か 、 現 在 生産 さ れ て いる も の や 、 そ の 完成 予定 等 を 知る こと が で 
きま す 。 


ター ン の は じ め に この 顧問 に 相談 し て 現在 生産 され て いる も の や その 完成 予定 に つい て 記 
憶 を 正 し て お く と 役に立ち ます 。 重 要 な 軍事 ユニ ッ ト の 一 部 や 「 世 界 の 七 不思議 」 が 、 あ と 
どれ くら いで 完成 する か が 一 日 で わか り ま す 。 


[軍事 顧問 (Military Advisor)」 : 最初 の 軍事 報告 書 に は 、 あ な た の 文明 が 各 タ イプ の ユニ ッ 
ト を どれ ほど 所 有 し て いて どれ ほど 生産 中 か を 示し ます 。 


報告 書 の 第 二 部 を 見 る に は 画面 を クリ ア し て くだ さい 。 こ の 報告 で は あな た が 他 文 明 と の 
紛争 で 受け た 損傷 が 示さ れ て いま す 。 損傷 の 表示 は タイ プ 別 、 文 明 別 に 行なわ れ ま す 。 文明 
の 違い は 色 の 違い で 示さ きれ て いて 、 例 えば 、 あ な た の ライ バル が 「 ア ステ カ ]」 の 場合 、 色 は 
黄色 で 「 甲 鉄 船 ]」 の 列 に 黄色 の 「 1 」 が あり ます が 、 こ れ は あな た が 「 ア ステ カ 甲 鉄 船 」 1 
を 減 ぼ し た こと を 示し て いま す 。 あ な た の 損傷 は 左側 の 最初 の 行 に 示さ れ て いま す 。 


「 情 報 顧問 (Intelligence Advisor)」 : この 報告 は 、 あ な た の 大 使 館 が 集め た 情報 を まとめ た 
も の で す 。 こ の 報告 で は 、 あ な た が 外交 関係 を 樹立 し た 各 文 明 に 関し て 首都 名 、 政 治 体制 、 
国庫 規模 、 他 文明 と の 外交 状態 に つい て の 正確 な デー タ が 記さ れ て いま す 。 大 使 館 を 思い て 
いな い 文 明 に つい て の 情報 は 表示 され ませ ん 。 (大 使 館 に 関し て は 「 外 交 官 ] の 項 を 参照 ) 


あな た は この 報告 か ら 、 ど の 文明 が 戦争 状態 で 、 ど の 文明 が 平和 で あり 、 ま た 戦争 の 相手 
が どこ か と いう こと を 知る こと が で きま す 。 他 の 文明 を 攻撃 する 前 に この 報告 に 目 を 通す 
と 、 有 益 な こと が 発見 で きる か も 知れ ませ ん 。 例 えば 、 あ な た に 職 接 する 2 文明 が 交戦 中 の 
と き 、 あ な た 自身 が 一 方 の 文明 を 攻撃 する こと を 見 送る か も 知れ ませ ん 。 も し 攻撃 し た ら 、 


両 文明 が 互い に 和平 し て 、 両 方 で あな た の 文明 を 攻撃 する こと に な る か も 知れ な いか ら で 
す 。 あ な た は これ ら 両 文明 間 で の 戦争 を 放置 し 、 両 文明 が 互い に 疲弊 する 間 に 自ら の 進歩 に 
安心 し て 専念 する こと が で きま す 。 


情報 の 2 ページ 目 は 「 情 報 (Info)] ボタ ン を 押す と 呼び 出せ ます 。 こ の ペー ジ で の 報告 は 、 
文明 の リー ダー が 目指 し て いる 目標 や 、 最 も 最近 に な され た 技術 的 進歩 に 関す る 追加 の 情報 
KA 


「 内 政 機関 (Attirude Advisor)] : この 顧問 は あな た の 文明 の 市 民 の 相対 的 幸福 度 を 報告 し 
ます 。 あ な た は 彼 の 調査 を 通し て 、 各 都市 毎 の 幸福 な 市 民 、 満 足し て いる 市 民 、 不 幸 な 市 民 
の 数 を 一 目 で 見 る こと が で きま す 。 約 沢 率 や 政治 体制 を 変 た 0 る と 、 あ な た の 市 民 の 幸福 度 に 
著しい 影響 を 与え ます の で 、 こ れ ら の 変更 を 行なう 前 の 情報 と し て 非常 に 有用 で す 。 こ の 調 
査 結果 を 調べ る こと で 、 不 穏 な 動き を 避け る た め に 都市 管理 の どの 部 分 を 調整 する の が よい 
か が 、 た だ ち に わか り ま す 。 


あな た の 各 都 市 に つい て 、 現 在 の 人 口 や 人 々 の 幸福 を 高め る た め に 役立つ 都市 改善 の アイ 

コン を 知る こと が で きま す 。 ペ ー ジ の 下 に は あな た の 文明 全体 の 人 口 と 、 幸 福 な 人 口 、 満 足 
し て いる 人 口 及び 不幸 な 人 口 の 総計 が パー セン ト で 示さ れ て いま す 。 各 都市 の 施設 一 覧 か 
ら 、 都 市 に と っ て 有効 な 施設 が 何 か を 見 る こと が で きま す 。 


「 貿 易 顧問 (Trade Advisor)」 : 顧問 は 貿易 の 内 どれ くら い が 敬 沢 品 や 税収 や 新規 な アイ デ 
ア (科学 研究 ) を 持ち 込む た め に 向け られ て いる か を 各 都 市 に 関し て 報告 し ます 。 都市 が 生 
み 出 し て いる 区 沢 曲 、 税 金 、 お よび 科学 は その 名 前 の 右側 に 示さ れ ま す 。 都市 リス ト の 下 は 
ター ン 当 り の 税収 の 合計 で す 。 報 告 書 の 右側 は あな た の 文明 内 の 都市 施設 リス ト で す が 、 維 
持 に お 金 を 要する 施設 の み が リ スト に 載っ て いま す 。 報告 に は 施設 数 と その 維持 費用 が 示さ 
れ て いま す 。 表 の 下 は この ター ン で の 施設 維持 費用 の 合計 で す 。 
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税収 数 を 維持 費用 数 と 較べ る と 、 あ な た の 文明 の 国庫 が 各 タ ー ン 毎 に 増加 し て いる の か 、 

減少 し て いる の か 、 あ る い は 同じ 状態 に と ど ま っ て いる の か が 分 か り ま す 。 も し 国庫 が 減少 
し て いる な ら 、 税 金 を 高く する か ある い は 税収 を も 多く する よう に 各 都 市 を 調整 する 好機 で 
す 。 緊急 時 に は 現金 を 調達 する た め に 改善 を 売却 する こと を 考え る か も 知れ ませ ん 。 


報告 書 の 最後 の 項目 は 「 発 見 ] と いう ラベ ル が 付い て いて 、 科 学者 が あな た に 指示 され た 
技術 進歩 を 達成 する た め に 要する ター ン 数 が 示さ れ て いま す 。 あ な た の 都市 で 行なう 科学 研 
究 が 多けれ ば 多い ほど 、 必 要 な ター ン 数 が 減少 し ます 。 技術 が 高度 に な れ ば な る ほど 、 次 の 
技術 を 開発 する に は 更に 多く の 研究 が 必要 で す 。 


[科学 顧 問 ] : 科学 顧問 は あな た の 文明 が 達成 し た 技術 を 追跡 する と と も に 、 次 の 進展 に 
向かう あな た の 科学 者 の 進み ぐあい を 追跡 し て いま す 。 表 は 次 の 進歩 に 対す る 進展 ぐあい を 
示し て いま す 。 ど れ だ け の 研究 が な され た か は 電球 に よっ て 示さ れ て いま す 。 ボ ックス が 電 
球 で いっ ぱい に な る と 、 研 究 し て いた 進歩 が 達成 され た こと を 意味 し ます 。 


20 世 紀 末 まで の 文明 を 規定 し て いる 基本 リス ト 以 上 に 進歩 し 続け る こと が で きま す 。 こ の 
よう な 継続 し た 進歩 は 「 未 来 の 進歩] と 呼ば れ 、 各 進歩 ご と に あな た の 文明 得点 に 10 点 が 加 
えら れ ま す 。 


[世界 の 七 不思議 | : 地理 学者 は 「 世 界 の 七 不思議 」 の 場所 を 示す リス ト を 持っ て いま 
す 。 新 し いも の が 建造 きれ る と その リス ト に 加え られ ます 。 あ な た の 文明 が 終わ る まで に 21 
も の 不思議 が ある か も 知れ ませ ん : 古代 の 七 不 思 議 、 中 世 の 七 不思議 、 現 代 の 七 不思議 で 
す 。 [不思議] の ある 都市 を 占領 する と あな た の 文明 の 栄光 に な り ま すか ら 、 こ れ ら が ど 
こ に ある か を 知っ て お く こ と も 大 切 で す 。 


地理 学者 の リス ト に は 「 七 不思議 ] の アイ コン 、 名 前 、 そ れ が ある 場所 、 そ れ を 建造 し た 
文明 が 記さ きれ て いま す 。 中 世 の 「 七 不思議 ] を 見 た いと き は 古代 の 「 七 不思議 」 の ペー ジ を 


クリ ア し て くだ きい 。 現存 し て いる 「 七 不思議 ] し か リス ト に 表示 され ませ ん の で 注意 し て 
くだ さい 。 「 七 不思議 」 に 関す る 詳細 は 「 世 界 の 七 不思議 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


「 5 大 都市 ] : この 報告 書 で は 世界 の 上 位 5 大 都市 を 地理 的 に 示し て いま す 。 こ れ ら 5 つの 
都市 に は 名 前 が 付け られ て いて 、 そ の 宜 先 の 文明 も リス トミ れ て いま す 。 名 前 の 下 は 都市 の 
人 口 一 覧 と 、 そ こ で 建造 され た 「 七 不思議 ]」 の アイ コン で す 。 世界 の 都市 が 全て 順位 付け さ 
れ て お り 、 最 大 得点 を 得 た 5 つの 都市 が リス ト さ れ て いま す 。 都市 の 得点 は 次 の 通り で す : 


2 点 : 加 幸 福 な 市 民 に 対し て 
1 点 : 各 満足 し て いる 都市 に 対し て 
10 点 : そこ に 建造 され て いる それ ぞ れ の 「 世 界 の 七 不 思 議 ] に 対し て 


あな た が 見 つけ る こと の で き な か っ た 都市 が 、 こ の リス ト に 記載 され て いる こと に 注意 し 
て くだ さい 。 こ れ ら の 都市 の 壮大 き は 、 世 界 の すみ ずみ まで 口伝 え で 語り 継が れ て きた の で 
す 。 地 理学 者 や 他 の 顧問 達 は 、 旅 行者 や 貿易 商人 達 を より 分 け て 他 の 文明 に 関す る 情報 を 集 
め ま す 。 あ な た は 一 部 の 文明 に つい て 知ら な いか も し れ ま せん が 、 そ の 文明 の 都市 の 素 晴 ら 
し さ は あな た の 顧問 の 耳 に 達し て いる の で す 。 


「 文 明 得 点 」 : これ は あな た の 文明 が どの 程度 か を 相対 的 に 測定 し た も の で す 。 ゲ ー ム が 
終わ る 最後 の 時 に 一 度 集計 され 、 あ な た の 文明 の 最終 得点 が 知ら さき れ ま す 。 ゲ ー ム 中 に あな 
た の 位置 を 知る た め に 顧問 に 問い 合わ せる こと が で きま す 。 あ な た に と っ て 最大 の 目標 は 合 
計 得 点 が 1.000 を 越え る こと で す 。 得点 は 下記 の 条件 で 計算 され ます 。 

2 点 : 各 幸福 な 市 民 に 対し て 

1 点 : 各 満 足し て いる 市 民 に 対し て 

20 点 : あな た が 持っ て いる それ ぞ れ の 「 世 界 の 七 不 思 議 」 に 対し て 
3 点 : 世界 が 平和 な (戦争 が な い ) 各 タ ー ン に 対し て 
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10 点 : 各 「 未 来 の 」 進歩 に 対し た 
-10 点 : 現在 汚染 され て いる 各地 図 ス クエ ア に 対し て 


一 番 下 の 棒グラフ で は 、1.000 点 満点 で どの くら い 得 点 し た か が 一 目 で わか る よう に な っ て 
いま す 。 


「 世界 地図 ]」 : あな た の 文明 の 地理 部 門 の 作業 で も あり ます が 、 こ れ は 既に 知ら れ て いる 
世界 全体 の 地図 で す 。 あ な た が 未だ 発見 し て いな い 所 は 表示 きれ ませ ん 。 ま た 、 こ の 地図 で 
は あな た の 首都 が 水平 位置 で 中 央 に な っ て いま す 。 で すか ら 、 極 地 の 境界 を 発見 する まで 
は 、 あ な た の いる 場所 が 北極 と 南極 の 境界 に 対し て どの よう な 位置 に 当たる の か は 分 か り ま 
せん 。 


「 宇 宙 船 」 : 宇宙 顧問 に 連絡 する と 、 建 造 中 の 宇宙 船 の 進行 状況 に つい て 知ら せ て くれ ま 
す 。 あ な た が 調べ た い 宇 宙 船 を 持つ 文明 を メニ ュー か ら 選 択 し て くだ さい 。 あ な た の 顧問 
は 、 現 在 の 建造 状況 の 映像 や 、 搭 載 予定 内 容 の 査定 、 予 想 飛 行 時 間 、 お よび 成功 の 確率 を 提 
示し て くれ ます 。 

宇宙 競争 は 「 ア ポロ 計画 、 世 界 の 七 不 思 議 ] が 出来 上 が っ て か ら は じ ま り ます 。 そ れ 以 後 
は 、 必 要 な 技術 を も つ 文 明 は 、 宇 宙 船 の 部 品 を 製造 する こと に な る で し ょ う 。 


いっ た ん 宇宙 競争 が は じ ま る と 、 あ な た の ライ バル の 宇宙 船 を 監視 し 続け る こと が 重要 に 
な り ま す 。 あ な た は それ ら が いつ 発射 きれ る か 査定 し て 、 自 分 の 宇宙 船 の サイ ズ と 発射 予定 
日 の 計画 を 立て で な けれ ば な り ま せん 。 自 分 の 宇宙 船 の 建造 が 追い つけ な い ほ ど 遅 れ て いる こ 
と が 判明 し た ら 、 敵 の 首都 を 攻略 する た め の 軍 事 作戦 の 必要 が ある か も 知れ ませ ん 。 敵 の 首 
都 を 攻略 する と 敵 字 宙 船 の 建造 は は 取り 止め に な り ま す 。 


[人 口 統計 」 : 顧問 は 世界 の 他 の 文明 と 比較 し て あな た の 文明 に 関す る 人 口 統計 を 追跡 し 
て いま す 。 こ の 情報 は 報告 書 に 記載 され て いま す 。 そ の 中 で は 、 多 く の 分 野 や 世界 に お ける 


地位 等 で 、 あ な た の 文明 の ステ ー タ ス が 詳し く 記 され て いま す 。 こ の 報告 書 を よく 調べ る 
と 、 ど の 文明 が あな た に と っ て 最大 の 贈 威 な の か 手がかり が 得 ら れ ま す 。 
以下 は 報告 書 に 記載 され て いる 統計 で す 。 


人 口 統計 報告 書 


承認 評価 : あな た が 支配 者 と し て 優れ た 仕事 を し て いる と 思う 人 た ちの 割合 (%) 

人 口 ・ あ な た の 文明 に いる 人 た ちの 数 

GNP ・ あ な た の 都市 か ら 得 られ る 警 沢 品 と 税金 の 合計 

製造 品 ・ あ な た の 都市 が 作り 出す 資源 の 合計 

土地 面積 : あな た の ユニ ッ ト が 最後 に 通過 し た 土地 スク エア で 、 世 界 で あな た の 影響 と コン トロ ー 
ル が 及ぶ 部 分 を 表わし て いま す 
・ あ な た の 文明 で 字 を 読む こと の で きる 人 口 の %。 こ れ は 、「 ア ルフ ァ ベ ッ ト 」 「 筆 記 」 
「 文 学 」 の 進歩 到達 度 と 、 あ な た の 文明 に ある 「 図 書館 」 と 「 大 学 ] と に 掛か っ て いま す 
・ あ な た の 文明 が 「 医 学 ] の 進歩 を 達成 し た か どう か 、 あ な た の 都市 の 「 栽 物 倉 ] や 
[水道 ] の 数 を 基礎 に し た 相対 的 な 地位 で す 
・ あ な た の 文明 が 作り だ し て いる 汚染 量 と あな た の ライ バル と の 比較 で 、 あ な た の 都市 の 
煙突 の 数 で 測定 し ます 
・ あ な た の 文明 に お ける 病気 や 汚染 の 程度 に よっ て 決定 され る 相対 的 な 数 
・ あ な た の 都市 が 作り 出す 過剰 食料 の 量 か ら 決 まる 数 。 家 族 規模 が 大 きけ れ ば 人 口 成長 が 
早い 
・ あ な た が 有 し て いる 箇 事 ユニ ッ ト 数 と 人 ロサ イズ を 較べ て 決め られ る 相対 的 数 値 で 、 
兵役 期間 の 長 さ を 示し て いま す 
・ あ な た の 都市 が 生み 出す 偽 沢 品 と 税収 と の 総額 を 人 口 で 割っ た も の 
・ あ な た の 都市 が 生み 出す 資源 、 食 料 、 お よび 賞 易 の 合計 を 人 口 で 割っ た も の 
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ン ビ ピロ ピ ィ ディ ア 





「 シ ビ ロ ピ ィ デ ィ ア 」 は 「 シ ビリ ゼー ショ ン | の オン ライ ン 百 科 辞 典 で す 。 ゲ ー ム で 重要 
な 150 項 目 以 上 の 参照 情報 が 含ま れ て いま す 。 大 多数 の 項目 は 2 ペー ジ の エン トリ ー に な っ て 
いま す 。 最初 の ペー ジ は 項目 の 内 容 説 明 と その 歴史 的 重要 性 の 説明 で 、 2 ペー ジ 目 は ゲー ム 
で の 重要 な 意味 を 説明 し て いま す 。 

「 シ ビ ロ ピ ィ デ ィ ア 」| は 地図 ディ スプ レー か ら 引 き 出 すこ と が で きま す 。 「 シ ビ ロ ピ ィ 
ディ ア 」 メニ ュー を プル ダウ ン し て 、 調 べた いと ころ を 選択 し て くだ さい : 
| 全部] : 全 リス ト (数 ペー ジ に な っ て いま す ) 
es 記 「 文 明 の 進歩 」] : 70 十 技術 : これ ら は マニ ュ ア ル ・ ペ ー ジ の サ 
「 シ ヴィ ロペ ディ ア ] エン トリ ー 例 イド バー と 「 文 明 進 歩 表 (シセ ビリ ゼー ショ ン ・ ア ド バ ン ス ・ 
チャ ー ト ) 」 に アル ファ ベッ ト 順 で 示さ れ て いま す 。 

[都市 施設 ] : 都市 の 機能 を 改善 する た め に 建造 する 構造 物 
Cruisers have 3 wisibiity range of 2 ses sauares で 、「 世 界 の 七 不思議 ] も 含ま れ ま す 。 
アー 「 軍 事 ユ ニッ ト ]」 : 作り出す こと の で きる ユニ ッ ト で 、「 外 交 

conn 較 官 ] ヤ 「 キ ャ ラバ ン ] が 含ま れ ま す 。 
Ne | 地形 タイ プ ] : 各種 の 地図 スク エア 地形 
人 屯 ※ 「 その他 」 : 政治 体制 、 地 形 改 善 、 お よび 他 で 説明 され て いな 
ovement Rote: 6 いそ の 他 の ゲー ム ・ コ ン セ プ ト 。 

| シビ ロ ピ ィ デ ィ ア 」 の 1 セク ショ ン を 選択 する と 、 そ の セク 
ショ ン の エン トリ ー・ リ スト が オー プン し ます 。 調べ た いと 思う 
項目 を 選ん で くだ さい 。 「 シ ビ ロ ビ イィ ディ ア |」 の ペー ジ が オー プン し ます 。 こ の ペー ジ を 読 
ん で し まっ て 次 の ペー ジ が ある と き は 、 最 初 の ペー ジ を クリ ア し て 次 の ペー ジ に 進み ます 。 

「 シ ビ ロ ピ ィ デ ィ ア 」 の 使用 が 終わ っ て クロ ー ズ する と き は 、 右 上 コー ナー の 「 イ クジ ッ 
ト [EXIT] 」 ボタ ン を 押し ます 。 


CRUISER 





工業 が 不 注意 に 成長 する と き に 起き て くる 代償 は 、 人 徐々 に 環境 を 汚染 し 、 毒 し て ゆく こと 
で す 。 汚染 に よっ て も た ら さ れる 多く の 危険 の 中 で も 最大 の も の は 地球 全体 に 見 られ る 警報 
か も し れ ま せん 。 地 球 の 気温 が 抑制 も な く 上 昇 し て いる こと は 、 極 の 万 年 水 を 深 か し 、 海 面 
を 上 昇 き させ 、 農 地 を 乾燥 させ る と いう 大 災害 的 な 地形 の 変化 と いう 箇 威 を 与え ます 。 あ な た 
は 自分 の 文明 を 工業 化し よう と する と き 、 汚 染 が 最小 に な り 、 か つ 地 球 的 な 警報 を 防ぐ よう 
に 各 都 市 を 管理 し な けれ ば な り ま せん 。 


核 ミ サイ ル 兵 器 を 使用 し た りあ る い は 核 反 応 装 置 の メル ト ダ ウン が 起こ る と 別 の 種類 の 害 
毒 化 が 起こ る 可能 性 が あり ます 。 


ゲー ム の 各 タ ー ン 毎 に 各 都 市 の 経済 半径 内 で 汚染 の 発生 する 可能 性 が あり ます 。 汚染 発生 
の 確率 は 2 つの ファ クタ ー、 資 源 と 人 口 、 に 依存 し て いま す 。 最 も 重要 な ファ クタ ー は 都市 
が 作り 出す 資源 数 で す 。 よ り 多 く の 資 源 が 作り 出さ れる と 確率 も 高く な り ま す 。 あ る レベ ル 
以下 の と き に は 汚染 の 発生 する 恐れ は あり ませ ん 。 

「 自 動車 」 の 技術 が 導入 され る まで 汚染 は 都市 人 口 の 影響 を 受け ませ ん 。 し か し 、 こ の 技 
術 が 導入 され た 後に な る と 、 人 口 は 汚染 発生 確率 に 影響 する 大 き な フ ァ ク ター に な り ま す 。 
都市 で 汚染 が 発生 し そう に な る と 、 都 市 ディ スプ レー に 煙突 が 表示 され は じ め ま す 。 煙突 
の 数 が 確率 を 示し て いま す 。 例え ば 、 あ る 都市 が 各 タ ー ン (例え ば 20) で 大 量 の 資源 を 生み 
出し 、 し か も 人 口 が 多い と 都市 ディ スプ レー に 5 本 の 煙突 が 表示 され る か も 知れ ませ ん 。 こ 
れ は 、 こ の ター ン で 新しい スク エア が 汚染 され た 確率 が 5 % で ある こと を 意味 し て いま す 。 


怒 球 の 論 話 


/ 了 業 汚 柴 / 
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/ 浄 化 / 「 入 植 者 ] に よっ て 汚染 を きれ い に す る こと も で きま す 。「 入 植 者 | を 汚染 きれ た スク エ 
ア に 移動 きせ / 閉 薬 /PoMufon// キー を 押し て くだ さい 。「 入 植 者 ]」 に は 汚染 浄化 の 命令 が 下 
され た こと を 示す 「P」 の マー ク が 付き ます 。 

4 ターン が 過ぎ る と 汚染 が 消え ます 。 汚染 スク エア に 入れ る 「 入 植 者 」 数 を 多く し て も 光 
化 速 度 は 変わ り ませ ん 。 


[影響 / 汚染 に よっ て 汚染 され た 地図 スク エア の 食料 生産 、 工 業 、 貿 易 が 減少 し ます 。 生 産 は 半分 
に な り 、 四 捨 五 入 きれ ます 。 例 えば 、 汚 柴 前 の 1 スク エア の 生産 量 が 食料 4 、 工 業 1 、 貿易 
2 と する と 、 汚 染 後 に は 食料 2 、 工 業 1 、 貿 易 1 に な り ま す 。 浄 化 が 行なわ れる と 地図 スク 
エア の 生産 量 は 汚染 前 の レベ ル に 戻り ます 。 


/ 汚 の 息 雪 / 地図 の どこ か に 汚染 が 発生 する と 環境 顧問 か ら 直 ち に 通報 が あり ます 。 地 図 の その 部 分 は 


汚染 を 示す た め に 、 に じみ マー ク が 出 ま す 。 

あな た の 文明 の 汚染 度 は 、 地 図 デ ィ ス プレ ー の 日 付 ウ イン ドー に 小さ な 太陽 で 示さ れ た 汚 
染 表 示 器 を 監視 する こと で モニ ター で きま す 。 太 陽 の 色 が 地球 的 警報 の 危険 程度 を 示し て い 
ます 。 濃い 赤 は 危険 度 が 低く 、 白 は 危険 度 が 非常 に 高い こと を 意味 し て いま す 。 


/ 協 球 的 警 基 / 影響 ] : 「 地 球 的 警報 は 世界 中 の 地理 変化 の 原因 に な り ま す 。 海岸 の 「 砂 漠 ] や 「 平 


地 ] や 「 草 地 ] は 「 湿 原 ] に な り 、 海 岸 の | 森林] は | ジャ ング ル ] に 変わ る か も 知れ ませ 
ん 。 そ の 結果 と し て 、 あ な た の 文明 で は 食料 、 工 業 、 質 易 共 に 大 きく 低下 し て し まい ます 。 

も し 地球 的 な 殴 報 が ある と あな た の 環境 顧問 は 直ちに 通報 し て きま す 。 そ の 結果 は 常に 悪 
いも の で す が 、 も し 海岸 地帯 が 冠水 状態 に な っ て いる の な ら 、 時 間 を か け て 「 密 林 ] や 「 湿 
原 ] の 改善 に 取り 組む こと も で きる で し ょ う 。 


千 菜 は 核兵器 は 原子 力 発電 所 の メル ト ダ ウン に よっ て も 起こ り ま す 。 い ずれ の 理由 で 起 / 綴 汚 落 / 
こっ た 汚染 で も その 影響 は 工業 汚染 の 場合 と 同じ で す 。 
「 核 兵器 ] : 攻撃 に 核 ミ サイ ル ・ ユ ニッ ト を 使用 する と 、 そ の 攻撃 を 受け た 周辺 の 多く の 
地図 スク エア が 汚染 され る と いう 別 の 影響 が 出 て し まい ます 。 核兵器 を 使 お うと する と き に 
は この こと を 頭 に 入れ て いて くだ さい 。 光 化す る た め に 「 入植 者 ] で も 容易 に 近づけ な い 汚 
染 を 発生 させ て 地球 的 な 警報 を 著しく 高め る こと に な る の で す 。 


「 核 の メル ト ダ ウン 」 : も し 「 原 子 力 発電 所 」 に メル ト ダ ウン が 発生 する と 、 都 市 人 口 の 
半数 が 壊 減 し 、 そ の 都市 周辺 の 無 差別 数 の スク エア が 汚染 きれ て し まい ます 。 

「 原 子 力 発電 所 」 を 持つ 都市 で 市 民 暴 動 (66 ペ ー ジ を 参照 ) が 発生 する と メル ト ダ ウン の 
危険 が あり ます 。 も し どこ か の 都市 に | 原子力 発電 所 」 を 建設 し た と き に は それ ら の 都市 に 
市 民 暴 動 の 発生 する こと の な いよ うに 注意 を 払っ て いて くだ さい 。 

あな た の 文明 で 「 核 融合 電力 」 技術 が 達成 され た 時 は メル ト ダ ウン の 心配 は あり ませ ん 。 


[原子 力 発 電 所 ] は 自動 的 に メル ト ダ ウン の 危険 の な い 核 融合 電力 技術 に 変換 され ます 。 工業 化 
(鉄道 & 銀 行 ) 


に | 輸送 衝 ユ ニッ ト 
TM 


9 婦人 参政 析 
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外交 は あな た 自身 と ライ バル 文明 の 支配 者 と の 間 の 交渉 を 通し て 行なわ れ ま す 。 交渉 は 、 

ライ バル が 話し 合い の た め の 使 人 節 を 送っ て きた と き や 、 あ な た 自身 の 方 か ら 提議 し た と き に 
は じ ま り ます 。 外交 は ライ バル の 支配 者 を 相手 に 一 度 に 1 人 と 対面 で 行なわ れ 、 結 果 は 技術 
の 交換 、 平 和 の 提案 、 国 際 的 な 強要 、 あ る い は 開戦 布告 に な り ま す 。 


あな た の ユニ ッ ト と ライ バル の ユニ ッ ト が 隣 合わ せ に な っ た と き に ライ バル が あな た に 接 
触 し て きま す 。 ラ イ バ ル の 使節 団 が すぐ に も 現われ る か も 知れ ませ ん 。 ま た 、 あ な た の 方 か 
ら 「 外 交 官 ] を ライ バル 都市 に 送り 込み 、「 国 王 と の 調 見 ] オプ ショ ン を 選ん で 交渉 を 開始 
する こと も で きる で し ょ う 。 


交渉 の トー ン や 成果 は あな た の ライ バル の ムー ド に 大 きく 支配 きれ ます 。 ライバル の リー 
ダー は 敵対 的 か 嘆願 的 か 、 あ る い は その 中 間 か も 知れ ませ ん 。 こ の ムー ド は リー ダー の パー 
ソナ リティ ー や 、 あ な た と ライ バル の 文明 が お 互い に 、 あ る い は 他 の 世界 に 対し て どの よう 
に 和 覇 を 争い 合っ て いる か に よっ て 違い ます 。 ラ イ バ ル の ムー ド に つい て は 相手 の 顔付き や 背 
景 に 流れ て いる 音楽 か ら 手 が か り が 得 ち られ る か も 知れ ませ ん 。 


ライ バル の リー ダー は 好戦 的 か 友好 的 か 、 あ る い は 中 立 的 か も 知れ ませ ん 。 好戦 的 な リー 
ダー は 戦争 に 傾き 勝ち で あっ た り 、 平 和 の 代償 に 多額 の 要求 を する 傾向 が あり ます 。 友 好 的 
な リー ダー は 和平 を 提案 し た り 、 支 払 要求 に 対し て 険しい 対応 を し 勝ち で す 。 も し 以前 に あ 
な た が この 文明 と 平和 協定 を 破っ て いる こと が あれ ば 、 先 方 は これ を 覚え て いて 好戦 的 な 傾 
向 に 影響 を 与え ます 。 


も し あな た の 文明 が 世界 で 最も 大 きく 、 最 も 強力 で 、 最 も 豊か な ら 、 ラ イ バ ル は 全員 が 非 
常に 妖 深 く て 敵対 的 に な り が ち で す 。 し か し 、 相 手 が 取 る に 足ら な い ほ ど 小 さい と 、 瑞 対 
し よう と いう 自然 の 傾向 も 無視 する こと が で きま す 。 絶滅 の 脅威 に さら され て いる 文明 に 
と っ て 生き 残り の 方 が 関心 が 高い の で す 。 


交渉 は 全て 和平 協定 か ある い は 戦争 布告 か で 終わ り ま す 。 最 も 敵対 的 な ライ バル で も 適当 
な 額 の 支払 を 受け る か ある い は 技術 を 受け る こと が で きれ ば 平和 に 甘んじ ます 。 し か し 、 こ 
れ は 平和 を 一 時 的 に 買い 取る に すき ませ ん 。 


他 の 文明 に 大 使 館 を 開設 する と 、 交 渉 の 準備 の た め に 非常 に 有益 で す 。 あ な た の | 譜 報 顧 
問 ] は 大 使 館 を 通し て 情報 を 収集 し 、 敵 文明 の サイ ズ や リー ダー の パー ソナ リティ ー 等 に 関 
する 敵 に つい て の 重要 な 事実 を 教え を て くれ ます 。 あ な た が 大 使 館 を 開設 し て いな い 文 明 に つ 
いて は この よう な 情報 を 収集 で きま せん 。 


[技術 の 交換 ] : 極度 に 敵対 的 で な い 文明 が 技術 を 交換 し た いと いう 提案 を し て くる か も 
知れ ませ ん 。 先ず 、 か れ ら は あな た に な い 技 術 を 売り 込ん で きま す 。 実際 、 か れ ら に は あな 
た に な い 技 術 が ある か も 知れ ませ ん 。 も し あな た が 同意 する と 交換 対象 と な る 技術 の メ 
ニュ ー が 表示 され ます 。 あ な た が 必要 と する 技術 を 選択 する と 相手 も あな た の 技術 を 一 つ 取 
り ま す 。 た だ し 、 相 手 が ど の よう な 技術 を あな た か ら 取 る か は あな た が 選択 する こと が で き 
ませ ん し 、 拒 否 す る こと も で きま せん 。 技術 が 一 つ 交 換 さ れる と 、 次 の 技術 を 交換 する こと 
が で き 、 さ ら に 続け て 交換 が 行え ます 。 


「 平 和 の 買取 り 」 : 交渉 に 当たっ て 、 ラ イ バ ル は 現金 支払 か 文明 の 進歩 を 譲る よう に 要求 
し て くる か も 知れ ませ ん 。 も し あな た が この 要求 を の むと 、 ラ イ バ ル は 必ず や 平和 に 同意 し 
ます 。 し か し 、 も し この 要求 を 拒否 する と 、 敵 対 的 な ライ バル は 必ず 戦争 を 布告 し て きま 
す 。 平 和 を 望ん で いる ライ バル や 付 威 に お の の いて いる ライ バル の 要求 は 単なる 虚勢 だ け で 
すか ら 、 要 求 を 拒 否 し た と し て も 平和 の 提案 が な され る こと に な る で し ょ う 。 時 に は 、 あ な 
た が 別 の 文明 と 和平 し た り 、 戦 争 を 布告 する と 礼 を し た いと いう ライ バル も あり ます 。 


[条約 後 の 交渉 ] ・ い っ た ん 和平 条約 に 同意 する と さら に 交渉 が で きる 機会 が 与 を られ ま 
す 。 メ ニュ ー が オー プン し て 3 つの 選択 が 提示 され ます : 協調 宣言 、 軍 事 提案 、 あ る い は 頁 





ぎ も の の 要求 で す 。 協調 宣言 は 実際 の 効果 が あり ませ ん 。 軍事 提案 は 、 第 三 者 を 攻撃 する と 
いう あな た が 新しい 友好 文明 に 対し て 行なう 提案 で す 。 こ れ に は あな た が お 金 を 支払 うか あ 
る い は 支払 拒 谷 を し ます 。 


第 三 の オ プシ ョ ン は あな た が サイ ン を し た 新しい 条約 を 固め る た め の 頁 ぎ も の の 要求 で 
す 。 あ な た の 敵 が 弱い と か あな た を 欧 れ て いる と き は 、 そ の 敵 が 貢ぎ も の を し ます 。 あ る 
は 、 そ の 敵 が 買 ぎ も の を 出す の を 拒否 する と か 、 あ る い は あな た に 対し て 戦争 を 布告 し て く 
る こと も あり ます 。 


あな た の 文明 と 他 の 文明 と の 和平 は 外交 に よっ て の み も た ら さ れる も の で す 。 も し あな た 「 莉 天 


と あな た の ライ バル が 同意 する と 和平 が も た ら さ れ ま す 。 あ な た の 文明 の 政治 体制 が 「 共 和 
制 ] か 「 民 主 主 義 ] で な いと き は 、 和 平 は 任意 に 選択 で きま す 。 「 共 和 政 治 ] や 「 民 主 王 
義 | で は 戦争 や 和平 の 決定 は 上 院 に 委ね られ る こと に な り ま す 。 


平和 協定 は 通常 は どちら か の 側が 任意 に 破棄 する こと が で きま す が 、 協 定 が ある 限り 両 当 
事 者 共に 次 の 規則 を 守ら な けれ ば な り ま せん : 他 の 文明 の ユニ ッ ト は た と え 「 外 交 官 」 で 
あっ て も これ を 攻撃 し て は な ら な い : 「 外 交 官 ] と 「 キャラバン] を 除く いか な る ユニ ッ ト 
も る 都市 半径 内 で 他 の 協定 当事者 に よっ て 改善 され た スク エア に 進入 し て は な らい ( 浴 次 、 鉱 
山 、 道 路 の 作ら れ て いる スク エア ) ・ 協定 当事者 の 一 方 が 現在 開発 中 の スク エア を 略奪 し て 
は な ら な い : 協約 相手 か ら 技術 を 盗ん で は な ら な い 。 こ れ ら の いずれ に 違反 し て も 平和 が 終 
わり 、 戦 争 の 引 金 に な り ま す 。 あ な た が 平和 を 破り そう に な る と 警報 が 出さ れ て あな た の 行 
動 を チェ ッ ク す る 機会 が 与え られ ます 。 


あな た の 文明 の 政治 体制 が 「 共 和 政 治 」 か 「 民 主 主 義 」 の と き は 、 あ な た は 勝手 に 平和 協 
定 を 破る こと は で きま せん 。 「 上 院 ] は 戦争 の 原因 と な る いか な る 行動 も 禁止 し ます 。 も し 
戦争 の 必要 が ある と 考え る と き は 、 政 府 を 転覆 する 「 革 命 」 を 起こ し て あな た の 望み を も う 
一 段 と 叶え や すく し な けれ ば な り ま せん 。 あ る い は 、 協 定 の 相手 方 が 自ら 平和 を 破っ て あな 
た に 戦争 を 布告 し て くる の を 待っ て も よい で し ょ う 。 


あな た の 文明 が 平和 な と き に は 協定 の 相手 方 の 各 都 市 と |「 キャラバン] を 相互 に 送り 合っ 
て 貿易 路 を 設置 する こと が は る か に 容易 に 行え ます 。 世界 全 体 が 平和 な と き は あな た の 文明 
得点 が 増加 し ます 。 平 和 に よっ て 得 ら れる 主要 な 利益 は あな た の 文明 が 戦争 を し て いな いと 
いう こと で す 。 戦争 の と き は あら ゆる 禁止 行為 が 可能 で す が 、 大 き な 損 害 を 被っ た り 資 源 を 
浪費 する こと に な り ま す 。 


装甲 歩兵 ユニ ッ ト 
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= デー) tL 
宇目 名 汗 現代 世界 の 人 口 増大 に よる 環境 圧力 に よっ て 、 人 類 は 資源 や 住む た め の 場 所 を 宇宙 に 求め ざ 
る を えな く な っ て いま す 。 間 題 は 人 類 が 星 に 旅行 を する か どう か で は な く て 何時 か と いう こ 
と で す 。 あ な た が 自分 の 文明 に 対し て 行なう こと の で きる 最後 の 責務 は この 地球 脱出 を 先駆 
け て 行なう こと で す 。 


前 に も ふれ まし た が 、 あ な た か ある い は あな た の ライ バル の 一 人 が 近く の 星 に 移住 民 を 送 
り 込ん だ 時 に あな た の 文明 の 歴史 は 終わ り ま す 。 あ な た の 宇宙 船 が 最初 に 到着 する と 、 こ の 
最終 的 な 成果 を 評 し て あな た の 文明 得点 に ボー ナス が 加え られ ます 。 あ な た の 宇宙 船 の 移住 
民 積 載 能 力 や 速度 に 関 作 な がく 、 あ な た の ラ 
イ バ ル が 最初 に 天体 征服 (プラ ネッ ト 
フォ ー ル ) を する と あな た は ボー ナス を 受 
ける こと が で きま せん 。 


宇宙 船 デ ィ ス プレ イ 


ー つ の 文明 が 「 ア ポロ 計画 、 世 界 の 不 思 
- - 議 」 を 作り 上 げ る まで は 宇宙 船 の 建造 を 始 
ER 一 め る こと は で きま せん 。 こ の 計画 が で きる 

' ( 「 と 宇宙 競争 が は じ ま り 、 必 要 な 進歩 を 達成 
攻 | し た 文明 は 宇宙 船 の 部 品 の 建造 を 開始 する 
こと が で きま す 。 


あな た の 文明 も 含め 、 ど の 文明 も 一 度 に 
1 機 の 宇宙 船 し か 建造 で きま せん 。 宇宙 船 
が 完成 する と 、 別 の 宇宙 船 を 建造 し て 発射 
する こと は で きま せん 。 発射 され て し まっ 
た 宇宙 船 は 回 収 す る こと も 戻す こと も で き 
2 ませ ん 。 


生命 維持 モン ュー ル 


憧 辻 物 燃料 構成 部 品 





首都 を 占領 され た 文明 の 宇宙 船 は 破壊 され ます 。 こ の 場合 に は 新しく 宇宙 船 を 建造 する こと 
が で きま す 。 


宇宙 船 の 目的 は で きる だ け 多 く の 移 住民 を 他 の 星 に 運ぶ こと で す 。 成功 する に は 少な く と 
も 最小 限 次 の こと が 必要 で す : 移住 民 の た め の 居 住 ス ペー ス 、 エ ネル ギー 源 、 推 進 力 、 エ ン 
ジン 燃料 。 宇 宙 船 の た め の 準 備 が より 良く 整っ て いる ほど 、 安 全 に 到着 する 移住 民 の 数 が 多 
く な り 、 航 行 も より 一 層 安 全 に な り ま す 。 


あな た の 目標 は 、 で きる 限り 多く の 移住 民 を 乗せ る こと が で き て 十分 な 速 さ で 飛行 が で 
き 、 し か る も 飛行 が 成功 する 可能 性 が 十分 に ある 宇宙 船 を 建造 する こと で す 。 建造 の 進行 中 は 
宇宙 船 ウ イン ドー の 右 に 表示 され る 宇宙 航 の 特性 に 注意 し て いて くだ さい 。 どの 宇宙 船 も 特 
性 は 全て 同じ で す : 搭乗 人 数 、 食 料 、 エ ネル ギー、 質 量 、 燃 料 、 飛 行 時 間 お よび 成功 確率 。 

移住 民 を 運ぶ た め の 最 小 限 の 要求 に 合う 宇宙 船 が 出来 上 が る と 、 そ れ を 発射 する か ある い 
は 搭乗 人 員 を 増加 する た め の 改 善 を 行なう こと に な り ま す 。 

[搭乗 人 員 ] : 宇宙 船 が 運 償 こと の で きる 人 員数 。 新 し い 惑 星 に より 多く の 人 を 運ぶ こと 
が で きる と 、 あ な た の ボー ナス は 一 層 多 く な り ま す 。 


| サポ ー ト (生命 維持 装置 ) 」 : 宇宙 船 に 搭乗 で きる 人 の 中 で 現在 生命 維持 装置 が 備え ら 
れ て いる 人 の パー セン テー ジ 。 生命 維持 装置 の な い 人 は 航行 を 生き 延び られ ませ ん 。 


「 エ ネル ギー」 : 現在 備 を られ て いる 船内 居住 と 人 命 維持 装置 に 必要 と され る エネ ルギー 
の パー セン テー ジ 。 

[質量] : 宇宙 船 に 加 そ えら れる 全て の コン ポー ネン ト 、 モ ジュ ー ル 、 お よび 船体 構造 物 。 
質量 が 多く な れ ば な る ほど 、 宇 宙 船 を 動か す た め に 推進 コン ポー ネン ト に より 多く の 力 が 必 
要 で す 。 
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「 燃 料 」 : 現在 搭載 され て いる 推進 装置 に 必要 な 燃料 の パー セン テー ジ 。 用 意 さ れ た 燃料 
が 少な いと 、 搭 載 さ れ て いる 推進 装置 が 最大 の 力 を 発揮 する こと が で きず 、 最 大 可能 な 速度 
が 出せ ませ ん 。 


「 飛 行 時間 ] : 宇 宙 船 の 質量 と エン ジン ・ パ ワー に 基づく 宇宙 船 が 最も 近い 星 に 到着 する 
た め に 要する 時 間 の 計算 。 エ ンジ ン 数 や 燃料 を 多く する と 飛行 時 間 が 短縮 され ます 。 


「 成 功 確率 」 : 航行 を 生き 抜く と 思わ れる 搭乗 人 員 の パー セン テー ジ で 、 搭 載 食料 の 量 や 
エネ ルギー な ら び に 飛行 時 間 を 基 に 計算 し ます 。 飛 行 速度 が 速 けれ ば 速い ほど 生存 率 が 高く 
な り ま す 。 


[宇宙 船 の 発射 ] : 宇宙 船 を その 航行 に 送り 出す に は 宇宙 船 デ ィ ス プレ ー の 右 下 の / 発 
射 / キー ある い は 「 発 射 ] ボタ ン を 押し ます 。 


/ 建 造 / 字 宙 船 は コン ポー ネン ト か ら 組 み 立 て られ ます 。 各 コン ポー ネン ト は 完成 され て いる 場合 
を 除き 他 の 改善 と 同様 に 作ら れ 、 自 動 的 に 宇宙 船 に 加え られ て ゆき ます 。 宇宙 船 の コン ポー 
ネン ト に は 3 つの 種類 が あり ます : 構成 コン ポー ネン ト 、 モ ジュ ー ル 、 船 体 構造 物 で す 。 具 
体 的 な 技術 進歩 が 達成 され る と 各種 の コン ポー ネン ト の 製造 が で きる よう に な り ま す 。 


全て の モジ ュー ル と 構成 コン ポー ネン ト は 十分 な 構造 体 を な す よ うに 結合 し な けれ ば な り 

ませ ん 。 も し モジ ュー ラ や 構成 コン ポー ネン ト が 結合 し て いな いと 、 そ の 構成 コン ポー ネン 
ト が 作動 し て いな いこ と を 知ら せる た め の マ ー ク が 出 ま す 。 構造 コ ン ポ ー ネ ン ト が 十分 に 結 
合 さ れる と アウ トラ イン が 消え ます 。 






労働 組合 
(大 量 生 産 & 共 産 主義 ) 


宇宙 船 の 構造 コン ポー ネン ト を 作る に は 「 プ ラス チッ ク 」 の 技術 進歩 を 達成 し て いな けれ 
回 | の ma ニット | ば な り ま せん 。 こ の 技術 を 達成 する と 160 次 源 の 費用 で 構成 コン ポー ネン ト を つく る こと が で 

きま す 。 構成 コ ン ポー ネン ト は 推進 部 と 燃料 の 2 種類 で す 。 構 成 コ ン ポ ー ネ ン ト が 完成 し た 
84 ら ど ちら の 種類 か を 選択 し て くだ さい 。 


[推進 コン ポー ネン ト 」| : これ は 宇宙 飛行 の た め の 動 力 を 供給 する エン ジン で す 。 エ ンジ 
ン を 多く 積め ば 積む ほど 宇宙 船 の 速度 が 速く な り 、 よ り 速 く 目 的 地 に 着く こと が で き 、 飛 行 
任務 の 成功 率 も 高く な り ま す 。 


[燃料 コン ポー ネン ト 」| : これ は 推進 装置 に 燃料 を 供給 し ます 。 推進 装 置 が その 最大 の 力 
を 発揮 する に は 各 推 進 コ ン ポ ー ネ ン ト に 対し て 1 燃料 コン ポー ネン ト が 必要 で す 。 


字 宙 船 モ ジュ ー ル に は 「 ロ ボッ ト 学 ] が 必要 で 、 1 モジ ュー ル を 作る た め に 320 資 源 の 費 / モ モジ ュー ルリ 


用 が か か り ま す 。 3 つの 種類 が あり : 居住 、 生 命 維持 装置 、 お よび ソー ラー・ パ ネル で す 。 
モジ ュー ル が 一 つ 完 成 し た ら ど の 種類 を 宇宙 船 に 加え る か 選択 し て くだ さい 。 


「 居 住 モ ジュ ー ル 」 : 各 居 住 モ ジュ ー ル は 10、000 人 の 移住 者 の た め の 居 住 ス ペー ス 、 コ 
ミュ ニテ ィ ー・ サ ービス 、 お よび レク リエ ーション 施設 を 備え て いま す 。 


[生命 維持 装置 モジ ュー ル 」 : 各 生 命 維持 装置 モジ ュー ル は 10、000 人 の 移住 者 を 収容 する 
1 居住 モジ ュー ル 用 の 食料 や その 他 の 必要 品 を 備え て いま す 。 居住 モジ ュー ル に いる 人 で 生 
命 維持 装置 の サポ ー ト を 受け る こと の で き な い 人 は 非常 に 低い 生存 率 し か あり ませ ん 。 


「 ソ ー ラ ー・ パ ネル ・ モ ジュ ー ル 」 : 各 ソ ー ラ ー・ パ ネル ・ モ ジュ ー ル は 他 の 2 種類 の モ 
ジュ ー ル を 働か せる エネ ルギー を 供給 し ます 。 電 力 エ ネル ギー の 供給 を 受け な い モ ジュ ー ル 
は 正常 に 作動 する こと が で きま せん 。 


宇宙 船 の 構造 の 建造 に は 「 宇 宙 飛 行 」 の 技術 を 必要 と し 、 各 船体 構造 物 当 り 80 資 源 の 費用 

が 必要 で す 。 構成 コン ポー ネン ト と モジ ュー ル を 結合 する た め に は 十分 な 構造 コン ポー ネン 
ト を 作ら な けれ ば な り ま せん 。 結合 され て いな い コ ン ポ ボー ネン ト は 正常 に 作動 し ませ ん し 、 
宇宙 船 の 役に立ち ませ ん 。 


[ 謝 休 椿 造 物 
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あな た の 文明 の 経済 と 工業 の 中 心地 は 都市 で す 。 都 市 は 人 の 住む と ころ で あり 、 税 収 源 で 孝志 
あり 、 科 学者 の 集まる と ころ で あり 、 工 業 の 拠点 で も あり ます 。 各 都市 は 周辺 地 の 開 発 を 組 
織 し 、 近 隣 の 農業 地 や 天然 資源 や 潜在 的 貿易 力 を 食料 、 工 業 生 産 、 技 術 、 現 金 に 変え ます 。 


あな た の 文明 の 成功 を 測定 する 一 つの 目安 は 、 そ の 文明 に 存在 し て いる 都市 数 と その サイ 
ズ で す 。 都市 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど より 多く の 税収 が あり 、 よ り 多 く の 技 術 研 究 を 行う こ 
と が で き 、 よ り 早 く 新 し い 品 目 を 生産 する こと が で きま す 。 小さな 文明 は 都市 数 や それ ぞ れ 
の 都市 サイ ズ 共 に 小さ く 、 よ り 大 きく て 強力 な 文明 に 侵略 され る 危険 が あり ます 。 兵 益 の 質 
や ゃ 数 量 の 兵器 競争 で あま り に も 遅れ を 取り すぎ る と 、 早 い 段 階 で 歴史 か ら 姿 を 消す こと に な 
る こと も あり ます 。 


文明 の 管理 と は 、 都 市 の 建設 、 管 理 、 防 衛 で す 。 新 し い 都市 は 一 か ら 作 り 上 げ る こと も で 
きま すし 、 ラ イ バ ル か ら 奪 うこ と も で きま す 。 都市 を 管理 する に は 市 民 を 満足 させ 、 か つ 生 
産 的 に し て お く た め 食料 、 工 業 、 税 金 、 贅 沢 品 、 施 設 等 の バラ ンス を 保つ 必要 が あり ます 。 


あな た の 都市 の 安全 は 、 常 に ライ バル 文明 か ら の 脅威 に きら され て いま す 。 自分 の 都市 を 
守る た め の 準 備 が で きた ら 、 ラ イ バ ル の 都市 を 征服 する こと を 考え て くだ さい 。 こ れ に よっ 
て あな た の 都市 に 対す る 脅威 が 減少 する だ け で な く 、 時 と し て は 少な い 費 用 で 自国 の 領土 を 
拡張 する こと が で きる の で す 。 
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/ 新 郭 訪 / 


/ 新 都 訪 の 設置 / 


新しい 都市 を 獲得 する 方 法 は 3 つ あ り ま す 。 一 か ら 建 設 す る 方 法 、 あ な た の 軍隊 が 発見 し 
た 少 部 族 を あな た の 文明 の 新しい 都市 と し て 編入 する 方 法 、 あ な た の 軍隊 で 近隣 文明 の 都市 
を 征服 する 方 法 で す 。 


「 新 都市 の 建設 | : 「 入 植 者 ] ユニ ッ ト が 新 都市 を 建設 し た いと 思う 地図 スク エア に いる 
時 に / 建 設 /Bu/ の の / キー を 押し ます 。 新 都市 の 名 前 に は 顧問 が 提案 する 名 前 を 受け 入れ る 
か 、 あ る い は あな た の 好み の 名 前 を 打ち 込む こと が で きま す 。 名 前 が 決ま っ た ら 入 力 し て く < く 
だ さい 。 都市 ディ スプ レイ が オー プン し ます の で 、 生 産 や 経済 発展 を 希望 する よう に 取り 決 
め る こと が で きま す 。 デ ィ ス プレ イ が クロ ー ズ し た ら 新 都市 が 地図 に 表示 され て 「 入 西 者 ] 
が 消え 、 そ の 都市 の 最初 の 市 民 に な り ま す 。 


「 小 部 族 ] : あな た の 軍隊 が 世界 の 探検 を 進め る に つれ て 小 部 族 に 遭遇 し ます 。 小 部 族 は 
時 と し て あな た の 使者 に 恐れ を な し て 即座 に あな た の 文明 の 一 部 に な る こと も あり ます 。 こ 
の よう な 場合 に は 、 そ の 小 部 族 は あな た の 文明 の 都市 に な り ま す 。 


[都市 占領 」 : 他 の 文明 の 都市 は 通常 防備 が な され て いま す 。 防衛 側が 負け る と 友軍 が そ 
の 都市 に 入っ て その 都市 を 占領 する こと が で きま す 。 そ の 後 で は 、 あ な た は その 都市 を 他 の 
自分 の 都市 と 同様 に 管理 ・ 支 配 す る こと が で きま す 。 敵 の 都市 を 占領 する と 、 新 し い 技 術 進 
歩 を 獲得 し た り 、 お 人 金 を 分 捕 ち あこ と も で きま す 。 


敵 の 都市 を 占領 する 時 に は 、 そ の 都市 が 行っ て いた 施設 の 一 部 を 破壊 する こと が あり 、 人 
ロボ ポイ ント が 1 点 減り ます 。 で すか ら 、 人 口 ポ イン ト が 1 点 の 都市 は 、 占 領 き れず に 破壊 さ 
れ て し まい ます 。 


新 都市 を 建設 する と き は 注意 深く 場所 を 選ん で くだ さい 。 都市 建設 を 予定 し て いる 地図 ス 
クエ ア や 、 そ の 周辺 の スク エア に よっ て 、 ど の よう な 価値 の ある 都市 に な る か が 決ま り ま 
す 。 考慮 し な けれ ば な ら な い 要 素 は 、 都 市 建設 予定 スク エア の 経済 価値 、 そ の 都市 の 半径 内 


の 経済 潜在 力 、 他 の 都市 か ら の 距離 、 位 置 的 な 戦略 価値 で す 。 人 口 の 増大 に 必要 な 食料 や 生 
産 資源 が あり 、 か つ 貿 易 に 便利 な 場所 が 都市 と し て 理想 的 で す 。 そ し て 、 可 能 な 限り 特殊 次 
源 ス クエ ア を 活用 し て くだ さい 。 


[都市 スク エア 」 : 都市 が 位置 する 地形 は 開発 の た め に 特に 重要 で す 。 都市 地図 で 開発 を 
調整 し て いる 時 に は この スク エア か ら 労 働 力 を 取り さる こと は で きま せん (「 都 市 地図 」 の 
項 を 参照 ) 。 特 に 食料 生産 で その 地域 が 利用 で き な い と き は 新 都 市 の 人 口 増加 の 障害 に な り 
ます 。 で すか ら 、 新 都市 建設 に は 一 般 に 「 平 地 ] 「 草 地 ] 「 河 川 」 を 選ぶ の が 最も 適し て い 
ます 。 これら の 土地 は 食料 生産 に 最も 優れ て いま すか ら 、 人 口 増加 が いっ そう 早まり ます 。 


[都市 半径 」 : 開発 潜在 地域 は 都市 か ら 対 角 線 上 を 除く あら ゆる 方 向 に 2 スク エア まで 伸 
び て い ま す 。 都市 が 十分 に 大 きく な る と 、 こ れ ら の 全て の 地域 を 開発 する こと が で きま す 。 
新 都市 を 計画 する と き に は 、 こ の 半径 を 考慮 し て 潜在 能力 の ある 土地 の 長期 利益 を 考え て く 
だ さい 。 


都市 が 成長 する に は 十分 な 広 さ の 食料 生産 地 を 確保 し て いな けれ ば な り ま せん 。 成長 で き 
る 都市 に は 価値 が あり ます が 、 あ な た に と っ て 最も 重要 な 都市 は 利用 で きる 人 資源 を 持っ て い 
る 都市 で す 。 こ の よう な 都市 は 短期 間 で 軍事 ユニ ッ ト を 作っ て 、 そ の 維持 が で き 、「 世 界 の 
七 不 思 議 ] を 建造 する こと も で きま す 。「 丘 陵 ] や 「 森 林 ] は 重要 な 資源 の 源 で すし 、 狩 猟 
地 、 牧 草地 、 石 戻 、 油 田 等 の 特殊 資源 シン ボル の 付い て いる スク エア も 重要 で す 。 


税金 や 技術 の 貿易 は 最初 の 段階 で 特に 重要 で すか ら 「 河 川 ] は 特に 優れ た 都市 建設 地 に な 
り ま す 。「 河 川 ] が な いり 場合 に は 「 平 地 ] や 「 草 地 ] に 早急 に 貿易 の た め の 道 路 を 建設 し な 
けれ ば な り ま せん 。 


「 美 化 」 : 新 都市 の 土地 調査 に あたり 、 一 部 の スク エア に 改善 の 可能 性 の ある こと を 考え 
て いて 下さ きい 。「 丘 陵 ] 「 山 岳 ]」 か ら は 鉱石 を 掘り 出す こと が で き て 人 資源 が 増産 で きま す 。 


文学 


(筆記 & 法 律 ) 
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「 平 地 ] | 河川 ] 「 草 地 ] は 海 渡 を 行う と より 多く の 食料 が 生産 で きま す 。 「 湿 原 ] 「 密 
林 ] は | 草地] に 変え た た り 、 あ る い は 「 森 林 ] に 変え 0 る こと が で きま す 。「 森 林 」 を 整理 す 
る と 「 平 地 ] に 変わ り 、 資源 が 必要 な と き に は 「 平 地 ] や 「 草 地 ] を 「 森 林 | に 変え る こ と 
も で きま す 。 「 密 林 ] や 「 湿 原 ] は 最初 は 不毛 の 地 の よ うに 見 えま す が 非 常に 豊か な 都市 立 
地場 所 と し て 潜在 力 が ある の で す 。 


[平地 ] 「 草 地 ] 「 砂 漠 ] は いっ た ん 「 道 路 ] が 延び る と 貿易 が 行わ れる よう に な り 、 
「 鉄 道 ] が 来る と 全て の 土地 スク エア の 生産 が 改善 され ます 。 


「 都 市 へ 接近 」 : 新 都市 計画 で も う ひ と つ 考 慮 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 現 在 あ る い は 
将来 の 他 の 都市 と の 距離 で す 。 あ な た の 都市 同志 が お 互い に 経済 的 半径 で オー バー ラッ プ す 
る の を 極力 さけ て くだ さい 。 地図 面積 は ひと つの 都市 で の み 利用 する こと に な る で し ょ うか 
ら 、 都 市 が 互い に 余り に も オー バー ラッ プ し すぎ て いる と 、 ひ と つの 都市 ば か り で な く 両 方 
の 都市 の 発展 が 制限 を 受け て し まい ます 。 地 形 を 最も よく 利用 し て 将来 の 都市 建設 計画 を 立 
て る と き は 、 ま ず 最 初 に で きる だ け 早 く 、 近 く の 土 地 を 探検 調査 し て くだ さい 。 数 が 少な く 
て も 、 大 きく て 強力 な 都市 の 方 が 、 数 が 多く て も 小さ く て 弱い 都市 より 役に立ち ます 。 


「 戦 略 的 価値 : 都市 立地 の 戦略 的 価値 は 最後 に 検 対し ます 。 ユ ニッ ト が 位置 し て いる 地 
形 は 防 保 力 に 影響 を 及ぼ し ます か ら 、 状 況 に よっ て は 地形 の 防 仙 価値 が 経済 価値 より 重要 に 
な る こと が あり ます 。 し か し 、 都 市 の 成長 初期 に お いて は 、 防 衛 に 優れ た 地形 は 概して 食料 
生産 性 や 居住 性 に 劣っ て いま す 。 


し か し 、 都市 を 防衛 する の は 一 般 的 に 通常 の 地形 を 防衛 する より 容易 で す 。「 街 壁 」 を 構 
築 し た 都市 で は 防御 力 が 3 倍 に な り ま す 。 ま た 、 都 市 で は 一 回 の 戦闘 で 1 ユニット だ けが 壊 
滅する だ け で す 。 都市 の 外 に 出る と 、 攻 撃 で どれ か の 軍隊 が 負け る と その 軍隊 と 一 緒 に 攻撃 
を 受け て いた 全て の 軍隊 が 負け て し まい ます 。 で すか ら 、 大 陸 の 陰 路 が あっ て ライ バル が 相 


対し て いる よう な 際 に は 、 都 市 立地 の 防衛 価値 は 経済 価値 より 重要 に な る こと が あり ます 。 


2 、3 の 都市 を 海岸 に 配置 する と 大 洋 に 出る こと が で きま す 。 こ れ に よっ て 艦船 ユニ ッ ト 
を 使っ て 世界 の 探検 が で き 、 あ な た の ユニ ッ ト を 海外 に 輸送 する こと が で きま す 。 海岸 都市 
が な けれ ば 、 あ な た の 海洋 力 は 拘束 きれ て し まい ます 。 


都市 管理 に は いく つか の 目標 が あり ます : 安定 化 (市 民 暴 動 を 防ぐ ) 、 絶 え ず 人 口 が 増加 
する よう に する こと 、 経 済 開発 の 有用 性 の ミッ クス を 最大 に する こと (食料 、 資 源 お よび 軸 
易 ) 、 税 収入 を あげ る 、 科 学研 究 を 行う 、 有 効 な ユニ ッ ト を 作っ た り 改 善 を 行う こと 。 


[安定 性 ] : 幸福 な 人 と 不幸 な は 人 と の バラ ンス を 良好 に 維持 する こと が で き な い 都市 で 
は 、 市 民 暴 動 が 起こ り ま す (下図 参照 ) 。 民 政 の 安定 し て いな い 都 市 で は 税収 が な く 、 技 術 
研究 も 行わ れず 、 余 剰 食 料 も な く 、 生 産 も 止ま っ て いま す 。 市 民 暴 動 の ある 都市 の 原子 炉 は 
安全 管理 が 行わ れ な いた め に 「 メ ルト ダウ ン ] が 起こ る か も 知れ ませ ん (「 メ ルト ダウ ン 」] 
の 項 を 参照 ) 。 都 市 を 安定 に 保つ の こと に は 、 非 常に 高い 優先 権 を 与 を な けれ ば な り ま せん 。 


[人 口 増加 ] : 人 が 増え る と あな た の 都市 に 対し て 何ら か の 貢献 を し ます の で 、 人 口 の 増 
加 を 続け る こと は 重要 な こと で す 。 新た な 労働 者 一 人 は 生産 中 の 新しい 1 地図 スク エア に な 
り ま す 。 人口 が 増加 する と 経済 力 が 高まり 、 あ な た の 文明 の 力 が 強く な り ま す 。 人口 の 大 き 
さ は あな た の 文明 得点 を 決め る 重要 な 要素 で 、 あ な た の 支配 能力 の 目安 と な り ま す 。 


「 資 源 開発 」 : あな た の 都市 周辺 で 働く 都市 住人 は 、 そ の 地域 の 経済 資源 を 活性 化し ま 
す 。 都市 は これ ら の 資源 を 使っ て 都市 人 口 を より 多く し た り 、 工 業 生産 を 行なっ た り 、 あ る 
い は お 金 に 換え た り 技 術 研 究 を 行なっ た り し ます 。 都市 を 管理 する と き は 、 開 発 を 最大 に す 
る よう に 人 の 配分 を 行い 、 自 分 の 要求 に 合う よう に マッ チ さ せな けれ ば な り ま せん 。 


都 訪 営 理 





人 口 の 増加 より る 工業 生産 物 を 増加 させ る 方 が 好ま し いこ と も あり ます 。 ま た 、 貿 易 を 多 
くす る 方 が よい こと も あり ます 。 顧問 に 命令 し て 都市 の 労働 力 を シフ ト し て 、 経済 開発 の 割 
合 を 自分 の 希望 通り に 変更 する こと が で きま す 。 


「 税 収入 ] : 都市 に 建設 する こと の で きる 施設 の 大 多数 が 、 そ の 維持 の た め に お 人 金 を 必要 
と し て いま す 。 工業 生産 を 早め た り (「 急 ぎ 仕 事 ] の 項 を 参照 ) 敵 軍 に 賭 周 を 送っ た り 、 敵 
の 都市 に 胃 動 を 起こ させ た り 、 隣 接 文明 と 和平 交渉 を する に は お 金 が 役に立ち ます 。 あ な た 
の 都市 の 総合 税収 は 、 お 金 を 他 の 目的 の た め に 蓄積 する 前 に 維持 の た め の 費 用 より も 多く 
な っ て いな けれ ば な り ま せん 。 


各 都 市 が 全て 余剰 税収 を 上 げ る 必要 は な く 、 十 分 な 数 だ け の 都市 が 経費 を 賭 う た め の 余剰 
税収 を 上 げ る だ け で 十分 で す 。 あ る 都市 は 工業 生産 に 適し て いな いか も 知れ ませ ん が 、 優 れ 
た 貿易 セン ター と し て の 役目 を 果して いる か も 知れ ませ ん 。 よ り 多 く の 税 収 が 得 ら れる よう 
に これ ら の 都市 を 管理 し て くだ さい 。 


「 技 術 研究 」 : 都市 の 新 技術 研究 に 対す る 貢献 度 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 新 し い 文 明 進 
歩 が より 早く 実現 し ます 。 各 都市 で 行う 研究 量 は 科学 の 率 の 関数 で す 。 こ れ は 、 新 し い ア イ 
磁力 デア を 持ち 込ん だ り 、 あ る い は 技術 進歩 を 発見 する た め に 向け られ る 都市 貿易 の パー セン 
(航海 術 & 物 理学 ) テー ジ で す 。 都市 が 研究 に どれ ほど 貢献 で きる か は 、 貿 易 を 調整 し た り 、「 科 学者 ] を 生み 
出し た り 、 学 術 研究 に 必要 な 施設 を 建設 する こと に よっ て も 影響 され ます 。 役 に 立つ 施設 に 
は 「 図 書館 」 や 「 大 学 」 が あり 、 こ れ ら は 研究 の 改善 に 役立ち 、 そ の ほか に いく つか の 「 世 
界 の 七 不 思 議 」 に も 、 技 術 研究 に 影響 する も の が あり ます 。 


「 工 業 生産 」 : 各 都 市 に は 、 多 か れ 少 な か れ 新 ユニ ッ ト や 施設 を 作り 出す 能力 が あり ま 
フッ ルイ トー ュ ニ ッ ト 1 す 。 最も 価値 の ある 都市 は 最大 の 工業 力 を も っ て いま す 。 ま た 、 こ の よう な 都市 は 「 世 界 の 
七 不 思 議 」 を 建造 する に ゃ 最も 優れ て いま す 。 あ な た は 自分 の 都市 に お いて 、 一 番 必要 と さき 
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れ て いる も の が 間違い な く 生 産 さ れ て いる か どう か を 定期 的 に 監視 し な けれ ば な り ま せん 。 


この よう な 都市 管理 日 標 を 達成 し 、 か つ 維 持 す る た め に 利用 で きる 4 つの 主要 な ツー ル が 
あり ます : 労 働 者 を 適切 に シフ ト す る こと 、 労 働 者 の 一 部 を 「 専 門 家 ] に 仕立 て る こと 、 改 
善 を 行う こと 、「 世 界 の 七 不思議 ] を 建造 する こと の 4 つ で す 。 


経済 開発 (「 都 市 地図 」 の 章 を 参照 ) を 調整 する た め に 労働 者 を 都市 地図 ディ スプ レイ の 
上 で 自由 に シフ ト す る こと が で きま す 。 区 沢 品 や 税金 、 あ る い は 技術 を 増やす た め に 「 専 門 
家 ] を 作り 出す こと が で きま す 。 ( 「 専 門 家 ] の 章 を 参照 ) 


都市 で は 例え ば 次 の よう な 施設 の 建設 命令 を 出す こと が で きま す : 一 部 不幸 な 人 々 を 満足 

させ る た め の 「 寺 院 」 、 人 口 増加 を 早め る た め の 「 穀 物 倉庫 ] 、 あ る い は 研究 を 盛ん に する 
た め の 「 図 書館 」 。 都 市 改善 項目 の リス ト は 「 都 市 施設 | の 章 を 参照 する か 、「 シ ヴィ ロペ 
ディ ア 」 で 調べ て くだ さい 。 い ずれ を 参照 し て も 、 各 施設 に 要する 費用 と 維持 費 、 目 的 、 お 
よび 施設 に 必要 な 技術 が わか り ま す 。 


利用 で きる 中 で も 最も 高価 な ツー ル は 「 世 界 の 七 不思議 ] で す 。 こ れ ら の 建設 を 行う と 、 

あな た の 文明 に 末永 く 続 く 栄 光 が も た ら さ れる ば か り で な く 、 他 の 特別 な 効果 も あり ます 。 
建造 可能 な 「 世 界 の 七 不 思 議 ] に つい て は 「 世 界 の 七 不思議 ] の 章 と 「 シ ヴィ ロペ ディ ア 」 
で 説明 し て いま す 。 「 世 界 の 七 不思議 ]」 は 他 の 改善 と 同様 に 、 ひ と つの 都市 に 建造 する も の 
で す が 、 そ の 特別 な 効果 は 文明 全体 に お よび ます 。 し か し 、「 世 界 の 七 不思議 ] の それ ぞ れ 
は 、 全 世界 に ひと つ し か 建造 する こと が で きず 、 あ な た の ライ バル が 最初 に 建造 し て し まっ 
て いる こと も あり ます 。 


/ 都 訪 の 奏 / 





地図 作成 
(アル ファ ベッ ト ) 


ガレ ー 船 ユニ ッ ト 
MM ne 





どん な に 偉大 な 都市 の 経済 管理 を 行なっ て いて も 、 そ の 都市 が ライ バル や バー バリ アン に 
占領 され る と 意味 が あり ませ ん 。 管理 計画 の 一 部 は 都市 防衛 に 関わ っ て いる 必要 が あり ま 
す 。 都市 単独 で 広範 な 防衛 を 負担 する こと は で きま せん が 、 境界 や 海岸 は 守ら な けれ ば な り 
ませ ん 。 敵 の 進入 を 阻止 する た め の ユ ニッ ト が あれ ば 、 陸 海 の 防 衛 線 の 助け に な り ま す 。 


し か し 、 ど ん な に 優秀 な 防衛 線 で も 進入 を 防ぎ 切れ な いこ と が ある の で 、 都 市 自身 に よる 
防衛 を 無視 する こと は で きま せん 。 都市 防衛 の 最小 単位 は 1 軍隊 で すか ら 、 で きれ ば 防衛 
ファ クタ ー の 優れ た ユニ ッ ト に する の が 好ま し いで し ょ う 。「 防 衛 」 ユニ ッ ト は 防衛 力 が 優 
れ て いま すか ら 、 都 市 防衛 を 任せ る 軍隊 は 「 防 仙 態 勢 ] に し て くだ さい 。 第 二 防 衛 ユ ニッ ト 
を 配備 する の も 良い 考え で す 。 ま た 、 強 力 な 攻撃 ファ クタ ー を 備え た 軍隊 を 加え て お く こ と 
も 役立ち ます 。 こ の 軍 は 都市 の 側 を 移動 する 敵 に 対し て 攻撃 を 仕掛 ける こと が で きま す の 
で 、 敵 が 防衛 軍 に 闘い を 仕掛 け て くる 前 に 敵 を 壊 減 き せる こと が で きる か も 知れ ませ ん 。 


| 街 長 」 を 構築 する と 都市 防衛 は 著しく 改善 され ます 。 こ の 改善 に よっ て ユニ ッ ト の 防 代 
力 は 3 倍 に な り ま す が 、「 爆 撃 機 ]」 や 「 自 走 砲 ] に よる 攻撃 に 対し て は この 限り で は あり ま 
せん 。 こ の 3 倍増 は さ テ ラン ・ ス テイ タス の 効果 が 加味 され る と 有効 に な り ま す 。 攻撃 を 行 
う の が 「 爆 撃 機 ] ユニ ッ ト や 「 自 走 砲 ] ユニ ッ ト の 場合 の み 、「 街 壁 ] に 守ら れ た ユニ ッ ト 
の 「 防 鎧 態勢] が 効果 を 発し ます 。 「 街 璧 」 は 防衛 ユニ ッ ト が 壊 減 し た 場合 で も 人 口 減少 を 
防ぐ こと が で きま す 。 


都市 が 進歩 する に つれ て 、 よ り 優 れ た 防衛 ファ クタ ー を 有する 新た な 軍隊 が 利用 で きる よ 
うな と き は 、 早 急 に 旧 防 衛 軍 を より 優れ た ユニ ッ ト と 入れ 奉 え ます 。 敵 は 新しい 技術 を 手 に 
入れ る と 攻撃 力 を 増強 し ます の で 、 あ な た の 防 賀 力も それ に 対応 し て 改善 され て いな けれ ば 
な り ま せん 。 


都市 を 「 道 路 ] や 「 鉄 道 ] で 結ぶ と あな た の 軍隊 を 国 の 一 端 か ら 問題 発生 点 に 移動 させ る 
速度 を 速め る た め に 非常 な 助け に な り ま す 。 こ れ が ある と 防衛 軍 を 「 内 部 戦線 ] に 留め て お 
いて 、 必 要 と され る と ころ に 迅速 に 移動 きせ る こと が で きま す 。 


不幸 な 市 民 が 幸福 な 市 民 よ り も 多く な る と 、 そ の 都市 で は 暴動 が 発生 し 、 満 足 な 人 た ち は 
計算 か ら 無視 され ます 。 暴動 が 発生 し て いる 都市 は 税収 が な く 、 技 術 研究 へ の 頁 献 も な く 
新しい ユニ ッ ト や 改善 の 造成 が 停止 し ます 。 秩序 が 取り 戻さ れる と 、 都 市 は 次 の ター ン か ら 
正常 の 活動 に 戻り ます 。 秩序 を 取り 戻す に は いく つか の 方 法 が あり ます 。 


都市 の 暴動 を 鎮圧 する 一 つの 方 法 に 「 寺 院 」 の 建設 が あり ます 。 「 寺 院 ] は 十分 な 数 の 不 
幸 な 人 た ち を 満足 させ (満足 な 人 た ち は 幸 福 に ) バラ ンス を 取り 戻す こと が で きま す 。 
(「 突 吐 工 事 」 の 章 を 参照 ) 


秩序 を 回 復 す る 別 の 方 法 は 、 あ な た の 文明 の 贅沢 と 税金 の 率 を 変え る こと で す 。 区 沢 品 を 
増加 する と 一 部 の 満足 し て いる 人 た ち を 幸福 な 人 に 変え る こと が で きま す 。 


一 人 か それ 以上 の 人 を 労働 力 か ら 「 専 門 家 ] に 変え ん る こと も で き 、 こ れ に よっ て 壮 福 な 人 
た ちの 数 が 増加 し ます 。 方法 の 詳細 は 「 専 門 家 ] の 項 を 参照 し て くだ さい 。 食 料 や 資源 が 不 
足す る と 人 々 を 角館 に 追い 込ん だ り 軍 隊 を 廃棄 する こと に な り ま す の で 、「 専 門 家 ] を 作り 
出す と き に 食料 や 資源 が 不足 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


政治 体制 が 「 専 制 政治 | 「 君 主 政治 | 「 共 産 主義 ] で は 「 戒 厳 令 | を 使用 し て 都市 に 秩序 
を 回 復 さ せる こと も 可能 で す 。 都 市 の 1 軍事 ユニ ッ ト は 不幸 な 1 市 民 を 満足 させ ます 。 


た だ し 、 攻 撃 フ ァ ク ター が 1 か それ 以上 の ユニ ッ ト で な けれ ば 戒厳 令 を 敷く こと が で きま 
せん 。 暴動 の 起こ っ て いる 都市 に 十分 な 数 の ユニ ッ ト を 送り 込む と 秩序 を 回 復 で きる か る 知 
れ ま せん 。 


/ 暴 動 リ 
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/ 冊子 感 誠 奈 / 


| 共和 政治 | や 「 民 主 主義 | で は 、 軍 事 ユ ニッ ト が その ホー ム ・ シ ティ ー を 離れ る こと に 
よっ て 、 1 ある い は それ 以上 の 不幸 な 市 民 が 生ま れ ま す 。 都市 に 暴動 が ある と き は 、 遠 くに 
離れ て いる ユニ ッ ト を 解 隊 する か 、 ま た は ホー ム ・ シ ティ ー に 戻す か 、 あ る い は その ユニ ッ 
ト の ホー ム ・ シ ティ ー を 変更 する と 不幸 な 人 た ちの 一 部 を 満足 させ て 都市 に 秩序 を 取り 戻せ 
ます 。 


以上 全て の 方 法 は 、 あ な た の 都市 や 占領 し た 敵 の 都市 で の バラ ンス を 回 復 き せる た め に 役 
に 立ち ます 。 


都市 が 十分 に 幸福 に な る と 、 あ な た の 支配 を 祝福 する 妹 り が 行わ れる こと が あり ます 。 国 
民 は あな た が 達成 し た 繁栄 に 対す る お 礼 と し て 「 国 王 に 栄光 あれ 」 を 宣言 し ます 。 こ の お 祭 
り ム ー ド を も た らし た 状況 が 継続 し て いる 間 に 、 あ な た の 文明 の 政治 体制 に ちよ り ま す が 、 
都市 に 何ら か の 利益 が も た ら さ れ ま す 。 


「 国 王 に 栄光 あれ 」 の 祝賀 が 行わ れる に は 、 都 市 に 不幸 な 人 が お ら ず 、 少 な く と も ゃ 幸福 な 
人 た ち が 満 足し て いる 人 た ちと 同数 で あり 、 都 市 の 人 口 が 少な く と も 3 で な けれ ば な り ま せ 
ん 。 こ の 計算 で は 「 専 門 家 ] は 満足 し て いる 人 と し て 計算 きれ ます 。 例え ば 、 幸福 な 人 々 が 
5 、 満 足し て いる 人 々 が 4 、 そ し て 不幸 な 人 々 が いな けれ ば 都市 は 祝賀 を し ます 。 幸福 な 
人 々 が 10、 満 足し て いる 人 々 が 3 で 、 不幸 な 人 々 が 1 で は 都市 の お 祝い は あり ませ ん 。 


「 無 政府 状態 ] : 政治 が 「 無 政府 状態 ]」 の と き に は 祝賀 に は 効果 が あり ませ ん 。 


専制 政治 ] : 「 君 主体 制 」 と 同じ よう に 都市 の 祝賀 が 行わ れ ま す 。 こ の 祝賀 に よっ て 食 
料 の 量 が 増加 し 、 地 形 で 港 洲 ある い は 採鉱 が 行わ れ て いる と 資源 が 作り 出さ れ ま す 。 


「 君 主 政治 共産 主義 | : 現在 この どちら か の 政府 の 支配 下 に ある 都市 の 祝賀 で は 、 政 府 
が 「 民 主 政 府 ]」 で ある か の よう に 行わ れ ま す 。 貿易 が 増加 し ます 。 


「 共 和 制 ノ 民 主 政府 」 : 現在 これ ら ど ちか ら の 政府 の 支配 下 に ある 都市 の 祝賀 で は 、 食 料 
が 十分 で ある 限り 各 タ ー ン で 人 口 が 1 ポイ ント 増加 し ます 。 そ の 結果 、 そ の 都市 は ドラ マ 
チッ ク な 成長 を し ます 。 
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な つ た 施設 。 


この ディ スプ レイ は 地図 ウイ ンド ー か ら オ ー プ ン し ます 。 ま た 、 都 市 ディス プレ イ を ク 
ロー ズ す る と き は イク ジッ ト (EXIT) ボ タン を 使い ます 。 
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都市 デジ ィ ス プレ イ は 次 の よう な 内 容 
人 Re 
資源 ウイ ンド ー、 人 口 一 覧 表 、 食 料 保 
管 ボ ックス 、 の 施設 一 覧 
表 、 イ ン フ ォ ー メ ーション ・ ウ イン 
ドー、 お よび ホー ム ・ シ ティ イー・ ウ イ 
ンド ー で す 。 各 ウイ ンド ー は それ ぞ れ 
に 具体 的 な 機能 を も っ て いる か 、 あ る 
い は 情報 の 報告 を し ます 。 


これ は 都市 を 取り 巻い て いて 、 都 市 
の 住人 が 開発 を 予定 し て いる 地図 スク 
エア を 示し て いま す 。 都市 が 開発 で き 
る スク エア の 最大 数 は 人 口数 プラ ス 1 
で す が 、 こ の 最後 の 1 と いう の は 常に 


その 都市 に 固定 され て いま す 。 注意 し て お く こ と は 、 仕 事 が で きる 場所 以上 に 人 口 を 抱え ら 
れる こと で す 。 


地図 スク エア の 地形 タイ プ に も より ます が 、 そ こ で 働く た め の 
人 を 投入 する と 食料 (穀物 シン ボル ) や 資源 ( 橋 の シン ボル ) が | 都市 地図 


生産 で き 、 貿 易 (矢印 の シン ボル ) を 行う こと が で きま す 。 大 多 UTAJNIAIaA/。 軒 。 使 用 中 の 地図 スク エア 

数 の スク エア で は 、 そ れ ら の 品目 を 組み 合わ せ て 生産 し ます 。 食 "で NVY 

A Ye 0 - 使用 きれ て いな い 地 図 ス クエ ア 
の スク エア に 5 WA 


CEE 
都市 地図 か ら 移 きれ た 人 々 は 、 人 口 一 覧 表 の 中 で は 一 時 的 に し ーー 利用 で き な い スク エア 
[専門 家 ] に 変わ り ま す 。 そ うし て 、 こ れ ら の 人 ん 々 を 働か せる た 
め に 地図 に 戻す と 通常 の 人 に 変わ り ま す 。 人 々 の 移動 、 交 代 、 あ 
る い は 配置 替え を 行う と 、 都 市 が 生産 する 資源 も 変わ り ま す 。 
都市 人 口 が 増加 する と 、 新 た に 増加 し た 人 た ち は 自 動 的 に 開発 地域 に 配属 され ます 。 規模 


が 拡大 し た ば か り の 都市 で 、 労 働 者 が 計画 し た 場所 に 配置 され て いる か を 確認 する に は 、 都 
市 の 地図 を 吟味 する と よい で し ょ う 。 








都市 資源 ウイ ンド ー 
/ 都 亡 資源 クイ ンド だ が ー リ 余 穫 食料 
この ウイ ンド ー に は 都市 に 住む 人 々 が 作り 出す 食料 、 資 源 、 劉 ー es レー ク の 伐 
易 、 汚 職 、 税 金 、 科 学研 究 等 の 量 が 示さ れ て いま す 。 こ れ ら の 品 OR 0 
目 は あな た の 文明 の 原材料 で 、 都 市 に 持ち 込ま れる と 新た な 人 口 6 ンー 
や 、 新 し い ユ ニッ ト 、 都 市 施設 、「 世 界 の 七 不 思 議 」 、 現 金 、 文 了 (失わ れ た 次 


明 の 進歩 に 変わ り ま す 。 
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食料 、 資 源 、 貿 易 は 各 タ ー ン ご と に 都市 か ら 集 め ら れ ま す 。 時 に よっ て は 、 集 め ら れ た 品 
目 の 量 は 都市 の 施設 や 「 世 界 の 七 不 思 議 ] を 入手 し た た め に 増加 し て いる か も 知れ ませ ん 。 
例え ば 「 工 場 」 が 建設 され る と 資源 生産 が 50% 増 加 し ます 。 つ まり 都市 に 「 工 場 ] が ある 
と 、 都 市 地図 で 10 資 源 生 産 し て いる 都市 で は 15 資 源 を 使用 する こと が で きま す 。 貿易 で は 持 
ち 込 む 商品 が 3 つ に 分 類 さ れ て いま す : 敬 沢 品 、 現 金 、 科 学 (知識 ) で す 。 罰 易 の 分 類 は 地 
図 デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる 貿易 率 に よっ て 変わ り ま す 。 あ る 条件 の 下 で は 一 部 の 質 易 
が 汚職 に よっ て 失わ れ て いま す 。 


「 食 料 」 : あな た の 都市 の 1 人 口 ポ イン ト に は 、 各 ター ン で 2 ユニ ッ ト の 食料 を 必要 と し 
て いま す 。 も し 現在 都市 が 生産 し て いる 食料 が これ 以上 の と き は 、 食 料 の 行 の 後に 余剰 食料 
が 表示 され ます 。 こ の 余剰 食料 は 都市 ディ スプ レイ の 他 の 部 分 に 表示 され て いる 食料 保管 
ボッ クス に 入れ られ て いま す 。 


人 口 を 養う だ け の 食料 生産 が な いと き は 、 不 中 食料 の 量 は 食料 の 行 に 不足 と し て 表示 され 
ます 。 こ の 不足 分 が 倉庫 か ら 補 給 で き な い と 、 あ な た の 都市 の 人 口 は ター ン ご と に 1 点 減点 
され ます 。 


都市 が 作り だ し て 現存 し て いる 「 入 植 者 ] に は 、 政 治 体制 に よっ て 違い が あり ます が 、 各 
ター ン ご と に 1~ 2 食料 ユニット 必要 で す 。 


「 資 源 」 : 植 の シン ボル は 都市 の 原材料 資源 と 工業 能力 を 示し て いま す 。 政治 体制 に よっ 
て も 違い が あり ます が 、 都 市 が すでに 作り だ し た ユニ ッ ト を 維持 する た め に 工業 能力 の 一 部 
が 必要 で す 。 余剰 能 力 は 工業 行 の プレ ー ク の 右側 に 示さ れ て いて 、 こ れ は 新しい ユニ ッ ト や 
新 都市 建設 に 使用 する こと が で きま す 。 こ の 余剰 工業 力 は 都市 デア ィ ス プレ イ の 他 の 部 分 に 表 
示さ れ て いる ボッ クス に 入れ られ て いま す 。 


都市 の 工業 力 が その 都市 を ホー ム ・ シ ティ ー と する ユニ ッ ト を 十分 に 維持 で き な い と き 
は 、 不 足 資源 量 が 資源 の 行 に 表示 され ます 。 そ の 都市 に 所 属し て いる 全て の ユニ ッ ト を 維 
持 す る た め に 利用 可能 な 資源 が 十分 で な いと き は 、 維 持 で き な い ユニ ッ ト は 、 そ の 滞在 場所 
に 関係 な く 消 去 さ れ 、 ユ ニッ ト の 消去 は 都市 か ら 最も 離れ て いる も の か ら 始 まり ます 。 「 外 
交 官 ] と 「 キャラ バン ] は 政治 体制 に 関係 な く 維 持 費 用 の 要求 は あり ませ ん 。 


生産 され る 資源 の 基本 量 は 「 工 場 」「 工 業 プ ラン ト 」 「 火 力 発電 所 「 原 子 力 発電 所 ] 
「 水 力 発電 所 ]」 な どの 施設 を 建設 する と 増加 し ます 。 「 フ ー バ ー・ ダ ム | は 、 そ の 大 陸 の あ 
な た の 都市 の 全て に つい て 効果 を お よ ぼ し ます 。 


[貿易 」 :「 平 地 ] や 「 草 地 」 を 通過 する 「 道 路 ] 「 河 川 」 「 海 洋 ノ 湖 沼 ] 「 金 山 ] や 
「 室 石 」 の ある スク エア 、「 キ ャ ラバ ン ] の 貿易 路 等 は 貿易 を 成立 させ ます 。 貿易 受取 品 は 
貿易 率 に よっ て も 違い ます が 敬 沢 品 、 税 金 、 科 学研 究 で す 。 例 えば 、 地 図 デ ィ ス プレ イ に 表 
示さ れ て いる あな た の 警 沢 / 税 科学 率 が 3、3、4 と する と 、 貿 易 受取 品 の 30% が 敬 沢 品 で 、 
30% が 税金 、40% が 科学 に な り ま す 。 こ の よう な 率 の と き は 、10 の 貿易 を 行っ て いる 都市 で 
質 易 受取 品 は 警 沢 品 が 3 つの ダイ ヤ モ ン ド 、 税 が 3 枚 の 硬貨 、 研 究 が 4 個 の 電球 に 変換 され 
ます 。 


質 易 は | キャラバン] が 作る 貿易 路 、 政 治 体制 、「 ア ポロ 巨像 」] に よっ て 、 あ る い は 都市 
が 「 国 王 感謝 祭 ] の と き に 増加 し ます 。 


「 殴 沢 品 」 : 綿 沢 品 は ダイ ヤ モ ン ド で 表示 され ます 。 2 個 の 贅沢 品 の ダイ ヤ モ ン ド が 作ら 
れる ご と に 満足 し て いる 1 市 民 が 幸福 に な り ま す 。 贅沢 品 は 人 々 を 幸福 に する た め に は 最も 
有効 で 、 対 応 を 必要 と し て いる 不幸 な 人 々 の 層 が 多い 大 き な 都 市 で 特に 有効 で す 。 


殴 沢 品 の 生成 量 は 、 以 下 で 説明 する 「 専 門 家 」 の 一 人 で ある 「 エ ンタ テイ ナー」 を 作り 出 
す と 増加 し ます 。 贅沢 品 は 持ち 込む 贅沢 品 の 率 を 高め る と 増加 し ます が 、 都 市 の 行う 貿易 量 
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を 多く する と 最も 増加 し ます 。 ま た 、 貿 易 で 持ち 込む 警 沢 品 量 を 増やす に は 「 市 場 ] や | 銀 
行 ] を 増加 し ます 。 


「 税 収 」 : 税収 は 金貨 で 示さ れ て いて 、 都 市 管理 の た め の 維持 費 を 支払 う の に 使い ます 。 
徴収 され た 余剰 税 は 国庫 に 加え られ 、 後 に 使う こと が で きま す 。 別 の 種類 の | 専門 家 ] で あ 
る 「 後 税 人 ] を 増加 する と 貿易 か ら 徴 収 す る 税額 を 増やす こと が で きま す 。 ま た 、 質 易 か ら 
得 ら れる 税額 を 増やす に は 「 市 場 ] や | 銀行] を 建設 し ます 。 


[科学 ] : 科学 研究 の 結果 得 ら れる 知識 は 電灯 で 表示 され て いま す 。 科 学者 に 発見 を 命じ 
た それ ぞ れ の 新 技術 に は 、 あ る 程度 の 量 の "研究 "と いう 投資 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 研 
究 の 電球 が 十分 に 使わ れる と あな た の 文明 に 新しい 技術 進歩 が 達成 され ます 。 | 図書 館 」 や 
[大 学 | の 施設 に 「 世 界 の 七 不思議 ]」 の どれ か が 加わ る と 都市 が 行なっ て いる 研究 量 が 増加 
し ます 。 ま た 、 別 の タイ プ の 「 専 門 家 ] で ある 「 科 学者 」 を 増やす と 研究 が 増加 し ます 。 


[汚職 」 : あな た の 政治 体制 や 、 都 市 が 宮殿 か ら ど れ く らい 離れ て いる か に も より ます 
が 、 貿 易 の 一 部 は 汚職 に よっ て 失わ れ ま す 。 「 汚 職 」 は 貿易 の 行 の プレ イク の 俊 に 、 変 形 さ 
れ た 貿易 シン ボル で 表示 され て いま す 。 都市 が 「 宮 殿 」 の ある 都市 (首都 ) か ら 遠 さか る に 
従っ て 汚職 も 多く な り 、 貿 易 が 損失 を こう むり ます 。 都市 に 「 才 判 所 ] を 建設 する と 、 汚 職 
を 少な くす る こと が で きま す 。 





あな た の 都市 の 人 口 は 人 口 一 覧 表 に 人 の 列 で 示さ れ て いま す 。 一 人 が 1 人 口 ポ イン ト を 表 「 人 ロー 覧 表 
わし て いま す 。 都市 に は 通常 の 労働 者 の 他 に 以下 で 説明 する 3 種類 の 「 専 門 家 ] が いま す 。 


都市 地図 地区 で 働く 通常 の 人 た ち は 幸 福 か 、 満 足し て いる か 、 ま た は 不幸 な 人 た ち で す 。 

あな た は 少な く と も 幸福 な 人 た ちと 不幸 な 人 た ちの バラ ンス が 維持 で きる よう に 、 都 市 の 施 
設 を 改善 を 管理 し な けれ ば な り ま せん 。 も し 不幸 な 人 た ちの 数 が 幸福 な 人 た ちの 数 (この 場 
合 は 満足 し て いる 人 た ち は 無 視 さ れる ) を 上 回 る と 、 都 市 に 毅 動 が 発生 し ます 。 


幸福 な 市 民 と 不幸 な 市 民 の バラ ンス を 調べ る に は 、 人 口 ロー 
スタ ー を 見 る の が 早道 で す 。 都 市 の 規模 が 拡大 し よう と し て い 
る と き に は 、 人 口 の 増加 に よっ て 都市 に 暴動 が 起こ らち な いよ う ) 


に 、 労 働 力 を 調整 する と 有効 で す 。 「 古 問 」 メニュー の 「 擬 度 上 | 
の 顧問 」 に 相談 する と 、 あ な た の 都市 の 全て の 人 ロロ ー ス ター | 2A ッ 一 邊 rt 人 
を 一 目 で 調べ る こと が で きま す 。 9 


Na 


人 口 一 覧 表 


者 市 名 


不幸 な 人 々 エン タテ イナ ー (専門 家 ) 











/ 専 嶋 家 / 
労働 力 か ら 外さ れ て 都市 地図 か ら 除 か れ た 人 た ち は 「 専 門 家 」 に な り ま す 。 こ れ ら の 人 た | ェ ェ 
ち は 都 市 が 作り 出す 食料 や 資源 お よび 貿易 に 寄与 する こと は あり ませ ん 。 し か し 、 彼 ら は 敬 | テル ファ ペ ッ ト & 箱 穫 ) 
沢 品 や 税金 お よび 科学 の 量 を 調整 する た め に 利用 で きま す 。 も し あな た の 都市 が 十分 な 食料 
を 生産 し て いる な ら 、「 専 門 家 ] と その 特殊 能力 を 確保 し て お く こ と が で きま す 。「 専 門 
家 ] に は 他 の 人 た ちと 同様 に 食料 が 必要 な の で す 。 


「 専 門 家 ] に は 3 つの 種類 が あり ます 。 「 エ ンタ テイ ナー」 は 音楽 家 や その 他 の 芸術 家 
で 、 あ な た の 都市 に 贅沢 を 提供 し 、 都 市 に 彼ら が いる こと で 多く の 人 た ち を 幸福 に し ます 。 
「 後 税 人 ] は 、 都 市 政府 が より 効 率 的 に 税 を 徴収 する た め の 役人 で す 。 「 科 学者 」 は 都市 が 計 | me 
新しい 技術 を 発見 する た め に 貢献 する 研究 者 で す 。 
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/ 食 将 奉 蔵 ボッ クスリ 


食料 貯蔵 ボッ クス 


F00D STORAGE 
PAAAAAAAA 


ー 祭 刺 食料 貯蔵 


あな た の 都市 が 各 タ ー ン で 生み 出し た 余剰 食料 は 全て この ボッ クス に 入り ます 。 こ れ は も 

し 現われ る と し た ら 食 料 行 の プレ ー ク の 右側 で す 。 都 市 住人 や 都市 が 維持 し て いる 「 入 植 
者 ] は この 食料 で 養う 必要 は あり ませ ん 。 貯蔵 ボッ クス に 入っ た 食料 は 貯蔵 され て 
各 タ ー ン 毎 に 著 積 され ます 。 ボ ックス が あふ れる と 、 あ な た の 都市 の 人 口 が 1 ポイ 
ント 増加 し て 人 口 ロ ー ス ター に 新た な 市 民 が 加え られ ます 。 貯蔵 ボッ クス は 空 に な 
り 、 次 の ター ン か ら 再 び 貯 蔵 が は じ ま り ます 。 


も し 、 あ な た の 都市 の 一 つが 現在 の 人 口 を 養う に 足る 食料 を 生産 し て いな い 場 合 


| で も 、 貯 蔵 ボ ックス に 食料 が 残さ まれ て いる か ぎり 、 人 々 が 食 に 負え る こと は あり ま 


[生産 ボッ クス 





せん 。 各 ター ン 毎 に ボッ クス の 食料 か ら 食 料 不 足 分 が 差し 引か れ ま す 。 し か し 、 
ボッ クス が 空 に な っ て る も 都市 の 食料 不足 が 続く と 、1 人 口 が 食 に 飼え て 消え て し ま 
いま す 。 


「 穀 物 倉庫 」 を 建設 する と 人 口 増 加速 度 が 速く な り ま す 。 都 市 に 「 穀 物 倉 庫 ]」 が ある と 、 
貯蔵 ボッ クス が あふ れ た 時 に ボッ クス 内 が 半分 に な る だ け で 、 さ ら に 多く の 人 口 が 増加 し ま 
す 。 ボ ックス は 「 穀 物 倉庫 ] ライ ン ま で し か 空 に な り ま 
せん 。 ま た 、「 穀 物 倉庫] が ある と 「 人 負 伴 ]」 の と き に 市 
民 が 負え 死に する こと か ら 防 げ ま す 。 


生産 ボッ クス 


あな た の 都市 が 各 タ ー ン で 生み 出し た 余剰 資源 は 、 全 
て この ボッ クス に 入り ます 。 余剰 資源 は 現在 手持 ちの ユ 
ニッ ト を 維持 する た め に 必要 の な い 人 資源 で 、 都 市 資源 ウ 
イン ドー に ある 人 資源 行 の プレ ー ク の 右側 に 表示 され て い 
ます 。 資源 は ボッ クス が いっ ぱい に な る まで 著 積 され る 
と 、 ユ ニッ ト や 施設 の 建設 が 完了 し ます 。 





現在 設立 中 の 品目 が ユニ ッ ト の 場合 は アイ コン で 注記 され 、 施 設 や 「 世 界 の 七 不 思 議 ] の 
場合 に は それ ぞ れ の 名 前 で 注記 され ます 。 建設 で きる 品目 は あな た の 文明 が その 時 点 ま で に 
達成 し て いる 技術 に よっ て 違い ます 。 生産 ボッ クス の サイ ズ は 、 各 品目 を 作り 上 げ る た め に 
必要 な 資源 数 に 応じ て 大 きく な っ た り 縮 ん だ り し ます 。 建設 が 完成 する 前 な ら 、 ど の ター ン 
の 時 で あっ て も 建設 中 の 品目 を 変更 する こと が で きま す 。 突貫 工事 に お 金 を 掛け る と 、 品 目 
の 完成 を 早め る こと も で きま す 。 


[生産 変更 ] : あな た が 作り 出す こと の で きる 品目 の メニ ュー を オー プン する に は 「 変 更 
(Change)」 ボタ ン を 使い ます 。 表 示さ れ た メニ ュー で 選択 し て くだ さい 。 生産 ボッ クス の サ 
イズ が 変わ り 、 あ な た が 選択 し た 品 日 の 資源 コス ト が 示さ れ て 、 ボ ックス の 上 部 に その 品目 
の 名 前 ある い は アイ コン が 表示 され ます 。 


も し 既に メニ ュー に は な い 品 目 を 生産 し て いる な ら 、 そ の 品 日 が 完成 し て も 生産 は 継続 し 
ます 。 も し 時 代 遅 れ の 品目 を 生産 し て いる と き に 生産 メニ ュー を オー プン する と 、 古 い 品 目 
が 消え ます の で 新た な 選択 を し な けれ ば な り ま せん 。 


あな た が 「 世 界 の 七 不 思 議 」 の ひと つ を 建造 し て いる 時 に 、 も し あな た が それ を 完成 させ 
る 前 に 他 の 文明 が 完成 きせ た ら 、 あ な た の 都市 の 生産 を 変更 し な けれ ば な り ま せん 。 あ な た 
は 生産 変更 の た め の 都 市 ディ スプ レー に 移さ れ ま す 。 


[突貫 工事 ] : 建造 中 の 品目 を 直ちに 完成 する た め の 費 用 を 払う と 、 そ の 完成 を 急 が せる 
こと が で きま す 。 完成 を 急 が せる と き は 、 ボ ックス 右上 の 「 購 買 (Buy)] ボタ ン を 使い ます 。 
ボタ ン を 押す と その ター ン が 終わ る まで に 目的 物 を 完成 させ る た め に 必要 な 金額 を 表示 する 
メニ ュー が 現われ ます 。 そ の 品目 の 完成 を 急ぐ か どう か の 選択 を し て くだ さい 。 こ の 方 法 で 
完成 を 急 が せる と き は 不足 資源 当り 少な く と も $2 必 要 で す 。 そ の 品目 の た め の 人 資源 が な いと 
き 、 す な わ ち 生産 ボッ クス が 空 に な っ て いる と き は 突貫 工事 の 費用 は 2 倍 に な り ま す 。 
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突 叶 工事 で 完成 し た 品目 は 次 の ター ン か らし か 使え ませ ん の で 、 次 の ター ン で 完成 が 予定 
され て いる 品目 を 突貫 工事 で 完成 させ て も メリ ッ ト が あり ませ ん 。 あ る 品目 が 突貫 工事 に し 
な く と も 次 の ター ン で 完成 する か どう か 判断 する に は 、 都 市 が 作り 出し て いる 余剰 資源 を 完 
成 に 必要 な 資源 数 と 較べ て 見 ます 。 高額 な 品目 を 仕上 げ る まで に 残さ れ て いる 費用 に つい て 
は 、 そ の 正確 な 額 を あな た の 都市 に ステ ー タ ス 顧 問 に 相談 する と よい で し ょ う 。 


「 サ ボタ ー ジ ュ 」 : 敵 の 「 外 交 官 ] が あな た の 都市 に 紛れ 込ん で 、 半 分 完成 し て いる 品目 
を 破壊 する こと も あり ます 。 その 品目 に 投下 され た 全て の 資源 が 破壊 され 、 生 産 は は じ め か 
ら や り 直 さ な け れ ば な り ま せん 。 こ の よう な 事態 を 防止 する 唯一 の 方 法 は 敵 の 「 外 交 官 」 を 
進入 し て くる 前 に 破壊 する こと で す 。 


「 災 害 」 : 海賊 の 毅 撃 に よっ て 生産 ボッ クス の 中 の 一 部 完成 し て いる 品目 が 破壊 きれ る こ 
と も あり ます 。 海賊 の 襲撃 を 防 人 名 する 唯一 の 手段 は | バラック | を 建設 する こと で す 。 


施設 一 覧 素 / 都市 ディ スプ レー の この 部 分 は 、 都 市 が 建造 し た 施設 で 現在 残さ れ て いる も の と 「 世 界 の 
七 不 思 議 ] で す 。 品目 は 、 そ れ ぞ れ 品 目 の ア イコ ン 、 名 前 及び 購買 ボ 
タン と 共に 1 行 に 一 つ 表 示さ れ て いま す 。 
| 施設 ] と 「 世 界 の 七 不思議 ] は マニ ュ ア ル の 別 の 章 で 説明 し て いま 
す 。 ま た これ ら は 「 シ ビ ロ ビ ィ イデ ィ ア | に も リス ト さ れ て いま す 。 
新しい | 施設] が 完成 する と 一 覧 表 に 加え られ ます 。 「 施 設 ]」 は さま 
ざま な 理由 で 破壊 され る こと が あり ます が 、 こ の よう な こと が 起こ る 
と ロー スタ ー か ら 削 除き ん れ ます 。 ま た 、「 施 設 ] を 売っ た と きも ロー 
スタ ー か ら 除 か れ ま す 。 施設 の 名 前 の 隣り に ある 販売 ボタ ン を 押す 
と 、 お 金 を 得る た め に 施設 を 売る こと も で きま す 。 詳細 は 「 施 設 の 販 
売 方 法 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 | 世界 の 七 不思議 ]」 は 売る こと が 
106 で きま せん 。 


販売 ボタ ン 





その 都市 が 維持 し て いる ユニ ッ ト で 、 ユ ニッ ト が 地図 上 で 世界 の どこ に いて も ここ に 表示 EF 
され て いま す 。 こ れ ら の ユニ ッ ト は その 都市 が 作り 上 げた も の で す が 、 別 の 都市 に 配置 替え 
する こと も で きま す 。 別 の 都市 で 作ら れ た ユニ ッ ト の 配置 替え を 行う と 、 そ の ユニ ッ ト は 第 
ー の ホー ム ・ シ ティ ー・ ロ ー ス ター に 加え られ て 最初 の 都市 の ロー スタ ー か ら 除 か れ ま す 。 


ここ で 特に 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 ユ ニッ ト を 維持 する た め に 必要 な 資源 は 食料 
だ と いう こと で す 。 ユ ニッ ト を 維持 する た め に 必要 な 資源 と 食料 の 量 は その 文明 の 政治 体制 
に よっ て 違い ます 。 


資源 に よる 維持 を 必要 と し て いる ユニ ッ ト に は ユニ ッ ト ・ ア イコ ン の 下 に 資源 シ 
ン ボ ル が 付け られ て いま す 。 維持 の た め に 必要 な 資源 は 生産 に 利用 で きず 、 都 市 次 
源 ウ イン ドー で 資源 行 の 右 の プレ ー ク の 左 に 表示 され て いま す 。 都市 が ホー ム ・ ン シ 
ティ ー・ ロ ー ス ター に ある ユニ ッ ト 全 て を 維持 する た め に 十分 な 資源 を 作り 出す こ 
と が で き な い と き は 、 維 持 さ れず に いる ユニ ッ ト は 消去 され て し まい ます が 、 都 市 
か ら 最 も 遠く に いる ユニ ッ ト か ら 順 に 消去 され ます 。 食料 に よる 維持 を 必要 と し て 
いる 「 入 植 者 ] に つい て は 所 要 量 が 食料 シン ボル 数 で 記さ れ て いま す 。 


ロー スタ ー リ 





[共和 政治 | や 「 民 主 主義 ] の 政治 体制 で は 、 維 持 さ れ て いな が ら ホ ー ム 都市 に いな い ユ 
ニッ ト は 1 ある い は それ 以上 の 人 口 ポ イン ト を 不幸 に し ます 。 こ れ ら の ユニ ッ ト に は 、 不 議 
の 原因 に な る こと を 注記 する た め に 特別 な # マ ー ク が 付け られ て いま す 。 
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だ ジウ この ウイ ンド ー か ら は 、 さ ま ざ ま な 種類 の 情報 を 調べ る こと や アク セス する こと が で きま 
す 。 例え ば 、 ど の よう な 軍事 ユニ ッ ト が 都市 を 防衛 し て いる か と か 、 都 市 が 作っ た 貿易 路 や 
世界 地図 の 縮小 版 と か 、 あ る い は 都市 の 島 賊 図 を 見 る こと が で きま す 。 


メー ンション ・ 
2 こり 0 
ウイ ンド ー の 上 部 に は いく つか の ボタ ン が 横 に 並ん で いま す : 情報 [info] 幸福 [Happy] 
眺望 [View] 地図 [Map] で す 。 こ れ ら の ボタ ン を 使っ て 必要 な 情報 を 呼び 出す こと が で き 
ます 。 現在 押 き れ て いる ボタ ン は 色 が 変わ っ て いま す 。 


「 地 図 ]」 : こ の ボタ ン を 押す と 小さ な 世界 地図 が 呼出 され ま す 。 あ な た が いる 都市 に は 
基準 と な る マー ク が 付い て いま す 。 そ の 他 に 、 あ な た が 貿易 を 開い た 都市 の 位置 ( 薄 緑 の 
ドッ ト ) と ユニ ッ ト が ホー ム ・ シ ティ ー と し て いる 位置 (薄い 灰色 の ドッ ト ) に マー ク が あ 
り ま す 。 さ ら に 多く の 貿易 路 を 計画 する た め や 、 敵 の 危険 度 を 査定 する た め 、 解 散 さ きせ た い 
ユニ ッ ト の 位置 を 確認 する た め 、 あ る い は 新しく 進 水 し た 船 の 進路 を 決め る た め に 地図 を 利 

用 する こと が で きま す 。 


「 眺 望 (View)」 : この ボタ ン を 押す と 最も 有益 な 情報 が 呼び 出 
せま す 。 都市 ディ スプ レー を 初め て オー プン し た と き は この ボタ 
ン が 自動 的 に オン (ON) に な り ま す 。 


イン フォ メー ショ ン ・ ウ イン ドー 


イン フォ ・ ボ タン 幸福 度 ボ タン 眺望 ボタ ン 


都市 防 箱 ユ ニッ ト IF Lv 1 ボタ ン 別 の すぐ 下 に その 時 に 都市 に いる 全て の ユニ ッ ト の アイ 


コン が 表示 され て いま す 。 防衛 ユニ ッ ト の 周囲 は 境界 線 で 取り 巻 
過信 表示 各 か れ て お り 、 歩 哨 任 務 に ある ユニ ッ ト の アイ コン は フェ ー ド し て 

oop いま す 。 防衛 ユニ ッ ト と 歩 哨 ユ ニッ ト は この ウイ ンド ー か らし か 
i 活動 状態 に で きま せん 。 地 図 ウ イン ドー に 戻る と これ ら の ユニ ッ 
ト に 命令 を 下す こと が で きま す 。 
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ウイ ンド ー の 下部 は 都市 が 開設 し た 貿易 路 の リス ト で す 。 各 貿易 路 に は あな た が 貿易 し て 
いる 相手 都市 の 名 前 と 貿易 量 が 注記 され て いま す 。 こ の 貿易 量 は あな た の 都市 が 生み 出し て 
いる 貿易 量 に 自動 的 に 加え られ 、 都 市 資源 ウイ ンド ー に 表示 され て いま す 。 


あな た の 文明 が 「 工 業 時代 ]」 に 移行 する に つれ て 汚染 の 問題 が 出 て きま す 。 都市 の 工業 が 
十分 に 大 きく な る と 、 こ の ウイ ンド ー の 中 央 に 汚染 指標 が 表示 され ます 。 汚染 指標 は 煙突 の 
アイ コン で す 。 (「 工 業 汚染 ] の 項 を 参照 ) 


数 個 の 煙突 が 表示 きれ て いる と き は 、 汚 染 を 少な くす る 必要 が ある か 、 あ る い は 浴 化 を 行 
な う よ う に と いう 合図 で す 。 こ の 合図 に 従わ な いと 環境 災害 と な り ま す 。 煙突 は 最大 100 個 
で 、 各 ター ン で の 汚染 確率 が 100% で ある こと を 表わし ます 。 


「 幸 福 ] ・ こ の ボタ ン で 「 住 人 幸福 表 ] が オー プン し ます が 、 こ の 「 住 人 幸福 表 ] は 都市 
住人 の 幸福 に 影響 する も の が 何 か を 示し て いま す 。 修正 の で きる 影響 を 考慮 する 前 は 、 あ る 
人 数 以上 の 都市 住人 の 全て が 不幸 で す 。 ゲ ー ム が 「 和 皇帝] レベ 
ル で は 最初 の 2 人 の 人 々 し か 満足 し て いま せん し : 「 国 王 」 レ 』 人 口 幸福 度 
ベル で は 最初 の 3 人 が 満足 し て いて : レベ ル が 下がり 「 指 揮 官 TP 
[Chieftain]] レベ ル に な る と 最初 に 満足 し て いる 人 が 6 人 で す 。 LL ES 


RS 
都市 人 口 が 増加 し て この 最低 人 数 を 越え た と き は 、 贅 沢 品 や LN HH 2 





示 教 や エン ター テイ ン メ ント を も た ら す 文化 や 生活 水準 に よっ TE el. 9 

て 増加 し た 人 口 の 状態 が 改善 され な けれ ば 、 増 加 し た 新た な 人 1 目 " "at 作 よ 。 ! ea 
口 は 不幸 な 人 た ち に な っ て し まい ます : これ ら の 人 た ち は 葉 厳 | ーー 
令 で 鎮圧 し た り 、「 世 界 の 七 不思議 ] に よっ て 誇り と 精神 を 高 
揚 き せる こと が で きま す 。 

表 の 上 列 は 幸福 度 を 改善 する 要素 を 考慮 に 入れ る 前 の 住人 の 幸福 度 を 示し て いま す 。 
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2 列 目 は 都市 が 紙 沢 品 を 提供 し た 場合 の 効果 を 示し ます 。 2 ユニ ッ ト の 区 沢 品 で 満足 し て 
いる 人 々 1 を 幸福 に で き 、 不 幸 な 人 た ち 1 を 満足 し て いる 人 た ち に し ます 。 不幸 な 人 た ち が 
満足 し た 人 に な る 前 に 満足 し て いる 人 た ち が 幸 福 な 人 に な り ま す 。 


3 列 目 は [寺院]」 「 大 聖堂 」 「 競 技 場 ] に よる 効果 を 示し て いま す 。 こ れ ら の 施設 は 不幸 
な 人 た ち を 満足 な 人 に する 効果 が あり ます 。 


4 列 目 は 戒厳 令 や 兵役 に よる 効果 で す 。「 共 和 政 ] と 「 民 主 主 義 | を 除く どの よう な 政治 
体制 で も 、 都 市 の 1 軍事 ユニ ッ ト は 不幸 な 人 々 1 を 鎮圧 し ます 。 上下 厳 令 を 敷い て いる ユニ ッ 
ト が この 列 に 示さ れ て いま す 。 「 共 和 政 ] や 「 民 主 主義 に お いて は 雅 厳 令 は 行なわ れ ま せ 
ん 。 そ の 代わ り 、 ホ ー ム ・ シ ティ ー に いな い 1 軍事 ユニ ッ ト が 1 人 を 不幸 に し ます 。 こ れ は 
この 列 と ホー ム ・ シ ティ ー・ ロ ー ス ター の 下 に 「 悲 し い 顔 」 の シン ボル で 示さ れ て いま す 。 


5 列 目 は 「 世 界 の 七 不思議 」 の 効果 で 、 そ れ が この 都市 に ある か 、 そ れ と も 他 に ある か を 
問わ ず 、 住 民 の 幸福 度 に 影響 を 与え を て いま す 。 例 えば 、「J.S. バ ッ ハ の 大 聖堂 ] に よっ て 不幸 
な 人 た ちの 数 が 2 減少 し ます 。 


[専門 家 ] は 満足 し て いる 人 た ち で 、「 専 門 家 ] は 満足 し て いる 人 た ちか 、 あ る い は 幸福 
な 人 た ちの 中 か ら 作 られ ます 。 「 エ ンタ テイ ナー」 に よっ て 増加 する 贅沢 の 効果 は 2 列 目 に 
示さ れ て いま す 。 


表 の 一 番 下 に は 住民 の 幸福 度 に 関す る 全 フ ァ ク ター の 集積 され た 効果 が 示さ れ て いま す 。 
この 列 に 示さ れ て いる ステ ー タ ス は ディ スプ レー 上 部 の 人 口 一 覧 表 に 示さ れ て いる ステ ー タ 
ス と 同じ で す 。 


この 表 を チェ ッ ク す る と 都市 の 幸福 度 に 影響 を 与え を て いる も の が 何 か が 理解 で き 、 都 市 が 
バラ ンス を 欠い て いる 場合 に は どの よう な 手 を 打 て ば よい か も 分 か り ま す 。 


[エン タテ イナ ー」| を 作っ た り 、 市 外 の ユニ ッ ト を 解 隊 し た り 、 さ ら に 多く の ユニ ッ ト を 持 
ち 込 ん だ り 、 あ る い は 新しい 施設 を 建設 し た りす る の を どこ で 行なえ ん ば 、 都 市 に 秩序 を 取り 
戻す こと が で きる か が 分 か る で し ょ う 。 


医術 
(哲学 & 貿 易 ) 





OS シェ ー ク スピ ビア の 劇場 
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部 訪 の 施設 


冶金 学 
(火薬 & 大 学 ) 
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都市 の 施設 は 、 商 業 、 行 政 、 教 育 お よび 公共 事業 と いっ た 。 都 市 を 大 きく し 、 か つ 効 率 化 
する た め の 社 会 施設 で す 。 こ れ ら の 施設 の 計画 を 誤る と 、 都 市 の 潜在 的 規模 が 限定 され る こ 
と に な り ま す 。 ニ ュー ヨー ク の 高い 人 口 密度 は 地下 鉄 綱 に よっ て も た ら さ れ て お り 、 砂 漠 に 
位置 し て い ロ サン ゼル ス で は 飲料 水 の 多 く を 数 百 マ イル 離れ た 水源 か ら 引 いて いま す 。 


「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」| で は 、 施 設 は 都市 の 成長 に と っ て 重要 で ある と 同時 に 都市 自体 
に と っ て も 重要 で す 。 利用 で きる 施設 は それ ぞ れ 何ら か の サー ビス を 提供 し て いる か 、 あ る 
い は 都市 機能 を より 効率 的 に し て いま す 。 


新しい 文明 を 始め る と き は 、 通 常 は 一 種類 の 改善 、 す な わ ち 「 兵 舎 (Baracks)| し か 作る こ 
と が で きま せん 。 あ な た の 文明 が 新た な 技術 を 獲得 する に つれ て 、 さ ら に 多く の 施設 を 運営 
する こと が 可能 に な り ま す 。 各 都市 は 各 施 設 の 建設 を を ひと つ し か 行なう こと が で きま せ 
ん 。 あ な た の 都市 が 所 有する 施設 は 都市 ディ スプ レー の 施設 一 覧 表 に リス ト さ れ て いま す 。 
一 度 施設 (「 世 界 の 七 不思議 ] を 除く ) が 建設 され て も 、 サ ボタ ー ジ ュ や 災害 や 攻略 に よっ 
て 破壊 され る 恐れ も あり 、 お 金 を 得る た め に 売ら れる こと も あり ます 。 


「 サ ボ ポター ジュ] : 「 外 交 官 」 が 都市 に 入っ て 産業 サボ ター ジュ を 企てる こと も あり ま 
す 。 サ ボタ ー ジ ュ に よっ て 既存 の 施設 が 破壊 され る こと も あり ます 。 こ の 種 の 攻撃 に 対す る 
唯一 の 防 保 は 「 外 交 官 ] が 都市 に 入る 前 に その 「 外 交 官 ] を 倒す こと で す 。 


[災害] ・「 火 山 ] 「 海 賊 の 襲撃 」]「 洪 水 」 「 火 災 ] 、 お よび 「 地 震 ] に よっ て 都市 の 施 
設 が 破壊 され る こと が あり ます 。「 地 震 ] 対す る 防 回 手段 は あり ませ ん が 、「 水 道 ] は 「 火 
災 ] を 防ぎ 、「 寺 院 」 は 「 火 山 ] を 防ぎ き 、「 街 避 ] は 「 洪 水 」 を 防ぎ 、 |「 バ ラッ ク ] は | 海 
賊 の 襲撃 | を 防 さ ます 。 


[攻略 | : 都 市 が 攻略 され る と 、 そ の 都市 の 改善 の 一 部 また は 全て が 破壊 され る か 、 全 く 
破壊 され な いこ と も あり 、 都 市 が 完全 に 破壊 きれ る と 全て の 施設 も 破壊 され て し まい ます 。 


| 施設 の 販売 方 法 ] : 都市 ディ スプ レー の 施設 一 覧 表 に ある 施設 の 名 前 の 隣 の 販売 ボタ ン 
を 押す と 現金 収入 を 得る た め に 既存 の 施設 を 販売 する こと も で きま す 。 販売 する と どれ くら 
い の お 金 が 手 に 入る か を 示す オプ ショ ン ・ メ ニュ ー が 現われ ます が 、 投 下 資 源 当り $1 で す 。 
売る か 売ら な いか 選択 し 、 も し 売る と 都市 か ら 施設 が 消え て 国庫 に お 金 が 加え られ ます 。 


施設 の 販売 は 、 お 金 が 不足 し て お り 、 施 設 の 維持 が 困難 に な っ て し まっ た 時 に は 効果 が あ 
り ま す 。 ま た 、 も し あな た が 攻撃 を 受け て いて 都市 を 通常 の 方 法 で は 防衛 も 礁 回 も できない 
よう な と き に も 、 改善 を 販売 する の は 有効 で す 。 都 市 の 改善 を 販売 し て し まう と 、 敵 に 対し 
て その 価値 を 下げ て 他 の 何 か を 救う こと が で きま す 。 施設 の 販売 は 各 タ ー ン で 1 施設 で す 。 


施設 の アル ファ ベッ ト 順 の リス ト が 続き ます が 、 そ の リス ト に は 施設 か ら 得 られ る 利益 や 
その 改善 を 可能 に し て いる 技術 も 含ま れ て いま す 。 


[水道 ] : 「 水 道 ] を 持た な い 都 市 の サイ ズ は 10 人 口 ポ イン ト 以 上 に 成長 する こと が で き 
ませ ん 。 ま た 、「 水 道 ] は 「 火 災 ] や 「 伝 染 病 ] と いっ た 災害 を 防止 し ます 。 「 水 道 」 建設 
に は 「 建 設 ] が 必要 で 、 建 設 費 用 は 120 資 源 、 タ ー ン ご と の 維持 に $2 必 要 で す 。 


「 銀 行 ] : [銀行 ] は 都市 が 生み 出す 約 沢 品 や 税金 を 50% 増 加 さ せま す 。 | 銀行 ] を 建設 
する に は 、 都 市 は 「 市 場 ] 施設 を 持っ て いな けれ ば な り ま せん 。 「 銀 行 ] か ら の ボー ナス は 
[市場] の ボー ナス に 加え られ て か ら 使 用 きれ ます 。 こ の ボー ナス は 質 易 路 を 含む 全て を 考 
席 し て 有効 に な り ま す 。 「 銀 行 」 の 建設 費用 は 120 資 源 で 、 タ ー ン ご と の 維持 費 は $3 で す 。 


[兵舎 ] : 都市 に 作ら れる 新しい ユニ ッ ト は 全て ベテラン に な り 、 そ の 攻撃 と 防衛 ファ ク 
ター は 50% 増 加 し ます 。「 兵 舎 」 は 海賊 に よる 災害 を 防止 し ます 。「 兵 舎 」 を 作る に は 技術 
の 必要 は あり ませ ん 。 し か し 、「 火 薬 」 や 「 内 燃 機関 ] と いっ た 進歩 が ある と 既存 の 「 兵 
舎 ] は 全て 時 代 遅 れ し に な っ て 消え て 行き ます 。 第 二 世 代 |「 バ ラッ ク 」 は ター ン 当 り の 維持 費 
用 は $1 で 、 第 三世 代 「 兵 舎 」 の 維持 費用 は ター ン 当 り $2 で す 。 


君主 政治 
(葬儀 & 法 律 ) 
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神秘 主義 
( 非 儀 ) 
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| 大 聖堂 | : |「 大 聖堂 | は 不幸 な 人 々 4 ポイ ント を 満足 し た 人 に し 、 大 き な 都 市 で 暴動 を 
防ぐ に は 非常 に 有効 で す 。「 大 聖堂 の 運営 に は 「 宗 教 」 が 必要 で 、 建 設 に 160 資 源 を 要 し 、 
ター ン 毎 の 維持 費用 は $3 で す 。 中 世 の 「 世 界 の 七 不思議 ] の ひと つ で ある 「 ミ ケラ ンジ ェ ロ 
の 教会 ] が ある と 、 あ な た の 都市 の 全て の 「 大 聖堂 」 の 効果 が 増加 し ます 。 


[ 街 壁 ] : 「 街 壁 」 は 防衛 力 を 3 倍 に し ます が 、「 爆 撃 機 」] ユニ ッ ト や 「 自 走 砲 ] ユニ ッ 
ト に よる 攻撃 は この 限り で は あり ませ ん 。 た だ し 、 防 衛 カ が 3 倍 に な る の は 、 地 形 の 効果 や 
ベテラン の ステ ー タ ス を 考慮 し た 後 で す 。「 街 壁 」 で 防 保 され て いる 都市 で は 、 防 衛 ユ ニッ 
ト が 壊滅 し て も 人 口 損失 が 起こ り ま せん 。 「 街 壁 ]」 は 「 洪 水 ] の 災害 も 防止 し ます 。 建設 に 
は 「 建 築 」 が 必要 で 、 建 造 費 用 は 120 資 源 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $2 で す 。 


[競技 場 ] ・「 競 技 場 ] は 大 衆 を 引き 付け て 運動 競技 や その 他 の イベ ント を 行なう 大 き な 
スタ ジア ム で す 。 こ れ が ある と 不幸 な 人 々 3 を 満足 な 人 に し ます 。 「 建 設 」 の 進歩 が 必要 
で 、 建 設 に は 100 資 源 を 要 し 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $1 で す 。 


「 裁 判 所] : この 施設 は 都市 で の 汚職 を 50% 低 くし ます 。 「 法 律 」 の 進歩 が 必要 で 、 建 設 
費用 は 80 資 源 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $1 で す 。 


[工場 」 : 「 工 場 」 は 都市 が 作り 出す 資源 を 30% 増 加 さ せま す 。 同 じ 都 市 に 「 工 業 プ ラン 
ト 」 が 建設 され る と 「 工 場 ]」 は 時 代 遅 れ と な り 操 業 を 停止 し ます 。 「 工 場 」 の 建設 に は 「 工 
業 化 」 の 進歩 が 必要 で 、 建 設 費用 は 200 資 源 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $4 で す 。 「 水 力 発電 
所 」 「 原 子 力 発電 所 ]」 ある い は 「 火 力 発電 所 ] が ある と 「 工 場 」 の 効果 は 増加 し ます 。 ま 
た 、 現 代 の 「 世 界 の 不思議 ] で ある 「 フ ー バ ー・ ダ ム | が あっ て も その 効果 が 増加 し ます 。 


「 穀物 倉庫 |] : | 穀物 倉庫 ] を 持っ て いる 都市 は 、 新 し い 人 口 増加 の た め に 貯蔵 食料 の 
S0% し か 使い ませ ん 。 貯蔵 ボッ クス は 半分 空 に な る だ け で す 。 さ ら に 、「 穀 物 倉庫 」 は | 負 


鐘 ] で 人 品 が 減 亡 する の を 防ぎ ます 。 
源 、 タ ー ン 当り の 維持 費 妥 は $1 で す 。 


「 殺 物 倉 庫 」 に は 「 陶 芸 」 が 必要 で 、 建 築 費用 は 60 次 


[水力 発電 所 | : [工場] また は 「 工 業 プ ラン ト 」| の 生産 ボー ナス は 、 都 市 に 「 水 力 発電 
所 ] が ある と 2 倍 に な り ま す 。 ま た 、「 水 力 発電 所 ] に よっ て 汚 柴 確率 が 減少 し ます 。 | 水 
力 発電 所 ] は 「 河 川 」 「 丘 陵 ] 「 山 后 」 の 都市 ある い は その 近く の 都市 に し か 作る こと が で 
きま せん 。 「 電 子 工学 」 が 必要 で 、 建 造 費用 は 240 資 源 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $4 で す 。 


[図書 館 」 : 「 図 書館 」 に よっ て 都市 の 知識 生産 が 50% 増 加 し ます 。「 和 人 筆記 | の 進歩 が 必 
要 で 、 建 設 費 は 80 資 源 、 タ ー ン 当り 維持 費用 は $1 で す 。 も し 文明 に 中 世 の 「 世 界 の 七 不 思 
議 ]」 の 「 ニ ュー トン の 学士 院 」 が ある と 、 全 て の 都市 の 「 図 書館 」 の 効果 が 増加 し ます 。 


「 工 業 プ ラン ト 」 : この 施設 に よっ て 、 都 市 が 作り 出す 資源 が 100% 増 加 し ます 。 「 ロ ボッ 
ト 工 学 」 が 必要 で 、 建 設 費用 は 320 資 源 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $6 で す 。 「 工 業 プ ラン ト ] 
が で きる と 既存 の 「 工 場 ] は 時 代 遅れ に な り 稼 働 を 停止 し ます 。 「 水 力 発 電 所 ] | 原子 力 発 
電 所 ] 「 火 力 発電 所 ] 「 フ ー バ ー・ ダ ム 」 が ある と 「 工 業 プ ラン ト 」 の 効果 が 増加 し ます 。 


「 市 場 」] : 「 市 場 」 は 税収 と 贅沢 品 を 50% 増 加 さ せま す 。 「 市 場 」] は 「 通 貨 ] が 達成 され 
て か ら 利 用 で き 、 建 設 費用 は 80 資 源 、 タ ー ン 当り 維持 費用 は $1 で す 。 
航海 術 


「 公 共 交 通 機関 ] :「 公 共 r 交 通 機 関 ] の ある 都市 で は 、 人 口 が 汚染 に 影響 を 与え ませ ん 。 | ( 喝 右 & 天 文学) 
さも な けれ ば 、 文 明 が 「 自 動車 」 と いう 進歩 を 手 に 入れ る と 都市 人 口 が 汚 上 確率 を 高め る こ 
と に な り ま す 。「 公 共 交 通 機関 」 に は 「 大 量 生産 」 の 進歩 が 必要 で 、 建 設 費用 は 160 資 源 、 
ター ン 当 り の 維持 費用 は $4 で す 。 


[原子 力 発電 所 | : 他 の 種類 の 発電 所 と 同様 に 、「 原 子 力 発電 所 ] は 「 工 場 ] や 「 工 業 プ 
ラン ト 」 の 生産 を 50% 増 加 さ せま す 。 ま た 、「 原 子 力 発電 所 ] は 日 々 の 汚染 確率 を 減少 させ - 
ます 。 し か し 、 市 民 暴 動 の 起こ っ て いる 都市 の 「 原 子 力 発電 所 」 に は 、 核 メル ト ダ ウン の 危 || [ 軸 0 デ の 
険 が あり ます 。「 原 子 力 発電 所 ]」 に は 「 核 エネ ルギー」 が 必要 で 、 建 設 費用 は 160 資 源 、 タ ー > で ド ラン の 近作 
ン 当 り の 維持 費用 は $$ で す 。 
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[宮殿] : | 宮殿 」 は あな た の 文明 の 行政 と 政治 の 中 心 で す 。 都市 が 「 宮 殿 」 の ある 都市 
か ら 離 れる と 離れ る ほど 、 汚 職 が 多く 起こ り が ち に な り ま す 。 別 の 都市 に 「 宮 殿 」 を 建設 
る こと も で きま す が 、 こ れ に よっ て 最初 の 「 宮 典 ] を 廃止 し な けれ ば な ら ず 、 政 府 も 移転 し 
な けれ ば な り ま せん 。 も し あな た の 「 宮 典 ] が 破壊 され た ら 、 新 し い 「 宮 殿 」 は どの 都市 に 
建設 し て も か まい ませ ん 。 | 宮殿] に は 「 建 築 」 の 進歩 が 必要 で 、 建 設 費 は 200 資 源 掛か り ま 
す 。 た だ し 、 維 持 費用 は 不要 で す 。 


「 火 力 発電 所 」 : この 工業 電力 源 は 「 工 場 ] と 「 工 業 プ ラン ト 」 が 作り 出す 資源 を 50% 増 
加 さ せま す が 、 汚 染 確 率 も 著しく 増加 し ます 。「 火 力 発 電 所 ]」 に は 「 石 油 精製 」 の 進歩 が 必 
要 で 、 建 設 費 用 は 160 資 源 、 タ ー ン 当り の 維持 費用 は $4 で す 。 


「 リ サイ クル ・ セ ンタ ー」| : 「 リ サイ クル ・ セ ンタ ー| は 汚 柴 確率 を 2/3 減 少 さ せま す 。 こ 
れ に は 「 リ サイ クル | が 必要 で 、 建 設 費用 は 200 資 源 、 維 持 費 用 は $2 で す 。 


「S DI 防衛 シス テム 」 : 「SD1] (戦略 防衛 ) 防衛 シス テム 」 に よっ て 都市 を 「 核 ミサ 
イル 」 ユ ニッ ト か ら 守 り 、 こ れ ら の 兵器 に よる 攻撃 の 効果 が な く な り ま す 。 こ の 改善 は 「 超 
伝導 ] の 進歩 が あっ て は じ め て 利用 で きる よう に な り ま す 。「SD TI 防衛 シス テム | の 建造 
費用 は 200 資 源 で 維持 費用 と し て $4 必要 で す 。 


「 寺 院 ]」: 「 寺 院 」 は 「 葬 儀 ]」 の 発明 が あっ て か ら 作 られ ます 。 「 寺 院 」 が ある と 不幸 な 
人 1 を 満足 な 人 に し ます 。 「 神 秘 主義 | の 進歩 が 加わ る と 「 寺 院 」 に よっ て 、 さ ら に も う 1 
人 が 満足 し た 人 に な る の で 、 都 合 2 人 が 満足 し ます 。 「 寺 院 」 に よっ て 「 火 山 」 災害 を 防ぐ 
こと が で きま す 。 建造 費用 は 40 資 源 で 維持 費 要 は $1 で す 。 も し あな た の 文明 に 古代 の 「 世 界 
の 七 不思議 ] で ある 「 神 託 所 ] が ある と 、「 寺 院 ] の 効果 は 2 倍 に な り ま す 。 


「 大 学 」 : 「 大 学 」 は 都市 が 生み 出す 知識 を 50% 増 加 さ せま す 。「 大 学 ] は 既に 「 図 書 
館 」 を 持っ て いる 都市 に し か 建設 する こと が で きま せん 。「 大 学 ]」 ボー ナス は 既存 の 「 図 書 
館 」 か ら の ボー ナス に 加え られ ます 。 こ の 両方 が 一 緒 に な っ て 生み 出さ れる 知識 は 2 倍 に な 
り ま す 。 | 大 学 」 は 「 大 学 」 の 進 上 示 が あっ て か ら 利 用 で きる よう に な り ま す 。 建造 費用 は 160 
資源 で 維持 費用 は $3 で す 。 も し あな た の 文明 に 中 世 の 「 世 界 の 七 不思議 ]」 で ある 「 ニ ュー ト 
ン の 学士 院 ] が ある と 、 あ な た の 都市 に ある 全て の 「 大 学 」 の 効果 が 増加 し ます 。 


117 


論 間 の 人 
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ミ 華 
上 息 欧 


時 代 を 経る に し た が っ て あな た の 文明 が 手 に 入れ た 進歩 に よっ て 「 世 界 の 七 不思議 」 が 建 
造 で きる よう に な り ま す 。 「21 の 不思議 ]」 が あり 、 そ れ ぞ れ 7 不思議 毎 に 各 偉 大 な 文明 の 時 
代 に 配 き され て いま す : 「 古 代 ]」 「 中 世 (ルネ サン ス を 含み ます ) 」 お よび 「 工 業 時 代 (現在 
と 未来 ) | で す 。 こ れ ら の 「 不 思 議 」 は 1 文明 の 特別 な 記念 碑 と な っ て いて 、 そ の 所 有 者 に 
は 永遠 の 栄光 や その 他 の 利益 が も た ら さ れ ま す 。 


「 不 思 議 」 は ドラ マチ ッ ク で 明 基 の 念 を 起こ きせ る 業績 で す 。 ま た 、 典 型 的 に 技術 と 科学 
と 芸術 の 粋 が 結集 さ きれ て いて 、 人 類 の 歴史 の 偉大 な 足 中 に な っ て いま す 。 各 「 不 思 議 ] は 独 
特 で 、 建 造 さ れ た 都市 に し か あり ませ ん 。 


「 不 思 議 ] を 所 有する こと に 伴う 栄光 の 他 に 、 そ れ ぞ れ の | 不思議 ] に は 具体 的 で 独特 な 
利益 が 伴っ て いま す 。 あ な た の 文明 の 住人 は 「 不 思 議 ] を 所 有 し て いる 誇り に 勇気 づけ られ 
て 、 和 驚く べき 偉業 を 達成 する こと が で きま す 。 例え ば 、 も し あな た の 文明 に 「 大 灯台 ] が あ 
る と 、 船 舶 ユ ニッ ト は 各 タ ー ン で 一 つ 余 分 の 地図 スク エア を 移動 する こと が で きま す 。 


一 部 の 「 不 思 議 ]」 の 利益 は 、 そ れ を 所 有 し て いる 文明 に の み 適 用 され ます 。 も し あな た の 
都市 が 攻略 され て あな た が 建造 し た 「 不 思 議 ] を 失っ た 場合 、 そ の 「 不 思 議 」 の 効力 は 征服 
し た 方 の 文明 の も の に な り ま す 。 ま た 、 も し あな た が | 不思議 」 を 手 に 入れ た 場合 も 同じ こ 
と が 起こ り ま す 。 


し か し 、 古代 の 「 世 界 の 七 不思議 ] と 「 中 世 | の 大 多数 の | 7 不思議] は 、 い つの 時 代 に 
も 有効 と は 限り ませ ん 。 古代 人 を 異 敬 させ た 目的 や 業績 が 、「 工 業 時 代 」 の 人 た ち に よっ て 
同様 に 長 蔽 きれ る こと は あり ませ ん 。 後代 の 進歩 が 達成 し た こと が 、 古い 「 不 思 議 ] の 利益 
を 無効 に し て し まう こと に な り ま す が 、 こ の 利益 を 無効 に する よう な 進歩 は あな た の 文明 が 
達成 し た も の か 他 の 文明 が 達成 し た も の か は 問い ませ ん 。 


それ ぞ れ の 「 不 思 議 ]」 は 、 あ な た の 文明 が ある 具体 的 な 技術 を 達成 し た と き に 建設 する こ 
と が で きま す 。 例 えば 、「 大 灯台 」 は あな た の 文明 が 「 地 図 」 を 作成 で きる よう に な っ て か 
ら 建設 を 開始 する こと が で きる の で す 。 


[不思議 ] を 建造 する の は 、 そ れ が 世界 の 他 の 場所 に 存在 し て いな いこ と が 条件 で す 。 も 
し それ が 他 の 都市 に 存在 し て いる と 、 あ な た の 生産 メニ ュー の オプ ショ ン に は 現われ ませ 
ん 。 あ な た が 都市 の ひと つ に 「 不 思 議 ] を 建造 し よう と し て いて 、 そ の 建造 が 完成 する 前 に 
その 「 不 思 議 ]」 が どこ か 他 の 所 で 完成 し て し まう と 、 あ な た は その 建造 を 完成 させる こと は 
で きま せん 。 あ な た は その 建造 計画 を 何 か 別 の も の に 変更 し な けれ ば な り ま せん 。 


敵 が 「 世 界 の 七 不 思 議 ] が ある 都市 を 占領 し て も 、 そ の 「 不 思 議 」 は 破壊 され る こと が あぁ 
り ま せん 。 し か し 、 も し 「 不 思 議 ] を 持っ て いる 都市 が 破壊 され る と 、 そ の 「 不 思 議 ] は 氷 
遠 に 失わ れ 、 再 建 す る こと は で きま せん 。 


ひと つの 例外 を 除く と 「 世 界 の 七 不思議 ] は 他 の 都市 施設 と 同様 な 手法 で 建造 する こと が 
で きま す 。「 キ ャ ラバ ン 」| を 建設 都市 に 移動 させ て 「 不 思 議 建 設 ヘ ルプ |] オプ ショ ン を 受け 
入れ ます 。 「 キ ャ ラバ ン | に 与え られ た 全て の 資源 が 「 不 思 議 」 建造 に 加え られ ます 。 


[世界 の 七 不思議 」 は 、 ど の 都市 に 建設 し て も よく 、 ま た 同じ 都市 に ひと つ 以 上 建設 し て 
も か まい ませ ん 。 


「 効 果 」 と それ ぞ れ の 「 不 思 議 」 は 具体 的 か つ 一 般 的 な 効果 を も っ て いま す 。 具体 的 効果 刀 朱 
の 例 は 、「 大 灯台 」 を 持っ て いる と あな た の 船舶 の 移動 力 が 増加 する こと で す 。 


一 般 的 な 利益 と し て は 、「 不 思 議 ] を 所 有する こと に より 、 あ な た の 文明 に 与え られ る 栄 
光 が あ り 、 そ の 栄光 は 新しい 技術 に よっ て その 「 不 思 議 ] が 時 代 遅 れ に な っ て も 継続 し ま 
す 。 あ な た の 所 有する 「 不 思 議 ] は あな た の 文明 得点 に 加え られ ます 。 世 界 の 5 大 都市 を 評 
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定 す る と き に 「 世 界 の 七 不 思 議 ] が ある と それ は 大 き な 評 価 対象 に な り ま す 。 「 世 界 の 七 不 
思 議 ] は 定期 的 に 世界 文明 の 査定 を 行なっ て いる 「 ギ ボン 」 の よう な 歴史 家 に も 影響 を 与え 
ます 。 最 後に 、「 志 界 の 七 不思議 」 は あな た の 宮殿 を 改善 し よう と する 人 々 の 決意 に も 影 杖 
を 与え ます 。 


/ 古 在 / 「 ア ポロ 巨像 」 :「 ア ポロ 巨像 ] は 都市 の ゲー ト や 湾口 を また いで いる 巨大 な 銅像 で す 。 
この 驚く べき 像 は 世界 中 の 観光 客 を 引き 付け 、 そ の 地域 の 貿易 に 大 き な 寄与 を し て いま す 。 


訟 に 貸 易 を 行なっ て いる どの 都 訪 地図 スク エア で も 、 師 易 は +1 に みり ま チ ナチ 。 / 雪 気 学 / 
が 遍 泡 さん る と 指 光 の 効果 が を な くみ り 、 そ れれ 以 麻 の 太 易 の 刊 克 $ 舌 われ ま チ ナ 。 [アポ ボロ EE 
族 / に は 「 背 銘 衝 / の 進歩 が 必要 で 、 建 造 に は 200 資 源 の 褒 記 を 要 し ます 。 


「 王 立 図書 館 ] : 「 王 立 図書 館 」 は 地方 の 一 支配 者 の 趣味 と し て 始め た も の で 、 都 市 の も 
の で す 。 そ の 代理 人 は 世界 中 に 本 や 写本 を 求め 回 り 、「 王 立 図書 館 」 を 現存 する 最大 の 知識 
の 貯蔵 庫 に し て いま す 。 


[王立 図書 館 / に よっ て あな た は 2 つの 文 角 が 利 た 藤 符 が 利 ら れ ま す 。 し か し 、 / 大 学 / 
が で きる と その 但 き が な く な り ま す 。 / 文 学 / が 必要 で 、 奄 護 費 忘 は 300 資 六 で す 。 


「 万 里 の 長城 」 : 「 万 里 の 長城 」 は 、 侵 略 者 を 防ぐ より も むし ろ 侵 略 者 が 略奪 品 を 持ち 夫 
る の を 防ぐ た め に 建造 され まし た 。 効果 は 近隣 の 攻撃 意欲 を を ぐ こ と で す 。 


/ 万 昌 の 長城 / を 所 月 し て いる と 、 炒 文 妃 は 交渉 で 常に 物 史 を 奄 し 記 て きま す 。 しかし.、 
/ 火 療 / が 扇 計 さ ん る と / 万 時 の 長城 / の 効果 は みく みり ます 。 / 建 貸 / の 発 豚 が 必要 で 、 
建 護 費 盛 は 300 資 六 で す 。 


「 空 中 庭園 」 : 壮大 な 「 空 中 庭園 」 は 偉大 な 技術 と 美 の 結集 で す 。 建 築 的 に も 絢 炉 た る 庭 
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園 の 層 階 段 は 独創 的 な 方 法 で 水 が 注 が れ て いま す 。 訪れ る 人 は 誰 も が この 人 口 の 楽園 の 優雅 
こ 圧 倒さ きれ ます 。 


この 美しい 訪 念 碑 を 所 有する と 、 あ な た の 文明 の 仁和 信 に 大 きみ な 徹 び を も る た らし て 各 都 訪 に た 
ナ 7 の 却 訪 な 人 た ち を 作り ます 。 / 発 太 / の 剛 発 が ある と 寿 周 デザ イン が 安 念 に 誰 の 子 に る 
入る よう に を り ま す の で 、 こ の / 空 史 庭 感 / の る つ 魔 癒 的 な 効果 る / 発 不 / 散 に は 盤 く な っ 
て し まい ます 。 / 空中 刻 言 / の 知識 は 「 陶 芸 / 進 上 折 で 和子 で き 、 こ の 「 不 曳 議 / の 建 次 褒 万 
は 300 資 源 で す 。 


「 大 灯台 」 : この 素晴らし い 「 大 灯台 」 の 建造 に よっ て 古代 の 偉大 な 航海 が 可能 に な っ た 
ば か り で な く 、 海 洋 航 海 術 と 伝統 を 生み 出す こと に な り ま し た 。 結果 は あな た の 船舶 や 船長 
に よる 偉大 な 業績 で す 。 


[大 灯台 / を 区 っ て いる と 、 あ な た の 盤 和 訪 全 て に つい て 痢 洋 欧 動力 を 7 スク エア 間 加 させ 
ます 。 し か し 、 適 幼女 胡 次 を 誰 の 手 で も 可能 に する 新しい 級 海流 の 助け と な る / 條 力 / が 刻 
発 さん る と / 大 灯台 の 効果 な 消滅 し ます 。 / 大 灯台 / に な 「 地 図 / の 刻 発 が 必要 で 、 建 導 
に は 200 資 源 を 要 し ます 。 


「 神 託 所 」: 「 神 託 所 ] を 建設 する と 、 あ な た の 文明 の 信条 は 人 々 に その 効果 を 高め る 統 
一 され た 中 心 的 な 信条 に な り ま す 。 「 神 託 所 ] で 行わ れ た 占い 判断 は 地方 の 寺院] を 通し 
て 伝達 され 、 人 々 の 生活 を 管理 する た め の 著 し い 効 果 を 与え ます 。 


「 孝 誕 所 |/ は 「 神 嫌 王寺 / が で きる と 簡 扇 で き 、 / 寺 許 / の 効果 を 傍 載 し て 不幸 な 人 々 を 
満足 みな 人 に し ます 。 読み 前 き が で き て 太 灯 の ある 成長 衝 た の 訪 尽 に 広く 応え る / 奈 数 / が 飲 
達する と 「 神 誕 所 / は その 棄 能 が みく ぐみ なり ます 。 「 褐 誕 所 / の 建設 に は 300 資 源 が 必要 で す 。 


「 ピ ラミ ッ ド 」 : 「 ピ ラミ ッ ド 」 は 最大 で 最 古 の 古代 の 「 七 不思議 ] で す 。 こ の 建造 に は 
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/ 中 論 / 


国民 全体 の 替 力 を 建設 に 集中 させ る た め に 大 き な 政 府 の 管理 能力 が 必要 で す 。 


/ ピ ラミ ッ ド ア だ / を 式 つ 文 妃 は / 無 戚 府 汰 長 / を 経過 する こと な な く 有 大 治 伏 往 を 変え る こと が 
で きま すず す 。 さら に 、 そ の 文生 は 正しい 送 導 を 達成 し た る の だ け で は な く 、 ど の よう な 新しい 
政治 伏 紛 6 選べ ます 。 人 幼 そ ば 、 / ピ ラミ ッ ド ピア だ / を 所 育ん し て いる 同 は / 尼 主 王 開 / の 菩 導 を ス 
子 す る ば る み 麗 に / 民 孝子 義 / に みる こと も で きま すず す 。 / ピラミッド だ / に は 『 建 築 / の 進歩 
が 必要 で 、 建 千 に は 300 資 源 を 要 し ます 。 し か し 、 / 共 産 王 義 / の 進 上 が ある と / ピ ラミ ッ 
だ / の 効果 は メ みく 婦 り まず す 。 


「 コペル ニク ス の 天文 台 ] : ポー ラン ド 人 の 僧 但 は 聖堂 の 塔 で 寒い 夜 に 独り で 作業 を 続け 
な が ら 、 太 陽 系 の 中 心 は 太陽 で あっ て 地球 で は な いと いう 理論 を 再 構築 し まし た 。 こ の 事実 
は 古代 の 天文 学者 達 に よっ て 認め られ て は きた の で す が 、「 暗 黒 の 時 代 」 に 失わ れ て 迷信 と 
宗教 的 信条 に 埋め られ て いま し た 。 コ ペル ニク ス の 発見 は 物議 を か も し まし た が 、 真実 で あ 
る こと が 証明 され て 「 西 欧 ] 科学 の 再生 に 至る 重要 な 礎石 に な っ た の で す 。 


/ フ ペル ニク ス の 天文 雄 / を 建設 する と 、 / 図 書館 / / 大 学 / お よび [入学 者 / の 全て を 
調 瑞 し た で 都 方 の 交 蔵 生産 が 2 府 に みり ます 。 し か し と 、 / 自 動 東 / が 肩 秦 さん る と 、 こ の 
簡 誠 は 押 く な り ま す 。 / 天 文 友 / な / 天 文学 / の 発 妃 に よっ て 可 旋 に みり ます 。 建設 対 万 は 
300 資 源 で す 。 


「 ダ ー ウ イン の 航海 ] ・ チ ャ ー ル ス ・ ダ ー ウ イン は 「 ビ ー グ ル 号 」 で 「 ガ ラ パ ゴ ス 島 」 に 
向かう 科学 航海 で 達成 し た 研究 に よっ て 、 彼 の 名 著 「 種 の 起源 ] と し て 出版 し た 進化 の 理論 
を 展開 し まし た 。 ダー ウイ ン の 議論 と アル フレ ッ ド ・ ラ ッ セ ル ・ A 
代 の 人 た ちの 議論 は 非常 に 説得 力 が あっ た た め 、 そ の 議論 に つい て の 論争 は 主 に 宗教 に よる 

哲学 的 な も の に し か 過ぎ ませ ん で し た 。 有機 物 の 進化 の 理論 HN 
の 基本 に な っ た の で す 。 


「 ダ ー ウ イン の 毅 閣 / を 成 し と げた 文 克 な 起 の 
道 / の 進 上 に よっ て / ダー ウイ ン の 航 導 / が 可能 に みり ます 。 「 ダ ー ウ イン の 毅 閣 / の 偶 委 
は 300 資 源 で す 。 


[ニュ ー ト ン の 学士 院 」 : 時 代 を 問わ ず 多 く の 人 た ち に 最も 偉大 な 科学 者 と 呼ば れ て いる 
ニュ ー ト ン は 、 天 体 の 運動 と 地上 で の 物体 の 落下 を 説明 する 万 有 引 力 の 法則 を 作り まし た 。 
彼 は 、 微 積分 学 、 工 学 、 光 の スペ クト ル 、 流 体力 学 、 彗 星 の 運動 、 お よび 潮 の 運動 に つい て 
も 重要 な 著作 を 残し て いて 、 最 初 の 反射 望遠 鏡 を 作っ て いま す 。 彼 は 32 年 間 ケ ンプ リッ ジ 大 
学 の 数 学 教授 で し た 。 


/ ニ ュー トン の 学士 許 / が ある と 、 あ な た が 薩 っ て いる 全て の / 図 書館 / や / 大 学 / の 条 
的 利 券 が 謙太 し ます 。 / 万 看 引 カカ の 法 是 が 利 ら れる と / ニ ュー トン の 学 乾 庭 / を 薩 つ こと 
が で きま す が / 本 分 夏 / の 床 傘 が が な され る と その 働き は な を なくなり ます 。 「 ニ ュー トン の 学 二 
寿 / の 建設 に は 400 資 源 が 必要 で す 。 


[J.S. バ ッ ハ の 大 聖堂 」 : ヨハ ン ・ セ バス チャ ン ・ バ ッ ハ は 西欧 世界 に お ける 偉大 な 作曲 
家 の 一 人 で す 。 著 名 な 音楽 家 の 家族 に 生ま れ 、 名 演奏 家 と し て 有名 で し た が 、 音 楽 の 天才 と 
し て 知ら れる よう に な る と いっ そう 崇 散 され る よう に な り ま す 。 彼 の 主要 な 作曲 は 教会 に い 
た 頃 に きれ まし た が 、 大 多数 が オル ガン の た め に 書か れ て いて 神 の 栄光 を た た えて いま す 。 


方 5 バ ッ ハ の 大 聖堂 / が ある と 、 局 じ 大 太 の 不 夫 を た 人 々 が 都 該当 り 2 減少 し ます 。 /7S. 
バッ ハ の 大 聖堂 / は 「 療 教 / の 進歩 が ある と 建設 する こと が で き 、 偶 盛 は 00 次 着 で す 。 バッ 
ハ の 音楽 の は 誠 し て 消え る こと ば は あり ませ ん 。 


「 マ ゼラ ン の 探検 航海 ] : ポル ト ガ ル の 航海 者 フェ ルディ ナン ド ・ マ ゼラ ン は 、 地 球 を 円 
周航 海 する 最初 の 冒険 を 行ない まし た 。 彼 は スペ イン の シャ ルル 1 世 の 計 護 を 受け て モル ッ 
カ 諸 島 の 香辛料 の 島 に 至る 西 回 り ル ー ト を 探し 求め まし た 。 彼 は 不幸 に も 現地 人 と の 戦闘 で 
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フィ リビン で 戦死 し まし た 。 彼 の 5 集 の 船 の 内 の わずか 1 隻 と 彼 の 部 下 の ほ ん の わずか し か 
母国 に 帰り 着け ませ ん で し た が 、 こ の 探検 航海 は 地球 が 丸い こと を 証明 し た の で す 。 


「 マ ゼラ ン の 族 論 般 洗 / が ある と 、 あ な た の 船 船 の 会 て に つい て 移動 束 が 』 スク エア 彰 如 
し ます 。 こ の 礎 葵 は / 放 湊 導 / の 六 歩 が あっ て 可能 で す が 、 効 果 は 消滅 する こと は あり ませ 


「 ミ ケラ ンジ ェ ロ の 教会 ] ・ ミ ケラ ンジ ェ ロ ・ プ オナ ロッ チ は 、 お そら く ル ネ サ ンス 最大 
の 彫刻 家 で あり 、 画 家 で し た 。 彼 は ロー マ の 教会 と フロ レン ス の メデ ィ チ ナチ 家 の た め に 作品 を 
作り 、「 ダ ビデ 」 の 彫刻 と 「 シ ステ ィ ン 礼 拝 堂 」 の 絵画 が 最も 有名 で す 。 彼 は 作品 の 美しき 
で 有名 で 、 後 代 に 影響 を 与え て いま す 。 


[ 芋 教 / の 進歩 が 達成 で まき たら / ミ ケラ ンジ ェ ワ ロ の 雪 会 / を 建設 する こと が で きま す 。 こ 
の 教会 を 長 つ と 、 / 夫 産地 開 / に よっ て / 款 数 / の カ が 恋 える まで あな た の 文 盛 全 佐 の / 教 
会 / の 簡 娠 を 増加 し ます 。 / 表 会 / の 建設 究 記 は 300 資 源 で す 。 


「 シェー クス ピア の 劇場 ] : イギリス の 劇作 家 で あり か つ 詩 人 の ウイ リア ム ・ シ ェ ー ク ス 
ビア は 最大 の 劇作 家 と され て いま す 。 彼 の 生い立ち に つい て は ほとん ど 知 られ て いま せん 
が 、 彼 の 生前 に は 金持ち に な っ た り 名 前 が 知ら れ た こと は な か っ た よう で す 。 し か し 、 彼 の 
死後 まもなく 彼 の 名 声 は 輝き は じ め 、 現 在 で も 世界 中 で 定期 的 に 上 演 さ れ て いる は ほど 有名 な 
彼 の 演劇 に よっ て 、 英 語 に 及ぼ す 彼 の 影響 が 強く な り ま し た 。 


/ シェー クス ピア の 竿 坦 / な / 話 租 / の 進歩 が 達成 され て か ら 建 設 す る こと が で きま す 。 
動 坦 が 臣 ざ れる と 、 都 訪 の 作 志 み 人 た ちな 全て 満足 し た 人 た ち に みな り ま す が 、 こ れ が 半 く 
の な / 電 子 了 学 / に 進歩 に よっ て 「 シ ェ ー ク スピ ア の 劇場 / が 歴代 運ん に な る まで で す 。 建 
設 費 盛 は 4200 資 療 で す 。 


「 ア ポロ 計画 ] : 1960 年 代 に お ける 宇宙 競争 の 最高 点 は 「 ア ポロ 計画 ] が 行なっ た 人 間 に 
よる 月 探検 で し た 。 「 ア ポロ 計画 ] は 多く の 困難 や 危険 を 短期 間 で 克服 し 、 当 時 と し て は 偉 
大 な 技術 の ひと つ で し た 。 そ の 成功 に よっ て 人 類 が 地球 に の み 限 定 さ きれ て いる こと は な く 、 
いずれ 宇宙 に も 拡大 きれ る で あろ うこ と が 約束 され た の で す 。 


「 ア ボロ 対 奇 / は / 字 第 飛行 / の 送 歩 が 枯 成 さん て か ら 作 る こと が で きま す 。 こ れ に よっ 
て 学 后 船 ・ フ ン ポ ガー ネン トム を 侍 る 革 竹 を る び 文 久 は 字 牛 盤 を 建造 すろ こと が で きる よう に 分 
り ま す 。 / アポ ロ 放 不 / の 登 亡 は 600 資 源 で す 。 


「 問 の 治療 ] : 人 類 を 悩ま せ 続け て いる 病気 の 中 で も 、 冶 は 最も 恐ろし く 死 に 至る 病 の -- 
つ に な っ て いま す 。 こ の 病 の 治療 法 を 見 つけ る た め に 多く の 努力 が な な され て は いま す が 、 毎 
年 これ に よる 死亡 者 は 絶え ませ ん 。 発達 し て きた 生物 工学 と いう 科学 が 治療 法 に 関し て 新た 
な 手がかり を 与え て いま す 。 


[生物 工 学 / の 進歩 発 遠 の で / 瘍 の 治療 / が 使え ます 。 / 瘍 の 沙 療 / が ある と 、 あ な た 
の 文 訪 の 全て に ナナ の 地 訪 みな 和信 た ち が 作 ん れ ま す 。 / 病 の 治療 / 党 亡 は 600 資 源 で す 。 


「 フ ー バ ー・ ダ ム 」 : 巨大 な 水力 発電 所 は 1930 年 代 に 米国 で 初め て 開発 され 、 そ れ 以 後世 
界 中 で 建設 され る よう に な り ま し た 。 沙 下す る 水 の 運 動 エ ネル ギー を 電力 に 変換 する 方 法 
は 、 比 較 的 安価 で 環境 に 対し て も 健全 な 発電 方 法 で ある こと が 認め られ まし た 。 


/ フ ー バ ー・ ダ ムリ は / 電 子 工学 / を 取得 藤 に 建設 する こと が で きま す 。 / フー バー・ ダ 


ム は 局 じ 大 礎 の 全て の 都 訪 に 霊力 を 條 紛 す る こと が で き 、 孝 訪 が 條 記す 資 療 を 50%% 疹 刀 
し ます 。 さら に 、 / フ ー バ ー・ ダ ム / は これ ら の 都 訪 の 汚 菜 雄 寒 を 滅 少 さ せま す 。 / フ ー 
バー・ ダ ム の 建設 維 亡 は 600 資 源 で す 。 


[工業 詩作 
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[マン ハッ タン 計画 ] : | マン ハッ タン 計画 ] は 、 理 論 的 か つ 実 際 的 な 原子 兵器 開発 の 暗 
号 で し た 。 こ れ が 完了 する と 、 こ の 計画 に よっ て 作り 出さ れ た 兵器 が 地球 上 の 全て の 生物 を 
破 減 さ れる 恐れ が ある こと で 直ちに 世界 の 将来 が 疑惑 に 包ま れ ま し た 。 し か し 、 こ の 兵器 は 
その 破壊 力 に よっ て 平和 の 傘 を 提供 する こと に も な り ま し た 。 世界 戦 争 で は その 参戦 国 すべ 
て が 勝ち 負け に 関わ ら ず 滅亡 する こと に な る た め 、 世 界 戦 争 は も は や 廃 語 に な っ た の で す 。 


現在 は 、/ 聞 歴代 / と 斑 蘭 門 菜 と に 生き 災 く こと が 工業 文 入 に と っ て 2 つの 明 大 の 送 毅 に 
な っ て いま すず す 。 どの 文 妨 で あっ て も いっ た ん / マ ン ハ ッ タ ン 対 奈 / を 完了 させ る と 、 朗 更 中 
の 全て の 文 亡 は 適切 な 基 術 さそ える っ て いる と 各 兵 導 の 生産 を 床 始 し ます 。 マンハッタン 対 
奈 / そ 丸 身体 は 「 柱 融合 / の 閣 歩 が 吉成 さん て か ら 秦 る こと が で きま す 。 / マンハッタン 用 
盛 / の 登記 は 600 資 源 で す 。 


[SETI プ ログ ラム 」 : 地球 外 知 性 の 探求 [SETI] は 、 人 類 の 最も 口 や か まし い 質 問 の ひと 
つ 「 我 々 だ けが 宇宙 で 唯一 の 知 的 生命 な の だ ろう か ?」 に 対す る 返答 を 見 い だ す た め に な さる 
れ て いる 研究 努力 で す 。 他 の 知 的 生命 と 最初 に 接触 の で きた 文明 は 偉大 な 栄光 と お そら く 技 
術 進歩 と が 得 ら れ ま す 。 


物理 学 /SE77 プ ログ ラム / は あな た の 文 女 が が / フ ンピュータ ー/ の 人 道 歩 を 紛 て か ら 舎 る こと が で 
(数 学 & 航 海 術 ) きま す 。 これが で きる と 、 /SETI プ ログ ラム が が 訪 焼 され る か 、 あ る い は ライ バル に 痕 獲 さ 
れれ を な い 旗 り 、 あ な た の 部 記 が 生み 上 山 す 条 議 が 50% 塔 加 し ます 。 /SE77 プ ログ ラム / を 完成 き 
せる た め の 登 亡 は 600 資 源 で す 。 


「 婦 人 参政 権 ] :「 産 業 革命 」 に 続く 文化 的 、 哲 学 的 、 か つ 社 会 的 現象 の 変化 は 、 女 性 の 
権利 と 能力 を 尊敬 し よう と する 動き が 着実 に 高まっ て いる こと で す 。 最初 は 「 西 洋 の 民主 主 
義 国 ] で し た が 、 男 性 が 戦争 に 出 て いる 間 に 女 性 が 大 概 の 仕事 を こなす こと が で きる こと を 
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示し 、 女 性 が 選挙 権 を 求め て それ を 手 に 入れ まし た 。 こ の 象徴 的 な 歴史 的 階級 制度 か ら の 離 
脱 は 少な く と も 西欧 で は 実質 的 に 大 き な 自 由 の 獲得 に な っ て いっ た の で す 。 


/ 婦 人 参政 准 / ば / 大 夏生 産 / の 人 道 歩 の 義 で 入ら ん ます 。 / 夫 科 夏 治 / や / 尽 王 王 開 / 
で 、 婦人 参政 座 / の ある 文 功 で は ホー ム ・ シ ティ ー か ら 世 ん れ て いる ユニ ッ ト 人 通常 より 7 
つ 少 ない 不 替 な 友 民 を 作り ます 。 / 女人 参政 竣 / を 達成 する に は 600 資 源 が 必要 で す 。 


「 国 際 連 合 ] : 「 国 際 連 合 」 は 外交 に よっ て 国際 紛争 を 解決 する た め に 集まる 国際 機関 で 
す 。 そ の 日 標 は 世界 平和 と 安全 で す 。 討論 の た め の フ ォ ー ラ ム を 提供 し 、 貸 し い 国 の た め に 
経済 と 技術 開発 の た め の 援 助 を 行ない ます 。 


/ 司 許 速 合 / を 作る こと ば 文 応 の 僅 大 な 業 病 で す 。 / 共産 王 開 / の 進 具 租 に 作る こと が で 
きま す 。 人 箇 の 文 康 と の 交渉 に 当り 、 / 同 府 速 合 / は 常に あな た と 物 池 を 埼 全 こと を 親 案 ん ま 
す 。 こ れ に よっ て あな た が 参戦 し て いる 全て の 各 争 を 一 暦 和 に 解決 する こと が で きま すず す 。 
/ 局 族 連 含 / 設立 濾 局 は 600 資 湖 で す 。 


127 





128 


F 


寄 / 各 ゲ ー ム の ター ン で 何ら か の 災害 が あな た の 都市 の 一 つ を 龍 う こと が あり ます 。 災 害 が 起 


こる と 人 口 の 損失 が 起こ っ た り 、 都 市 施設 が 破壊 され た り 、 あ る い は 生産 が 停滞 し て し まい 
ます 。 も し 都市 が ある 進歩 を 持っ て いた り 、 あ る い は 都市 が ある 種 の 改善 を 行なっ て いる 
と 、 一 部 の 災害 は 防ぐ こと が で きま す 。 こ の よう な 場合 に は 、 災 害 は 発生 し な いか 、 あ る い 
は 何等 の 影響 も あり ませ ん 。 


起こ りう る 災害 は 下記 の 通り で す 。 そ れ ぞ れ の 災害 に つい て その 発生 理由 (も し 理由 が あ 
れ ば ) や 、 あ な た の 都市 が 襲わ れ た 場合 の 影響 、 お よび それ を 防止 する た め の 対 策 に つい て 
説明 し て いま す 。 


「 地 震 ] : 「 地 震 ] は 「 丘 陵 ] 地形 に 隣接 し て 建設 され た 都市 を 龍 う こと が あり ます 。 こ 
の 災害 を 防ぐ た め に 建設 し た りあ る い は 学ん で お くべ きこ と は あり ませ ん 。 地震 は 都市 施設 
を 1 つ 破 壊し ます 。 


「 負 伴 ] : 「 負 人 鐘 ] が 盤 っ て 来る の は 予想 が つき ませ ん 。 「 穀 物 倉 庫 ] を 建設 する と 防ぐ 
こと が で きま す 。「 殻 物 倉 庫 ] の な い 都 市 が 「 負 伴 ]」 に 毅 わ れる と 、 食 物 貯蔵 ボッ クス の 食 
料 が 全て 失 な われ 、 都 市 の 人 口 が 減少 し ます 。 


「 火 災 」 : 「 火 炎 ] は どの 都市 を いつ 戴 う か 分 か り ま せん 。「 水 道 」 改善 が あれ ば 防ぐ こ 
と が で きま す 。「 火 災 」 は 都市 施設 を 1 つ 破 壊し ます 。 


[洪水] : 「 洪 水 ] は 「 河 川 」 ス クエ ア の 都市 ある い は その 隣 に 建設 され た 都市 を 襲い 、 
「 街 壁 ] 改善 を 建設 する と 防ぐ こと が で きま す 。「 洪 水 」 に よっ て 都市 人 口 は 減少 し ます 。 


[海賊 ] : [海賊 ] は 「 海 洋 !」 スク エア の 都市 、 あ る い は その 隣 に 建設 され た 都市 を 毅 い 
ます 。 | 兵舎 」 を 建設 する と 「 海 賊 ] を 防ぐ こと が で きま す 。 「 海 賊 ] は 食料 貯蔵 ボッ クス 
の 全て の 食料 を 持ち 去り 、 生 産 ボ ックス で 作ら れ て いる も の は 何で も 破壊 し ます 。 そ れ ま で 
に 生産 ボッ クス で 消費 きれ た も の 全て が 失わ れ ま す 。 


「 疫 病 ] : 「 疫 病 ] は どの 都市 を いつ 毅 う か は 分 か り ま せん 。「 医 学 」 の 進歩 を 獲得 する 
か 、 あ る い は 「 水 道 ] 改善 を 建設 し て いる と 防ぐ こと が で きま す 。 「 疫 病 ] は 都市 人 口 を 減 
少 き せま す 。 


[火山 : | 火山 ] が 噴火 し て 「 山 岳 」 地形 に 建設 され た 都市 、 あ る い は 「 山 岳 」 地形 に 
隣接 し て 建設 され た 都市 に 損害 を 与え ます 。 都市 に | 寺院 ] を 建設 し て いる と 火山 の 影響 を 
無視 する こと が で きま す 。「 火 山 ] が 噴火 する と 、 そ れ が 無視 で きる 状態 で な い 限 り 都 市 の 
人 口 が 減少 し ます 。 


プラ ステ ィ ッ ク 
(石油 精製 宇宙 飛行 ) 


コン ポー ネン ト 
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歴史 家 の ウ イル ・ デ ュ ラ ント に よる と 文明 に は 4 つの 要素 が 必要 で す : 経済 的 備え ( 食 は けじめ に 


料 、 住 居 、 お よび 衣服 ) 、 政 治 的 組織 (政府 ) 、 道 値 的 伝統 、 そ し て 知識 と 芸術 の 追求 で 
す 。 こ れ ら 4 つの 要素 を 備え て いる 社会 が 文明 で : ひと つ あ る い は それ 以上 を 欠い て いる 社 
会 は 原始 状態 に に とどまっ て いま す 。 


最初 の 要素 で ある 経済 的 備え は 最も 重要 で す 。 安 定 し て いて 、 し か も 豊富 な 食料 の 供給 が 
得 ら れる こと は 、 永 久 の 居住 地 と し て 可能 な こ Le より 良い 道具 、 よ り 良 
い 家 、 よ り 優 れ た 農業 技術 、 役 に 立つ 新しい 発明 、 芸 術 お よび 音楽 等 の た め に 考え た り 、 改 
普 を 重ね る 時 間 が で きま す 。 長い 目 で 見 る と 、 結 果 が 現われ る の は 徐々 に 、 断 続 的 で は あり 
ます が 、 文 化 や 知識 が 多様 化し ます 。 


優れ た 食料 生産 地 は 先例 が な い ほ どの 人 口 集 中 化 を 招き 、 人 口 の 侵略 的 集中 に よっ て 政府 
を 必要 と する よう に な り ま す 。 政府 は 必要 な 意志 決定 作業 を 行ない ます 。 村 が 町 に 成長 し 、 
都市 に 成長 し て いく に つれ 、 決 定 事項 は さら に 多く な っ て きま す 。 決定 作業 が 順調 に 行なわ 
れ な いと 、 敵 意 や 災害 に よっ て グル ー プ が 引き 裂 か れる こと が 起こ り ま す 。 道徳 的 伝統 に 
よっ て 行動 基準 が 作ら れ 、 こ の 基準 に よっ て グル ー プ が -- 体 と な る 一 方 、 メ ン バ ー 問 で の 摩 
擦 も 最小 に な り ま す 。 そ の 基準 は 、 ど の よう に 行動 し 、 他 人 に 何 を 期待 する か を 教え ます 。 
それ は 調和 を 保っ た 生活 を する た め の 一 連 の 規則 : 結婚 の 規制 、 男 女 間 の 道徳 観 の 規程 、 悪 
徳 の 規定 等 で す 。 こ の 規則 は 何 世 代 に も 渡っ て 受け 継が れ 、 第 二 の 天 性 に な る の で す 。 


雪 物 中 
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大 概 の 文明 の 道徳 的 伝統 に は 宗教 が 含ま れ て いま す 。 時 代 を 通し て 生き 抜い て きた 偉大 な 
宗教 と いう の は 、 生 きる た め に 受 当 な 道徳 的 伝統 を 提案 し て きた 宗教 で す 。 失 敗 し た 宗教 
は 、 し ば し ば 非 協調 的 で 破壊 的 な 伝統 を 説き 教え まし た 。 あ る 場合 に は 、 誤 っ た 宗教 が 文明 
を 亡 ぽ し た 重要 な 要素 で し た 。 


知識 の 追求 は 余っ た 時 間 に 行なわ れる も の で 、 十 分 な 食料 生産 、 言 語 、 発 明 の オ 、 お よび 
刺激 等 に よっ て 可能 に な り ま す 。 ど の よう な 社会 で も 、 発 明 の オ の 程度 は 報酬 と いう 動機 に 
大 きく 依存 し て いま す 。 新 た な アイ デア に 報酬 を 与え た り 勇 気づけ た りす る 社会 は 、 利 益 を 
得る こと が で きま す : 新しい アイ デア を 失望 させ る よう な 社会 は 停滞 する 危険 が あり ます 。 


構造 が 厳格 で フレ キシ ビリ ティ ー の な い 社 会 は 容易 に 新しい アイ デア を 受け 入れ ませ ん 。 
多く の 文明 は 厳格 な 宗教 の 信仰 に よっ て 発展 が 阻ま れ て きま し た し 、 現 在 で も そう で す 。 古 
代 ア レキ サン ドリ ア 大 図書 館 は 、 古 代 知識 の 巨大 な 貯蔵 庫 で し た が 宗教 の 狂信 者 に よっ て 破 
壊さ れ て し まい まし た 。 こ の 図書 館 の 情報 た 失っ た こと が 、 長 い 「 暗 黒 時 代 ] に つなが っ て 
いま す 。 今日 多く の 共産 主義 社会 が 崩壊 し て いる の は 、 あ る 意味 で 新た な 考え を 開発 し 、 受 
け 入 れる こと が で き な か っ た た めで す 。 


新しい アイ デア に 富 や 名 声 や 権力 で 本 いる よう な 社会 で は 、 多 く の 討 論 が 行なわ れ 、 考 え 
が 出さ きれ 、 発 明 が 行なわ れ ま す 。 こ れ は 哲学 や 科学 や 商業 を 推し 進め ます 。 発明 心 は 最も 力 
強く 、 か つ 最 も 影響 力 の ある 市 民 の 特性 で す 。 こ の 例 は 、 古 代 ギ リ シ ャ の 哲学 や 科学 で あ 
り 、 共 和 国 ロー マ の 技術 で あり 、 ル ネ サ ンス 時 の イタ リア 都市 商業 で す 。 


芸術 の 追求 は 文明 に と っ て 最終 の 要素 で す が 、 芸 術 が 洗練 され て いる か どう か を 、 ど の よ 
うに し て 見 定め る か は 明確 で は あり ませ ん 。 デュ ラン ト は 芸術 を 美 の 創造 と し て 定義 し て い 
ます 。 し か し 、 美 は 相対 的 で あり 、 美 し いと 言わ れる も の に 対し て も 未開 人 は 反発 を お ぼ え 
る か も 知れ ませ ん し 、 美 術 館 を 訪れ て いる 現代 人 に は それ が 明白 で あっ た り 、 あ る い は 受け 
と り 方 が それ ぞ れ 反対 で ある か も 知れ ませ ん 。 


文明 化 さ れ た 芸術 は 、 美 の た め に 作り 出さ れ た 芸術 と 言っ て も よく 、 人 歓び を も た ら す よう 

な 考え や 感情 を 表現 し た も の で す 。 原始 的 な 芸術 で は 美 は 二 義 的 で 、 道 具 で ある か の よう に 
ー つ の 機能 を 果して いま す 。 身体 を 飾る こと や 、 音 楽 、 踊 りな ど は 仲間 を を 引き 付け る 役目 
を し て いま す 。 原始 的 芸術 は 款 教 に お いて も その 役目 を は し て いて 、 豊 作 、 狩 猟 、 健 康 な 赤 
ん 坊 、 雨 、 除 病 等 の 折り を より 明確 に 表現 し て いま す 。 


これ ら 4 つの 要素 が 社会 に 混在 し て いる こと が 、 文 明 を 形成 し て いる と 呼べ る の で す : 経 
済 的 備え 、 政 治 体制 、 道 徳 的 伝統 、 お よび 知識 と 芸術 の 追求 で す 。 こ れ ら の 内 の 一 つ あ る い 
は それ 以上 を 欠い て いる 社会 は 文明 化す る こと は あり ませ ん 。 ま た 、 時 代 と と も に 、 こ れ ら 
の 一 つ あ る い は それ 以上 を 失う 社会 は 、 原 始 状態 に 戻り 、 文 明か ら は 消え て し まい ます 。 人 
上 類 の 歴史 を 通し て 、 こ の よう な 多く の 文明 が 現われ て は 消え て ゆき まし た 。 


鉄道 
(蒸気 機関 & 橋 染 建 設 ) 
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| リサ イク ル ・ セ ンタ ー 


文明 の 歴史 を 通し て 見 られ る 大 き な 変 化 の 力 は 継続 し た 知識 の 進歩 と その 蓄積 で し た 。 長 
い 間 の 人 類 の 気まぐれ な 進歩 を 通し て 文明 が 起こ り 消 減 し て 行き まし た が 、 そ れ は 手 に 入れ 
た 知識 と 、 そ の 使い 方 に 掛か っ て いた の で す 。 


新しい 知識 を 最初 に 手 に し た 人 た ち は し ば し ば より 強力 な 地位 を 築く た め に それ を 利用 で 
きる 人 た ち で し た 。 し か し 、 な に か 新しい 知識 を 最初 に 手 に し て も それ を 利用 する こと に 失 
敗 し た 文明 も 多い の で す 。 新しい 知識 が 生ま れ て か ら 、 そ れ が 社会 に 取り 入れ られ る よう に 
な る まで の 時 間 経 過 は 、 多 く の 要 因 に よっ て 異な り 、 例 えば 社会 構造 、 経 済 構造 、 地 理 的 位 
置 、 指 導 者 の 力 、 競 争 状態 等 が あり ます 。 


避け る こと が で き な い だ け で は な く 、 優 れ て いる 進歩 と いう コン セプト は 比較 的 最近 に 
な っ て 現われ た 現象 で す 。 わ れ わ れ が 積極 的 に 歴史 の 研究 を し て 、 証 拠 と し て の 歴史 的 記録 
を 重要 視 し は じ め た の は 、 つ い ゆい 数 百年 前 か ら の こと で す 。 人類 の 歴史 の 多く は 、 そ の 進歩 の 
経過 が 余り に も 遅 す ぎる た め 、 ほ と ん ど 検 知 す る こと が で きま せん 。 し か し 「 産 業 革命 」 以 
後 、 進 歩 と 変化 の 経過 は 目 を 見 張る ほど 速く な り ま し た 。 現在 で は 急激 な 変化 が 当り 前 と 考 
えら れ て いま す 。 世界 の 多く の 国 で は 次 々 に 新た な 発見 が 出る も の と 考え られ て いて 、 発 見 
は 驚き で は な く な っ て いま す 。 


知識 の 進歩 は 必ず し も 良い も の で は な いと 主張 する 人 た ち も い ます 。 歴史 を 見 る と 、 さ ま 
ざま な 時 代 に 進歩 を 止め よう と し た 社会 も あり まし た 。 多く の 場合 、 こ の よう な 決定 を し た 
の は 指導 的 立場 に あっ た わずか な 人 た ち で 、 彼 等 は 人 々 に と っ て 何 が 最上 な の か を 知っ て い 
る と 考え る 人 た ち で し た 。 生活 を 改善 し よう と し て いる 個々 人 に 発明 を と ど ま ら せる こと が 
で き な か っ た こと は 歴史 が 示し て いま すし 、 逆 に 考え る と 、 こ の こと こそ が 変化 を 避け る こ 
と の で き な い も の と し て きた の で す 。 


偶然 に よる 発明 が ある こと も 明らか で す 。 とりとめ の な い 考 え が つ な が れ て 新しい 結論 が 


出 て くる こと も あり ます し 、 化 学 実験 室 で 混合 を 間違え を たため に 、 有 用 な 合成 物質 が 得 ら れ 
る こと も あり ます 。 し か し 、 発 明 と いう の は 必要 に せま られ て な され る こと の 方 が は る か に 
多い の で す 。 


文明 が は じ ま っ て 人 々 が 都市 に 住む よう に な る と 、 た くさ ん の 新た な 問題 が 起こ っ て きま 

す 。 こ の よう な 問題 を 解決 し よう と する 研究 に よっ て 、 新 し い ア イデ ア や 発明 の 出 方 が 加速 
され る の で す 。 必要 が 新しい 知識 を 求め よう と する 引き 金 に な り 、 反 対 に 新しい アイ デア が 
新しい 必要 を 作り だ し まし た 。 


知識 の 進 二 は 絶え 間 な く 進 化し て ゆく プロ セス で 、 新 た な ア 
イデ ア が 新た な 可能 性 を 生み 出し ます 。 わ れ わ れ は 人 類 社 会 の 
進歩 を 、 と ど ま る こと を 知ら な い 施 設 の た め の 研 究 に よっ て も 
た らき され た 、 一 連 の 変化 ・ 調 整 と し て 検証 する こと が で きま 
す 。 こ の ダイ ナミ ッ ク な プロ セス に よる 結果 は 、 増 加 し 続け る 
人 口 、 徐 々 に 改善 きれ て きた 生活 水準 、 わ れ わ れ を 取り 巻く 世 
界 に 対す る より 深い 理解 に な っ て いま す 。 


文明 に 必要 不可 欠 で 単 一 の 技術 的 業績 は 、 農 業 革命 で し た 。 

人 間 は 何 千年 も の 時 の 経過 を へ て 、 食 物 を 集め た り 狩 り を する 
こと か ら 、 食 物 を 育て 動物 を 飼育 する よう に な り ま し た 。 そ の 
結果 、 食 料 供給 が 豊富 で 安定 し て きま し た 。 人々 は 農地 の 中 央 
に 位置 する 都市 に 集まり 、 そ れ ぞ れ の 技術 に 専門 化し て 発明 を 
し た り 、 新 し い 考 え を めぐ ら せ る 自由 な 時 間 を も つよ うに な り 
まじ 7 らら 





初期 農業 に と っ て 重要 で あっ た 水車 
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/ 丁 氏 / 特に 、 収 穫 が 季節 毎 に 行わ れる と ころ で は 、 農 業 に よっ て 食料 貯蔵 容器 の 必要 が 高まり ま 
し た 。 長い 年 月 を か け 、 粘 土 を 使う こと か ら 、 和 粘土 に 火 を 通し 、 い つ し か ロク ロ を 使う よう 
に な り 、「 陶 芸 ] と 陶磁 器 の 技術 が 発達 し まし た 。 こ の 結果 、 余 剰 食 料 の 貯蔵 が で きる よう 
に な る と も に 、 調 理 や 食事 が 改善 され 、 生 活水 準 と 余命 が 著しく 改善 され まし た 。 


[アル ファ ベッ ト 」 | 筆記 ] は 新しい 都市 住人 の 進歩 に と っ て 重要 な 発明 で 、 文 明 を 象徴 
する 進歩 と 考え られ て いま す 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト は 音 や 概念 や 手 信号 の シン ボル か ら 作ら れ た 
も の で す 。 筆記 は 口 で 話さ ず に 考え を 伝え た り 、 記 憶 す る 代わ り と し て 残す た め の 必 要 か ら 
生ま れ ま し た 。 


最も 古い 手書き 文字 や 象形 文字 は 、 粘 土 板 に 押し 付け ら た も 
の や 、 石 に 刻み 込ま れ て いた り 、 物 に 描か れ て いま す 。 書き 残 
すこ と の で きる 記録 が 発明 され た と いう こと は 、 以 前 か ら の 知 
識 を 社会 の 記憶 と し て 伝え られ た り 、 口 伝 て に 伝承 する 必要 が 
な く な っ た と いう こと で す 。 知識 は 著 え て お く こ と が で き 、 後 
に な っ て か ら 引 き 出 すこ と が で きる よう に な っ た の で す 。 これ 
以 隆 、 知 識 の 蓄積 が 急速 に 進み まし た 。 


最初 の 都市 が 成長 し 、 末 永く 使え る 構造 物 が 作ら れる と 、 さ 
ま ざ ま な 建造 材料 が 試さ きれ る よう に な り ま し た 。 人間 は モル タ 
ル で 個々 の レン ガ や 石 を 固め る こと で 堅固 な 建造 物 と する 方 法 
を 用 いて レン ガ や 石 で 建造 する こと を 学び まし た 。 こ の 「 建 
築 ]」 と いう 技術 は 都市 の 周囲 に 防 仙 の た め の 壁 を 巡ら せる 時 、 
より いっ そう 重要 に な り ま し た 。 





大 きく 成長 し 、 か つ 裕 福 に な っ た 都市 で は 、 寺 院 や 宮殿 や 都市 の 門 と いっ た より いっ そう 
荘厳 な 構造 物 を 求め る 要求 が 高まり まし た 。 ま た 、 よ り 複 雑 な 防衛 の た め の 率 や 水道 の た め 
の 水道 と か 港湾 施設 が 必要 に な り ま し た 。 す な わ ち 、 よ り い っ そう 複雑 な 「 建 設 」 技術 に 対 
する 必要 性 が 出 て きた の で す 。 


帝国 が 拡大 する と 、 ス サ か ら サ ルディ ス ま で 延び て いた ペル シャ 帝国 の 「 王 道 」 の よう な 
道路 に よっ て 拡大 する 帝国 が 結ば げ ば れ ま し た 。「 王 道 ] は 後に ロー マ 人 に よっ て 建設 され た 、 
より いっ そう 印象 的 な 道路 網 と と も に 巨大 な プロ ジェ クト で し た 。 プ ロジ ェクト を 完成 させ 
る た め に 「 橋 染 建 設 ] の 新しい デザ イン を 発明 する 必要 が あり 
まし た 。 ロ ー マ 時 代 に 建設 され た 道路 や 橋 は 、 今 日 も 世界 の 各 
地 に 残さ れ て いて 、 一 部 の も の は 現在 で も 使用 され て いま す 。 


最初 の 都市 内 で は 、 従 来 見 られ な か っ た ほど の 規模 で 人 々 が 
混じり 合い 、 相 互 に 影響 を 与え 合い まし た 。 こ れ は 古い 種族 的 
行動 基準 で は 対応 で き な い 問題 と なり まし た 。 バ ビ ロ ニ ア の 
王 、 ハ ン ム ラビ は 告訴 や 補償 請求 や 公正 を 割り 当て る た め の 規 
則 を 制定 し た 、 現 存する 最 古 の 「 法 律 」] を 作っ た と され て いま 
す 。 こ の 法律 で は 、 ど の よう な 行動 が 受け 入れ られ る か を 説 
き 、 法 を 守ら せる た め の 刑 前 を 設け て いま す 。 法律 は 社会 が 無 
政府 状態 に な る の を 防ぐ た め 、 そ し て 政治 を 助け る た め に 必要 
で じじ た 


ペー ター" 





有史 前 で は 地面 に 赴 出 し て いる 比較 的 純粋 な 金 や 銀 を 見 つけ 

る こと が で きま し た 。 こ の よう な 和 柔らかい 金 属 の 加工 技術 は 、 
自然 銅 は 後に な っ て 発見 され 、 こ の 加工 技術 に つなが り ま し 
た 。 そ の うち に 、 わ れ わ れ の 祖先 は 硫酸 鋼 鉱 石 を 精練 し て 、 
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鋼 金 属 を 作る 方 法 を 発見 し た の で す 。 し か し 、 鋼 は 一 般 的 で は な く 、 も ろく て 刃 と し て は あ 
まり に も 柔らか すぎ まし た 。 銅 は 石 よ り も は る か に 優れ て いて 美しい 加工 物 に する こと も で 
きま し た が 、 限 られ た 使用 し か で きま せん で し た 。 


古代 の 精練 者 は 銅 を 他 の 人 金属 と 混合 する た め の 実 験 を 続け まし た 。 優れ た 武器 や 道具 に す 
る こと の で きる 安価 な 金属 を 求め て いた の で す 。 銅 と 鍋 を 混ぜ る こと で 、 は る か に 有用 な 金 
属 で ある 「 青 銅 」 が 生ま れ ま し た 。 初 期 の 一 部 の 征服 者 達 は 、 青 銅 武 器 と いう 技術 優位 で 帝 
国 を 拡張 し まし た 。 し か し 、 銅 と 鉛 が 少な か っ た た め に 、 青 銅 も る まだ 多量 に 入手 する こと は 

で きま せん で し た 。 


実験 が 続け られ 、 何 年 か 後に 「 鉄 器 」 の 秘密 が 発見 され まし 

た 。 鉄 は 簡単 に 見 つけ る こと が で き て 青銅 より 硬く 、 よ り 優 れ 
た 刃 が で きる た め 、 一 部 の 人 た ち は 「 鉄 器 」 が 文明 興隆 に と っ 
て 重要 な 技術 で ある と 信じ て いま す 。 


ヒッ タイ ト は 広く 鉄工 技術 を 開発 し た 、 最 も 初期 の 社会 の ひ 
と つと され て いま す 。 ヒ ッ タ イト 人 は 鉄 の 武器 を 使っ て 小 アジ 
ア を 人 征服 し 、 中 東 と アフ リカ に 広がり まし た 。 人 彼 等 は 短期 間 で 
し た が 、 こ の 技術 優位 に よっ て 巨大 な 帝国 を 支配 し まし た 。 し 

し 、 人 彼ら は 他 の 人 た ち 、 特 に 隣国 の アッ シリ ア 人 が 鉄 の 秘密 
を 手 に 入れ る こと を 防ぐ こと が で きま せん で し た 。 


アッ シリ ア は 驚く ほど 残酷 な 社会 で 、 前 代 未 開 の 大 量 殺 表 や 


EE AOHEPNONM/ 2 
AM 奴隷 化 で 帝国 の 支配 を 行ない まし た 。 人 彼ら の 軍事 的 成功 は 鉄器 
(ZD TRNTENPQ. TAAEYTENAC を 入手 し た こと ば か り で は な く 、 人 彼ら が 独自 に 開発 し た 、 [ 車 


ロ セ ッ タ 石 、 シ ャ ン ポ リオ ン が 解読 し た 。 輪 ] に よる と ころ も あっ た の で す 。 車輪 は 荷車 で 荷物 を 移動 す 
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る と いう 平和 な 使用 法 $ も あり ます が 、 ア ッ シ リ ア 人 は この 車輪 を チャ リオ ッ ト を 作る た め に 
使用 し て 、 メ ソ ポ タ ミ ア や 小 ア ジア を 征服 し 、 途 中 で ヒッ タイ ト を 減 ぼ し た の で す 。 


今度 は 反対 に 、 圧 迫 さ れ て 服従 し て いた 国 の 人 々 が チャ リオ ッ ト の 向き を 変え て 為政者 達 
を 打ち 倒し た と き 、 ア ッ シ リ ア は 滅亡 し まし た 。 ア ッ シ リ ア は 自ら の チャ リオ ッ ト を 利用 し 
て 帝国 を 打ち 立て まし た が 、 野 刻 な 社会 組織 を 作っ た た め に 安定 が な く て 生き 残る こと が で 
き な か っ た の で す 。 


神聖 な 存在 や 超自然 の 力 を あがめ る 最も 初期 の 考え は 、 生 命 や 人 間 を 取り 巻く 宇宙 の 大 き 
な 神秘 に 意味 を つけ よう と する 人 間 的 企 て だ っ た に 違い あり ま 
せん 。 昔 の 人 た ち は わ れ わ れ が 今日 持っ て いる 知識 の ほん の 一 
部 すら 持ち 合わ せ て いな か っ た た め 、 太 陽 、 季 節 、 自 然 災 害 、 
病気 、 誕 生 、 死 等 を 動か し て いる 力 が 何 か を 全く 知ら な い 和 無知 
さ を 補 うた め に 神聖 な 説明 が 必要 で し た 。 


最初 期 の 社会 は 、 実 際 に た ち 働い て いる と 考え られ て いた 超 
自然 の 力 と 意志 を 交わ し 、 な ん ら か の 影響 を 与え よう と し て 信 
仰 と いう 儀式 を 発達 させ まし た 。 こ れ ら 初期 の 儀式 の 人 象徴 は 、 
死者 に 死後 の 旅立ち の 準備 を し て や る 「 葬 儀 ]」 で し た 。 


社会 が 複雑 に な る に 従っ て 、 こ れ ら の 信仰 儀式 も いっ そう 念 
の 入っ た も の に な り ま し た 。 そ の 代表 的 な 例 は 「 神 秘 主義 ] の 
発展 で す が 、 神 秘 主義 で は 選ば れ た 僧 偶 が 病人 を 癒し た り 未 来 
を 予言 する と いう 超 死 全力 が 与え られ まし た 。 「 デ ルポ イ の 神 
託 所 ] は この よう な 神秘 主義 の ひと つ で 、 将 来 の 前 兆 を 見 る た 
め に 内 臓 を 調べ て いま し た 。 国 王 も 農民 も 何 千年 も 信者 で あり 、 バイ キン グ 侵 略 者 の ロン グ ボ ー ト 
彼ら は 神秘 家 の 智 恵 に 従っ て 生活 を し て いた の で す 。 139 








最も 初期 の 政治 形態 は 、 独 り の 人 間 が 絶対 的 権力 を 持っ た 専制 政治 で し た が 、 こ れ は 多く 

の 社会 、 特 に 独り で 支配 する に は 広 す ぎる よう な 地域 を 支配 する た め の 規 則 を 作っ た 社会 に 
と っ て 、 適 当 で な いこ と が わか り ま し た 。 こ の 問題 を 解決 する 方 法 と し て 、 一 人 の 全体 の 支 
配 者 に 忠誠 を 叔 っ た 地方 支配 者 の 階級 が 出 て きま し た 。 最 上 位 の 人 間 が 「 君 主 政治 | の 国王 
に な り 、 国 王 の 権力 は 地方 の 代表 者 達 に 分 散 さ れ た の で す 。 


君主 政治 が 生ま れる と と も に 起こ っ て きた 貴族 や 地方 支配 者 階級 は 、 国 王 に 支払 うべ き 税 
金 以 上 に 利益 を 確保 する こと が 通常 で し た の で 、 自 ら の 領土 を 生産 的 に し よう と いう 動機 が 
あっ た の で す 。 ま た 、 同 時 に 、 政 策 を 決め る と き に 彼 等 の 助け を 必要 と し て いた 国王 の 計画 
を チェ ッ ク す る こと も 彼 等 の 役目 で し た 。 君主 政 は 何 千年 に も わっ て 発展 し 、 生 活水 準 も 専 
制 政 治 以 上 に 改善 され まし た 。 


筆記 は 商業 と 税金 の 帳 筐 を つけ る た め に 初め て 使用 きれ た と いう 証拠 が あり ます 。 文字 と 
数 字 の どちら が 先 か に か か わり な く 、 書 く 方 法 を 開発 し た 社会 は 数 の 概念 や 、 足 し 算 や 引 算 
も 理解 し て いま し た 。 次 に 起こ っ た の は 、 建 築 や 造船 や 科学 の た め に より 便利 に 計算 を する 
方 法 に 対す る 要求 で し た 。 


この 専門 的 な 研究 分 野 は | 数学] と な り 、 歴 史 の 証拠 に よる と ギリ シャ 人 に よっ て 最も 聡 
明 な 進歩 が な され まし た 。 こ の 技法 は 有名 な 古代 の ロー マ の 技術 者 が 利用 し 「 暗 黒 時 代 」 に 
は 回 教徒 に よっ て 残さ れ ま し た 。 回 教徒 は ギリ シャ 人 の 仕事 を 受け 継い で 今日 ほ は ば 世 界 中 で 
使わ れ て いる 数 字 を 開発 し た の で す 。「 暗 黒 時 代 」 が 終わ る と 、 ギ リ シ ャ や その 他 の 古代 数 
学 は | 西洋 」 が 回 教徒 か ら 取 り 戻 し まし た 。 


都市 や 帝国 が 成長 し 、 供 給 側 と 消費 側 と の 間 の 経済 関係 が より いっ そう 複雑 に な る に つ 
れ 、 現 在 わ れ わ れ が お 金 と し て 知っ て いる も の に 対す る 必要 が お こり まし た 。 お金 の 主要 な 
機能 は 、 交 換 の 仲立 ちと な り 、 価 値 を 保存 し 、 価 値 の 基準 と な る こと で す 。 お金 が 使わ れる 


以前 は 、 全 て の 貿易 や 交換 は 物 々 交換 で し た 。 最初 の 「 通 貨 」 は 殆 百 色 の 金銀 合金 コイ ン を 
作っ た リ デ ィ ヤ の クロ イソ ス 国 王 に よる も の で 、 こ の 合金 は 王国 で 豊富 に 見 つか っ た 金 と 銀 
の 自然 合金 で し た 。 ア ッ シ リ ア に 代わ っ て 新しく 台頭 し て きた 独裁 国家 ペル シャ は リ デ ィ ヤ 
を 征服 し 、 通 貨 の 利用 法 を 維持 し まし た 。 以 降 、 通 貨 は 急速 に 世界 中 に 広まっ た の で す 。 


商品 や サー ビス の 交換 は 、 人 類 有史 前 の 種族 が 長い 間 続 け て いた も の で す 。 あ る 人 た ち が 
食料 生産 を 専門 と し 、 他 の 人 た ち が 建 築 、 道 具 作 り 、 陶 磁器 作り 等 に 専念 する と 、 新 し い 都 
市 の 内 部 で は この よう な 交換 取引 が 盛ん に な り ま し た 。 人 通貨 が 発達 する と 、 市 民間 の 「 質 
易 ] が 量 と 複雑 さき とも に 大 きく な り ま し た 。 


世界 の 異な る 場所 に 住 せ 人 々 は 、 和 気候 や 地理 や 資源 の 違い が ある た め 、 あ る 製品 の 生産 や 
著 積 に 比較 優位 を 持つ こと が あり ます 。 2 つの 国 の 人 々 が 互い に 交換 を 行なう と 、 自 国 の 産 
業 の み に 依存 し て いる より 多く を 得る こと に な る か も 知れ ませ ん 。 質 易 に は 既に 知ら れ て い 
る 世界 で 新た な アイ デア が 広まる と 言っ た 別 の 利益 が あり ます 。 


中 国 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ 、 お よび その 他 の 場所 で 古典 的 な 古代 文明 が 興隆 し た の は 、 こ れ 
ら の 社会 で 経済 力 が 急激 に 増加 し た た めで す 。 中 国 の 漢 王朝 は 外敵 か ら ほ と ん ど 十 渉 さ れる 
こと の な い 、 非 常に 肥 湊 な 地域 で 支配 権 を 打ち 立て まし た 。 ギリシャ 都 市 国家 は 地中海 一 帝 
に 植民 地 を 作り 、 お 互い に 競争 し 合う こと で 繁栄 し まし た 。 ロ ー マ は 人 彼ら の 経済 力 を 肥 湊 な 
土地 、 比 較 的 自由 な 市 民 、 お よび 軍事 力 か ら 引 き 出 し まし た 。 


古典 文明 は 全て より 多く の 人 た ち に 分 散 さ れ た 空前 の 富 を 特徴 と し て いま す 。 こ れ に よっ 

て 、 新 た に 裕福 に な っ た 名 声 を 争い 合う 商人 階級 や 役人 階級 が 後援 者 と な っ て 、 芸 術 や 科学 
が 開花 し まし た 。 彼 等 が 農民 と 異な る 別 の 点 は 「 文 学 ] で す 。 こ の 読み 書き 能力 は 高い 身分 
の 表象 で し た 。 
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文学 が 広がる と 、 一 時 に 知識 の 進歩 が 加速 され ま し た 。 文学 的 な イン テリ に は 時 間 が あ 
り 、 あ ら ゆ る 種類 の 話題 に つい て 考え まし た が 、 特 に 大 き な 生 命 の 不思議 と 永遠 に 人 間 を 悩 
ませ 続け て きた 宇宙 に つい て 考え まし た 。 こ の 時 代 の ギリ シャ は 、 討 論 や 考察 お よび 初歩 的 
な 実験 か ら | 哲学 ] を 築き 、 そ れ が プラ トン 、 ア リス ト テ レス 、 ソ クラ テス 等 々 の 著作 と し 
て 保存 きれ て われ われ に 伝え られ て きま し た 。 


ギリ シャ の 哲学 的 研究 や 科学 的 研究 は アイ デア と いう 花火 を 打ち 上 げた よう な も の で し 
た 。 こ の シャ ワー の よう な 思想 は 考え る こと の 新た な 展望 に 火 を えと も し まし た 。 彼ら は 自然 
界 を 研究 し 、 神 秘 主義 者 の 神話 の 正体 を あ ば い て 答 を 見 つけ だ すこ と を は じ め た の で す 。 生 
命 に 高い 価値 を お く 彼 等 の 好奇 心 と 実験 は 初め て 人 体 や 病気 の 研究 に 発展 し て 「 了 医術 」 に な 
り ま し た 。 彼ら は 時 代 を 経て 伝え られ て きた 薬 草 や 治療 の 実用 的 な 知識 と 科学 を 組み 合わ せ 
LA 


天体 に 目 を 向け る と 、 彼 等 は 地球 が 太陽 の 回 り を まわ っ て いる こと を 正確 に 推論 し まし 
た 。 こ の こと や その 他 の 発見 は 「 天 文学 ] の 始ま り で 、 こ れ は 占星 術 と いう 神秘 的 観察 か ら 
進化 し た 科学 で す 。 天体 に 対す る 初期 の 理解 が 実際 に 利用 きれ る こと に な り ま し た 。 古代 の 
船乗り は 、 全 く 船 位 の 推算 も で きぬ まま 航海 を 強行 する か 、 あ る い は 「 地 図 」 に 従っ て 海岸 
俗 い に 留まら ざる を えな か っ た の で す 。 天文 学 と 経験 に よっ て 星 の 位置 と 動き が 有用 で ある 
こと が わか り 、「 航 海 術 ] の 案内 役 と し て 利用 する こと が で きま し た 。 


ギリ シャ の 研究 に よっ て 新た な 政治 体制 を 作ら れ ま し た が 、 こ れ が いわ ゆる 「 民 主 主義 ] 
で 、 経 済 的 自由 と 個人 的 自由 を 促進 する た め に 最も 適し て いた の で す 。 し か し 、 ギ リ シ ャ の 
民主 主義 は 選ば れ た 男性 だ け に 適用 きれ て いて 、 農 民 や 奴隷 、 あ る い は 女性 に は 適用 きれ ま 
せん で し た 。 や が て ギリ シャ の 経済 力 と 軍事 力 は 、 無 駄 な 戦争 の た め に 衰退 する こと に な り 
ます 。 人 彼ら は 西 の ロ ー マ の 軍事 力 に 屈し まし た が 、 人 彼ら の 有望 な 科学 と 知識 の 芽 は 1.000 年 以 
上 も の あい だ 萌え 出る こと が あり ませ ん で し た 。 ロ ー マ の 社会 は 、 少 な く と も 当初 に お いて 


は 、 エ リー ト 主 義 者 が ギリ シャ に 比べ て は る か に 少な く 、 国 民 も 黙想 に ふけ る より 、 む し ろ 
実際 的 で し た 。 ロ ー マ は ギリ シャ の 科学 と 数 学 を 吸収 し 、「 工 学 ] と いう 有名 な 工事 に 利用 
し まし た 。 ロ ー マ は 偉大 な 古代 の 技術 者 と さき され て いま す が 、 自 ら 利 用 し た 道路 、 橋 梁 、 水 
道 、 砦 、 港 湾 、 お よび その 他 の 建造 物 を 作り まし た 。 ロ ー マ の 減 亡 後 は 「 西 洋 ]」 で は 何 世紀 
も の 間 こ れ に 次 ぐも の を 見 る こと が で きま せん 。 


初期 の ロー マ 社 会 は 、 ひ と に ぎり の 貴族 が 土地 を 所 有する の で は な く 、 大 勢 で 土地 を 所 有 
する と いう 新しい タイ プ の 社会 構造 を 基本 に し て いま し た 。 こ の 政策 は 強力 な 経済 を も た ら 
すこ と に な っ た の で す 。 ま た 、 市 民 が 軍隊 で 、 そ の 訓練 、 戦 術 、 リ ーー ダー シップ 、 モ ラル 等 
に よっ て 全く と 言っ て いい ほど 不 敵 の 戦力 で し た 。 こ れ ら は 全て 新しい アイ デア で あり 、 政 
治 体制 も 新しい 形態 が 要求 きれ て いた の で す 。 ロ ー マ は これ に 対応 する た め に 、 ギ リ シ ャ の 
アイ デア も 参考 に し な が ら 「 共 和 政 治 ] を 作り だ し まし た 。 


この 政治 体制 で は 、 大 土地 所 有 者 階級 が 新しい 議会 組織 の 「 元 老 院 ] で 、 彼 ら に 代わ っ て 
統治 を 行なう 代表 を 選び まし た 。 こ れ に 対し て 「 元 老 院 ] で は 政治 の 最高 指導 者 と 軍隊 の 将 
軍 を 選び まし た 。 こ の 共和 制 は 何 世紀 も の あい だ 非常 に よく 機能 し て 、 経 済 生 産 を 刺激 し 、 
あら ゆる 軍事 危機 に 対応 で き 、 つ い に は 地中海 内 湾 の ほとん ど を 支配 する に 至り まし た 。 


| ロー マ 共 和 国 」 の 支配 権 は 自ら を 皇帝 と 呼ぶ 一 連 の 指導 者 達 に よっ て 奪わ れ ま し た 。 こ 
の 時 か ら 、 ロ ー マ 帝 国 は よろ めき は じ め 、 時 と し て 有 能 な 指導 者 に よっ て 支え られ た の で 
す 。 裕福 な 将軍 た ちな ど に よっ て 買収 さき れ て いた た め 、 土 地 所 有 市 民 は いな く な っ て し まい 
まし た 。 [| 元老 院 ] は 腐敗 し て その 機能 を 発揮 し な く な り ま し た 。 経済 は 奴隷 の 労働 力 に 頼 
る こと が 多く な り 、 市 民 軍 は 備 兵 に 置き 換え られ まし た 。 


衰退 後 400 年 た っ て 、 帝 国 の 西 半分 は 野 変 な 進入 者 の 手 に 落ち まし た 。 東 半分 は その 後 
1.000 年 持ち こたえ て 回 教徒 に 屈し まし た 。 


石油 精製 
(化学 & 株 式 会 社 ) 








アジ ア で は 、 中 国 の 「 万 里 の 長城 ] の 助け も あっ て 、 何 年 も の あい だ 野 刻 人 を 防ぐ こと に 
成功 し て いま し た 。 彼ら の 文明 に は 、 多 く の 点 で 西洋 の 文明 と は 興味 ある 対照 が 見 られ ま 
す 。 中国 社 会 は 官僚 階級 の 「 官 更 ] に よっ て 管理 され て いま し た 。 彼ら は 、 個 人 の 人 徳 、 家 族 
へ の 献身 、 お よび 正義 を 強調 する 信教 哲学 に 基づく 保守 的 な 正統 的 慣行 に 厳格 に 従っ て いま 
し た 。 


彼ら は 実務 的 な 管理 者 と し て 科学 や 技術 を 学び 「 発 明 」 を 奨励 し まし た が 、 そ の 理由 は 彼 

ら は 皇帝 が この よう な 知識 を 利用 する こと が 大 切 だ と 考え た か ら で し た 。 紙 、 印 刷 機 、 磁 
力 、 お よび 火薬 と いっ た 多く の 重要 な 進歩 は 中 国 に よる も の で 
す が 、 人 彼ら は これ ら を ほとん ど 利 用 し ませ ん で し た 。 人 彼ら の 考 
え で は 、 偏 教 の 原理 に 従っ て 維持 され て いる 社会 は 完成 に 近 づ 
いて いる の で あり 、 こ れ ら 新しい 発明 を 使う 必要 が な か っ た の 
で ず すず 。 


中 国 は この よう に 興味 ある 発見 を 続け まし た が 、 そ の 発見 も 
ほとん ど が 好奇 の 対象 に し か な り ま せん で し た 。 彼ら は 変化 や 
進歩 を 抑制 する こと に 力 を 入れ 、 他 の 世界 か ら 自 ら を 閉鎖 し て 
いま し た 。 あ る 時 、 彼 ら は 外洋 船 で 構成 され た 強力 な 艦隊 を イ 
ンド を 通っ て アフ リカ に 送り まし た 。 し か し 、 新 し い 興 味 ある 
も の が 発見 で き な か っ た た め に 、 以 後 の 海洋 航海 は 皇帝 に よっ 
て 禁止 きれ 、 艦 隊 の 船 は 海辺 に 打ち 捨て られ て し まい まし た 。 





中 国文 明 は ロー マ 陥 落 後 も この よう な 状態 で 数 世紀 続き まし 
た が 、 や が て 「 万 里 の 長城 ] を 守り きる こと の で き な い よう な 
北方 か ら の 強力 な モン ゴル 軍 に 破れ さり まし た 。 と ころ が 、 モ 
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ン ゴ ル の 征服 者 は 中 国文 化 に 吸収 され て し まい 、 保 守 的 な 正統 的 慣行 と いう 因 毅 的 な 型 に は 
め る 影響 が 文化 を 支配 し 続け た の で す 。 西 洋 が 「 暗 黒 の 時 代 」 か ら 立ち 上 が る と 、 短 期間 で 
超 保 守 的 な 東洋 の 力 を 凌ぐ よう に な り ま し た 。 


信教 が 中 国 で 支配 的 で あっ た と き 、 西 洋 で は 精神 的 な も の を 支配 し て いた 神秘 主義 や ニセ 

宗教 の 欠陥 が ギリ シャ に 刺激 され た 哲学 研究 に よっ て 暴露 され まし た 。 こ の ギャ ッ プ を 埋め 
る た め に 多く の 新しい 信仰 が 現われ まし た が 、 こ れ ら の 中 か ら 今 日 の 精神 生活 を 支配 し て い 
る 「 宗 教 」) が は じ ま り まし た 。 こ れ ら 新しい 信 経 は 、 ま すま す 複 雑 化 し て 人 口 が 多く な り 、 
し か も 要求 の 多い 世界 で 人 々 に 満足 と 安らぎ を 見 つけ 出す こと 
を 可能 に し まし た 。 


ロー マ 帝 国 が 陥落 する と 、 ヨ ー ロ ッ パ は 当初 は 野 密 な 征服 者 
に 支配 され た 「 暗 黒 の 時 代 ] に 入り まし た 。 中 国 は 自ら を 隔離 
し 、 ビ ザン チン と 回 教徒 は 中 東 を 争い 、 世 界 の 他 の 場所 で は そ 
れ ぞ れ 自 ら の 文明 の 模索 を し て いま し た 。 


ヨー ロッ パ は 野 刻 人 に 支配 され た こと で 経済 生産 は 落ち 、 政 
治 の イン フラ スト ラク チャ ー や 法律 は バラ バラ に な り 、 人 口 も 
減少 し まし た 。 数 百年 も の 間 、 あ ら ゆ る 地域 が 野 密 で 原始 的 に 
な り ま し た 。 


力 の ある 者 が 地方 支配 権 を 打ち 立て 、 有 能 な 者 が より 大 き な 
王国 を 作り は じ め ま し た 。 地 方 の 豪族 が 実質 的 に は 奴隷 同然 の 
住人 を 守っ て や り 、 法 律 を 作り 、 命 令 を 下 し まし た 。 豪族 は 、 
国王 の 許し を 得 て 領 土 を 保有 し 、 国 王 に は 税金 と 兵役 と いう 形 
で 支払 い を し て いま し た 。 こ の 君主 政治 の 汚名 は | 封建 制度 」 グー テン ベル ク の 印刷 機 
と し て 知ら れる よう に な り ま し た 。 145 





秩序 が で き て くる に 従っ て 人 口 も 回 復 し 、 バラ バラ に な っ て いた 知識 も 徐々 に 集め られ ま 
し た 。 こ れ ら 知識 の 一 部 は 教会 で 保存 きれ て お り 、 一 部 は ヨー ロッ パ 外 か ら 得 られ まし た 。 


経済 状態 の 改善 に よっ て 上 層 階 級 が 裕福 に な り ま し た 。 社会 環境 と し て は 、 厄 介 な 労働 者 
や 商人 と 貴族 を 区 別 す る た め の 新 た な 作法 基準 が 必要 と され た の で す 。 エ リー ト は 騎士 に な 
り 、「 騎 士 ] の 規約 に 従う こと に な り ま し た 。 急速 に 野 刻 な 過去 に 別れ を 告げ ば 、 騎 士 は 弱い 
も の を 助け 、 悪 を 防ぎ 、 教 会 の 教え に 従う よう に な り ま し た 。 


ヨー ロッ パ の 再生 は 徐々 に 進む プロ セス で し た が 、 増 大 する 経済 生産 に よっ て 力 を 得る こ 
と が で きた の で す 。 定期 市 や 海外 で の 貿易 が 盛ん に な り 、 町 々 は 大 きく な り 、 商 人 や 手工 業 
者 の ギル ド に よっ て 技術 が 改善 され 、 未 熟 な 工業 が は じ ま り まし た 。 中 国 や アラ ビア か ら 興 
味 あ る 情報 が 紛れ 込ん で くる こと や 、 教 会 の 教条 に つい て 論議 を 戦わ する こと な ども あっ 
て 、 知 識 の 追求 が 再び 刺激 され まし た 。 国王 た ち は 新 し い 知 識 か ら 利益 を 得る た め に 最初 の 
[大学] を 設立 し まし た 。 


大 学 の 学者 は 研究 の 範囲 を ひろ げ 、 そ の 昔 ギ リ シ ャ 人 を 夢中 に させ て いた 問題 と 同じ 問題 
を 考え は じ め た の で す 。 非 金属 を 金 に 変え よう と する 錬金術 師 の 企 て は 「 化 学 ] と いう 科学 
に な り ま し た 。 新しい 科学 は 産業 、 軍 需 品 、 医 学 に 改善 を も た らし まし た 。 物質 と 運動 の 秘 
密 、 す な わ ち 物体 の 運動 を 支配 し て いる 自然 の 法則 を 明らか に し よう と する 実験 が は じ ま り 
まし た 。 天文 学 の 研究 は 「 物 理学 ] に 発展 し まし た 。 

中 国 で か いま 見 た 驚異 的 な こと に つい て の 大 ま か な 話 が 貿易 路 を 通っ て ヨー ロッ パ の 大 学 
や 商人 に 伝え られ て きま し た 。 こ の よう な 話 を 聞い て 東洋 の 発明 を 真似 し て みよ うと する 実 
験 が 始ま り ま し た 。 こ れ ら の 話 の 中 で 最も 重要 だ っ た の は 嘘 の よう な "爆発 する 粉 " で し た 。 


中 国 で は 「 火 薬 」 を 花火 に 使う だ け で 満足 し て いま し た が 、 ヨ ー ロ ッ パ の 小国 は 絶え 間 の 
な い 戦 釘 に 巻き 込ま れ て いて 技術 的 に 優位 に な りう る も の を 探し て いた の で す 。 爆発 力 を も 
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し 適切 に 利用 で きる と 軍事 的 に 優位 に な る こと に 間違い あり ませ ん 。 火薬 の 発見 が 進ん で い 
る と き 、 金 属 と 製造 方 法 の 研究 で も 発展 が あり 「 冶 金 学 ] と いう 科学 に な り ま し た 。 鋳造 し 
た 青銅 と 鉄製 の 管 が 一 緒 に な っ て 大 砲 が 作ら れ ま し た 。 


野砲 と マス カッ ト 銃 の 開発 は 武器 に 大 革命 を も た らし まし た 。 よ ろ い に 身 を 固め た 騎兵 が 
敵 を 求め て 戦場 を 駆け 回 る 時 代 が 終わ っ た の で す 。 比較 的 経費 の か か ら な い マ スカ ッ ト 歩 兵 
が 非常 に 高い 精度 を も っ て 高価 な 騎兵 を 倒し まし た 。 新しい 武器 で 武装 し た ヨー ロッ パ 人 は 
回 教徒 や モン ゴル か ら の 付 威 に 終止 符 を 打ち 、 世 界 中 に 自ら の 帝国 を 広げ は じ め ま し た 。 


ヨー ロッ パ が 海外 に 拡張 を は じ め て アジ ア に 質 易 路 を 求め て いた 頃 、 よ り 優 れ た 航海 具 の 
必要 に せま られ て いま し た 。 こ れ に 対す る 答 は 、 た また ま 西 洋 に 伝わっ て きた も う ひ と つの 
中 国 の 発明 で 、 コ ン パ ス に と っ て 大 切な 「 磁 力 ] で し た 。 コ ン パ ス を 自由 に 使え る よう に 
な っ て 洋上 航海 が より いっ そう 安全 に な り 、 さ ら に いっ そう の 発見 の 航海 が 行なわ れる よう 
に な り 、 世 界 地 理 の 理解 が 進み まし た 。 


近代 世界 の 出発 は ルネ サン ス と 関係 し て いま す が 、 ル ネ サ ンス は ロー マ 帝 国 が 崩壊 し て か 
ら 約 1.000 年 た っ て か ら 北 イタ リア の 都市 国家 で 起こ り 、 質 易 や 科学 お よび 芸術 が 花開い た 時 
代 で す 。 都 市 は 地中海 東端 と の 貿易 を 主 と す る 商業 で お 互い に 争い 合い まし た 。 


古代 の ギリ シャ 国家 都市 と 同じ よう に 、 競 争 と 比較 的 自由 な 気風 に よっ て 経済 が 急速 に 発 
展 し まし た 。 経済 帝国 が 成長 する に 従っ て 冒険 貿易 の 資金 と し て の 資本 が 必要 な こと が 明 ら 
か に な っ て きま し た 。 こ の よう な 要求 に 答え る た め に 多く の 計画 が 作ら れ ま し た が 、 こ れ が 
後に 「 銀 行 ] に な っ た の で す 。 利息 を 付け て お 金 を 貸す こと は 何 世 紀 も の あい だ 是 の 源 と し 
て 考え られ て いて 、 教 会 も それ を 禁止 し て いた の で 、 銀 行 の 仕事 も 回 りく どい も の で し た 。 


都市 国家 で 発展 し た 銀行 は 、 そ れ ら の 都市 国家 の 経済 的 地位 を いっ そう 高め まし た 。 富 が 
増す こと に よる 利益 の 一 つ は 、 メ ジ チ 家 の よう な 家 が 芸術 や 科学 の 後援 を し た こと で す 。 こ 


147 


の 時 代 に は 、 現 在 わ れ わ れ に 知ら れ て いる ドナ テロ 、 ミ ケラ ンジ ェ ロ 、 ガ リ レ オ 、 レ オナ ル 
F ド ・ ダ ・ ビ ンチ その 他 多 く が 出 で い ます 。 


お そら く 〈 時 代 を 越え た 最大 の 科学 者 と も 言え る アイ ザッ ク ・ ニ ュー トン は 、 伝 染 病 で 恐れ 
て いる 大 学 か ら 離 れ た 夏 の 逗留 期間 に 自然 の 法則 に 関す る 何 年 間 も の 考え を を まとめ まし た 。 
「 万有引力 の 法則 ] に 関す る 彼 の 論文 は 惑星 の 運動 を 説明 する と と も に 、 な ず ぜ 物体 が 地上 に 
落下 する か を 見 事 に 説明 し 、 そ の 後 何 百年 も 続く 科学 の 出発 点 に な り ま し た 。 光 、 光 学 、 
お よび 微積分 学 に 関す る 交 か し い 学 問 も ニュ ー ト ン の 名 誉 と な る 仕事 で 、 こ れ ら の どれ 一 つ 
で も ニュ ー ト ン を 有名 に する も の で す 。 





ニュ ー ト ン の 死後 30 年 も た た な い 内 に イギリス で 「 産 業 草 命 」 が 起こ り ま し た 。 そ の 当 丁 業 詩作 
時 、 イ ギリ ス の 経済 は 世界 で 最も 強く 、 し か も 最も 急速 に 成長 し て いま し た 。 国 民 は 比較 的 
教育 程度 が 高く 、 無 数 と いえ る ほど の 小 工業 が 既に 存在 し て いて 、 政 府 は 商業 を 促進 し て い 

まし た 。 こ れ は 発明 に と っ て 非常 に 恵まれ た 環境 で す 。 


革命 は 深い 炭 か ら 水 を くみ 出す ポン プ が 必要 に な っ た こと で は じ ま り まし た 。 発明 家 た 
ち は 水 を くみ 出す た め の さ ま ざ ま な 機械 的 方 法 を 考え あぐね まし た が 、 つ い に 香 られ た 最上 
の 解決 法 は 、 ポ ンプ に 接続 きれ た 粗野 な 「 燕 気 機関 ] で し た 。 初期 の 蒸気 動力 式 ポ ンプ が 改 
善 さ れる に は 何 年 も か か り ま し た が 、 結 果 と し て 石炭 を 燃やし 
て 動力 を 得る こと が で き 、 多 く の 企業 が 利用 で きる よう な エン 
ジン が 作ら れ ま し た 。 


[産業 革命 」 の 重要 な 点 は 、 機 械 の 利用 に よっ て 一 人 の 労働 
者 の 生産 性 が 劇 的 に 増加 し た こと で す 。 こ れ ら 新しい 機械 は 最 
初 は 石炭 で 動力 を 作り だ し て いま し た が 、 後 に な る と 他 の エネ 
ルギー 源 を 使用 する こと に な り ま す 。 も は や 動物 や 水力 に 頼る 
必要 が な く な っ た の で す 。 機械 は 、 ほ ぼ あ ら ゆ る 場所 に 据え 付 
ける こと が で き て 、 船 に すら 取り 付け る こと が で きま し た 。 


イギリス で は 「 産 業 革命 ] に よっ て 急速 な 経済 成長 が も た ら 
され 、 繊 維 や 鉄 お よび その 他 の 商品 の 生産 が 劇 的 に 増加 し まし 
た 。 こ の 結果 、 国 中 の 輸送 シス テム を 改善 する 必要 に せま られ 
まし た 。 最初 、 こ の 要求 は 国内 の 河川 を 結ぶ 運河 の ネッ トワ ー 
ク を 建設 する こと で 満た され て いま し た が 、 発 明和 家 た ち は よ り 
便利 な 方 法 を 探し 、 蒸気 機関 車 を 使っ た 「 鉄 道 ] と いう アイ デ スベ イン の カラ ベル (小型 帆船 ) 、 発 見 の 般 
ア に 到達 し まし た 。 
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鉄道 は 急速 に ヨー ロッ パ や 北米 に 広まり 、 や が て 世界 の すみ ずみ に まで 延び る よう に な っ 
た の で す 。 鉄道 は 、 通 信 や 商品 の 配達 を 速く 行う た め に 重要 で あっ た ば か り で な く 、 発 明 家 
が も っ と 効率 的 な 方 法 を 探し 続け て 革新 を する きっ か け と な っ た 点 に お いて る も 重要 で し た 。 


鉄道 が 大 量 の 原材料 や 完成 品 を 輸送 で きる 能力 を も っ て いる こと が 、 新 し い 工 業 経営 者 た 
ち に より 大 き な 規 模 の 製造 施設 を 考え を させ る よう に な り ま し た 。 や が て 、「 工 業 化 」 は 大 量 
生産 の 経済 に よる 、 低 コス ト を 意味 する こと に な り ま し た 。 大 型 の 工場 や 製糸 場 が 世界 中 に 
作ら れ 、 さ ら に 多く の 国 が 工業 化 を 進め た の で す 。 


新しい 産業 と 鉄道 は 大 き な 建設 プロ ジェ クト で あり 、 よ り 強 

く 、 よ り 安 い 建 設 資材 の 需要 を 作り だ し まし た 。 鉄道 橋 、 レ ー 
ル 、 工 場 建屋 お よび 都市 の 高層 建築 物 は 鉄 の 強度 と 耐久 力 に 
よっ て 制限 され て いま し た 。 こ れ に 答え た の が 「 鋼 鉄 」 の 開発 
で す が 、 鋼 鉄 は 費用 も 安く 作る こと が で き 、 建 築 材 料 と し て ほ 
ぽ 完 べき で し た 。 


工業 化 は 知識 の 進歩 に も 拍 事 を か け ま し た 。 発明 に よっ て も 
た ら さ れる 募 大 な 財産 は 、 発 明 家 を 新しい 発明 に 駆り 立て まし 
た 。 物 理学 、 化 学 、 数 学 、 お よび 工学 の 進歩 に よっ て 実験 の た 
め の 新 し い 道 具 も 作ら れ ま し た 。 研究 を 専門 と する 実験 室 も 創 


a | 設 さ れ ま し た 。 


この よう な 研究 の 大 き な ひ と つの 目的 は 、 動 力 を 発生 伝達 す 
る 代替 と な る 方 法 を 探る こと で す 。 蒸気 機関 が 革命 的 で あっ た 
時 は 、 ど の 工場 も 自分 の 蒸気 機関 を 備え な けれ ば な り ま せん 。 
ワッ ト の 蒸気 機関 各 ユ ー ザ ー に エネ ルギー を 配送 する た め の 中 央 動力 発生 ステ ー 
a ショ ン が あれ ば も っ と 便利 だ っ た の か も 知れ ませ ん 。 





稲妻 現象 が ある 一 つの 手がかり を あたえ まし た 。「 電 気 学 」 の 特性 は イギリス 人 の 化学 者 
で あり 物理 学者 で あっ た マイ ケル ・ フ ァ ラ ディ ー に よっ て 発見 され まし た 。 人 彼 は 電気 を 起こ 
し 、 そ れ を 送り 、 機 械 を 働か せる エネ ルギー 源 と し て 利用 する 方 法 を 発明 し まし た 。 人 彼 の 発 
明 に よっ て 地上 に 住む 多く の 人 々 の 生活 が 変わ り 、 労 働 条 件 が 改善 され 、 労 力 を 節約 で きる 
装置 を 家庭 に 持ち こみ 、 多 く の 新しい 発明 の た め の 機 会 を 提供 し た の で す 。 


鉄道 、 製 鉄 所 、 電 力 会 社 、 お よび その 他 の 事業 は 巨大 な 規模 に 成長 し 、 商 業 企業 を 組織 化 
する た め の 新 し い 方 法 が 必要 に な り ま し た 。 必要 と する 巨額 な 投資 は 数 人 の 資金 で まかなう 
こと が で き な く な っ た の で す 。 こ の よう な 必要 に 答え て 作り 出 
され た の が 「 株 式 会 社 ] で 、 こ れ は 非常 に 多く の 少額 投資 家 に 
会 社 所 有 権 の 株 を 販売 し て 投資 資本 を 調達 する 経済 実体 で す 。 


発明 家 た ち は エ ネル ギー 源 と し て 石炭 の 代替 品 を 探し は じ め 

まし た 。 石炭 は か さば る だ け で な く 、 燃 え 方 も 汚い の で す 。 こ 
れ に 代わ る も の が あれ ば 、 特 に 石炭 の な い 場 所 や 国 に と っ て 好 
まし い の で す 。 ひ と つの 解決 方 法 は 石油 で し た が 、 こ れ は 何 百 
年 間 も 地層 に 埋もれ て いた 厄介 な 困り も の で す 。 と ころ が 、 
「 石 油 精製 」 が 開発 され る と 、 石 油 は 異な っ た 特性 と 用 途 を も 
つ 多 彩 な 燃料 に 転換 され まし た 。 


石油 の 精製 製品 で ある 、 ガ ソリ ン の 爆発 特性 を 利用 する こと 
の で きる エン ジン を 開発 する た め の 実 験 が 行なわ れ ま し た 。 こ 
れ ら の 実験 で 得 ら れ た の は 、 ガ ソリ ン や 類似 燃料 の エネ ルギー 
を 馬力 に 変換 する 「 内 燃 機関 ] で し た 。 石油 燃料 は 石 扉 より か 
さき ばら ず 、 し か も 石炭 より クリ ー ン な 燃焼 を する た め 、 内 人 燃 機 関 
を 利用 し て 機械 を 作る 新しい 工業 化 の 波 が は じ ま り まし た 。 i 





鉄道 の 成功 に 習っ て 、 人 々 は この 機械 を 使っ て 陸上 を 動き 回 る た め の ア イデ ア の 実験 を し 

まし た 。 人 彼ら は 、 成 長 を 続け る 混み 合っ た 市 街 地 で 馬 に 引か れ た 車両 に 代わ る も の を 探し て 
いま し た 。 蒸気 機関 の 車両 も 可能 性 は あり まし た が 、 答 え は 新しい 内 燃 機関 を 動力 と し た 
「 自 動車 」 で し た 。 自 動車 は 今日 で は 最大 の 耐久 消費 財 に な っ て いま すし 、 戦 車 と 呼ば れる 
装甲 陸上 戦艦 に 改装 する と 草 命 的 兵器 に な り ま す 。 


内 燃 機関 は 人 類 に と っ て 最も 古く 、 し か も 最も 大 事 に 追求 し て きた こと の ひと つ 、「 飛 
行 」 に 対す る 答 で も あり まし た 。 飛行 の 実験 は 、 最 初 は 風船 、 次 に グラ イダ ー、 そ し て 人 力 
に よる さま ざま な 試み が 何 年 間 も 続 けら れ て きま し た 。 新しい 
エン ジン は 十分 軽量 で 、 飛 行 を 可能 に する 十分 な 力も あり まし 
た 。 最 初 の 動力 飛行 術 ] は ライ ト 兄 弟 が 達成 し 、 そ れ 以 降 エ 
ーー ンジ ン と 機体 デザ イン の 改善 が 急速 に 進み まし た 。 
を ce 実験 の 技術 が 、 よ り い っ そう 複雑 に な る つれ 、 実 験 室 や 教室 
人 が 発明 の 中 心 に な り ま し た 。 物 理学 者 は ニュ ー ト ン の 業績 を 基 

MM 本 と し た 考え を 進め 、 わ れ わ れ の 宇宙 に 対す る 考え が 再び 革新 
され まし た 。 研究 を 補助 する た め に 素晴らし い 新 型 機械 を 使 
い 、 物 質 の 構成 要素 を 研究 し 、 原 子 と 分 子 を 説明 する 「 原 子 理 
論 」 が 生ま れ ま し た 。 


科学 者 も 企業 と 同様 に 電子 の 研究 を 続け 、 多 く の 「 電 子 工 
学 」 の 新しい 利用 方 法 を 開発 し ま し た 。 実験 に よっ て 作ら れ た 
の は 、 電 報 、 電 話 、 記 録音 声 、 ラ ジオ と テレ ビ 、 そ の 他 多 く の 
電子 装置 で 、 家 庭 や 産業 に と っ て 便利 な も の ば か り で す 。 
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製造 が 科学 その も の に な り ま し た 。 企業 は 生産 を 速め る 方 法 、 品 質 の 改善 方 法 、 費 用 削減 

策 を 探し 続け まし た 。 初期 の アイ デア は 労働 の 専門 化 、 す な わ ち 、 一 人 に 同じ 仕事 を 繰り 返 
させ る こと で その 仕事 の 専門 家 に 仕立 て る こと で し た 。 別 の 草 新 的 考え は 労働 者 を 交換 可能 
な 部 品 に し て し まう こと で し た 。 ヘ へ ヘン リー・ フ ォ ー ド は 彼 の 自動 車 工 場 に アセ ンプ リー・ ラ 
ン を 設置 し た 「 大 量 生産 」 方 式 を 開発 し た 功労 者 で す 。 機 械 と 消費 財 の 生産 量 は うな ぎの ぱ ぼ 
り に 増加 し まし た 。 


「 工 業 時 代 」 の 劇 的 変化 は 誰 に も 均等 に 利益 を も た らし た の で は あり ませ ん 。 資本 家 の 財 
産 は 増え まし た が 、 そ の 一 方 で 工場 労働 者 の 生活 水準 は 時 と し て 低く な っ た の で す 。 新 時 代 
の 要求 を 満た す た め の 草 新 行為 に 対し て 融通 の きか な い 政 府 は 無惨 に も 転 要 さ れ て し まい ま 
し た 。 哲学 者 た ち は 労 働 者 階級 に アビ ピー ル す る 新た な 社会 組織 を 提案 し まし た が 、 こ れ に は 
「 社 会 主義 ] と 「 共 産 主義 も あり まし た 。 


マル クス 等 の 共産 主義 は 労働 者 の 楽 彫 だ っ た の で す 。 社会 的 階級 も 存在 せ ず 、 生 産 と 生存 
の 手段 は 全員 で 所 有 し ます 。 工業 国 も 農業 国 も 多く の 国 で 時 代 遅 れ で 反応 の 鈍く な っ た 君 
主 制 政 府 を 倒し て 共産 主義 政府 を 樹立 し まし た 。 


1 世紀 近く の 共産 主義 の 実験 に よっ て 崇高 な 目的 が 達成 で き な い こと が 証明 され まし た 。 
個人 と 経済 の 自由 を 国家 に 引き 渡し た 結果 、 大 きく と は 言え ませ ん が 生活 水準 が 低下 し 、 旧 
時 代 の 特権 者 階級 が 特別 扱い され た 党 メ ン バ ー と いう 新しい 階級 構造 に よっ て お き 代 えら れ 
た だ け で し た 。 い くら か の 技術 進 上 示 は で きま し た が 大 変 な 費用 を 要する も の で し た 。 共産 主 
義 は 技術 進歩 に お いて も 一 般 的 な 幸福 と いう 面 に お いて も 自由 市 場 の 民主 主義 と 競争 する こ 
と が で き な か っ た の で す 。 


も っ と 柔軟 性 の ある 社会 で は 工業 労働 者 が 政府 全体 を 支配 する こと は で きま せん が 、 自 分 
の 生活 を 改善 する こと が で きた の で す 。 日 まで る し く 変 化す る 時 代 に 、 社 会 は 富 の 不 公 平 な 
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分 配 に よっ て 起こ る 不安 に 対応 する 準備 が で き て いま せん で し た 。 状況 を 改善 する た め に 多 
く の 手段 を こう じ て は いま し た が 労働 者 自身 が 事態 を 自分 の 手 で 処理 し よう と し た の で す 。 


工業 労働 者 は 自分 た ちの 生活 状況 と そよ り 大 き な 声 で 訴え る た め に 、 仕 事 の サボ ター ジ 、 ス 

トラ イキ 、 ボ イコ ッ ト と 言っ た 技法 を 作り だ し まし た 。 や が て 、 彼 等 は | 労働 組 合 ] を 結成 
し 、 単 -- 化 し た 協力 戦線 を 作っ て 管理 者 や オー ナー と 交渉 する こと が で きま し た 。 労働 運動 
は 裕福 な 企業 家 の 食 欲 さ と 働 慢 さ が 原因 で 生ま れ た の で す 。 和 組合 に よっ て 両者 間 に 均 衡 が も 
た ら さ れ ま し た が 、 そ の バラ ンス は どちら か の 側 に 片 寄 あこ と も あり まし た 。 


[産業 革命 」 の 技術 進歩 は 一 部 は 武器 競争 に よっ て 拍車 が か 
けら れ て いま し た 。 工業 力 の ある 国 は 植民 地 帝 国 や 大 陸 支 配 を 
めぐ っ て お 互い に 競っ て いた の で す 。 どの 国 も 外交 的 地位 と 軍 
事 的 地位 を 改善 する た め に 、 自 国 の 技術 者 や 科学 者 に より 優れ 
た 武器 を 作る こと を 求め まし た 。 


空 で 使う 武器 に 関し て は 、 武 器 競 争 に よっ て 非常 に 急速 な 進 
歩 が も た ら さ れ ま し た 。 大 き な 戦 争 が ある と 、 新 し い 飛 行 機 を 
設計 し て も 、 す ぐに 次 世代 の 航空 機 が 出現 する の で 、 そ の 設計 
も わずか 2~ー3 カ 月 で 時 代 遅 れ に な っ て し まい まし た 。 ジェ ッ 
ト ・ エ ンジ ン 、 人 後退 細 、 へ リコ プター、 航 空母 艦 等 は 「 航 空 工 
学 ] シス テム の 例 で す 。 さ ら に 他 の パイ オニ ア た ち は 新 し い 推 
進 シ ステ ム の 研究 を 行ない まし た が 、 こ れ は お そら く 和 無人 飛行 
機 を 宇宙 に 飛ば すこ と の で きる シス テム で す 。 こ れ を 可能 に し 
た の が 「 ロ ケッ ト 工 学 ]」 で 、 ミ サイ ル 兵 器 や 宇宙 船 と し て 発展 
ヘン リー・ フ ォ ー ド の モデ ル T し まし た 。 
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航空 機 や その 他 の 機械 の 設計 は 時 に は 入手 可能 な 構造 材料 に よる 制約 を 受け て いま し た 。 
この た め 、 あ る 程度 の 強度 は 保持 し て いて も 、 十 分 と は いえ な い 木 材 や 鋼鉄 の 代わ り に な る 
材料 が 求め られ まし た 。 研究 の 結果 一 群 の 新 材 料 が 発見 され まし た が 、 そ れ ら は 主 に 石油 か 
ら 作 られ た 「 プ ラス チッ ク 」 で し た 。 プ ラス チッ ク は 広い 範囲 に 応用 で きる こと が 明らか に 
な り 、 多 く の 新 し い 産 業 を 生み 出す こと に な り ま し た 。 ま た 、 プ ラス チッ ク は その 独特 な 特 
性 が 故に 、 特 に 宇宙 船 に と っ て 重要 に な り ま し た 。 


発明 、 生 産 、 お よび 通信 が 多く な っ て くる と 、 記 録 を 残し た り 計算 する た め に 改善 され た 
道具 が 必要 に な り ま し た 。「 工 業 時 代 」 の 初期 に 初め て 高度 な 
計算 器 の 構想 が 生ま れ ま し た が 、 実 用 的 な モデ ル を 作る まで に 
は 至り ませ ん で し た 。 電子 工学 に よっ て 新た な 活路 が 見 い だ さ 
れ 、 戦 時 中 に 暗号 解読 装置 を 補助 する た め 、 最 初 の 「 コ ン 
ピュ ー タ 」| が 生ま れ ま し た 。 


コン ピュ ー タ は 情報 革命 の 引 金 と な り 、 過 去 の 農業 革命 や 産 
業 革 命 に 匹敵 する 、 人 類 史 上 新た な 劇 的 展開 と な る こと に 間 違 
いあ り ま せん 。 従来 は 不可 能 と され た 計算 も 数 秒間 で 行え まし 
た 。 こ の た め に 従来 で は 考え も 及ば な か っ た 研究 や 、 高 い 精 度 
も 現在 で は 日 常 茶飯 事 に みな っ た の で す 。 山 の よ うな 情報 も 小さ 
な シリ コン チッ プ に 縮小 され 、 ア クセ ス が で きる の で す 。 


製造 工場 の 研究 者 た ち は 品 質 の 改善 と コス ト 低下 の た め の 方 
法 を 追求 し 続け まし た 。 自動 化 と いう 時 代 の 流れ で 休止 が あっ 
た の は 、 あ る 動作 を エン ドレ ス に 繰り 返す こと の で きる 複雑 な ーー = 
「 ロ ボッ ト 」| を 据え 付け る た めで し た 。 ロ ボッ ト は 、 無 感覚 に 原子 械 弾 の キノ コ 雲 
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な っ て し まい そう な 作業 か ら 人 間 を 開放 し まし た 。 ロ ボッ ト は 、 和 宇宙 の よう に 人 間 に と っ て 
決し て 居心地 が 良い と は 言え な いよ うな 環境 で も 作業 を する こと が で きる の で す 。 


米国 は 究極 の 戦略 兵器 の 研究 に 着手 し まし た 。 そ れ は 戦争 を 起こ きせ な いよ うに する ほど 

強力 な も の で し た 。 物理 学者 の チー ム は 原子 理論 に 基づい て 「| 核 分裂] 技術 を 発見 し まし 
た 。 こ れ に よっ て 、 最 初 の 原子 兵器 の 製造 が 可能 に な り ま し た 。 こ の よう な 兵器 が 最も 強大 
な 国 に 広まる と 戦争 の 危険 が 減少 する で あろ うと 考え られ まし た 。 


核 分 像 に よる 慕 大 な エネ ルギー は 平和 的 利用 も 示唆 し て いま し た 。 核 反応 を 利用 し て 電力 
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を 起こ せる こと が 実験 で わか り ま し た 。 「 原 子 力 発電 所 ] は 非 
常に 進ん だ 最初 の 考え で ある 危険 が 伴っ て いる こと が わか っ た 
の で す が 、 こ の 危険 に よっ て 、 そ の 価値 が 減少 する の で す 。 核 
反応 装置 の 燃料 は 人 間 に と っ て 致命 的 で ある ば か り で な く 、 廃 
棄 物 も 特別 な 扱い が 必要 と され る の で す 。 こ の エネ ルギー 源 の 
管理 が 考え て いた 以上 に 困難 で ある こと が 、 原 子 力 発電 所 で 起 
こっ た 多く の 災害 を 通し て 知ら され まし た 。 


宇宙 開発 競争 は 科学 的 興味 と 同じ ほど の 国際 競争 が 理由 で 生 
まれ まし た 。 工業 国 に と っ て は 最初 に 宇宙 に 出る こと が 国 の 威 
信 を 意味 し 、 国 の 優越 性 を 証明 する こと だ っ た の で す 。 数 多く 
の めざまし い 成 功 や 悲劇 的 な 失敗 の 末 、「 宇 宙 飛 行 ] に よっ て 
得 ら れる 利益 は 遠い 先 で あり 、 飛 行 の 達成 に は 慕 大 な 費用 が 必 
要 と され る と いう の が 、 世 界 的 な 結論 で し た 。 時 は 激しい 競 
争 が 行なわ れ ま し た が 、 宇 宙 探 検 や 宇宙 の 植民 地 化 は むし ろ 科 
学 的 な 実験 に する こと で 落ち 着き まし た 。 


「 産 業 革命 」 は 文明 に 大 き な 変 化 を も た らし まし た が 、 そ の 全て が 有益 で あっ た と は 限り 
ませ ん 。 慕 大 な 量 の 石炭 や 石油 を 燃焼 きせ せる こと に よっ て 、 人 間 が 長年 呼吸 し て いた 空気 の 
質 を 低下 させ まし た 。 都市 に に っ て は 、 人 々 は 空気 を 濾過 する た め に マス ク を つけ た と ころ 
も あり まし た 。 生産 が 非常 に 増加 し た た め に 処分 し な けれ ば な ら な V い 廃棄 物 量 も 巨大 に な 
り 、 そ の ほとん ど が 河川 や 大 洋 に 捨て られ まし た 。 抑制 の な い 工 業 発展 は 地球 規模 の 警報 や 
「 地 球 ] の 空気 や 水 を 汚染 する と いう 危険 に な り ま し た 。 


より 富ん で いる 工業 国 は 先頭 に な っ て 汚染 と 闘い 、 廃 棄 物 を 河川 に 捨て た り 空 中 に 吐き 出 
すこ と を 制限 し まし た 。 自 動車 は より いっ そう クリ ー ン に な る こと が 要請 され まし た 。 多く 
の 場所 で 「 リ サイ クル | が 優先 され 、 紙 、 ア ルミ 、 ガ ラス その 他 の 廃棄 製品 の 投げ 捨て を や 
め て 再 利用 の た め に 工場 に 返さ れ ま し た 。 こ れ を 実行 する こと で 、 製 鉄 業 で は 長い あい だ 新 
製品 の 一 部 に リサ イク ル さ れ た 材料 が 使わ れ て いま し た 。 


新 技術 の 追求 は 今日 も 続け られ て いま す 。 科 学者 た ち は 、 将 来 の 社会 に イン パク ト を 与え 
る よう な 劇 的 進歩 を も た ら す 可能 性 の ある 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 研究 を し て いま す 。 


重要 な 1 分野 は 「 生 物 工学 ]」 です 。 も し 人 類 が この 方 法 を 学 記 こと が で きる な ら 、 わ れ わ 
れ は 優れ た 家畜 や 収穫 が 実現 で き 、 ガ ン の よう な 病気 を 治療 し た り 、 知 恵 軍 れ の 原因 と な る 
遺伝 子 的 欠陥 を 除く こと が で きる で し ょ う 。 こ の 研究 が 続け られ る 一 方 で は 、 遺 伝 子 操作 に 
つい て の 偽 理 問題 が 討議 され て お り 、 特 に 宗教 家 の 間 で は 、 こ の よう な 研究 が 適切 な の か ど 
うか に つい て 関心 が も た れ て いま す 。 


科学 者 は 「 超 伝導 ] も 探し て いま す 。 も し この よう な 物質 が 発見 され る と 世界 中 で 日 常 の 
生活 に も 劇 的 な 影響 が ある と 思わ れ ま す 。 電気 を 長 距 離 に 送る と き に は 大 き な エ ネル ギー が 
失 な われ ます 。 超 伝導 体 は この よう な ロス を 最小 限 に し て 効率 を 高め る と と も に 費用 を 節減 
する こと に な り ま す 。 
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潜在 的 に 無制限 の エネ ルギー 源 と いわ れ て いる 「 核 融合 発電 ] を 開発 し よう と する 実験 も 
続け られ て いま す 。 比 較 的 安価 な 材料 で ある 重水 分 子 の 融合 に よっ て 、 熱 の 形 で 巨大 な エネ 
ルギー が 放出 され る の で 、 こ の 熱 を 電気 に 変換 する こと が で きま す 。 核 融 合 発電 所 が 開発 さ 
れる と 、 電 力 が ほとん ど 環 境 を 汚染 する こと な く 、 和 驚く ほど 安価 に えら れ ま す 。 


思い 返し て 見 ます と 、 文 明 の 進歩 は 避け る こと が で き な か っ た よう で す 。 こ の 進歩 は 、 時 
や 場所 に よっ て は 停滞 し た り 、 あ る い は 逆行 する こと さえ あり まし た が 、 世 界 の どこ か で は 
進歩 が 続い て いま し た 。 歴史 を も っ と 詳し く 調 べ て みる と 、 な ぜ プ ロ セ ス が 早まっ た り 遅 く 
な っ た の か 、 あ る 文明 が な ぜ あ る 時 に 急速 に 進ん で その 後 で 減 ん で し まっ た の か 等 が 説明 で 
きる か も し れ ま せん 。 し か し 、 知 識 を 手 に 入れ る こと と それ を 応用 する こと が 、 歴 史 で は 主 
要 な ダイ ナミ ッ ク な 力 と な っ て いた こと は 明らか な よう で す 。 
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あな た に 敵対 する 文明 の 支配 者 は 歴史 上 で 有名 な 人 物 で す 。 例え ば 、 あ な た が ギリ シャ 人 疹 遵 姓 た ちの 伝記 
に 出会っ た と き 、 そ の ギリ シャ の 支配 者 は 「 ア レク サン ダー 大 王 」 です 。 


指導 者 の 強 さ や 弱点 は 、 そ の 指導 者 が 自分 の 文明 を どの よう に 管理 する か に 反映 され て い 
ます 。 ア レキ サン ダー は 彼 の 時 代 に 、 す で に 知ら れ て いる 世界 の 大 部 分 を 征服 し まし た が 、 
も し 彼 が あな た の ライ バル と し て 現われ る と 歴史 に 見 られ る の と 同じ よう に 攻撃 的 で ある と 
考え を て よい で し ょ う 。 「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 」| で は 指導 者 を 3 つの カテ ゴリ ー に 分 け て い 
ます : 「 攻 撃 ] 「 開 発 」 「 軍 国 主義 です 。 ま た 、 各 カテ ゴリ ー 内 に は 行動 以 度 が あり ま 
す 。 指導 者 は その 尺度 の 一 方 の 端 や その 反対 側 の 端 、 ま た は それ ら 両 者 の 中 間 で す 。 


「 攻 撃 」 : これ は 指導 者 が 隣国 に 戦争 を 仕掛 ける 傾向 を 測定 し た も の で す 。 「 攻 撃 的 」 な 
指導 者 は 自分 が 既に いく つか の 戦争 に 巻き 込ま れ て いな が ら も 、 さ ら に 戦争 を 選ば ぼう と する 
傾向 が あり ます 。 「 友 好 的 」 な 指導 者 は 他 で 戦争 そし て いな い 時 で も 平和 を 指向 し ます 。 


[開発 」 : 「 発 展 主義 者 ] の 指導 者 は 自分 の 文明 の 規模 拡大 に 関心 が 高く 、「 入 植 者 ] を 
作り だ し て は 新た な 都市 建設 の た め に 送り 出す こと に 専念 し ます 。「 完 全 主 義 者 ] の 指導 者 
は 行動 尺度 の 反対 の 端 に 位置 し て いて 、 個 々 の 都市 建設 や その 周囲 の 地形 改善 に より 多く の 
関心 を 抱い て いま す 。 こ の よう な 指導 者 は 拡大 に 力 を 入れ ます が 、 敵 より は る か に 遅い 拡大 
ペー ス で す 。 





161 





「 軍 国 主義 | :「 軍 国 的 」 な 指導 者 は より 優れ た 武器 を 作る こと の で きる 技術 を 入手 する 
こと を 求め ます 。「 文 明 化 し た 」 指導 者 は 自分 の 文明 を 経済 的 、 か つ 政 治 的 に 改善 する た め 
に 最も 有益 な 技術 を 求め ます 。 


あな た が 大 使 館 を 設置 し て いる 文明 の 指導 者 に 関す る パー ソナ リティ ー に つい て は 、 あ な 
た の 「 謀 報 顧問 」 か ら の 報告 書 で 調べ る こと が で きま す 。 「 情 報 (Info)」 ボタ ン を 押し て 文明 
を 探し て か ら 、 そ この 指導 者 の 名 前 を 探し て くだ さい 。 そ こ に は その 指導 者 の パー ソナ リ 
ティ ー の 特徴 が ボリ スト さ れ て いま す 。 カテゴリ ー が 記載 され て いな いと き は 、 そ の 指導 者 は 
中 立 で す 。 例え ば 「 エ リザ ベス 」 は 「 拡 張 主義 者 」 と し て し か リス ト さ れ て お り ま せん が 、 
これ は 彼女 が 「 攻 撃 ] や 「 軍 国 主義 ] に 関し て は 中 立 で ある こと を 示し て いま す 。 リ スト に 
示さ れる パー ソナ リティ ー の 特徴 は その 傾向 を 示し て いる の で あっ て 、 ど の 指導 者 も 状況 に 
よっ て は どの よう な 行動 に も で る 点 を 覚え て お いて くだ さい 。 


あみ な た が 剛 会 うか 6 し れれ な い 病 導 者 と 文 妨 を 記 に 一 覧 し ます 。 そ れれ ぞ 娘 に つい て 入 音 な 
計 記 を 六 人 分 し 、 あ な た が 衣 ら に た 遭 林 し た 場合 に どの よう な 心 林 そ が 必要 か と いっ た 了 7,2 の と 
ント も 記し まし た 。 


ロボ ッ ト 工 学 
(プラ ステ ィ ッ ク 必 
コン ビュー タ ) 


[エイブラハム ・ リ ンカ ー ン (アメ リカ 人 ) | : リン カー ン は 貸し く 、 生 まれ な が ら 主 に 
独り で 勉強 を し て 偉大 な アメ リカ 大 統領 の 一 人 に な り ま し た 。 | 独立 戦争 ] を 通し て 国 を 導 
き 、 彼 の 意志 と 知性 と 政治 手腕 は 芽生 え か け た 民主 主義 を 生き 残す た め に 重要 な 役目 を 果 た 
し まし た 。 奴 款 開放 が 最も よく 彼 に 関連 する 功績 と され ます が 、 国 の 再 統合 と 民主 主義 を 
si 守っ た こと は 永遠 に 護 え られ る 彼 の 功績 で す 。 


工業 プラ ント リン シヴィライゼーション / で ば は ば 、 リ ンカ ー ン と アメ リカ 人 ば 民 二 王 開 に みろ うと する 、 曖 
SE FES る 強い 頒 褒 を あっ て いま す 。 彼ら は 妙 療 を 求め ます が 、 適 度 に 攻 繋 的 で は あり ませ ん 。 
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「 ア レク サン ダー 大 王 (ギリ シャ ) 」 : アレ クサ ンダ ー は 336BC に マケドニア に 王位 を 受 
け 継 ぎ 、 短 期間 で ギリ シャ 全部 を 支配 し まし た 。 彼 は 連合 ギリ シャ 軍 の 先頭 に 立っ て 歴史 で 
も 最大 の 戦役 の 一 つ を 人 節 り まし た 。 彼 は 12 年 間 で 東 は 巨大 な ペル シャ 帝国 、 南 は エジプト 、 
西 は 現在 の イン ド の 一 部 を 征服 し まし た が 、 彼 の 部 下 が そ れ 以上 戦争 を 継続 する こと を 拒ん 
だ こと が 理由 で 、 征 服 に 終止 符 を 打ち まし た 。 彼 は 33 オ と いう 若 さ で 熱病 の た め に 亡くな り 
まし た が 、 こ の 短い 期間 に も 関わ ら ず 、 彼 は 空前 の 最も 偉大 な 将軍 の 一 人 と され まし た 。 


る と し あな た が アレ タク サン ダー 大 五 や ギリ シャ 和 倒 と 章 向 する こと が あれ ば 、 補 手 は 奉 碑 的 に 
災 門 を ば か ろう と し いる と 考え て よい で し ょ う 。 


「 エ リザ ベス (イギリス ) 」 : 抗争 で 疲弊 し た 落日 の 国 を 受け 継い だ 英国 女王 は その 在 位 
45 年 間 で イギリス を 第 一 級 の ヨー ロッ パ の 大 国 に 作り 上 げ ま し た 。 彼女 が 主要 な 敵 と し た の 
は フィ リッ プ I 世 支配 下 の ス ペイ ン で し た が 、 ス ペイ ン は 13588 年 に 無敵 艦隊 が 破 ら れ て か ら 
は 着実 に 衰退 し て 行き ま し た 。 彼女 は 重要 な 国内 改革 と 、 同 時 に 抜け 目 の な い 外 交 や 軍事 的 
策略 で 知ら れ て いま す 。 彼女 の 統治 時 代 は イギリス の 経済 と 文化 が 花 を 開い た こと で 特徴 付 
けら れ ま す 。 彼女 は 大 英 帝国 初期 の 時 代 を 統轄 し まし た が 、 北 米 で の 英国 植民 地 設立 を 見 る 
こと は あり ませ ん で し た 。 エ リザ ベス は 勇猛 果敢 に 拡張 を 行い 、 国 内 で の 成長 に も 有 能 さ を 
示す 恐る べき 相手 で す 。 


[ジン ギ ス ・ ハ ー ン (モン ゴル ) 」 : モ ン ゴ ル 部 族 を 統合 し 、1215 年 まで に 中 国 北部 の 金 
王朝 を 滅ぼし まし た 。 その後 9 年 間 に モ ン ゴ ル 軍 は 西方 に 向い 、 途 上 の 全て を 減 ぼ し て 東 
ヨー ロッ パ に まで 達し まし た 。 モ ン ゴ ル 遊 牧 民 は 騎馬 の 射手 軍団 で 、 乗 馬 と 射撃 に 優れ て い 
まし た 。 彼ら が 使っ た 後方 に 反っ て いる 弓 の デザ イン は 技術 的 に 西洋 の 武器 より 優れ て い 
て 、 小 型 軽量 で あり な が ら 強 力 で し た 。 大 ハー ン [ジン ギ ス ・ ハ ー ン ] は バイ カル 湖 の 南 カ 
ラコ ルム に 首都 を お き 、 面 積 と し て 史上 最大 の 帝国 の 一 つ を 支配 し まし た 。 


ロケ ッ ト 工 学 
(航空 工学 & 電 子 工学 ) 


| 由 | 核 ミ サイ ル ・ ユ ニッ ト 
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リ / シ グ ィ ライゼーション / で は 、 モ ンプ ブル だ な 信 その 都 訪 の 発 恨 を 打 妊 に し て 非 沙 に が 級 
に 妙 療 を は か る と 考え て くだ さい 。 


「 ハ ン ム ラビ (バビ ロニ ア ) 」 : バビ ロニ ア の 国王 ハン ムラ ビ が 最も 知ら れ て いる の は 世 
界 最 古 の 一 つと し て 知ら れ て いる 法律 で す 。 彼 の 帝国 は チ グ リ ス と ユー フラ ティ ス 川 を 中 心 
と し た 「 中 東 の アラ ブ 地 帯 」 の 東部 に まで お よび まし た 。 有 能 な 支配 者 と し て 文明 を 築き ま 
し た が 彼 の 帝国 は や が て 小 ア ジア か ら の 攻撃 で 滅亡 し まし た 。 バ ビ ロ ニ ア は 拡張 を 続け る よ 
り も 、 む し ろ 建 設 と 成長 に 大 き な 関 心 を も っ て いま し た 。 


「 ジ ュ リ アス ・ カ エサ ル (ロー マ ) | : カエ サル は 最も 論議 の 的 と な る 歴史 上 の 人 物 で 、 
忠実 に 国民 の 権利 を 守 ろ うと も し まし た が 、「 ロ ー マ で 共和国 ] を 滅ぼし た 野心 家 的 政治 家 で 
も あり まし た 。 聡明 で 、 技 量 の 中 で も と り わ け 将 軍 と し て 優れ て いて 、 現 在 も まだ 研究 対象 
と され て いる 由緒 ある 戦い で ガリ ア を 征服 し 、 イ ギリ ス に 侵入 し 、 内 乱 で ポン ペイ を 破っ て 
か ら 自 ら 終身 の 独裁 者 に な り ま し た 。 3 月 の アイ ズ (3/15) に 彼 が 権力 を 掌握 し た こと を 恨 
む 友 人 と 部 下 に 刺殺 され まし た が 、 彼 は 将来 の ロー マ 帝 国 を 可能 に し た の で す 。 

ワー マ な 次 力 な 厳 で 、 恋 室 、 徒 其 お よび 発 記 の バラン ス に 長け て いる と 考え て くだ さい 。 


「 マ ハト マ ・ ガ ンジ ー (イン ド ) 」 : イン ド 独 立 の 父 で ある ガン ジー は 暗殺 され まし た 
が 、 政 治 家 で あり 精神 的 な 指導 者 で も あり まし た 。 受身 で 抵抗 する 彼 の 戦い は イギリス を 屈 
服 さ せ 、 第 二 次 世 界 大 戦後 の 独立 の た め の 交 渉 で 重要 な 役 を 演じ まし た 。 彼 は イン ド の カー 
スト 制度 を 廃止 する た め や 国 内 の ヒン ズー 教 と イス ラム 教 の 2 大 宗教 グル ー プ が 平穏 に 共存 
条 ・ 和 体 指物 させ る た め に 疲れ を 知ら ず に 働き まし た 。 平和 を 祈願 する 祝日 前 夜 の 祈り の 時 に ヒン ズー 教 
9 半身 徒 の 狂信 者 の 銃弾 で 倒れ まし た 。 
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ガン ジー 支配 厚 の イン だ 人 は が が 鞍 的 に 大宇 を ば か る こと ば みな く 、 む し ん ろ 池 物 称 に 手 に いれ 
た 落 博 を 応 秦 する こと の 方 に 吉 必 で す 。 し か し 、 彼 ら な 菩 世 に 賠 心 が 高く 、 字 太 毅 劣 で ば 有 次 
カカ を ライ バル に な る か る 交 れ ませ ん 。 


「 毛 沢 東 (中 国 ) 」 : 「 中 華人 民 共和 国 」 の 創設 者 。1930 年 に 権力 を 握り 、「 長 征 」 を 指 
揮 し 、 や が て 「 国 民 党 ] を 破っ た 「 中 国共 産 党 ] の 主席 に な り ま し た 。「 大 躍進 」 や 地方 産 
業 育 成 計画 を 含む 多く の プロ グラ ム で 失敗 し 、1958 年 に 更 送 され る まで 新しい 国 を 導き まし 
た 。 彼 の 指揮 下 で 起こ っ た 4 年 間 の 社会 不安 「 文 化 大 革命 ] の 後 で 再び 権力 を 握り まし た 。 


店 司 は 板 し て 引力 を 文 庁 を 作り 上 げ る こと に 用心 を そる っ て いて 、 好 綾 的 に 天 療 し よう と は 
し ませ ん 。 


「 モ ン テ ス マ (アス テカ ) 」 : スペ イン 征服 当時 アス テカ の 皇帝 で あっ た モン テス マ は 国 
民 を 怒り 散ら す 残 忍 な 暴君 で し た 。 コ ル テ ス は 彼 の 不 人 気 を 利用 し 、 ア ステ カ の 首都 の 行進 
に 30、000 人 の イン ディ アン 同盟 者 の 助け を 得る こと が で きま し た 。 モ ン テ ス マ は スペ イン 人 
を 神々 の 後 黄 で ある と 信じ 込ん だ た め 、 危 険 を 察知 する こと も な く 、 彼 の 強力 な 軍隊 に 準備 
を させ る こと も し ませ ん で し た 。 


アス テカ は 引力 を 綾 二 で 芳 座 を 蔵 で す 。 役 らち は 適切 な 小 不 が で きる と 后 詩 に 強力 を 演 還 を 
筑 き ます 。 


「 ナ ポレ オン (フラ ンス ) 」 : ナポレオン は | フラ ンス 革命 」 の 混乱 時 に 、 大 胆 か つ 確 固 
と し た 行動 で また た く 間 に 昇進 し まし た 。 パ リ ・ ク ー デ ター の 成功 で 生ま れ た 「 執 政 政治 」 
に 加わ り 、 そ の 後 権力 を 強化 し て 1804 年 自ら 皇帝 に な り ま し た 。 そ の 後 11 年 間 ヨ ー ロ ッ パ は 
うち 続く 戦争 に 苦し み ま し た 。 フ ラン ス 帝 国 は その 最盛 期 に は マドリ ッ ド か ら モ スク ワ に お 
よび まし た 。 フ ラン ス は ウオ ー タ ー ル ー で 連合 軍 に 破れ 、 ナ ポレ オン は 流刑 に され まし た 。 


蒸気 機関 
(物理 学 & 発 明 ) 


皿 鉄 統 ユ ニッ ト 
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フラ ンス は 征 族 者 で 如 療 する こと を る くろ ん で いま チ す 。 おそ らく アス テカ や ギリ シャ ほぼ ば ど 
犯 座 で は あり ませ ん が 、 や は の り 月 を 磨 すこ と の で き な い 和 旭 威 で す 。 


「 ラ ム セ ス 日 世 (エジプト ) 」 : ラム セス H 世 は 兄 か ら 王 位 を 受け 継い で か ら 33 年 間 エ ジ 
プ ト を 支配 し まし た 。 彼 の 支配 下 で エジプト は 栄え 、 そ の 領土 は シリ ア か ら ナ イル 第 4 の 滝 
に まで お よび まし た 。 人 彼 は 国 中 に 気 前 よく 建造 し た 記念 碑 や 寺院 や その 他 の 建物 で 知ら れ て 
いま す 。 彼 の 統治 時 代 に 乾 沢 が は び こり 、 奴 隷 制 や 金 で 雇 われ た 軍隊 が 生ま れ て 意 情 さ が 助 
長 さ れ 、 こ れ が エジプト 帝国 を 衰退 させ る こと に な り ま し た 。 


エジプト 人 は 健 大 な 建 業 球 で す 。 ラム モス の 也 で 彼ら な は 納 力 な 都 訪 を 建設 する と われ ま 
すし ん 、 広 大 な 乾 方 に 災 窒 する こと に みな る と 大 き な 公 威 に を みる か る 部 れ ま せん 。 


「 シャカ (ズー ルー) 」 : ズー ルー の 最初 の 国王 で 、 部 族 の 村 を 彼 の 下 に 統合 し て ズー 
ルー 軍 を 結成 し まし た 。 彼 は 短期 間 で 近隣 の 敵 を 征服 し て ズー ルー ラン ド を 設立 し まし た 。 
彼 と 彼 の 子孫 は ヨー ロッ パ 人 が 国境 に 来る まで は 争う 敵 も な く 支 配 を 続け まし た 。 ズ ー ル ー 
は 個々 の 戦士 と し て は 無比 と 言え を ます が 、 は る か に 優れ た 武器 を も っ て 統率 の 取れ た ヨー 
ロッ パ 軍 の 相手 に は な り ま せん 。 


ズー ルー は な 芝 る べき 淡 士 で 淡い を 現れ ませ ん 。 彼ら が 磨り に いた ら 厨 応 し ん て くだ さい らい 。 疲 
ら は 菩 癒 に 7 か れる こと は あり ませ ん し 、 彼 ら に 好 し て 菩 癒 釣 に 優 訪 に 立つ こと が で きる 
で ちら まう 5。 


「 ス ター リン (ロシア ) 」 : 長い 間 ボ ル シ ェ ビ キ で し た が 、 レ ー ニ ン 死 後 の 権力 闘争 か ら 
抜き で て レー ニン の 意志 と は 反対 に 「 ソ ビエ ト 連 邦 ] の 新しい 指導 者 に な り ま し た 。 彼 は た 
だ ち に 農業 の 痛 制 集 中 を は か っ た り 、 急 速 に 工業 化 を 進め た り 、 巨 大 な 軍隊 を 作り 上 ば げ る 計 


画 を 実施 し まし た 。 こ れ ら の 政策 は 何 百 万 人 も の 死者 を 出す と いう 国家 テロ に よる 政治 で 可 
能 に され まし た 。 さらに 2 千 万 人 以上 も の 戦死 者 を 出し た 世界 二 次 大 戦 の ナチ 侵攻 を 防い だ 
後 、 彼 は 東 ヨ ー ロ ッ パ の 大 部 分 に お よぶ 主導 権 を 確立 し 、 こ れ は 解体 する まで 約 30 年 近く 続 
きま し た 。 


スタ ー リ ン 支 配下 の ロシア は 危 論 を な 蔵 で す 。 好 台 的 に 妙 を は か る こと は で きま す が 、 都 
方 や 蔽 癒 の 応 発 で は 運ん を と る で し ょ う 。 


「 ス レイ マン (トル コ ) ] : 「 堂 々 と し て 壮大 な 国王 [ ザ が ・ マ グ ニ フ ィ セ ント ] 」 と し て 
知ら れ て いる スレ イマ ン I 世 は オス マン トル コ 最 盛 時 に そこ を 支配 し て いた 国王 で し た 。 彼 
は 父 の 戦争 を 引き 継い で バル カン 半島 の ハン ガリ ー の 大 部 分 や 地中海 の ロー デス 島 を 征服 し 
まし た 。 戦っ た 相手 は 主 に ベニ ス と 神聖 ロー マ 帝 王 カ ル ロ ス V 世 で し た が 、 ベ ニス と マル タ 
島 を 取る こと に 失敗 し 、 チ ュ ニ ス を 失い まし た 。 ま た 、 彼 は ペル シャ と アラ ビア の 多く も 算 
服 し まし た 。 彼 は 幅広 い 改 革 を 行なっ た こと や 、 芸 術 の 援助 を し た こと 、 支 配 に 優れ た 手腕 
を 発揮 し た こと 等 で も 知ら れ て いま す 。 


スレ イマ ン に 率い られ た ルコ な 非常 に 好 吉 的 で 、 ど ちら か と 言う と 安心 の で き な い 於 同 
に な みり ま ナ 。 彼ら か ら 且 を 離さ みい よう に し て 、 も し 彼ら の り が 緩ん だ ら 尋 踏 する こと は 
あり ませ ん 。 
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os 
プレ イヤ ー ズ ・ ノ ー ト 
は じ め で プレー する 人 は / 准 炉 肖 [Chieftain】 】 レ ベル か ら 始 め ら れれ る こと を お 奨め し ま 
す 。 プレ と ー で 妊 身 を 若 ん で か ら さ ら に だ 高度 み レ ベル だ 進ん で くだ さい 。 上 在 帝 
(Emperor/ / レベ ル な は 明る 苑 し いと ベル で すか ら 了 ナ 分 に プレ ー 経 肌 を 杖 ん だ 人 達 や 、 タ フ 
交 チ ャ レン ジ を 茨 め て いる 人 だ 向い て いま す 。 こ の レベ ル で 育つ こと な 非 党 に 厨 難 で す 。 


「 最 初 の 都市 ] : 新しく ゲー ム を は じ め る 時 に まず 重要 な 決定 を し な けれ ば な り ま せん 
が 、 そ れ は 最初 の 都市 の 立地 場所 を 決め る こと で す 。 立 地場 所 の 選択 が 早けれ ば それ だ け 早 
く あ な た の 文明 の 成長 が は じ ま り ます 。 最初 の 数 ター ン の 内 に 適切 な 場所 を 見 つけ 出さ な け 
れ ば な り ま せん 。 も し この 決定 が 遅く な る と ライ バル に 大 きく 差 を 付け られ て し まい ます 。 


都 訪 の 立 落 坦 所 と し て 最 6 よ い ス クエ ア な 資 疹 シン が ル の ある [草地 / ある いな は / 字 落 / 
や 河川 スク エア で す 。 ん か し 河川 / スタ エア で 資源 が ある と ころ は ほん の 一 部 の スク 
エア で す 。 も し 資源 の ない 河川 / スタ エア に 者 記 を 件 っ た と き は 、 そ の 都 記 の 初 切 の 訂 閑 
が 人 運 れ る こと に な りり ます 。 すなわち 、 髪 初 の 都 訪 を / 河 川 】 スク エア に する こと ば は どちら か 
と 詩 え ば リス ク の ある 選 記 と いう こと に みり ます 。 


( 治 金 学 & 工 業 化 ) あな を た は 上 地 初 の 都 志 立地 場所 に し よう と し て いる 周 万 に つい て ほとん と ど 殺 ら を ない は ず で す 
か ら 、 グ ゲー ム を め た と き 明 凛 の 都 訪 の 立 功 場所 を 選 座 する こと は 興味 ある 雇 定 で す 。 ス 
ター よ た と と し て 麻 苦 地域 が 次 当 で あぁ る と 加わ れる 場合 は そこ を 選ぶ の が ベス 人 ム で し ょ う 。 ズ スズ 
ター よ た と し て まあ まあ の 地域 は 近く ぐに 河川 や / 錦 草地 / と か 人 猟 基 / の よう な 特殊 資源 の 
ある 所 と か 、 あ る い は 資源 シン ボル の 付い て いる 意地 で す 。 「 密 其 / や 「 混 原 / は い ず 
れ 応 懇 し て 生産 伏 の ある 地形 に で きる こと を 覚え て お いて くだ さい 。 「/ 湊 湖 / に 塵 し て いる 
万 る 素 遊 秀 が で きま すか ら 劇 い 場 所 で す 。 
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悪い 場所 は / 砂 漢 / や 「 山 后 の ある 所 で す 。 分 し くら い の / 彦 学 / / 閑 礁 / お よび / 左 
太 / は 好ま し い の で す が 、 多 すぎ る と 都 訪 の 成長 の 澄 在 カ が 食 央 を 受け て し まい まず 。 


[最初 の 都市 の 防衛 」 : プレ イ テ ス ト で われ われ が 体験 し た こと で す が 、 最 初 の 都市 に た 
だ ち に 「 民 兵 | 2 ユニ ッ ト を 作る の が 最も 有益 で ある こと が わか り ま し た 。 最初 の ユニ ッ ト 
が で きた ら 東 西南 北 の 4 つの 隣接 地図 スク エア に 移動 きせ て 、 あ な た の 都市 が 開発 で きそう 
な 地形 を 見 つけ 出し て くだ さい 。 そ うし て 、 第 2 の ユニ ッ ト が で き 上 が っ た ら 都 市 の 防衛 に 
当て ます 。 


その 後に 食 先 し て 季 み うこ と な は 、 矯 に あみ た の 近く に ライ バル の いる こと が わか っ た と き 
と か ある い は その 疑い が ある 礎 に 重 有 要 る の で す が 、 少 みく と る 7 / 宣 装 歩 兵 / を 都 廊 訪 施 に 
専念 させ る こと が で きる よう に だ / 青 鋼 器 /) を 入手 し て くだ さい 。 あ な た の 芝 同 の 郊 に 友 閉 し 
て いる 都 褒 の 訪 答 に は 2 つの / 重 装 歩 琴 / ユニ ッ ム を 配備 する こと を 奨め ます 。 


[拡張 ] : 最初 の 都市 が スタ ー ト し て 近隣 の 地形 の 探検 を 始め た ら 、 次 の 都市 や 将来 の 都 
市 の 立地 場所 の 計画 を 立て て くだ さい 。 立地 場所 は で きる だ け 首 都 か ら 遠 い 所 を 探し 、 都 市 
が 開発 され た と き に 都市 同士 の 区 域 の オー バー ラッ プ が 最小 に な る か 、 あ る い は オー バー 
ラッ プ の 起こ ら な いよ うに し ます 。 こ の よう に する と 各 和 都市 が それ ぞ れ 最大 に な る まで 成長 
する こと が で きま す 。 


/ 入 共 考 / は 痢 た な 都 褒 を 建設 し た り 、 道 和 牙 を 作っ た り 、 省 流 を 行なっ た り し ます の で 、 
/ 入 預 者 / は 初 女 の 賊 摩 か ら 非 常に 垣 要 で す 。 専制 政治 / で な 判 渡 を 邊 な うた め に だ / 字 
協 / 電 形 が 有 肥 勲 で すし 、 / 妊 主 政 治 / に 移行 する と き に は 「 謀 地 や 河川 】 が 有益 で す 。 
あな た が 芝 期 に 作っ た 都 訪 の 大 多数 に 妃 ら か の 好 表 を し て いる / 入 稀 者 / を 啓 く べき で すず す 。 
る し / 入 棋 者 / が 新しい 都 訪 を 建設 し て いる と き ば は 、 そ の ホー ム ・ シ ティ ー に だ 絢 の / 入 着 


超 伝導 
(プラ ステ ィ ッ ク 婦 
大 量 生 産 ) 


| 許 」 SDI 防 衛 シ ステ ム 
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者 / を 作っ て くだ さい 。 / 宮 物 倉 唐 / が ある と より 多く の 入村 者 / ユニ ッ ト を 座り 訪 す こ 
と が で き 、 そ の 上 さら に 適切 を 遠 度 で 成長 る で きま すか ら 、 / 彡 物 倉 唐 / は 紗 期 の 都 訪 に 
と っ て 非常 に 助け に な りす 。 


炎 療 は で きる だ び 速 く 進め る の が 一 般 凍 た 育 和 で す 。 入植 者 ) ユニ ッ ト を 次 か ら 次 に 人 
り だ し て あな みた の 重田 ユニット が 発見 し た 都 訪 立 如 条 佑 の よい 場 記 に 送り 双 ん で くだ さい 。 
災 療 に よっ て もたらさ れる 動 炊 ヅ な 科 首 は 、 野 牙 人 が 沙 現 する 可 攻 大 の ある 夫 謙 電 を 可 く に 
押 戻 すこ と で す 。 


「 銃 対 バ ター」 : 歴史 上 の 偉大 な 文明 の 大 多数 は 軍事 的 征服 で 作ら れ た こと と 、 あ な た の 
ライ バル は どちら か と 言え ば 好戦 的 に な る 恐れ が ある こと を 頭 に 入れ て お いて くだ さい 。 自 
ら 征 服 を 志 き な いと き は 少な く と も 防衛 を 心がけ て お か な けれ ば な り ま せん 。 


雌 芝 的 相 館 を 葵 同和 建設 者 と し て 成功 する 可能 許 る あり ます が 、 巨 宮 を 雪 じ て 貿易 夏 を 記 
き 、 凝 済 を 盛ん に し て 大 府 な 攻撃 を 受け る こと の みい よう に た 共 導 的 に 休 位 に 立っ て いる 必要 
6 ある で し ょ う 。 で きる だ ワ 時 い 座 合 に 臣 治 体 留 を / 君 主 戚 治 / や / 民 主 才 開 / に 移行 する 
よう に し て くだ さい 。 
株 式 会 社 
(銀行 & 工 業 化 ) 「 技 術 優位 」 : 「 文 明 進 歩 [Civilization Advance Chart] 」 を 常時 活用 する よう に し て 
くだ さい 。 プ レー を 始め る 前 に この 表 を よく 見 て あな た の 科学 者 に どの 方 面 の 研究 を 進め さ 
せる か 計画 を 立て て くだ さい 。 時 の 経過 と と も に 戦略 的 配慮 に よっ て あな た の 技術 研究 の 方 
向 を 調整 する こと に な る か も 知れ ませ ん 。 ス ター ト の 時 に 調査 し た 各 進 上 示 が 機会 を 提供 し て 
くれ ます し 、 別 の 有益 な 知識 と を も た らし て くれ ます 。 


[陶芸 / が ある と / 症 物 倉 厩 / 履 療 が で きま すし 、 こ 丸 に よっ て 都 記 成長 の 遠 度 る 遠く な 
り ま す 。 / 青 狗 間 / に よっ て 者 方 訪 猛 に 何れ た / 岳 壮 歩 琴 / ユニット ム が 作れ ます 。 / 邪 乗 
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を 入手 する と / 脇 挟 / が 作れ 、 / 脆 兵 / は 移動 ファ クタ ー が 2 で すか ら 攻 撃 ユ ニッ ト と し て 
も 優秀 で すし 首府 に も 役に立ち ます 。 / チ ャ リオ ナッ トリ に な / 主 英 / が 必要 で す が 、 / チ ャ 
リオ ッ ト 』 は 攻撃 ファ クタ ー が 4 の 休 刀 た 攻撃 スニ ッ ト で ライ バル を 近く に 見 つけ た と きだ 
有 郊 で す 。 / 発 儀 / / ア ルフ ァ ベ ッ ト ム / / 壮 筆 / は より 効果 的 を な 政治 価 制 を 早急 に 発 諾 させ 
る よう な と きだ 育 効 で す 。 


る し あな た が 小さ な 和 鳥 や 大 訂 に いる と さき は 、 長 初 の 船 船 ユニ ッ ト と な る ガレー 船 / の 建 
造 を 可能 に する 「 聞 図 / を スチ 考 す る と 便 和 で す 。 経 渡 発 戻 に 某 史 し よう と する と き な は 、 / 君 
二 戚 治 / に する と 成長 の た め に より 好ま し い 夏 治 伏 久 に 変更 する こと が で きる よう に な る で 
し ょ う 。 戦争 が 之 こ り そ う な と き な は 、 / 齋 融 / / 建 筑 ( 告 壁 ) / / 数 学 (長石 庶 ) が 太 益 
で す 。 / 文学 / に よっ て 大 使 館 設 軒 に 必要 と さ 丸 る / 災 交 写 / を 作る こと が で きま す 。 / 筑 
易 / に よっ て / キ ャ ラバ ン リ / を 作る こと が で きま す が 、 こ れ ば 経済 稚 に 重要 で す 。 


[世界 の 七 不思議 ] : あな た が 文明 を 管理 する こと に より いっ そう 習 圭 し て くる と 、 さ ま 
ざま な 「 七 不思議 ]」 が いか に 利益 に な る か が 分 か っ て くる で し ょ う 。 「 七 不思議 ] の 説明 を 
よく 読ん で それ ぞ れ が どの よう に 役に立つ か を 考え て くだ さい 。 経済 的 な 利益 の た め に 人 役 立 
つも の も あり ます し 、 外 交 の た め 、 あ る い は 技術 の 取得 を 速め る た め に 役立つ も の も あり ま 
す 。 あ な た の 戦略 に 最も 適し て いる 不思議 を 建造 し て みて くだ さい 。 な お 、 初 期 の 頃 の 「 七 
不思議 」 の ほとん ど は 、 や が て その 利益 が 無く な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


[ 二 不 帳 議 / を 建 造 する の を いつ に すず る か その 建造 圧 を 注意 深く 検討 し て くだ さい 。 / 志 
友 思 謗 / の ひと つが 痢 益 な 歴代 も あり ます し 、 成 長 や 太 術 の た め に ば / ス 村 者 / や / 氷 道 / 
ある い は 等 壁 / の 方 が より 脆 みこ と る あり ます 。 「/ 世 不思議 / を 建造 する に な 長い 其 央 
と 多く の 資源 が 必要 で す 。 い っ た ん 「 世 不 皿 議 / の 建造 を すじ ど め た ら 、 ラ イ バ ル が 先 に 完成 
させ る こと が な いよ うに で きる 原 り 早く 完成 させ て で てく ぐだ さい 。 / 世 不 外 議 / の 建造 に 康 し て 
は キャラ バン の 力 を 和 嫌 用 する よう に し ます 。 


共和 制 
(法律 & 文 学 ) 
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多く の / 志 不 搬 議 / か ら 委 られ る 科 交 は それ を 所 月 し て いる 文 妨 の あの で ある こと を 忘れ 
な いで いて くだ さい 。 / て 介 軸 護 / を 在り と げた 厳 の 都 方 を 攻 盛 する 方 が 邊 分 で 建造 する よ 
り 安 く た が る こと る あり ます 。 


「 政 治 体制 の 変更 」 : 政治 体制 の 変更 を 行なう た め の 最善 の 時 期 を 判断 する に は 経験 が 必 
要 で す 。 あ る 時 代 に 最も 役に立つ 政治 体制 は あな た の 文明 の 経済 状態 や 戦略 状況 に よっ て 違 
いま す 。 政治 体制 を 変更 し よう と する と 無政府 状態 に な っ て 手 ひど い 代 償 を 払う こと に な り 
ます の で 変更 に は 注意 深い 計画 が 必要 で す 。 


[専制 政治 / な は 電 争 の 歴 や 友 疹 を 存 な っ て いる と き ( 六 都 訪 の 建設 ) に は 最も 育 効 で す 
が 、 基 答 の 進歩 や (人事 の ) 成長 が 往 内 さん ます 。 存 友 し て いる ユニ ッ ト ム の 大 多数 が 竣 芽 の 
た め の 誤 六 を 必要 と し ませ ん の で 、 北 夫 女 い 甚 誰 で 新しい ユニ ッ ト や 大 療 あ る いな / と 直 
志 護 / を 作る こと が で きま す 。 / 入 燃 者 / な は 食料 を 7 ユニ ッ ト ム し ん み 妥 し ませ ん か ら 衝 都 訪 で 
7 つか 2 つの 信奉 者 / を 条 式 し て 新 都 方 建設 、 道 串 設 、 農 好 の 梁 旗 、 依 力 資 六 の 秘 発 区 
に 簡 記 する こと が で きま す 。 


あな た の 都 訪 が 奴 開 し て その サイ ズ が Z か それ 以上 に な っ た と き は な / 君 去 臣 治 / に 移 存 す 
る こと を 考 そ て くだ さい 。 / 墓 地 / や / 沈 罰 / の 次 旗 を 終 そ を て いる と その 地 城 は スク エア 当 
クラ ユニット の 食 替 を 生産 し さす の で 、「 在 主 戚 治 / が 大 る 有 有効 で 、 伺 の 成長 る 叶 く な のり 
人 口 る 多く な り ま す 。 こ の こと は 、 よ り 多 く の 貨 易 、 適 度 の 基 術 和 進 上 碧 、 よ りり 多く の 乏 謝 資 
源 、 よ り 弦 大 な 経済 力 を 意 誌 し ます 。 会 て の ユニ ッ ト が その 北大 の た め に 資源 を 必要 と し ま 
す が 、 憲 斉 訂 万 を 行なう こと る も 可能 で す 。 


/ 産 主 開 / は / 妊 手 政 治 / に 公 て いま す が 、 あ な た の 都 訪 が 大 きく を な っ た と き に より 
いっ そう 店 効 で す 。 7 共産 五 閉 / 休廊 の 呈 で な 少 都 か ら の 外 離 に 賠 係 みく どの 都 訪 の 汚 盛 る 
盛 じ と ベル だ 妨 ま っ て いる の で 、 広 く 厩 誰 し て いる 落 局 で は この 下 治 族 凛 が 役に立ち ます 。 





まさ 
k 粒 | チャ リ ォ オッ トー ユニ ッ ト 
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あな た の 都 声 が が 大き く な る に つれ て 、 人 住人 を 幸 枯 に し て お く こ と が より いっ そう 難し く ぐ な 
り ま す 。 ま た 、 訂 が た つ に つれ て 各 送 歩 を 達成 る に る より 長い 奈 廊 が か か り ま す 。 / 共 科 夏 
治 / か / 民 隆 孝 姜 / の 政治 価 才 で は 留 易 が 大 きく 履 莉 され ます の で 、 あ な た の 都 訪 が 同 必 10 
を 越え て 成長 する よう に な っ た ら / 共 物 不 治 / か 「 性 主 主 研 / に 功 り 医 え る の が よい で し ょ 
う 。 載 加 し た 留 易 は 大 き な 人 口 を 考 板 に する た め の 敬 沢上 品 に 変わ り ま すし 、 孝 訪 履 医 を 北大 
する た め の よ り 多 く の 季 放 が で き 、 よ り 多 く の 基 笠 研 完 が 行え さす 。 / 民主 考 義 / な 法 励 を 
な くし 、 さ ら に いっ そう 貨 易 の 衝 益 を 増加 させ ます 。 


トレ ー ド オフ と は 、 ホ ー ム ・ シ ティ ー か ら 離 れ て いる 各 ユ ニッ ト が 不幸 な 1 市 民 を 作り ま 
す の で 「 共 和 政 治 ] や 「 民 主 主義 ] で 戦争 を 行なう こと が 困難 に な る こと で す 。 大 き な 軍 事 
展開 も 非常 に 難し く な り ま す 。 も し あな た が 戦争 中 で ある と か 大 き な 戦 争 を 計画 し て いる と 
き に は 「 共 和 政 治 ] や 「 民 主 主 義 ] は 良い 選択 で な いか も 知れ ませ ん 。 


「 戦 争 対 平和 」 : 長期 間 の 費用 の か さむ 戦争 は あな た の 文明 の 成長 を 遅らせ ます が 、 戦 争 
に よっ て ライ バル を 抑制 し た り 、 都 市 を 攻略 し た り 、 あ る い は 敵 の 経済 を 荒廃 きせ る こと が 
で きま す 。 あ な た が 戦争 を 仕掛 けら れる こと も あり ます が 、 あ な た の 選択 で 戦争 を 始め る 機 
会 も 多く ある で し ょ う 。 い つ 戦 争 を 始め る か は あな た の 自分 の 力 、 敵 の 力 、 敵 か ら の 箇 威 、 
敵 の 拡張 を 抑え を よう と する 考え 、 自 分 の 技術 水準 等 に か か っ て いま す 。 実際 に 攻撃 を は じ め 
る 前 に で きる だ け 十 分 に 戦争 の 準備 を し て 短期 間 で 目的 を 達成 で きる よう に し て くだ さい 。 


共 癒 的 に 矯 位 に 立っ て いる こと な 肖 争 で な 非常 に 和 有 勲 で す が 、 あ な た が 休ん れ た ユニット を 
人 存 っ て いて それ ら を 代 史 させ る こと が で きる こと が 条 価 で す 。 共 癒 的 に 登れ て いて る 少数 の 
ユニ ッ ト し か る た な ない ライ バル に 章 記 する か る 効 れ ませ ん 。 こ の よう な ライ バル ば は 貢 ら く 共 
訟 の 進 上 に 集 ゆ し て いて 戦 争 の 準 代 を し て いみ か っ た の で し ょ 2。 共 癒 的 に 伊太 だ と 、 道 加 
ユニ ッ ト を 春 蔵 し た 厳 の 論 送 艦 を 沈没 させ る こと が で きま す の で 、 特 に 次 で は 有効 で す 。 
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あな た の 応 犯 逆 で 厳 が の 現 わ ん た 歴 に 戦争 の 準 代 が で き て いみ な い ょ うな 場合 は 、 仏 威 を 受け 

て いる 落 城 に 全長 を 移動 させ る た め に 一 礎 静 に 茂 か ら の 藤 癒 や 真 ず も の の 要 天 を の なの は 、 
し ば し ば 明 導 の 区 と みり ます 。 あ 交 た が 准 信 の で き て き な い 吉 争 を 好み うた め に 巨額 の 舌 自 
を 受け 夏 る こと に な 注意 し て くだ さい 。 


あみ た が 次 力 婦 経 済 を らち 立 て て 主要 を ライ バル が 座 で ある か わか っ た と き に ば 、 ラ イ バ 
ル ん を 打ち 負かす か 滅亡 させ る か 、 / 上 廃 】 に よっ て 惣 史 を 次 留 さ れる まで ば は これら の ライ ノバ 
ル と 江 争 し て いる の が 育 共 み こと も あり ます 。 淡 争 の と き は 項 の 答 送 杉 の 動き を 食 大 し て で 
きる 放り 撃 沈ん し ます 。 さ ら に 、 厳 の 成長 や 季 産 を 低 了 さ せる た め に だ 次 旗 や 誤 訪 を 盛 礁 する ユ 
ニッ ト を た 記さ せる と いっ た 経済 淡 争 を 存 み いま す 。 


「 告 壁 / で 局 に 太 給 され た 都 訪 を 攻 す る こと は 非常 に 大 難 で し ょ う 。 サボ ター ジュ を 
行なう 使 谷 を 帯び て 都 訪 に 送り 入 ん だ / 女 交 稿 / が 好 運 に も る 茂 長 を 破 六 する と 攻撃 が 楽に な 
り ま す 。 ま た 、 / 親 撃 衝 / や / 正 志 夏 / ユニ ッ ト は 「 街 壁 / を 押 想 し ます 。 / 潜 北 / や / 音 
撃 検 / は 痢 彦 都 訪 の 訪 稚 軍 を 計 滅 し 増 時 で 、 そ の 科 に 続く 促 入 攻 圧 に 育 重 で す 。 


「 強 力 な 経済 ] : あな た の 文明 が 成 熱 し て 都市 が 成長 する と 、 多 く の 人 口 を 幸福 に し て お 
く た め の 改善 や 費 沢 品 を 維持 する た め に お 人 金 を 作り 出す こと が ます ます 難し く な り ま す 。 多 
人 額 の お 金 や 費 沢 品 は 、 継 続 し な けれ ば な ら な い 科 学研 究 と 同様 に 、 大 量 の 貿易 や 都市 改善 お 
よび 「 専 門 家 ] に よっ て 作り 出す こと が で きま す 。 


大 済 力 を 改善 する 明 長 の 方 法人 箇 の 文 妨 の 大 き な な 部 訪 と 宮 協 路 を 過 設 する こと で す 。 大 き 
を 都 方 (10+) に 話さ ん て いる 最大 3 つの 信明 路 を 亡 く よ うに 上 落 力 し て くだ さい 。 多く の 視 
場 牙 が を けれ ば 弦 力 を 経済 を 作る こと は ほぼ ば 不可 能 で す 。 地方 レベ ル で は 、 貸 易 を 増加 する 
た め に / 次 学 / / 室 石 / を いし / 多 名 / スク エア を 都 記 基層 で 床 化 する こと が で きま す 。 し 
か し 、 こ れ は 通常 は 人 々 が 食 笠 や 資源 を 作る た め に 人 記 で 働い て いな いこ と を 意 奈 し ます 。 


都 記 履 療 は 和 務 放 ( / 訪 坦 / や / 銀 存 / ) を 増し た り 研 究 ( 図書館 / や 大学 / / を 進め 
る た め に 友 准 で す 。 / 現 金 / は / 佐 夏 人 / に よっ て る 増加 し ます 。 / 科 学 / は / 科 学者 / に 
よっ て 進め る こと が で きる で し ょ 2。 


[外交 官 ] : は じ め て プレ ー を する 人 は この ユニ ッ ト を 見 過ごし が ち で す が 、 経 験 を 積む 
と その 価値 が わか る よう に な り ま す 。 対抗 する 文明 に 遭遇 し た ら そ の 文明 に 大 使 館 を 開設 
る よう に 努力 すべ き で す 。 こ れ が 「 外 交 官 」 の 主 な 価値 で す 。 敵 の 力 を 明らか に する こと で 
あな た の 外交 や 戦略 の 助け に な り ま す 。 「 外 交 官 ] は あな た が 攻撃 する か も 知れ な い 敵 の 都 
市 の 内 部 事情 を 探っ た り 、 マ ニュ アル に 記載 され て いる 他 の 能力 を 探る た め に 有効 で す 。 


あら ゆめ る 棄 会 を 刀 盛 し て 茂 の 外交 人 宜 / を 飼 す よう に し て くだ さい 。 こ うす る と 共 論 や 人 め 
の 好ま し く な いる の が 府 ま れる の を 太 ぐ こと が で きま チ す 。 


「 さ ま ざ ま な 戦略 ] : 発 生 し て くる 状況 に 合わ せ て 自分 の 文明 の 戦略 を 仕立 て る 準備 を し 
て お か な く て は な り ま せん 。 主要 な 2 つの オプ ショ ン は 、 平 和 的 な 経済 発展 と 軍国 的 な 発展 
で す 。 あ な た は プレ ー が 開始 され る と すぐ に 自分 の 戦略 を 立て る た め に 助け と な る 情報 を 収 
集 す る で し ょ う 。 考慮 し て お か な けれ ば な ら な い 重 要 な 要素 は 、 最 初 に 定住 する 島 や 大 陸 
の 大 きき さ 、 ラ イ バ ル と の 接近 度合 、 ラ イ バ ル の 強 さ き 、 ラ イ バ ル の 技術 発展 程度 で す 。 


る し あ 婦 た が 70 偽 の 次 力 な 都 方 を 建設 で きる 大 き さ の 大 歴 で 謝 立 し た 状 毅 で 始め る と 、 経 
済 発 良 就 中 は 励 問 いみ なく 途 扉 する で し ょ う 。 この 場合 は 政治 休 勘 を 易 急 に / 君 主 政治 / に し 
て 次 に 「 必 主夫 / に 変え る こと に 専心 ん て くだ さい 。 も し ん 大麻 が 大 きく て 一 つ あ る いな は それ 
以 と の ライ バル が 開 ん で いる と き は 、 月 ら の 胡 宏 を は か る た め に いつ 起こ る み 予 汰 の で き な を 
い 戦 争 の 準 信 を し て お か み け れん ば みな り ませ ん 。 も し 作 さ みな 民 や 大 歴 で 始め た と き な 痢 外 へ の 
災 療 を 準 佐 し ます 。 
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局 じ 大 歴 に 数 食 の ライ バル が 見 つか っ た 葵 合 、 で きる だ が 多く の 償 二 を 幼 り 下 る よう に し 
て くだ さら いら 。 少 まぐ と る スタ ー ト の 歴 は / 尾 兵 有 ユニ ッ ム を 使っ て 厳 の ユニ ッ ト と な 人 好 幼 り 
を 為 い て 池 物 を 状 長 を 名 つこ と で す 。 攻 衝 で す と 、 箇 の 方 法 に 顔 る より 時 く 胡 薄 の 宮 易 が 
そえ ます 。 あ な た が 滅ぼそ うと 対向 し て いる 歴 周 が 識別 で きた ら 大 使 館 を 万 設 し ます 。 重 上 し 
メ う と と て いる 鞭 い 歴 司 と な 資 協 崎 を 扇 設 し みな いよ うに し て ぐだ さい らい 。 


奉 基 が 蒸し た ら 一 麻 に 一 つの ライ バル を 攻撃 し て 滅ぼし ます 。 二分 前 か ら 准 侯 を し て な る 
べく 早く 般 争 を 終え を る よう に し て くだ さい 。 

以上 に 説明 し た 提案 は 「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | を デザ イン し テス ト し た 時 に 作ら れ た 戦 
術 や 戦略 の ほん の 一 部 を カバ ー し て いる に 過ぎ ませ ん 。 プ レー を 繰り 返す に つれ て 、 あ な た 
の 文明 が より 良く 成功 する た め の 、 よ り 他 の 多く の 戦略 が 見 い だ せ る で し ょ う 。 





デザ イナ ー の 注記 


「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | を 考え る イン スピ レー ショ ン と な っ た の は 「 レ イル ロー ド ・ タ 
イク ー ン | が 受け て 成功 し た こと で し た 。 「 レ イル ロー ド ・ タ イク ー ン | の 出来 に 自信 を 
も っ て 、 こ の 中 で より 優れ た コン セプト を 利用 で きそう な 適当 な 題材 を 探し 始め まし た 。 今 
に な っ て 思い 返し て み ま す と 、 文 明 の 歴史 を 新しい ゲー ム に し よう と いう 発想 の きっ か けが 
何で あっ た か 思い 出す こと が で きま せん が 、 こ の 題材 が 出 た と た ん に われ われ が 考え て いた 
スペ ッ ク に ぴっ た りす る こと が わか り ま し た 。 


[シヴィライゼーション]| の 中 心 と な る コン セプト は 、 プ レー する 人 を 歴史 の 流れ の 中 で 
文明 の 英雄 や 支配 者 に する よう な 「 至 高 の ゲ ー ム (god game) 」 に する こと で し た 。 こ の よ 
うな 役割 を 担う プレ イヤ ー は 自分 の 文明 を 導き か つ 建 設 し 、 そ の 成長 や 拡大 、 興 降 や 陥落 を 
自ら の 目 で 見 る こと に な り ま す 。 ゲ ー ム が 進行 する に つれ て 、 プ レー ヤ は 自分 の 決定 が 実施 
され た 結果 を 見 る こと が で き 、 成 功 す る か どう か が 自分 の 相対 的 な 技量 に か か っ て くる こと 
が わか り ま す 。 


「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | に は いく つか の ボー ル を 同時 に ジャ グル する ディ シ ジ ョ ン ・ 
メー カー も 付け よう と も 考え まし た 。 「 レ イル ロー ド ・ タ イク ー ン | で は これ に よっ て チャ 
レン ジ 性 と 興味 が 高まる こと を 発見 し た か ら で す 。 シ ド は 基本 デザ イン を スケ ッ チ し た と き 
に プレ イヤ ー が か ぶる 様々 な 帽子 の 考え を 発展 させ まし た 。 


彼 は 明らか に 軍隊 の 指揮 官 で 彼 の 軍 を ライ バル に 向かっ て 進ま せる の か も 知れ ませ ん 。 第 
二 の 役 目 は 経済 の 立案 者 の 役目 で し た 。 こ の 帽子 を か ぶっ た プレ イヤ ー が 都市 の 立地 や 成長 
や 生産 を 計画 する と いう も の で す 。 プ レイ ヤー は 「 鉄 砲 か バタ ー| の どちら を 選ぶ か 、 す な 
わ ち 、 自 分 の 文明 の た め に 軍隊 の ハー ドウ エア を 生産 する か 経済 に 力 を いれ る の 選択 を し な 
けれ ば な ら な い は ず で す 。 
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プレ イヤ ー は 新しい 知識 を 研究 する 方 向 も 決め な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 こ れ も 、 一 部 
の 進歩 に よっ て 国内 条件 が 改善 きれ て その 他 の 進歩 に よっ て 軍事 力 が 高まる と 、 や は り し ば 
し 鉄砲 か バタ ー か の 決定 に な る で し ょ う 。 プ レイ ヤー は ある 時 期 に どの 方 向 の 研究 が 最も 有 
益 か を 判断 し 、 条 件 が 請け 合う な ら ば 変更 する 準備 を し て お か な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 


デザ イン の 作業 が 進行 する に つれ て 更に プレ イヤ ー の 役目 が 加え られ まし た 。 プ レイ ヤー 
は 独自 の 外交 を 展開 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 顧問 か ら の 報告 で ライ バル の 状況 を 追跡 
する こと で 、 プ レイ ヤー は 誰 と 和平 し 、 誰 を 攻撃 し 、 誰 と 友好 を 結び 、 誰 を 無視 する か の 判 
断 を し な けれ ば な ら な いこ と に な る で し ょ う 。 さらに 、 各 都市 の 管理 は より いっ そう 複雑 に 
な り 、 プ レイ ヤー は それ ら の 都市 を 効率 的 か つ 安 定 に 維持 する た め に より 多く の 時 間 を 割か 
な けれ ば な ら な く な る か も 知れ ませ ん 。 


この よう な 仕事 を 全て プレ イヤ ー が 引き 受け る こと に な る と 、 プ レイ ヤー に と っ て 絶え ず 
チャ レン ジン グ で 興味 ある 決定 の ミッ クス が で き 、 面 白く て 一 時 も 離れ られ な いよ うな ゲー 
ム が で きる と 感じ た の で す 。 


「 レ イル ロー ド ・ タ イク ー ン |] か ら 人 借り た いと 考え た も う 一 つの コン セプト は 、 ゲ ー ム 毎 


の に 作り 出さ れる さま ざま な 違っ た 世界 で し た 。 こ れ は 前 の ゲー ム と 同じ よう に 各 ゲ ー ム を 毎 
(数 学 & 哲 学 ) 


回 新鮮 に する た め に 非常 に 有効 で し た 。 


わた し た ち は 隠 され た 地図 を 含め る こと を 前 か ら 決 め て いま し た 。 こ れ に よっ て ゲー ム が 
非常 に 面白 く て 楽し く な る こと が わか っ た の で す 。 シ ド が 開発 し た も う 一 つの 特長 は ゲー ム 
の コン セプト に 関す る オン ライ ン の 百科 辞典 「 シ ビ ロ ペ ディ ア 」| で す 。 初め て の プレ イヤ ー 
に と っ て これ は 特に 役に立つ と 思い ます 。 
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これ ら の ゲー ム の 特長 は 1990-1991 年 の 冬 の 終わ り ま で に 大 ざっ ぱな 形 で ゲー ム に 取り 入 
れ ら れ て いま し た 。 そ の 人 後 の 作業 は 主 に コー ディ ング 、 テ スト 、 吟 味 、 再 コー ディ ング 等 の 
トラ イ ・ ア ンド ・ エ ラー 式 プ ロ セ ス で 進め られ まし た 。 春 と 夏 に は ほほ 毎日 の よう に 新しい 
バー ジョ ン が 現われ て デザ イン は より いっ そう 洗練 され まし た 。 技術 進歩 の リス ト に 調整 を 
加え 、 そ れ ら の 関係 を ジャ グル し 、 軍 事 ユ ニッ ト の 種類 や 価値 を 変更 し 、 タ ー ン の 時 間 の 長 
さ を 調 整 し 、 野 店 人 が も た ら す 危険 を 抑制 し 、 最 も 微妙 で 重要 な 部 分 で す が 、 ラ イ バ ル 文明 
の 人 口頭 脳 を 継続 的 に 改善 を 加え まし た 。 


興味 ある 特長 の 中 で も 最終 的 な カッ ト に な ら な か っ た の は 、「 甲 鉄 艦 ] が 布設 する 大 洋 の 
魚雷 原 : アル コー ル 飲 料 (最初 の 永住 入植 者 の た め の 主 要 な 刺激 と し て 提案 きれ まし た ) : 
ソー ラー 発電 所 戦闘 爆撃 機 8B-8-8 (32) : 道路 建設 を 早め る スー パー ハイ ウエ イ の 不思議 : 
フラ ンク 人 の 国王 カー ル 大 帝 : お よび 、 も っ と 精細 な 宇宙 船 で す 。 


ゲー ム が 完成 に 近づい て と き に 取入れ られ た 最も 重要 な 特長 は 「 キ ャ ラバ ン | が 開く 貿易 
路 の コン セプト で し た 。 こ れ は 知識 が 生ま れ た り 強 い 経 済 が で きる の を 助け ます 。 ま た 、 探 
検 や 外交 も 盛ん に し ます 。 


特に 「 共 和 政 治 ] や 「 民 主 主義 | に お ける ホー ム ・ シ ティ イー の コン セプト る も 重要 で し た 。 

当初 、 こ れ ら の 政治 体制 下 で の 軍事 ユニ ッ ト の 維持 費用 は $2 で し た が 、 そ の 人 後 で 、 防 衛 さ れ 
て いた り 9 あるいは 歩 哨 任務 が ある 場合 は $s1 に し まし た 。 軍事 ユニ ッ ト に よっ て 不幸 が 起こ る 
よう な 時 に 、 こ の 方 式 が 思っ た より 有効 に な り ま す 。 こ の よう な 政治 体制 で 戦争 を 行なう こ 
と は 困難 で す が 改 善 さ れ た 経済 機能 と いう 面白 い ト レー ド オ フ が あり ます 。 


最後 の 大 き な 特 長 は 「 宇 宙 競 争 ] で す 。 ゲ ー ム を 終わ ら せ る た め の い くつ か の アイ デア を 
検討 し まし た が 、 最 初 の 頃 の アイ デア の 一 つ で あっ た 宇宙 に 戻っ た の で す 。 地球 か ら 移 民 者 
を 連れ て 別 の 天体 に 到達 する の は われ われ 地上 の 人 類 の 歴史 に と っ て 素晴らし い 頂 上 を 極め 
る こと に な る の で す 。 


筆記 
(アル ファ ベッ ト ) 


re 
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「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | も 「 レ イル ロー ド ・ タ イク ー ン | と 同じ よう に その 製作 作業 は 
一 大 プロ ジェ クト で し た 。 実 を 言う と 、 ゲ ー ム が あま り に る も 面白い ため に 作業 も し ば し ば 遅 
れ が ち に な り ま し た 。 「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | は ここ の MP S 研 究 所 の われ われ の 仲間 内 
で も 異常 と 思え る ほど 人 気 が あ り 、 良 い 徴候 と 言 を る も の で し た 。 沢山 の 冷徹 な 特長 と 興味 
ある 決定 事項 や 果て し な い 数 の 新しい 世界 を 備 そ を た 「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン | は 他 に 類 の な 
い 決 定 的 ゲー ム で す 。 し か し 、 わ れ わ れ は これ で も 満足 いた だ け な い 人 た ちの た め に 「 シ 
ヴイ ライゼーション | が 出荷 され た らち ら す ぐに 新しい も の を 始め る つも り で す 。 


シド ・ マ イヤ ー 
ブル ー ス ・ シ ェ リ ー 
1991 年 9 月 11 日 
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